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　茨城県では，地Ҭの特性を生かした県土のߧۉある発లを目ࢦして，

広Ҭతなަ௨ωットϫーΫの੔උをਐΊるとともに，道࿏事৘の࣮ଶ

をצҊしてバイパスを੔උするなど，ަ௨のԁ׈化に౒Ίています。

　その一環として੔උされる千代田石岡バイパスは，石岡市内を中৺

に発生しているަ௨ौ଺をղফする上でۃΊてॏ要な໾ׂをՌたすも

のです。

　しかしながら，この事業༧定地内には埋蔵文化財包蔵地である田崎

遺跡が所在することから，これを記録อଘの方法にΑりอޢするඞ要

があるたΊ，当財団が国土ަ௨ল関東地方੔උہৗ཮河川国道事຿所

からҕୗをडけ，平成 20 年̔月から平成 21 年̑月までのおΑそ１年

にわたって埋蔵文化財の発掘調査を࣮ࢪしました。

　本書は，その成Ռを収録したものです。ֶज़తなࢿڀݚྉとしては

もとΑり，ڷ土のྺ史にରするཧղを深ΊるたΊに׆༻されることに

Αりまして，教育・文化の޲上の一ॿとなれ͹޾いです。

るまで，ҕୗ者ࢸ行にץ後になりますが，発掘調査から報告書の࠷　

である国土ަ௨ল関東地方੔උہৗ཮河川国道事຿所から多大なڠޚ

ྗをࣀりましたことにରし，ް͘ྱޚਃし上͛ますとともに，茨城県

教育ҕһձ，石岡市教育ҕһձをは͡Ί，関֤܎Ґからいたͩいたޚ

。ਃし上͛ますँײにରし深͘ྗڠޚ，ಋࢦ

　　平成 22 年̏月

財団法人茨城県教育財団　　

ཧ 事 長　Ҵ　༿　અ　生　　

ং





１　本書は，国土ަ௨ল関東地方੔උہৗ཮河川国道事຿所のҕୗにΑり，財団法人茨城県教育財団が平成

20・21 年度に発掘調査を࣮ࢪした，茨城県石岡市大字石岡 4795 番地ほかに所在する田崎遺跡の発掘調査報

告書である。

２　発掘調査期間ٴͼ੔ཧ期間はҎԼのとおりである。

　　調査　　平成20年̔月１日～平成21年１月31日

　　　　　　平成21年̐月１日～̑月31日

　　੔ཧ　　平成21年̐月１日～11月30日

̏　発掘調査は，調査՝長஑田ߊ一のもと，ҎԼの者が୲当した。

　　平成 20 年度

　　　ट੮調査һ݉൝長　　　　三谷　ਖ਼

　　　主೚調査һ　　　　　　　田原࢘߁　　　

　　　主೚調査һ　　　　　　　齋藤貴史　　平成20年10月１日～平成21年１月31日

　　　主೚調査һ　　　　　　　ᓎҪ׬հ　　平成20年̔月１日～10月31日

　　平成 21 年度

　　　ट੮調査һ݉൝長　　　　ന田ਖ਼子

　　　ट੮調査һ　　　　　　　օ川　म

　　　調　査　һ　　　　　　　近ߐ԰成ཅ

̐　੔ཧٴͼ本書のࣥච・編集は，੔ཧ՝長ଜ上和඙のもと，ҎԼの者が୲当した。

　　　主೚調査һ　　　　　　　齋藤貴史　第̏ষ第̏અ２（3）, （̏1）・（2）, （̐1）～（5）, 第̐અ

　　　主೚調査һ　　　　　　　本橋弘巳　֓要 , 第１ষ～第̏ষ第̏અ１, ２（1）・（2）, （̏3）, （̐6）, ̑, ６

̑　本書の࡞成にあたり，当遺跡から出土した木製品のอଘॲཧとथ種同定は，٢田生物ࣜגձࣾにҕୗし，

थ種同定の࡯ߟは付ষとして巻຤にࡌܝした。また，ほかの木製品のथ種同定は，෱島県文化ৼڵ事業団文

化財主事খྛࢯܒにࢦޚಋいたͩいた。出土した炭化米と種子の同定は，茨城県ࣗવത物ؗاը՝長খ഼和

෉ࢯにࢦޚಋいたͩいた。

ݴ　　　　ྫ



ຌ　　　　ྫ

１　当遺跡の地区設定は , 日本平面௚֯࠲標第ᶟ࠲ܥ標に४ڌし，̭ʹʴ19,480ｍ , ̮ʹʴ40,440ｍのަ点を

基४点（̖１B1）とした。なお，この原点は，世քଌ地ܥにΑる基४点である。

　この基४点を基に遺跡範囲内を東੢・南北֤ʑ 40ｍ࢛方の大調査区に分ׂし，さらに，この大調査区を

東੢・南北に֤ʑ 10౳分し，̐ｍ࢛方のখ調査区を設定した。

　大調査区の名শは，アϧϑΝϕットとࢉ༻਺字を༻い，北から南΁̖，̗，̘ʜ，੢から東΁１, ２, ̏ʜ

とし，ʮ̖１区ʯʮ̗２区ʯのΑうにݺশした。さらにখ調査区は，北から南΁ B，C，DʜK，੢から東΁1，2，

3，ʜ0とし，名শは，大調査区の名শをףしてʮ̖１B1区ʯʮ̗２C2区ʯのΑうにݺশした。

２　࣮ଌਤ・一ཡද・遺物࡯؍ද౳で࢖༻した記号は次のとおりである。

　　遺構　　4* －竪穴住居跡　4B －掘立柱建物跡　4" －柱列跡　'P －炉穴　4, －土坑　4% －溝跡　

　　　　　　)( －遺物包含層　P( －ピット群  49 －不明遺構　̥－ピット

　　遺物　　̥－土器　TP －୓本記録土器　%P －土製品　̦－石器・石製品　̢－ۚଐ製品・鉄ᕥ　

　　　　　　̩－瓦　̬－木製品

　　土層　　̠－֧ཚ

̏　遺構・遺物࣮ଌਤの࡞成方法にͭいては，次のとおりである。

　遺構શମਤは300分の１，֤遺構の࣮ଌਤは60分の１のॖईでࡌܝすることを基本とした。種ྨや大

きさにΑりҟなる場合は，ݸʑにॖईをスέーϧでදࣔした。

　遺物࣮ଌਤは原ଇとして̏分の１のॖईとしたŇ 種ྨや大きさにΑりҟなる場合は , ʑにॖईをスݸ

έーϧでදࣔした。

　遺構・遺物࣮ଌਤ中のදࣔは，次のとおりである。                                             

　　　　　　ম土・੺ࢪ・࠼釉　　　　　　　　　　　　　炉・Րচ面・ણҡ土器அ面               

　　　　　　ᜱ部材・೪土範囲・ࠇ৭ॲཧ・鉄　　　　　　ഗ・λーϧ・柱ࠟ跡・柱のあたり      

　　　　　　・Ψϥス質ᕥ                

　　  ˔土器・陶器　˓土製品　˘石器・石製品　˚ۚଐ製品　˙木製品　˛ࣗવ遺物　　　　　ߗ化面     

̐　土層࡯؍と遺物における৭調の判定は，h ৽൛標४土৭஽ （ɦখࢁਖ਼஧・஛原ल༤編著　日本৭ݚ事業ࣜג

ձࣾ）を࢖༻した。

̑　一ཡද・遺物࡯؍දのද記にͭいては，次のとおりである。

。ଘ஋は（　）で，ਪ定஋はʦ　ʧを付してࣔしたݱ，ଌ஋の୯Ґはｍ，ᶲ，̶である。なおܭ　

　遺物࡯؍දのඋߟのཝは，࢒ଘ཰やࣸਅਤ൛番号，その他ඞ要とࢥわれる事項を記した。

　遺物番号は௨し番号とし，本文，ૠਤ，࡯؍ද，ࣸਅਤ൛に記した番号と同一とした。

６　竪穴住居跡のʮ主࣠ʯは，炉（ᜱ）を௨る࣠ઢとし，主࣠方޲は，その他の遺構の長࣠（ܘ）方޲とڞに，

にどれͩけৼれているかを֯度でදࣔした（ྫ　̣－10޲標北からみて，どの方࠲　 －˃̚）。
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第１ষ　調　査　経　緯

　　　第１અ　　調査にࢸる経緯

　国土ަ௨ল関東地方੔උہৗ཮河川国道事຿所は，かすみがうら市ٴͼ石岡市において一般国道６号千代田

石岡バイパス（かすみがうら市市川～石岡市東大橋）の道࿏੔උをਐΊている。

　平成10年11月12日，国土ަ௨ল関東地方੔උہৗ཮河川国道事຿所長は，茨城県教育ҕһձ教育長にରして，

一般国道６号千代田石岡バイパス৽設事業地内における埋蔵文化財の所在の༗ແٴͼそのऔりѻいにͭいてর

ձした。これをडけて茨城県教育ҕһձは，平成11年２月̔日から̏月̏日にݱ地౿査を，平成12年̕月18・

19日にࢼ掘調査を࣮ࢪし，田崎遺跡の所在を確認した。平成12年11月21日，茨城県教育ҕһձ教育長は国土ަ

௨ল関東地方੔උہৗ཮河川国道事຿所長あてに，事業地内に田崎遺跡が所在すること，ٴͼそのऔりѻいに

ͭいて別్ٞڠがඞ要であるࢫをճ౴した。

　平成15年̏月10日，国土ަ௨ল関東地方੔උہৗ཮河川国道事຿所長は，茨城県教育ҕһձ教育長にରして，

文化財อޢ法第57条の̏第１項（ݱ第94条）のن定に基ͮ͘土木工事のたΊの埋蔵文化財包蔵地の発掘にͭい

て௨஌した。平成15年̏月12日，茨城県教育ҕһձ教育長はݱ状อଘがࠔ೉であることから，記録อଘのたΊ

の発掘調査がඞ要であると判அし，国土ަ௨ল関東地方੔උہৗ཮河川国道事຿所長あてに，田崎遺跡にͭい

て工事ண手前に発掘調査を࣮ࢪするΑう௨஌した。

　平成20年２月̔日，国土ަ௨ল関東地方੔උہৗ཮河川国道事຿所長は，茨城県教育ҕһձ教育長にରして

一般国道６号千代田石岡バイパス（かすみがうら市市川～石岡市東大橋）৽設事業に܎る埋蔵文化財発掘調査

の࣮ࢪにͭいてٞڠ書を提出した。平成20年２月14日，茨城県教育ҕһձ教育長は，国土ަ௨ল関東地方੔උ

ͼ面積౳にͭいてճ౴し，ซせて埋蔵文ٴৗ཮河川国道事຿所長あてに，田崎遺跡にͭいて発掘調査の範囲ہ

化財の調査機関として財団法人茨城県教育財団を঺հした。

　財団法人茨城県教育財団は，国土ަ௨ল関東地方੔උہৗ཮河川国道事຿所長から埋蔵文化財発掘調査事業

にͭいてҕୗをडけ，平成20年̔月１日から平成21年１月31日，同年̐月１日から̑月31日まで発掘調査を࣮

。したࢪ
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　　　第２અ　　調　査　経　ա

　田崎遺跡の調査経աにͭいては，その֓要をදで記ࡌする。

平成20年度

平成21年度

11月

調査४උ
ද土আڈ
遺構確認

遺構調査

̕月

̐月 ̑月

̔月 １月12月

遺物ચড়
஫記࡞業

10月　　　　 月
工 ఔ

　　　　 月
工 ఔ

ิ足調査
ఫ　　収

調査४උ
ද土আڈ
遺構確認

遺構調査

遺物ચড়
஫記࡞業
ࣸਅ੔ཧ

ิ足調査
ఫ　　収

記࡞業
ࣸਅ੔ཧ
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第２ষ　Ґ ஔ と 環 ڥ

　　　第１અ　　地 ཧ త 環 ڥ

田
た

崎
ざき

遺跡は，石岡市大字石岡4795番地ほかに所在している。

　石岡市の地੎は，բϲӜの北੢，県中央部に広がるߑ積台地を主ମとしている。ஜ೾ܥࢁのՃ೾ࢁにݯを発

する恋瀬川が，北੢から南東方޲にྲྀれながらբϲӜの高඿入に஫͗，その྆岸には標高20 ～ 30ｍの؇やか

な台地が広がっている。市の北੢Ҭは，恋瀬川とその支ྲྀにΑって，高地，台地，௿地とى෬に෋Μͩ地ܗが

市֗地が発ୡしている。南東Ҭは南୺の高ڷീچ成され，恋瀬川ӈ岸の台地上には，֟岡地区を中৺としたܗ

඿から市Ҭの中央部にҐஔするཾਆࢁ࿢まで約̔ᶳにわたり，෯約1� 5ᶳのڱ長な台地がܗ成され，恋瀬川と

Ԃ部川，その中間をྲྀれるࢁԦ川にΑって支谷がࠁまれている。恋瀬川左岸にҐஔする台地は石岡台地とݺ͹

れ，標高20 ～ 25ｍほどの平ୱな地ܗで，ݱ在は石岡市֗地が発ୡしている。

　地質は，ະ݁ݻの࠭を主とする石崎層，ઙւ成の֋化石を࢈するւ成の࠭層である見和層を基盤とし，その

上に茨城೪土層とݺ͹れる೪土層，さらに׊৭の関東ϩーϜ層が連ଓしてଯ積し，࠷上部は෗৯土層となって

いる。

　当遺跡は，恋瀬川左岸の標高10 ～ 20ｍの河岸段丘上にҐஔしており，土地ར༻のݱ状はാ地である。当遺

跡の北に広がる台地上はാ地ٴͼ市֗地として，南に広がる恋瀬川ྲྀҬの௿地は水田としてར༻されている。

　　　第２અ　　ྺ 史 త 環 ڥ

　恋瀬川ྲྀҬの石岡市やかすみがうら市には，多͘の遺跡が分෍している。ここでは，恋瀬川ྲྀҬの主な遺跡

を中৺に，時代͝とに֓؍する。

　恋瀬川ྲྀҬにおけるچ石器時代は，ະͩ不明な点が多い。当遺跡から北੢方޲に約5� 5ᶳ཭れたҐஔにଘ在

するٶ
ㆿ㇄

平
ㆠいら

遺跡では石֩̏点が，ਖ਼
し㇇ㆄ

月
ㆋㆤ

平
ㆠいら

遺跡や田
た

島
㆘ㆾ

遺跡（田島Լ地区）ʪ20ʫでは，φイϑܗ石器がそれͧれ出

土している１）。近年の։発に伴う発掘調査にΑり，ほかの遺跡からもچ石器時代の遺物が出土しているが，石

器製࡞跡や人ʑの生ࠟ׆跡をࣔす遺構は，まͩ確認されていない。

　縄文時代の遺跡は，恋瀬川ྲྀҬの台地上で਺多͘確認されている。左岸にはૣ期の֋௩が確認された高
たか

ࠜ
ㆭ

遺

跡や中期から後期の集落跡が確認されたٶ平遺跡が当遺跡から約̐ᶳ上ྲྀにଘ在しているほか，河岸段丘上に

田島遺跡（田島Լ地区）や前期の石器製࡞跡が確認された田島遺跡（南ޫӃ地区・南ޫӃԼ地区）２）ʪ21ʫが，

台地上には中
ㆪか

௡
ㆤ

川
ㆋ㇏

遺跡ʪ̐ʫがଘ在している。ӈ岸にはϋϚάリやアαリなどのࣗવ遺物，ࠎڕや्ࠎなどが

出土したૣ期の地
㆘

蔵
㆞ㆄ

ۼ
ㆎㆼ

֋௩ʪ̓ʫ，中期のϑϥスコ状土坑が確認された三
ㆿ

ଜ
㇀ら

城
㆘㇇ㆄ

跡̏）ʪ６ʫがଘ在している。

　弥生時代の遺跡は，約3� 5ᶳ上ྲྀの左岸に後期ॳ಄の土器が出土したծ
ㆋ

َ
き

௩
ㆥか

遺跡がଘ在し，弥生土器と土師

器のڞ伴が確認されたことで஌られる֎
ㆨ

ࢁ
㇄ㆾ

遺跡ʪ２ʫなどもଘ在している。約̏ᶳ上ྲྀのӈ岸には後期の住居

跡̕軒が確認されたদ
ㆾㆤ

Ԇ
ㆮㆹ

遺跡，同͘͡後期の住居跡11軒が確認された石
いし

岡
おか

別
ㆹㆣ

所
し㇇

遺跡̐）などがଘ在しているなど，

恋瀬川ྲྀҬの台地上や河岸段丘上には後期に比定される遺構が確認されている。

　古墳時代になると遺跡਺は૿Ճする。左岸には前期と後期の竪穴住居跡が確認された田島遺跡（南ޫӃ地区・

南ޫӃԼ地区，三面寺地区̑）ʪ22ʫ）などがଘ在している。ӈ岸には南
ㆿㆪㆿ

原
ㆯら

̖遺跡ʪ̔ʫ，ٶ
ㆿ㇄

台
ㆠい

遺跡ʪ̕ʫ，前期か
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ら後期のӚ
ㆄば

ٱ
ㆎ

อ
ㆼ

遺跡ʪ11ʫなどのほか，その上ྲྀにはদԆ遺跡，前期の市
いㆡ

川
か㇏

遺跡６）などがあり，恋瀬川ྲྀҬの

ԭ積地に面した台地ԑล部や河岸段丘上には当時代の集落が多͘ଘ在していたことが明らかとなっている。ま

た，古墳群も਺多͘確認されている。左岸には方ܗप溝ุ̏基とԁ墳11基，前方後ԁ墳１基からなる後
㆔

生
し㇇

車
㆏㇋ㆾ

遺

跡，ӈ岸にはԁ墳̓基，方墳２基，前方後ԁ墳１基からなるদ
ㆾㆤ

Ԇ
ㆮㆹ

古墳群，ԁ墳６基，前方後ԁ墳̏基が確認さ

れた別
ㆹㆣ

所
し㇇

古墳群，県ࢦ定史跡の۽
ㆎㆾ

໺
ㆮ

古墳ʪ10ʫなどがଘ在している。当遺跡の南東方޲には，国ࢦ定史跡स
ㆵㆪ

௩
ㆤか

ࢁ
㇄ㆾ

古墳やѪౠࢁ古墳を含Ήस௩ࢁ古墳群̓）ʪ̑ʫがଘ在している。प஌のとおり，स௩ࢁ古墳は東国第２Ґの

。をもったट長ุとみられるྗݖ大なڧるもので，この地におけるތ໛をن

　奈良・平安時代になると，཯ྩ੍にΑり国・܊・ཬ（ڷ）੍がしかれた。石岡市Ҭは茨城܊にଐし，ৗ཮国

෎がஔかれた。ৗ
ㆲ

཮
たㆡ

国
㆓ㆎ

ᦰ
ㆋ

跡̔）ʪ13ʫはैདྷからݱ石岡খֶߍෑ地આが༗ྗであったが，近年のܧଓతな調査に

Αって，１ொ࢛方の区ը内にਖ਼఼，前఼がஔかれ，その東੢に࿬఼が੔વと഑された国ி跡が確認されたこと

で，石岡খֶߍෑ地がৗ཮国ᦰの中֩部である国ிであったことが判明した。当遺跡の北方にはࣛ
か

の子
㆓

遺跡̕）

ʪ14ʫ，ৗ
ㆲ

཮
たㆡ

国
㆓ㆎ

分
ㆶん

ೌ
ㆫ

寺
㆘

跡10）ʪ15ʫৗ
ㆲ

཮
たㆡ

国
㆓ㆎ

分
ㆶん

寺
㆘

跡11）ʪ16ʫのほか，茨
ばら

城
き

܊
㆏ん

ᦰ
ㆋ

跡ʪ17ʫ，茨
ばら

城
き

ഇ
ㆯい

寺
㆘

12）ʪ19ʫなどがଘ在

しており，石岡市Ҭは古代ৗ཮国の中৺地であった。特にࣛの子̘遺跡は，国ᦰ࡞成文書などৗ཮国੓の一୺

を஌る貴ॏな࣫ࢴ文書が発見された遺跡として஫目されている。ほかに集落跡として，左岸の田島遺跡（三面

寺地区），ӈ岸のӚٱอ遺跡，ࢤ
し

ஜ
ㆥㆎ

遺跡など多͘の遺跡がଘ在している。

ද１　田崎遺跡पล遺跡一ཡද

番

号
遺 跡 名

時　　　代

番

号
遺 跡 名

時　　　代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

中

世

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

中

世

近

世

ᶃ 田 崎 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 12 ෎ 中 城 跡 ˓

２ ֎ ࢁ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ 13 ৗ ཮ 国 ᦰ 跡 ˓

̏ 高 ໺ ඿ 城 跡 ˓ 14 ࣛ の 子 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

̐ 中 ௡ 川 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 15 ৗ ཮ 国 分 ೌ 寺 跡 ˓

̑ स ௩ ࢁ 古 墳 群 ˓ 16 ৗ ཮ 国 分 寺 跡 ˓

６ 三 ଜ 城 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ 17 茨 城 ܊ ᦰ 跡 ˓

̓ 地 蔵 ۼ ֋ ௩ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 18 石 岡 城 跡 ˓ ˓

̔ 南 原 ̖ 遺 跡 ˓ ˓ 19 茨 城 ഇ 寺 ˓

̕ ٶ 台 遺 跡 ˓ ˓ 20 田 島 遺 跡
（ 田 島 Լ 地 区 ） ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

10 ۽ ໺ 古 墳 ˓ 21 田 島 遺 跡（ 南 ޫ Ӄ 地
区・ 南 ޫ Ӄ Լ 地 区 ） ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

11 Ӛ ٱ อ 遺 跡 ˓ ˓ 22 田 島 遺 跡
（ 三 面 寺 地 区 ） ˓ ˓ ˓ ˓
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第１図　田崎遺跡पล遺跡分෍ਤ（国土地ཧӃ 25,000 分の１ʮ石岡ʯʮৗ཮高඿ʯ）
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　中世になると，෢Ոが台಄して੎ྗ૪いがىこり，ઓ国ཚ世΁ྲྀれてい͘中，֤地に城ֲがங଄されるΑう

になる。石岡市Ҭでは，鎌૔時代にৗ཮国ᦰにおいて੓຿をࣥっていたৗ཮大
ㆠい

ᎈ
㆘㇇ㆄ

അ
ば

場
ば

ࢿ
㆙け

װ
㇂ㆨ

が֎城の地に石
いし

岡
おか

城
㆘㇇ㆄ

跡ʪ18ʫをங城した。南北ே時代には，大ᎈࢯとখ田ࢯとの間で߅૪がܹ化し，̔代઩
あき

国
ㆎㆫ

はݱ在の石岡খֶߍ

の場所に城をҠして෎
ㆵ

中
ㆡ㇅ㆄ

城
㆘㇇ㆄ

跡ʪ12ʫとした。これにΑり石岡城は෎中城の出城としての性֨をڧΊた。高
㆓ㆄ

໺
ㆮ

඿
ㆯㆾ

城
㆘㇇ㆄ

跡ʪ̏ʫや三ଜ城跡などは，この時期にங城された出城跡である。چ千代田ொҬでは，Լ
し㇂

河
か㇏

ล
ㆹ

੓
ㆾ㆕

ٛ
㇈し

が13世ل

に૑建したとされている県ࢦ定史跡のࢤ
し

ஜ
ㆥㆎ

城
㆘㇇ㆄ

跡のほか，市ࢦ定史跡の中
ㆪか

ࠜ
ㆭ

長
ㆡ㇇ㆄ

者
㆘㇃

԰
㇄

ෑ
しき

などが台地上に所在してい

る。やがて中世຤期には，大ᎈࢯやখ田ࢯの߅૪がىこり，北から੎ྗを৳͹してきたࠤ஛ࢯの支഑Լに入る

Αうになった。

　ಙ川Ո߁がߐ戸にນ෎を։いた近世は，ಙ川པོをൡ૆とする෎中ൡとなり，ਞ԰がஔかれた。古དྷから水

ӡަ௨に恵まれていた石岡の地は，पล集落や֤地からの物࢈集ࢄ地としての性֨を৭ೱ͘し，特にञ・ে༉

など，ৢ଄業を中৺とした঎人層の׆༂が目֮ましかった。また，཮࿏も発ୡし，ߐ戸から水戸，さらには東

北地方΁Ԇͼる඿֗道が੔උされた。

˞文中のʪ　ʫ内の番号は，ද１，第１ਤの番号と同͡である。なお，本ষは財団報告第311集を基にし，ए

。Ճචしたものであるׯ

ம）
１）൧ઘୡ࢘ʮ田島遺跡（田島Լ地区）一般国道６号千代田石岡バイパス（かすみがうら市市川～石岡東大橋）事業地内埋蔵

文化財調査報告書１ʯh 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ第253集　2006年̏月　
２）খ໺੓ඒʮ田島遺跡（南ޫӃ・南ޫӃԼ地区）一般国道６号千代田石岡バイパス（かすみがうら市市川～石岡東大橋）事

業地内埋蔵文化財調査報告書２ʯh 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ第287集　2008年̏月
田ޭʮ三ଜ城跡 一般県道൧岡石岡ઢ道࿏վ良事業地内埋蔵文化財調査報告書ʯh܀（̏ 茨城県教育財団文化財調査報告 　ɦ　
　　第299集 2008年̏月
̐）後藤޹行ʮ石岡別所遺跡 一般県道石岡ͭ͘͹ઢ道࿏վ良工事地内埋蔵文化財調査報告書ʯh 茨城県教育財団文化財調査報

告ʱ第244集  2004年̏月
̑）൧田ߒ඙ʮ田島遺跡（三面寺地区）一般国道６号千代田石岡バイパス（かすみがうら市市川～石岡東大橋）事業地内埋蔵

文化財調査報告書̏ʯh 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ第311集　2009年̏月
６）੢ٶ一உ　ླ木װஉʰ千代田ଜ埋蔵文化財調査報告書（ᶗ）　市川遺跡　ࠜ崎遺跡　ਗ਼水ฒ木経௩ʱ千代田ଜ教育ҕһձ

　1969年２月
̓）石岡市文化財関ࢿ܎ྉ編ࢊձʰ石岡市の遺跡－ྺ史のཬの発掘100年史ʱ石岡市教育ҕһձ　1995年̏月
̔）石岡市教育ҕһձʰৗ཮国ᦰ跡ʱ国ᦰҬの第６次（੢࿬఼・ਪ定૤࢘地区）調査ݱ地આ明ձࢿྉ　石岡市教育ҕһձ　　
　　2007年̏月
部遺跡　ࣛの子̖遺跡　࠭川遺跡ʯhٶ　埋蔵文化財発掘調査報告書̐܎౉ลढ़෉ʮৗ൬ࣗಈ車道関　޷藤ਖ਼ࠤ（̕ 茨城県教

育財団文化財調査報告ʱᶠc 　1982年̏月
埋蔵文化財調査報告書̑　ࣛの子̘遺跡ʯh܎川Ҫਖ਼一ʮৗ൬ࣗಈ車道関・޷藤ਖ਼ࠤ　　 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ

第20集1983年̏月
10）安藤හ޹ʰৗ཮国分ೌ寺発掘調査֓報ʱ石岡市教育ҕһձ　1996年̏月
11）安藤හ޹ʰৗ཮国分寺発掘調査報告書ʱ石岡市教育ҕһձ　1995年̏月
12）খּ原޷඙・ࠇᖒজ࠸ʰ茨城ഇ寺ᶗʱ石岡市教育ҕһձ　1980年̏月

ݙ文ߟࢀ
　・茨城県教育ி文化՝ʰ茨城県遺跡地ਤ（地名ද編・地ਤ編）ɦ　2001年̏月
　・茨城県史編集ҕһձʰ茨城県史　原࢝古代編ʱ茨城県　1985年̏月
　・千代田ଜ教育ҕһձʰ千代田ଜ史ʱ千代田ଜ教育ҕһձ　1970年２月
　・石岡市編さΜҕһձʰ石岡市史 （ɦ上巻）　石岡市　1990年̓月
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第２図　田崎遺跡άリッド設定ਤ（石岡市౎市ܭը基本ਤ2,500分の１を࢖༻）
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第̏ষ　調 査 の 成 Ռ

　　　第１અ　　調 査 の ֓ 要

　田崎遺跡は，恋瀬川左岸の標高約10 ～ 20ｍの河岸段丘上ҐからԼҐにかけて立地している。調査前のگݱ

はാ地であり，調査面積は7, 289㎡である。

ճの調査にΑって，竪穴住居跡60軒（古墳時代27，奈良時代19，平安時代12，時期不明２），掘立柱建物ࠓ　

跡11棟（奈良時代̏，平安時代̐，中世・近世̐），柱列跡２列（古墳時代，平安時代），炉穴１基（縄文時代），

土坑96基（縄文時代２，奈良時代６，時期不明88），溝跡̕条（近世６，時期不明̏），遺物集中地点１か所（古

墳時代），水場遺構１か所（平安時代），ピット群̐か所（時期不明），遺物包含層１か所（古墳時代～平安時代），

不明遺構１基（平安時代），埋没谷２か所を確認した。

　遺物は，遺物収ೲコϯςφ（60ʷ40ʷ20ᶲ）に55ശ出土している。主な出土遺物は，縄文土器（深鉢），弥

生土器（壺），土師器（坏・高台付椀・高台付皿・坩・器台・高坏・壺・甕・甑・ミニチュア・手捏土器），須

恵器（坏・高台付坏・盤・蓋・高坏・高盤・鉢・୹頸壺・ϑϥスコ瓶・提瓶・長頸瓶・甕・甑），土師質土器（内

耳ು），瓦（平瓦），陶器（࿸・瓶ྨ），磁器（߳炉），土製品（土玉・球状土錘・管状土錘・支脚・紡錘車・羽

口・ట面子・ܗݘ土製品），石器・石製品（砥石・紡錘車・ݛ・巡方），ۚଐ器・ۚଐ製品（刀子・鎌・釘・耳

環），木器・木製品（୑・物ࠩしΧ・杭・൘材），椀状ᕥなどである。

　　　第２અ　　基　本　層　ং

　調査区の北੢部（̗̏D2区）にςストピットを設定し，基本土層のଯ積状گの࡯؍を行った（第̏ਤ）。

　第１層は，にͿい׊৭をఄする࡞ߞݱ土である。೪性はऑ͘，కまりはී௨で，層ްは̔～ 11ᶲである。

　第２層は，׊৭をఄするϋードϩーϜ層である。೪性・కまりともにී௨で，層ްは̐～̔ᶲである。

　第̏層は，にͿい׊৭をఄするϋードϩーϜ層である。೪性・కまりともにී௨で，層ްは２～̔ᶲである。

　第̐層は，࠭ࢁをඍ量含ΜͩϋードϩーϜ層である。೪

性はऑ͘，కまりはී௨で，層ްは６～ 11ᶲである。

　第̑層は，ઙԫᒵ৭をఄする࠭層である。೪性はऑ͘，

కまりはී௨で，層ްは̔～ 18ᶲである。

　第６層は，鉄分，೪土をඍ量含み，ᒵ৭をఄする࠭層で

ある。೪性はऑ͘，కまりはී௨で，層ްは２～̑ᶲである。

　第̓層は，࠭を多量に含Μͩ࠭層である。೪性はきわΊ

てऑ͘，కまりはී௨で，層ްは34ᶲまで確認したが，Լ

層はະ掘のたΊ不明である。

　住居跡などの遺構は，第２層上面で確認した。
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第３図　基本土層ਤ
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　　　第̏અ　　遺 構 と 遺 物

１　縄文時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，炉穴１基，土坑２基を確認した。ҎԼ，遺構と遺物にͭいて記ड़する。

　炉穴

第１号炉穴ʤ4,100ʥ（第̐・̑ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̗２J3区，標高16� 5ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

�状　長࣠2ܗ໛ͱن 10ｍ，୹࣠1� 42ｍの۱ؙ長方ܗで，長࣠方޲は̣－64 －˃̚である。深さは24ᶲで，ఈ面

は平ୱである。นは，北東コーφー部がわͣかに段を༗しているほかは؇やかに立ͪ上がっている。

炉　北東コーφー部付近で確認した。平面ܗは長40ܘᶲ，୹33ܘᶲのପԁܗで，෴土は遺ଘしていない。炉চ

はՐをडけて੺มߗ化している。

෴土　６層に分層できる。不ࣗવなଯ積状گであることから，埋Ί໭されている。

遺物出土状況　縄文土器ย13点（深鉢）のほか，ࠞ 入した土師器ย１点（甕）も出土している。１・TP ２は中央部・

北部の෴土Լ層からそれͧれ出土し，TP １は北部の෴土中から出土している。ਤࣔできない縄文土器も同時

期の༷૬をࣔしている。

ॴݟ　時期は，出土土器からૣ期後༿に比定できる。

土層ղઆ           
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，炭化ཻ子ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量

ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　６ ৭　ϩーϜཻ子中量，炭化ཻ子ඍ量
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第４図　第１号炉穴・出土遺物࣮ଌਤ
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　土坑

第111号土坑（第６ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̘２D7区，標高16� 0ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

�0ܘ状　長ܗ໛ͱن 50ｍ，୹0ܘ� 41ｍのପԁܗで，長ܘ方޲は̣－̕ －˃̚である。深さは̔ᶲで，ఈ面は平

ୱである。นは؇やかに立ͪ上がっている。

෴土　２層に分層できる。Ϩϯズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。

遺物出土状況  縄文土器ย̐点（深鉢），礫１点が出土している。条ࠟ文ܥ土器の２・TP ̐は，中央部の෴土

Լ層からそれͧれ出土しているほか，ほ΅同͡Ґஔからࠞ入した௜ઢ文ܥ土器の TP ̏も出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器からૣ期後༿に比定できる。

TP2

$2E8
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A  A˄

B  B˄

B
 B

˄

16.4m 1
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TP3

2

TP4

TP3

TP4
2

2

TP3

TP4

第１号炉穴出土遺物࡯؍ද（第̐・̑ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 文　༷　の　特　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 縄文土器 深鉢 － （4�7） 6�4 長石・石ӳ・ણҡ ᒵ ී௨ ಑部に内・֎面֋֪条ࠟ文　ఈ部֋֪条ࠟ文　上͛ఈ ෴土Լ層 10ˋ　PL29

TP1 縄文土器 深鉢 － （8�4） － 長石・石ӳ・ણҡ にͿいᒵ ී௨ ಑部に内・֎面֋֪条ࠟ文　Ωβミ目を༗するོଳを
巡らす ෴土中 PL29

TP2 縄文土器 深鉢 － （11�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・ણҡ にͿいᒵ ී௨ ಑部に内・֎面֋֪条ࠟ文　口ԑ部௚Լにԡೀされた

ོଳを巡らす ෴土Լ層 PL29

第５図　第１号炉穴出土遺物࣮ଌਤ

第６図　第111号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

土層ղઆ
׊　１ ৭　ϩーϜཻ子গ量 ׊　２ ৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭গ量
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第114号土坑（第̓～̕ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̘̐J4区，標高15� 5ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。
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第７図　第114号土坑࣮ଌਤ

第111号土坑出土遺物࡯؍ද（第６ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 文　༷　の　特　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

２ 縄文土器 深鉢 － （4�4） 8�0 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ಑部Լ୺にࣼҐのࡉ௜ઢ文Χ ෴土Լ層 30ˋ

TP3 縄文土器 深鉢 － （8�4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・ણҡ 明੺׊ ී௨ 口ԑ部から಑部にԣҐのࡉ௜ઢ文をࢪ文後，ࣼҐのࡉ

௜ઢ文 ෴土Լ層 PL29

TP4 縄文土器 深鉢 － （4�6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・ણҡ ԫᒵ ී௨ ಑部֎面にΩβミを༗するོଳで区ը　区ը内と内面

は，֋֪条ࠟ文 ෴土Լ層 PL29
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�1ܘ状　南นの上୺は遺ଘしていないが，長ܗ໛ͱن 63ｍ，୹1ܘ� 19ｍのପԁܗで，長ܘ方޲は̣－15 －˃̬

である。深さは38 ～ 49ᶲで，ఈ面は平ୱである。นは֎܏して立ͪ上がっている。

෴土　̐層に分層できる。৭調は同͡׊ࠇ৭土で，第２～̐層がϩーϜϒϩッΫが主ମであることから埋Ί໭

されている。

遺物出土状況　縄文土器ย28点（深鉢），礫196点（26, 771̶）が出土している。条ࠟ文ܥ土器の TP10・TP11

は東部の෴土上層・෴土中層からそれͧれ出土している。௜ઢ文ܥ土器の TP ̑・TP ̓・TP ̔は東部の෴

土中層からԼ層にかけて，̏・TP ６は੢部の෴土中層からそれͧれ出土している。礫はԁܗまたはପԁܗを

ఄするࣗવ礫で，中央部から北੢部の෴土上層からԼ層にかけて出土している。上部にあたる෴土上層から出

土した礫の大൒は，ද面にഗがわͣかに付ணしているͩけである。Լ部にあたる෴土中層から出土した礫49点

のうͪ，40点にはഗがݦ著に付ணしており，ほかにもՐをडけて著し͘মけているもの18点やλーϧ状の物質

が付ணしているもの12点も確認できた。̦１～̦̑は࠷Լ部にあたり，49点の中でもഗやλーϧ状の物質の付

ண，মけた跡などがݦ著なものである。49点の礫は࠷大ܘが5�1 ～ 7�0DN のものが多͘，平ۉは7�0DN である。

ॏ量は30�0 ～ 489�0̶，平123�0̶ۉで，200̶を௒͑るものは6点である。

ॴݟ　時期は，出土した条ࠟ文ܥ土器からૣ期後༿に比定できる。ഗやλーϧ状の物質が付ண，あるいはՐを

डけてমけているなどの礫が෴土Լ層から出土しているが，本跡の内部に炉চは確認できなかった。埋Ί໭さ

れたଯ積状گから，࢖༻した多量の礫をۼ地に౤غしたものと͑ߟられる。

ഗ・λーϧ状物質の付ண，ম成礫のܭଌද                                       

（DN）ܘ大࠷ 3�0 ～ 5�0 5�1 ～ 7�0 7�1 ～ 9�0 9�1 ～ 11�0 11�1 ～

（ݸ）਺　ݸ 5 26 16 2 0

平ۉॏ量（̶） 51�8 87�8 173�0 353�5 0�0

3

TP5

TP6 TP7

TP9

TP11

TP8

TP10

第８図　第114号土坑出土遺物࣮ଌਤ（１）

土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子গ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，炭化ཻ子গ量

ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化ཻ子গ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
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Q1
Q2

Q5

Q4Q3

第９図　第114号土坑出土遺物࣮ଌਤ（２）

第114号土坑出土遺物࡯؍ද（第̔・̕ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 文　༷　の　特　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̏ 縄文土器 深鉢 － （12�4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ઑఈ部ແ文 ෴土中層 ̑ˋ

TP5 縄文土器 深鉢 － （5�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ಑部にԣҐのࡉ௜ઢ文Լにԣ一列，ॎೋ列のΩβミ目
で区ը　区ը内はॎҐのଠ௜ઢ文 ෴土中層 PL29

TP6 縄文土器 深鉢 － （2�9） － 長石・石ӳ ׊ ී௨ ಑部にԣҐとࣼҐのࡉ௜ઢ間にࢗಥ文 ෴土中層 PL29

TP7 縄文土器 深鉢 － （2�4） － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ಑部にԣҐのଠ௜ઢ文 ෴土中層 PL29

TP8 縄文土器 深鉢 － （4�2） － 長石・Ӣ฼ ᒵ ී௨ 口ԑ部にॎҐとԣҐのࡉ௜ઢ文 ෴土Լ層 PL29

TP9 縄文土器 深鉢 － （3�4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ ಑部にԣҐとࣼҐの௜ઢ文とࢗಥ文 ෴土中層 PL29

TP10 縄文土器 深鉢 － （3�6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・ણҡ 明੺׊ ී௨ ಑部に内・֎面֋֪条ࠟ文 ෴土上層 PL29

TP11 縄文土器 深鉢 － （2�9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・ણҡ ᒵ ී௨ ಑部に内・֎面֋֪条ࠟ文 ෴土中層 PL29

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̦１ 礫 6�6 4�4 （2�8） ؠ灰ڽ（65�0） ପԁܗのࣗવ礫で，ഗ付ண　ೋ次ম成 ෴土中層 PL46

̦２ 礫 （7�8） 6�6 2�2 （144�0）ทؠ ፏ平なࣗવ礫で，ද面の一部とܽଛ部にഗ付ண ෴土中層 PL46

̦̏ 礫 6�0 3�8 2�4 82�0 チϟート ପԁܗのࣗવ礫で，ഗ付ணݦ著　ද面の一部にλーϧ状の付ண物 ෴土中層 PL46

̦̐ 礫 （7�5） （5�1） （1�6） ؠ࠭（74�0） 後世のଧܸࠟが࢒るፏ平な礫で，一部にഗ付ண ෴土中層 PL46

̦̑ 礫 7�5 4�7 2�8 ؠ࠭ 127�0 ପԁܗのࣗવ礫で，ද面の一部にഗ付ண ෴土中層 PL46

ද２　縄文時代土坑一ཡද

番号 Ґஔ 平面ܗ 長 ޲方（ܘ࣠）
໛（ｍ，深さはᶲ）　ن

น 面 ఈ 面 ෴ 土 出土遺物 時　期 උ　　ߟ
ॏ複関܎（古ˠ৽）長 ʷ ୹ （ܘ࣠） （ܘ࣠） 深さ

111 ̘２D7 ପԁܗ ̣－̕ －˃̚ 0�50ʷ0�41 ̔ ܏֎ 平ୱ ࣗવ 縄文土器，礫 ૣ期後༿

114 ̘̐J 4 ପԁܗ ̣－15 －˃̬ 1�63ʷ1�19 38 ～ 49 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 縄文土器，礫 ૣ期後༿
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２　古墳時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴住居跡27軒，柱列跡１列，遺物集中地点１か所を確認した。ҎԼ，遺構と遺物に

ͭいて記ड़する。

　竪穴住居跡

第３号住居跡（第10・11ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̗２I9区，標高18� 5ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第101号土坑を掘りࠐみ，第６～̔・13 ～ 16号土坑，第１号ピット群に掘りࠐまれている。

�出されている。長࣠5ݕ平され，চ面が࿐出した状ଶで࡟状　੢นの大൒はܗ໛ͱن 57ｍ，୹࣠5� 38ｍの方ܗ

で，主࣠方޲は̣－41 －˃̬である。น高は̑～ 24ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

A B2I9
 A˄

B
 B

˄

$

 $
˄

D

&
 &

˄

 D
˄

SK 6

SK 15 SK 7

PG1
P12

PG1
P1

P4

SK 16
PG1
P2

SK 8
P6
6
PG1
P3 4

SK 13

PG1
P4

PG1
P5

PG1
P28

PG1
P7

PG1
P6

SK 14

P2

P1

DP1

P5

P3

SK 101

貯蔵穴

18.6m

1
2

54

4 3

8765

D

A  A˄

 D˄

$
 $

˄

B
 B

˄

18.0m

1
2

8
3

2
4

4
8

7 6 5
3
2
4

8

&  &˄

D
P
1

4
6

第10図　第̏号住居跡࣮ଌਤ



－ 18 － － 19 －

চ　੢部がएׯ௿͘なっているҎ֎はほ΅平ୱで，นࡍをআ͘広い範囲が౿みݻΊられている。੢นԼ付近を

আいたนԼには，น溝が巡っている。

ϐοτ　６か所。̥１～̥̐は深さ20 ～ 48ᶲで，主柱穴である。̥̑は深さ20ᶲで，南東นࡍの中央部にҐ

ஔしていることから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。̥６は深さ76ᶲで，性֨不明である。

ஷଂ穴　南コーφー部にҐஔしている。長࣠132ᶲ，୹࣠100ᶲの۱ؙ長方ܗで，深さ38ᶲ，ఈ面は平ୱである。

นは֎܏して立ͪ上がっている。

෴土　̔層に分層できる。Ϩϯズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย210点（坏34，壺２，甕ྨ174），土製品１点（球状土錘），鉄製品̏点（不明）が出土

している。ほかにྲྀれࠐΜͩ縄文土器ย16点（深鉢），弥生土器ย２点（壺）も出土している。 ・̐６は北コー

φー部付近の෴土中層・෴土Լ層から，%P １は東部の෴土Լ層，̑ は北部の෴土中からそれͧれ出土している。

ほかの出土土器は，ࡉยのたΊਤࣔできないが，ਤࣔした土器と同時期の༷૬をࣔしている。

ॴݟ　時期は，出土土器から̐世ل前൒に比定できる。

4

6

DP1

5
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ஷଂ穴土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量
׊　̏ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
׊　̐ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量

׊　̑ ৭　ϩーϜཻ子গ量
６　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量
׊　̓ ৭　ϩーϜཻ子中量
׊　̔ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量

土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子多量
̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量

ࠇ　̑ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
ࠇ　６ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
̓　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
׊　̔ ৭　ϩーϜཻ子中量

第̏号住居跡出土遺物࡯؍ද（第11ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

̐ 土師器 甕 ʦ18�0ʧ （8�6） － 長石・石ӳ にͿい׊ ී௨ ֎面ϋέ目後，ϔϥຏき　口ԑ部ϋέ目 ෴土中層 10ˋ

̑ 土師器 甕 ʦ15�0ʧ （4�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ֎面ϋέ目後，ϔϥຏき　内面ϔϥ࡟り　φσ ෴土中 ̑ˋ

６ 土師器 壺 － （3�1） － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ 頸部にΩβミを༗するོଳを巡らす　ོଳ上Լはϋέ
目後，φσ ෴土Լ層 ̑ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P1 球状土錘 2�9 3�1 0�6 21�8 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土Լ層 PL44
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第４号住居跡（第12・13ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̗２J7区，標高17� 5ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第１号ピット群に掘りࠐまれている。

໛は長࣠ن。出されているたΊ不઱明であるݕ状　南・੢コーφー部付近はচ面が࿐出した状ଶでܗ໛ͱن

4� 20ｍで，୹࣠は3� 50ｍしか確認できなかった。平面ܗは۱ؙ長方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－46 －˃̬で

ある。遺ଘしているน高は10ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　南੢部はएׯ௿͘なっているが，ほ΅平ୱで，中央部が౿みݻΊられている。北੢นの中央部に高さ６ᶲ

ほどのわͣかな段を༗している。

炉  中央部からやや北੢دりに付設されている。֧ཚをडけているたΊ，ن໛は長36ܘᶲで，୹ܘは16ᶲが確

認できたͩけである。平面ܗはପԁܗとਪ定され，চ面を̐ᶲ掘りࠐΜͩ地চ炉である。炉চはՐをडけて੺

มߗ化している。

ϐοτ　̥１は深さ20DN で，南東นࡍの中央部にҐஔしていることから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟら

れる。

炉土層ղઆ
１　҉ ੺ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫগ量，炭化ཻ子ඍ量
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෴土　２層に分層できる。層ްはബいが，含༗物からࣗવଯ積とみられる。

遺物出土状況　土師器ย13点（坏１，甕ྨ12）が出土して

いる。ほかにྲྀれࠐΜͩ縄文土器ย１点（深鉢），ࠞ入し

た須恵器ย̑点（坏１，甕̐），鉄製品１点（釘）も出土

している。̓は東部の෴土Լ層と෴土中からそれͧれ出土

したഁยが接合している。ほかの土師器ยは，ࡉยのたΊ

ਤࣔできない。

ॴݟ　時期は，出土土器から̐世ل代に大別できる。

第５号住居跡（第14・15ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̗２J5区，標高17� 0ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

�状　長࣠5ܗ໛ͱن 48ｍ，୹࣠5� 20ｍの方ܗで，主࣠方޲は̣－30 －˃̬である。น高は21 ～ 45ᶲで，南੢น

が؇やかに立ͪ上がっているが，ほかは֎܏して立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱで，中央部が౿みݻΊられている。北コーφー部から北東นࡍにかけてはԞ行き290ᶲ，෯90ᶲ

のচ面Αり10ᶲほど高い平ୱな面が認Ίられる。෴土Լ層から長さ50ᶲほどの炭化材が出土しているが，চは

মけていない。

炉　中央付近に付設されている。ن໛は長110ܘᶲ，୹62ܘᶲのପԁܗで，চ面を10ᶲ掘りࠐΜͩ地চ炉である。

炉চはՐをडけて੺มߗ化している。

ϐοτ　６か所。̥１～̥̐は深さ76ᶲほどで，主柱穴である。̥̑は深さ27ᶲで，南นࡍの中央部にҐஔし

ていることから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。̥６は深さ48ᶲで，性֨不明である。

ஷଂ穴　東コーφー部からやや中央دりにҐஔしている。長࣠94ᶲ，୹࣠66ᶲの۱ؙ長方ܗで，深さは33ᶲで，

ఈ面は平ୱである。นは֎܏して立ͪ上がっている。

෴土　̔層に分層できる。Ϩϯズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย17点（坏６，坩１，台付甕１，甕ྨ̓，甑１，ミニチュア１），土製品̏点（土玉１，

球状土錘２）が出土している。ほかにྲྀれࠐΜͩ縄文土器ย10点（深鉢），弥生土器ย２点（壺），ണย２点（ทؠ，

安ؠࢁ），ࠞ 入した須恵器ย̑点（坏１，鉢̏，壺１），陶器ย̑点（౮明ड皿１，鉢２，甕２），鉄ᕥ１点（11� 4

土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化物ඍ量 ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化ཻ子ඍ量

7
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第̐号住居跡出土遺物࡯؍ද（第13ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

̓ 土師器 甕 － （2�7） ʦ10�0ʧ 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ମ部Լ୺ϔϥ࡟り ෴土Լ層 ̑ˋ

炉土層ղઆ           
１　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
２　にͿい੺׊৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量

̏　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子中量，ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量

土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量（కまりऑ）

̑　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　６ ৭　ϩーϜཻ子গ量，炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̓ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　̔ ৭　炭化物・ϩーϜཻ子ඍ量
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̶），不明鉄製品１点（6� 8̶）も出土している。%P ̐は北部のচ面から出土している。̕は中央部の෴土中

層の２点と東部の෴土中から出土した１点のഁยが，̔は東部の෴土中層の１点と北部・੢部の෴土中から出

土した̏点のഁยがそれͧれ接合している。10・%P ̏は中央部の෴土中層から，11・%P ２は෴土中からそ

れͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̐世ل代に大別できる。

第６号住居跡（第16 ～ 18ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̗２H6区，標高18� 0ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第２号掘立柱建物，第̕～ 11・26・27・30号土坑に掘りࠐまれている。

�平されている。長࣠6࡟状　南੢นの大൒はܗ໛ͱن 53ｍ，୹࣠5� 96ｍの方ܗで，主࣠方޲は̣－45 －˃̬で

ある。遺ଘしているน高は12 ～ 25ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

第̑号住居跡出土遺物࡯؍ද（第15ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

̔ 土師器 坩 9�0 4�5 2�6 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ ମ部֎面ϔϥຏき　内面ϔϥφσ　ྠ積ࠟ ෴土中層 70ˋ　PL31

̕ 土師器 甕 ʦ17�6ʧ（11�1） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ ମ部・頸部ϔϥຏき　ྠ積ࠟ ෴土中層 15ˋ

10 土師器 甕 ʦ17�6ʧ （3�5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ׊ ී௨ 口ԑ部֎面ϋέ目　内面ϋέ目後，ϔϥຏき ෴土中層 ̑ˋ

11 土師器 ミニ
チュア － （2�7） 3�8 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ 内・֎面φσ ෴土中 30ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P2 土玉 1�9 1�6 0�4 4�9 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土中 PL44

%P3 球状土錘 2�3 2�2 0�4 （8�8） 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土中層 PL44

%P4 球状土錘 2�7 2�9 0�7 17�3 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ চ面 PL44
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চ　南部がएࣼ܏ׯしているҎ֎は平ୱで，นࡍをআ͘広い範囲が౿みݻΊられている。੢コーφー部をআ͘

นԼには，น溝が巡っている。

炉　中央部のやや北੢دりに付設されている。第̕号土坑に掘りࠐまれているたΊ，ن໛は長74ܘᶲで，୹ܘ

は50ᶲが確認できたͩけである。平面ܗはପԁܗで，চ面を̑ᶲ掘りࠐΜͩ地চ炉である。炉চはՐをडけて

੺มߗ化している。

ϐοτ　̑か所。̥１～̥̐は深さ86 ～ 98ᶲで，主柱穴である。̥̑は深さ17ᶲで，南東นࡍの中央部にҐ

ஔしていることから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。

ஷଂ穴　南コーφー部にҐஔしている。長࣠128ᶲ，୹࣠90ᶲの۱ؙ長方ܗである。深さは40ᶲで，ఈ面は平

ୱである。北東นは上部に段を༗しているが，ほかは֎܏して立ͪ上がっている。

෴土　̓層に分層できる。第６層は北東นࡍにのみ確認でき，೪土ཻ子を多量に含Μͩ不ࣗવなଯ積状گから

౤غされたものとみられる。ほかはϨϯズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย431点（坏21，椀１，高坏１，壺２，台付甕１，甕ྨ404，手捏１），土製品１点（球状土錘）

が出土している。ほかにྲྀれࠐΜͩ縄文土器ย̑点（深鉢），弥生土器ย１点（壺），ࠞ 入した須恵器ย̏点（坏

１，鉢２），土師質土器ย２点（ᖿᖻ），陶器ย１点（不明），土製品１点（ట面子），近世瓦２点（平瓦）も出

土している。14は北੢部のচ面，13は南東部，12・%P ̑は中央部の෴土Լ層，16は̥̏の෴土中からそれͧ

れ出土している。15は東部と南東部の෴土Լ層からそれͧれ出土したഁยが接合してており，ഇઈ後のૣい段

֊で౤غされたものと͑ߟられる。

ॴݟ　時期は，出土土器から̐世ل前൒に比定できる。

炉土層ղઆ
１　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
２　にͿい੺׊৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量

̏　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子中量，ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　̐ ৭　ϩーϜཻ子中量

ஷଂ穴土層ղઆ
׊　１ ৭　炭化物গ量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化物ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量 , ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̐　にͿい੺׊৭　ম土ཻ子中量，ϩーϜϒϩッΫඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　炭化ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量

６　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化ཻ子ඍ量
׊　̓ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，炭化ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
׊　10 ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量

土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量（కまりऑ）
̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量

׊　̑ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量
׊　６ ৭　೪土ཻ子多量，ϩーϜཻ子গ量
׊　̓ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量

12

13

14

第17図　第６号住居跡出土遺物࣮ଌਤ（１）



－ 26 － － 27 －

第７号住居跡（第19・20ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̗２F4区，標高17� 5ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第１・17号土坑に掘りࠐまれている。

�出されている。長࣠5ݕ平され，চ面が࿐出した状ଶで࡟状　੢コーφー部付近のนはܗ໛ͱن 20ｍ，୹࣠

4� 13ｍの長方ܗで，主࣠方޲は̣－45 －˃̬である。น高は̓～ 31ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　平ୱで，นࡍをআ͘広い範囲が౿みݻΊられている。

炉  中央部のやや北੢دりに付設されている。֧ཚをडけているたΊ，ن໛は長ܘが53ᶲ確認できたͩけで，

୹ܘは40ᶲである。平面ܗはପԁܗで，চ面を６ᶲ掘りࠐΜͩ地চ炉である。炉চはՐをडけて੺มߗ化して

いる。

ϐοτ　̓か所。̥１～̥̐は深さ63 ～ 75ᶲで，主柱穴である。̥̑は深さ12ᶲで，南東นࡍの中央部にҐ

ஔしていることから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。̥６・̥ ̓は深さ32 ・ɸ26ᶲで，性֨不明である。

෴土　̔層に分層できる。不ࣗવなଯ積状گをࣔしていることから埋Ί໭されている。

15 16

DP5

第18図　第６号住居跡出土遺物࣮ଌਤ（２）

第６号住居跡出土遺物࡯؍ද（第17ŋ18ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

12 土師器 高坏 － （3�5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ ମ部ϔϥຏき　脚部ઠ̏޸か所 ෴土Լ層 20ˋ

13 土師器 壺 ʦ16�0ʧ （4�7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ 口ԑ部内・֎面ϔϥຏき ෴土Լ層 ̑ˋ

14 土師器 甕 － （11�5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ 頸部・ମ部ϔϥ࡟り　ྠ積ࠟ চ面 15ˋ

15 土師器 甕 － （4�2） 4�7 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ ମ部Լ൒ϔϥ࡟り ෴土Լ層 10ˋ

16 土師器 手捏 6�3 4�7 4�3 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ֎面ࢦ಄ࠟ　内面φσ　ఈ部φσ　ྠ積ࠟ ̥̏෴土中 95ˋ　PL31

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P5 球状土錘 2�6 2�8 0�5 18�5 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土Լ層 PL44

炉土層ղઆ
׊　１ ৭　ম土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量 ׊　２ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量

土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　炭化ཻ子গ量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子গ量
̐　灰 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量

׊　̑ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　６ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̓ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・炭化ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
׊　̔ ৭　ϩーϜཻ子中量



－ 26 － － 27 －

遺物出土状況　土師器ย38点（坏̓，甕ྨ31）が出土している。ほかにࠞ入した縄文土器ย２点（深鉢），弥

生土器ย１点，須恵器ย２点（坏，鉢）も出土している。17は東コーφー部のচ面と南部の෴土中からそれͧ

れ出土したഁยが接合している。ほかの出土土器は，ࡉยのたΊਤࣔできないが，ਤࣔした土器と同時期の༷

૬をࣔしている。

ॴݟ　時期は，出土土器から̐世ل代に大別できる。
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第９号住居跡（第21ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̗２I2区，標高16� 5ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第̔号掘立柱建物，第２号ピット群に掘りࠐまれている。

�状　長࣠5ܗ໛ͱن 68ｍ，୹࣠5� 10ｍの長方ܗで，主࣠方޲は̣－49 －˃̬である。น高は̏～ 27ᶲで，֎܏

して立ͪ上がっている。

চ　南部に޲かってࣼ܏しており，南部は北部Αり25ᶲほど௿͘なっている。นࡍをআいた広い範囲が౿みݻ

Ίられている。นԼにはน溝が巡っている。

炉　２か所。中央部から北੢นدりに付設されている炉１は，長60ܘᶲ，୹50ܘᶲのପԁܗで，চ面を12ᶲ掘

りࠐΜͩ地চ炉である。炉চはՐをडけて੺มߗ化している。中央部から北東นدりに付設されている炉２は，

長46ܘᶲ，୹34ܘᶲのପԁܗで，চ面を̐ᶲ掘りࠐΜͩ地চ炉である。੢ଆに10ܘᶲ，深さ̏ᶲのম土ཻ子を

含Ήઙい掘りࠐみを伴っている。炉চはՐをडけて੺มߗ化している。

ϐοτ　２Χ所。̥１・̥２は深さ15ᶲ・20ᶲである。いͣれも南นࡍで確認したが，性֨不明である。

෴土　୯一層である。確認できた層ްがബいたΊ，ଯ積状گは不明である。

遺物出土状況　土師器ย̑点（甕），土製品１点（土玉）が出土している。ほかにࠞ入した須恵器ย̏点（坏２，

鉢１）も出土しているが，す΂てࡉยのたΊਤࣔできない。

ॴࡉৄ　ݟな時期は明確でないが，遺構のܗ状や第̐・̓号住居と主࣠方޲がほ΅同͡ことから，̐世ل代に

大別できる。

17

第20図　第̓号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

第̓号住居跡出土遺物࡯؍ද（第20ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

17 土師器 甕 ʦ17�2ʧ 20�6 6�8 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ମ部Լ൒ϔϥ࡟り　ྠ積ࠟ চ面 75ˋ　PL31

炉土層ղઆ（炉１・２ڞ௨）
１　੺ ׊ ৭　ম土ཻ子多量
２　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子中量，ϩーϜཻ子গ量

׊　̏ ৭　ϩーϜཻ子中量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量

土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量



－ 28 － － 29 －

第10号住居跡（第22・23ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̗２G1区，標高16� 5ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

�໛は北੢・南東࣠3ن，平されているたΊ࡟状　੢൒部のচ面がܗ໛ͱن 85ｍで，北東・南੢࣠は3� 10ｍしか

確認できなかった。平面ܗは方ܗあるいは長方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－28 －˃̬である。遺ଘしている

น高は̏～̓ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　中央部のみషচである。遺ଘしているচは東൒部で，南東から北੢方޲΁؇やかにࣼ܏しいる。นࡍをআ

͘東部は，౿みݻΊられていることを確認した。遺ଘしているนԼには，น溝が巡っている。

炉　中央部からやや北੢นدりに付設されている。長58ܘᶲ，୹40ܘᶲのପԁܗで，চ面を20ᶲ掘りࠐΜͩ地

চ炉である。炉চはՐをडけて੺มߗ化している。
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炉土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量

׊　̏ ৭　ϩーϜཻ子中量



－ 30 － － 31 －

ϐοτ　̐か所。̥１・̥２は深さ25ᶲ・42ᶲで，চ面が࡟平された範囲でݕ出された̥̏・̥̐は深さ32ᶲ・

26ᶲが確認できたͩけである。̐か所ともに主柱穴である。

෴土　̏層に分層できる。東൒部しか確認できなかったが，ϩーϜཻ子を多量に含Μでいることからࣗવଯ積

である。第̐層はషচの構ங土で，కまりがڧい。

遺物出土状況　土師器ย38点（坏̑，甕ྨ28，手捏̑）が出土している。ほかにࠞ入した須恵器ย２点（坏，鉢）

も出土している。20 ～ 22は北コーφー部付近のচ面から，18・19は東น付近のচ面で，18の上に19がਖ਼Ґの

状ଶでॏなって出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̓世ل前༿に比定できる。੢൒部が࡟平されているたΊ，ᜱが付設されていたか

にͭいては不明であるが，当֘期で本跡のみが炉を༗している。

土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，炭化ཻ子・ཻ࠭ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，炭化ཻ子ඍ量

׊　̏ ৭　ϩーϜཻ子中量，炭化ཻ子ඍ量
̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，炭化ཻ子ඍ量
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－ 30 － － 31 －

第13号住居跡（第24・25ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̗２I0区，標高18� 5ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第11号住居，第12・42・47号土坑に掘りࠐまれている。

�出されている。長࣠5ݕ状　南東部のচ面は大൒が࿐出した状ଶでܗ໛ͱن 92ｍ，୹࣠は5� 74ｍの方ܗで，主

࣠方޲は̣－28 －˃̬である。遺ଘしているน高は18 ～ 28ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　ややԜತがあり，南部のみ20ᶲほど௿͘なっている。中央部の広い範囲が౿みݻΊられている。遺ଘして

いるนԼには，น溝が巡っている。

竈　北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで118ᶲで，೩ম部෯は82ᶲである。କ部はϩーϜ

ϒϩッΫ，࠭質೪土ཻ子，࠭質೪土ϒϩッΫを含Μͩ第11 ～ 13層を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ

面から10ᶲ͘΅Μでおり，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はՐচ部からน֎΁60ᶲ掘りࠐまれ，

。して立ͪ上がっている܏֎

ϐοτ　̐か所。̥１～̥̐は深さ64 ～ 86ᶲで，主柱穴である。
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第10号住居跡出土遺物࡯؍ද（第23ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

18 土師器 坏 11�7 4�8 － 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ҉੺׊ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り　ݚຏࠟ　ྠ積ࠟ চ面 90ˋ  PL30

19 土師器 坏 11�0 3�9 － 長石・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り　ྠ積ࠟ চ面 100ˋ  PL30

20 土師器 甕 － （5�7） 8�8 長石・石ӳ・Ӣ฼
・খ礫 灰׊ ී௨ ମ部とఈ部ϔϥຏき চ面 10ˋ

21 土師器 手捏 7�5 （3�7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ 内・֎面φσ　ࢦ಄ࠟ চ面 20ˋ

22 土師器 手捏 － （3�5） 4�8 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ 内・֎面φσ　ࢦ಄ࠟ চ面 30ˋ

竈土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子গ量，炭化ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子গ量，炭化ཻ子ඍ量
̏　灰 ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子中量，ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ

子・炭化ཻ子গ量
̐　にͿい੺׊৭　ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ

子・炭化ཻ子গ量
̑　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子中量 , 炭化ཻ子গ量 , ϩーϜཻ子ඍ量
６　҉ ੺ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子গ量，炭化物・࠭質೪

土ཻ子ඍ量

ࠇ　̓ ׊ ৭　炭化物・ম土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子・࠭質೪
土ཻ子ඍ量

̔　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ
子・࠭質೪土ཻ子ඍ量

̕　੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ多量
10　灰 ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子中量，ম土ཻ子গ量
11　にͿい੺׊৭　ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ཻ子中量
12　灰 ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ多量
׊　13 ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫඍ量
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෴土　６層に分層できる。第̏層は不ࣗવなଯ積状گから埋Ί໭されている。ほかはϨϯズ状にଯ積している

ことからࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย242点（坏42，甕ྨ198，手捏２），須恵器ย２点（ϑϥスコ瓶，提瓶），鉄製品１点（刀子）

が出土している。ほかにྲྀれࠐΜͩ縄文土器ย２点（深鉢），陶器ย１点（࿸）も出土している。28は中央部，

24・25・27はᜱ前面の෴土Լ層から，26は東コーφー部，̢１は北東น付近の෴土Լ層から，23は南部の෴土

中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̓世ل中༿に比定できる。

土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　̏ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化ཻ子ඍ量

̑　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・࠭質೪土ཻ子গ量，
炭化ཻ子ඍ量

６　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化ཻ子ඍ量

23

28

27
M1

26

25

24

第25図　第13号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

第13号住居跡出土遺物࡯؍ද（第25ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

23 土師器 坏 ʦ12�4ʧ （3�8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ׊ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り　 ෴土中 10ˋ

24 須恵器 ϑϥスコ
瓶 － （9�5） － 長石・石ӳ 灰ന 良޷ ֎面ϩΫϩφσ ෴土Լ層 10ˋ

25 須恵器 提瓶 － （5�4） － 長石・石ӳ 灰 ී௨ ֎面ΧΩ目 ෴土Լ層 ̑ˋ

26 土師器 甕 ʦ22�0ʧ （5�9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ 口ԑ部内・֎面ԣφσ ෴土Լ層 ̑ˋ

27 土師器 甕 ʦ20�2ʧ （4�0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ 口ԑ部内・֎面ԣφσ ෴土Լ層 ̑ˋ

28 土師器 甕 － （2�5） ʦ11�0ʧ長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部Լ୺ϔϥ࡟り　ఈ部ݚຏࠟ ෴土Լ層 ̑ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̢１ 刀子 （8�0） 1�0 0�3 （6�6） 鉄 ਕ部 ŋ ܗ部அ面長方ܪ　ܗ部྆୺ܽଛ　ਕ部அ面三֯ܪ ෴土Լ層 PL47



－ 34 － － 35 －

第14号住居跡（第26・27ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̘２B9区，標高17� 0ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第18号住居跡を掘りࠐみ，第12・15号住居，第49号土坑に掘りࠐまれている。

໛は北東・南੢࣠ن。まれているたΊ遺ଘしていないࠐ状　南൒部のচ面は，第12・15号住居に掘りܗ໛ͱن

5� 15ｍで，北੢・南東࣠は4� 30ｍしか確認できなかった。平面ܗは方ܗあるいは長方ܗとਪ定され，主࣠方޲

は̣－35 －˃̬である。遺ଘしているน高は10ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。
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চ　南部に޲かってएࣼ܏ׯしており，นࡍをআ͘広い範囲が౿みݻΊられている。遺ଘしているนԼには，

น溝が巡っている。

竈　北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで94ᶲで，೩ম部෯は46ᶲである。କ部は࠭質೪土

ཻ子，࠭質೪土ϒϩッΫを含Μͩ第̔～ 11層を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面とほ΅同͡高さを

まれ，؇やかにࠐ化している。Ԏ道部はՐচ部からน֎΁６ᶲ掘りߗしており，Րচ面はՐをडけて੺ม༺࢖

立ͪ上がっている。

ϐοτ　̑か所。̥１・̥̐は深さ50ᶲ・35ᶲで，第12・15号住居のচԼからݕ出された̥２・̥̏・̥̑は，

深さ25ᶲ・25ᶲ・10ᶲが確認できたͩけである。̥１～̥̐は主柱穴で，̥̑は഑ஔから出入り口ࢪ設に伴う

ピットと͑ߟられる。

෴土　̏層に分層できる。北൒部しか確認できなかったが，एׯ高い北部からྲྀれࠐΜͩଯ積状گをࣔしてい

ることからࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย50点（坏̕，甕ྨ40，甑１），土製品２点（球状土錘，支脚）が出土している。ほか

にྲྀれࠐΜͩ縄文土器ย１点（深鉢）も出土している。29はᜱの෴土中，%P ６・%P ̓は北੢นࡍのচ面，

30はᜱのӈକ部֎の෴土Լ層からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̓世ل中༿に比定できる。

竈土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子中量，ম土ཻ子・炭化ཻ子গ量，
　　　　　　　　ϩーϜཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子গ量，ϩーϜཻ子・࠭質
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
̏　੺ ׊ ৭　ম土ཻ子多量，炭化ཻ子・ཻ࠭ඍ量
̐　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子গ量，ཻ࠭ඍ量
̑　ԫ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・࠭質೪土ཻ子গ量

׊　６ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　̓ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子গ量
̔　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・࠭質೪土ཻ子中量
׊　̕ ৭　࠭質೪土ཻ子中量，ϩーϜཻ子গ量，炭化ཻ

子ඍ量
10　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ϒϩッΫ中量，ϩーϜཻ子গ量
11　にͿいԫ׊৭　ϩーϜཻ子・࠭質೪土ཻ子中量

土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量

׊　̏ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量

29

30
DP7

DP6
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第14号住居跡出土遺物࡯؍ද（第27ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

29 土師器 坏 ʦ14�2ʧ （3�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ 内・֎面ຎ໓にΑる調੔不明 ᜱ෴土中 ̑ˋ

30 土師器 甑 － （4�7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部内・֎面φσ ෴土Լ層 ̑ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P6 球状土錘 3�4 3�0 1�2 29�3 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ চ面 PL44

番号 器　種 高　さ ܘখ࠷ ܘ大࠷ ॏ 量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P7 支脚 （11�7） 6�0 6�6 （463�0）土（長石・石ӳ・
Ӣ฼） ϔϥφσ　಄部平ୱ চ面 PL45
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第15号住居跡（第28・29ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̘２C9区，標高16� 5ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第14号住居跡を掘りࠐみ，第12号住居，第48・50号土坑に掘りࠐまれている。

�໛は北੢・南東࣠4ن，平されているたΊ࡟状　南൒部はܗ໛ͱن 22ｍで，北東・南੢࣠は3� 70ｍしか確認で

きなかった。平面ܗは方ܗあるいは長方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－49 －˃̚である。遺ଘしているน高は

̑ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　平ୱで，ᜱの前面が౿みݻΊられている。遺ଘしているนԼには，น溝が巡っている。

第14号住居跡出土遺物࡯؍ද（第27ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

29 土師器 坏 ʦ14�2ʧ （3�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ 内・֎面ຎ໓にΑる調੔不明 ᜱ෴土中 ̑ˋ

30 土師器 甑 － （4�7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部内・֎面φσ ෴土Լ層 ̑ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P6 球状土錘 3�4 3�0 1�2 29�3 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ চ面 PL44

番号 器　種 高　さ ܘখ࠷ ܘ大࠷ ॏ 量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P7 支脚 （11�7） 6�0 6�6 （463�0）土（長石・石ӳ・
Ӣ฼） ϔϥφσ　಄部平ୱ চ面 PL45
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竈　東นに付設されている。Րচ部が࿐出した状ଶで確認したたΊ，ن໛はข口部からԎ道部Լ୺まで78ᶲ，

೩ম部෯36ᶲが確認できたͩけである。྆କ部は基部をషり付けたࠟ跡のみを確認した。Րচ部はচ面から20

ᶲ掘りࠐΜで，ϩーϜϒϩッΫ，೪土ϒϩッΫなどを含Μͩ第１～６層を埋土して構ஙされており，Րচ面は

Րをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はՐচ部からน֎΁26ᶲまで掘りࠐまれていることͩけを確認した。

ϐοτ　̓か所。̥１～̥̐は深さ38 ～ 55ᶲで，柱ےは主࣠方޲とएׯҟなるが，主柱穴とみられる。̥２

～̥̐の南ଆで確認した̥̑～̥̓は深さ40 ～ 45ᶲで，ิॿ柱穴あるいはॳ期の柱穴と͑ߟられる。

෴土　̐層に分層できるが，ᜱ付近の北東นࡍの一部しか確認できなかったたΊ，ଯ積状گは不明である。

遺物出土状況　土師器ย14点（坏̐，甕ྨ10），土製品̐点（球状土錘１，支脚ย̏）が出土している。%P

̔は北部のচ面，31・32は北部の෴土中からそれͧれ出土している。ほかの出土土器は，ࡉยのたΊਤࣔでき

ないが，古墳時代後期の༷૬をࣔしている。

ॴݟ　時期は，出土土器から̓世ل前൒に比定できる。

第18号住居跡（第30・31ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̘２B9区，標高17� 5ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第12・14号住居に掘りࠐまれている。

竈掘方土層ղઆ           
１　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　炭化物中量，೪土ϒϩッΫগ量，ϩーϜϒϩッ

Ϋ・ম土ϒϩッΫඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・೪土ϒϩッΫগ量，ম土ϒ

ϩッΫ・炭化物ඍ量

׊　̐ ৭　೪土ཻ子গ量，ম土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量
̑　にͿいԫ׊৭　ম土ϒϩッΫ・೪土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・

炭化ཻ子গ量
ࠇ　６ ׊ ৭　炭化物中量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・

೪土ϒϩッΫඍ量

土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　೪土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化

ཻ子ඍ量

̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，೪土ϒϩッΫ・ম土ཻ子・
炭化ཻ子ඍ量

׊　̐ ৭　ϩーϜཻ子・೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量

31

DP8
32
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第15号住居跡出土遺物࡯؍ද（第29ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

31 土師器 坏 ʦ12�6ʧ （2�0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ 口ԑ部内・֎面ԣφσ ෴土中 ̑ˋ

32 土師器 甕 ʦ21�0ʧ （3�5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・খ礫 ᒵ ී௨ 口ԑ部内・֎面ԣφσ ෴土中 ̑ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P8 球状土錘 2�7 2�5 0�6 14�0 土（長石・石ӳ・
Ӣ฼） φσ　一方޲からઠ޸ চ面 PL44
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�໛は東੢࣠4ن。まれているたΊ遺ଘしていないࠐ状　南൒部のচ面は，第12・14号住居に掘りܗ໛ͱن 80ｍ

で，南北࣠は4� 63ｍしか確認できなかった。平面ܗは方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－̑ －˃̚である。遺ଘ

しているน高は̑～ 24ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱで，นࡍをআ͘広い範囲が౿みݻΊられている。遺ଘしているนԼには，น溝が巡っている。長

さ50ᶲほどの炭化材やম土մがচ面に点在しているが，চはমけていない。
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竈　北นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで104ᶲで，೩ম部෯は54ᶲである。କ部はϩーϜϒϩッ

Ϋ，ϩーϜཻ子を含Μͩ第11・12層を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を10ᶲ掘りࠐΜで，ϩーϜϒ

ϩッΫやϩーϜཻ子を含Μͩ第13・14層を埋土して構ஙされており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。

Ԏ道部はน֎΁30ᶲ掘りࠐまれ，ほ΅௚立している。

ϐοτ　11か所。̥１・̥̐は深さ62ᶲで，第14号住居のচԼからݕ出された̥２・̥̏・̥̑は，深さ38ᶲ・

42ᶲ・20ᶲが確認できたͩけである。̥１～̥̐は主柱穴で，̥̑は഑ஔから出入り口ࢪ設に伴うピットとߟ

͑られる。̥６・̥̓は東น溝内，̥10・̥11は北น溝内，̥̔・̥̕は南นࡍとਪଌされるҐஔからそれͧ

れݕ出されていることから，น柱穴とみられる。

෴土　̏層に分層できる。北੢部の一部しか確認できなかったが，ϩーϜϒϩッΫや炭化物，炭化ཻ子が֤層

に含まれており，埋Ί໭された可能性が高い。

遺物出土状況　土師器ย16点（坏６，甕ྨ10）が出土している。ほかにྲྀれࠐΜͩ縄文土器ย１点（深鉢）も

出土している。35はᜱのข口部，33はᜱの左କ部֎の෴土Լ層からそれͧれ出土しており，ഇઈ後のૣい段֊

で౤غされたものと͑ߟられる。34は෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̓世ل前༿に比定できる。চはমけていないが，চ面に点在する炭化材やম土մ

の状گからমࣦ住居の可能性が高い。

竈土層ղઆ           
１　にͿい੺׊৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・炭化ཻ子・࠭質

೪土ཻ子গ量
׊　２ ৭　ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ
　　　　　　　　子・炭化ཻ子গ量
̏　҉ ੺ ׊ ৭　炭化ཻ子中量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッ
　　　　　　　　Ϋ・࠭質೪土ϒϩッΫগ量
̐　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・࠭質೪土ཻ子গ
　　　　　　　　量，炭化ཻ子ඍ量
̑　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，࠭質೪土ཻ子・炭化ཻ子
　　　　　　　　গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
・৭　炭化ཻ子多量，ম土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子׊੺҉ۃ　６
　　　　　　　　࠭質೪土ཻ子ඍ量

̓　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̔　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子গ量
̕　੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量 , ϩーϜཻ子 ŋ 炭化ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　11 ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
׊　12 ৭　ϩーϜཻ子多量
ۃ　13 ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ ŋ 炭化物গ量 , ম土ϒϩッΫ

ඍ量
׊　14 ৭　ϩーϜཻ子中量，炭化ཻ子ඍ量

土層ղઆ           
׊　１ ৭　炭化物গ量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　炭化ཻ子গ量 , ϩーϜϒϩッΫ ŋ ম土ཻ子ඍ量

׊　̏ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量

33

34

35
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第18号住居跡出土遺物࡯؍ද（第31ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

33 土師器 坏 ʦ13�4ʧ （3�3） － 長石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り ෴土Լ層 15ˋ

34 土師器 坏 ʦ10�8ʧ （2�1） － 長石 Φリーϒࠇ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り　 ෴土中 ̑ˋ

35 土師器 甕 ʦ17�0ʧ （6�5） － 長石ŋ石ӳŋӢ฼ŋ
੺৭ཻ子ŋখ礫 明੺׊ ී௨ 口ԑ部内・֎面ԣφσ ᜱข口部 ̑ˋ
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第20号住居跡（第32・33ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐D9区，標高14� 5ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第19号住居に掘りࠐまれている。

�出された。長࣠3ݕ平されているたΊ，南部のচ面が࿐出した状ଶで࡟状　南นはܗ໛ͱن 31ｍ，୹࣠は3� 30

ｍの方ܗで，主࣠方޲は̣－68 －˃̬である。น高は11 ～ 35ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　東部から南੢部に޲かってएࣼ܏ׯしており，ᜱの前面もएׯ௿͘なっている。中央部の広い範囲が౿み

。Ίられている。นԼにはน溝が巡っているݻ

竈　੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで110ᶲで，೩ম部෯は42ᶲである。କ部は࠭質೪土

ཻ子を含Μͩ第６～̔層を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を̓ᶲ掘りࠐΜで，ϩーϜཻ子を含Μͩ

第̕層を埋土して構ஙされており，Րচ面は੺มしていない。Ԏ道部はน֎΁50ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ͪ

上がっている。
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ϐοτ　̥１は深さ30ᶲで，東นࡍの中央部にҐஔしていることから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。

෴土　̔層に分層できる。Ϩϯズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย288点（坏22，甕ྨ266），須恵器ย30点（坏20，蓋２，鉢̔），土製品１点（球状土錘），

鉄製品１点（鎌Χ）が出土している。ほかにྲྀれࠐΜͩ縄文土器ย̓点（深鉢）も出土している。40はᜱのՐ

চ面からٯҐの状ଶで出土しており，支脚として࢖༻されたものである。39・41はᜱ前面，%P ̕は東部のচ

面から，36は東部の෴土Լ層と෴土中からそれͧれ出土したഁยが接合しており，ഇઈ後のૣい段֊で౤غさ

れたものと͑ߟられる。37・38は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̓世ل後༿に比定できる。

竈土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ཻ子গ量，ϩーϜཻ
　　　　　　　　子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量

̑　灰 ԫ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子多量，ম土ཻ子ඍ量
６　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量
̓　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量
̕　灰 ԫ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子・炭化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
׊　２ 灰 ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ ŋ ম土ཻ子গ量 , 炭化物ඍ量
׊　̏ 灰 ৭　ཻ࠭গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̐　灰 ԫ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ϩー
　　　　　　　　ϜϒϩッΫ・炭化ཻ子ඍ量

׊　̑ 灰 ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ ŋ ম土ཻ子গ量 , 炭化ཻ子ඍ量
６　灰 ԫ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　̓ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，ཻ࠭ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ম土ཻ子・ཻ࠭ඍ量

36

39

40

37
38

41
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第26号住居跡（第34・35ਤ）

Ґஔ　調査区中央部の̘̏C8区，標高16� 5ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第６・̓号掘立柱建物に掘りࠐまれている。

�໛は南北࣠4ن。平されているたΊ不઱明である࡟状　南部と੢部はচ面がܗ໛ͱن 40ｍで，東੢࣠5� 66ｍし

か確認できなかった。平面ܗは方ܗあるいは長方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－̕ －˃̬である。遺ଘしてい

るน高は27ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　遺ଘしているচはほ΅平ୱで，ᜱの前面から東部にかけて౿みݻΊられていることͩけを確認した。

竈　北นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで125ᶲで，೩ম部෯は65ᶲである。କ部は࠭質೪土

を主ମとする第̓～ 11層を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を̑ᶲほど͘΅Μでおり，Րচ面は੺

มしていない。Ԏ道部はน֎に40ᶲ掘りࠐまれ，Րচ面から؇やかに立ͪ上がり，Ԟนでほ΅௚立している。

第１層はఱҪ部の่落土層である。

෴土　̏層に分層できる。Ϩϯズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย319点（坏81，坩１，甕ྨ236，甑１），須恵器ย57点（坏23，高台付坏１，蓋24，瓶ྨ１，

鉢̔）土製品̏点（球状土錘，管状土錘，支脚）が出土している。42はᜱ前面のচ面，45はᜱԎ道部のఈ面か

らそれͧれ出土しており，いͣれもഇઈ時に遺غされた可能性が高い。43は北東部นࡍの෴土上層から出土し

た２点のഁยが接合しており，ഇઈ後に౤غされたものと͑ߟられる。%P11・%P12は北東コーφー部付近の

෴土上層・෴土Լ層，%P10は෴土中からそれͧれ出土している。44・46も෴土中からそれͧれ出土しているが，

ほかの土器と時期ࠩは見られない。

ॴݟ　時期は，出土土器から̓世ل後༿に比定できる。

第20号住居跡出土遺物࡯؍ද（第33ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

36 土師器 坏 ʦ10�8ʧ 3�4 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ׊ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り　 ෴土Լ層
෴土中 80ˋ　PL30

37 須恵器 坏 ʦ14�6ʧ （3�6） － 長石・石ӳ ԫ灰 ී௨ 口ԑ部Լに௜ઢ　ମ部ຎ໓にΑる調੔不明 ෴土中 ̑ˋ

38 須恵器 蓋 ʦ13�8ʧ （1�6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ຎ໓にΑる調੔不明 ෴土中 ̑ˋ

39 土師器 甕 15�4 （10�9） － 長石・石ӳ・খ礫 ੺׊ ී௨ ମ部ϔϥຏき চ面 40ˋ　PL31

40 土師器 甕 ʦ18�2ʧ 16�0 7�0 長石・石ӳ ੺׊ ී௨ ମ部Լ൒ϔϥຏき ᜱՐচ面 95ˋ　PL31

41 土師器 甕 16�5 17�3 8�8 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ମ部Լ൒ϔϥຏき চ面 90ˋ　PL31

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ 量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P9 球状土錘 2�4 2�0 0�6 10�2 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ চ面 PL44

竈土層ղઆ           
１　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ཻ子中量，炭化ཻ子
　　　　　　　　গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
２　҉ ੺ ׊ ৭　炭化ཻ子中量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・࠭質
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
・৭　炭化ཻ子中量，ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子׊੺҉ۃ　̏
　　　　　　　　࠭質೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量 , 炭化ཻ子 ŋ ࠭質೪土ཻ子ඍ量
̑　҉ ੺ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ
　　　　　　　　子・炭化ཻ子ඍ量

６　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ཻ子গ量，炭化物・
　　　　　　　　ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　̓ ׊ ৭　炭化物গ量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ
　　　　　　　　ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　炭化物গ量 , ࠭質೪土ϒϩッΫ ŋ ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　10 ׊ ৭　ϩーϜཻ子・炭化ཻ子・࠭質೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　11 ׊ ৭　炭化物・ম土ཻ子ඍ量

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ཻ࠭中量，ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

ࠇ　２ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化ཻ子ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，ཻ࠭ඍ量
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第28号住居跡（第36・37ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̘̐I6区，標高17� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第２̖号溝，第55号土坑に掘りࠐまれている。

�໛は北੢・南東࣠5ن。平されており不઱明である࡟状　南൒部のচ面はܗ໛ͱن 11ｍで，北東・南੢࣠は

3� 85ｍしか確認できなかった。平面ܗは方ܗあるいは長方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－49 －˃̬である。遺

ଘしているน高は̑～ 30ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　遺ଘしているচは平ୱで，นࡍ付近が౿みݻΊられていることͩけを確認した。遺ଘしているนԼには，

น溝が巡っている。

竈　北コーφー部から2� 50ｍほど཭れた北੢นࡍとਪ定されるҐஔに長34ܘᶲ，୹20ܘᶲと，長70ܘᶲ，୹ܘ

44ᶲのପԁܗをఄする炭化物やম土ཻ子を含Μͩ೪土範囲を確認した。Ԏ道部やՐচ部は確認できなかったが，

କ部の基部のࠟ跡がわͣかに遺ଘしているものとみられる。

土坑　北コーφー部付近で，চ面を掘りࠐΜͩ土坑を確認した。ن໛は長83ܘᶲ，୹52ܘᶲのପԁܗで，深さ

は28ᶲである。ఈ面はほ΅平ୱで，นは֎܏して立ͪ上がっている。෴土に灰は含まれていないが，炭化材，

ম土ϒϩッΫ，࠭質೪土ϒϩッΫを含Μでいることから，灰ཷΊとしての機能が૝定される。

DP11

DP12

DP10
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第26号住居跡出土遺物࡯؍ද（第34・35ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

42 土師器 坏 11�1 3�6 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ 口ԑ部内・֎面ԣφσ　ମ部ϔϥ࡟り চ面 95ˋ　PL30

43 土師器 坏 10�0 4�2 － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ֎面ϔϥ࡟り ෴土上層 80ˋ　PL30

44 須恵器 坏 ʦ12�4ʧ （3�8） － 長石・石ӳ 灰 ී௨ ମ部Լ୺ϔϥ࡟り ෴土中 ̑ˋ

45 須恵器 蓋 12�8 2�9 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී௨ ఱҪ部ӈճりのճసϔϥ࡟り　ఠ2�1ܘᶲ Ԏ道部ఈ面 95ˋ　PL31

46 須恵器 蓋 － （3�3） － 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子・ࡉ礫 灰 ී௨ ఱҪ部左ճりのճసϔϥ࡟り　ఠ3�7ܘᶲ ෴土中 10ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ 量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P10 球状土錘 2�7 2�4 0�6 ～
0�8 （15�7） 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土中

%P11 管状土錘 4�4 8�7 1�5 ～
1�7 （153�2）土（長石・石ӳ・

（礫ࡉ φσ ෴土上層 PL43

番号 器　種 高さ ܘখ࠷ ܘ大࠷ ॏ 量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P12 支脚 （15�2） 6�5 8�2 （880�0）土（長石・石ӳ・
（礫ࡉ φσ ෴土Լ層 PL45
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ϐοτ　̐か所。̥１・̥２は深さ60ᶲ・58ᶲで，চ面が࡟平された範囲でݕ出された̥̏・̥̐は，深さ

43ᶲ・̕ᶲが確認できたͩけである。̥１～̥̏のఈ面の深さはほ΅同͡であることから，̏か所ともに主柱

穴である。̥̐は性֨不明である。

෴土　̏層に分層できる。北部と東部のนࡍしか確認できなかったが，ϩーϜཻ子を主ମとした҉׊৭土がน

。ΉΑうにଯ積していることから，ࣗવଯ積であるࠐからྲྀれࡍ

遺物出土状況　土師器ย49点（坏11，甕ྨ38），土製品２点（球状土錘），ಔ製品１点（耳環）が出土している。

ほかにྲྀれࠐΜͩ縄文土器ย１点（深鉢），石器１点（Ꮟ石），ണย１点（ᘮᘨ），ࠞ 入した須恵器ย̐点（坏２，

甕ྨ２）も出土している。47は東コーφー部付近，%P13・%P14，̢２は北東นࡍの෴土上層からそれͧれ出

土している。いͣれもഇઈ後のૣい段֊で౤غされたものと͑ߟられる。48は෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̓世ل中༿に比定できる。

土坑土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化物・࠭
　　　　　　　　質೪土ϒϩッΫඍ量
׊　２ ৭　炭化物・࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッ
　　　　　　　　Ϋ・ϩーϜཻ子ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子গ量，ম土ϒ
　　　　　　　　ϩッΫ・炭化材ඍ量

׊　̐ ৭　ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫগ量 , 炭化
物・ϩーϜཻ子ඍ量

̑　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・炭化材・
　　　　　　　　࠭質೪土ϒϩッΫඍ量

土層ղઆ           
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量

׊　̏ ৭　ϩーϜཻ子中量
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第31号住居跡（第38・39ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̑D3区，標高16� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第̖̑号溝に掘りࠐまれている。

平されているたΊ不࡟まれ，南部はࠐ状　東部は調査区Ҭ֎΁Ԇͼており，੢部は第̖̑号溝に掘りܗ໛ͱن

઱明である。ن໛は北੢・南東࣠3� 27ｍ，北東・南੢࣠1� 70ｍしか確認できなかった。平面ܗは方ܗあるいは

長方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－38 －˃̚である。遺ଘしているน高は24 ～ 45ᶲで，֎܏して立ͪ上がって

いる。

চ　中央部は平ୱで，౿みݻΊられているが，南൒部の範囲は不明である。ᜱのӈକ部から東部にかけてのচ

は，中央部のচ面Αり10ᶲほど高い不定ܗのషচで，ϩーϜϒϩッΫ，࠭質೪土ϒϩッΫを含Μͩకまりのڧ

い第１～̐層を積み上͛て構ஙしている。

竈　北東นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで92ᶲで，೩ম部෯は40ᶲである。କ部はϩーϜཻ

子やཻ࠭を主ମとするకまりのڧい第６～ 10層を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面Αり10ᶲほど高

͘なっており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎΁20ᶲ掘りࠐまれ，Րচ面からほ΅௚立

47

DP13 DP14

M2

48
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第28号住居跡出土遺物࡯؍ද（第37ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

47 土師器 坏 ʦ12�4ʧ （3�2） － 長石・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り ෴土上層 ̑ˋ

48 土師器 甕 ʦ25�8ʧ （3�5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 口ԑ部内・֎面ԣφσ ෴土中 ̑ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P13 球状土錘 2�5 1�9 0�5 12�5 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土上層 PL44

%P14 球状土錘 3�0 2�4 0�6 18�0 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土上層 PL44

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̢２ 耳環 1�8 1�8 0�5 （3�04） ಔ ౏ۚશ面ണ཭ ෴土上層 PL47

షচ土層ղઆ           
׊　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量，ম土ϒϩッΫඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・ཻ࠭গ量，
　　　　　　　　炭化物ඍ量

׊　̏ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫগ量，炭
　　　　　　　　化物・ম土ཻ子ඍ量
̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量，ম土ϒϩッΫ・࠭質೪
　　　　　　　　土ཻ子ඍ量
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している。

ϐοτ　２か所。̥１・̥２は深さ15ᶲ・20ᶲで，഑ஔから主柱穴である。

෴土　̑層に分層できる。Ϩϯズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。ᜱの前面にあたる第̐層は，࠭

質೪土ϒϩッΫが多量で，炭化材も含まれていることからᜱの෴土がচ面にྲྀ入したものとみられる。

遺物出土状況　土師器ย17点（坏̏，甕ྨ13，手捏１）が出土している。49・50は東部の෴土中からそれͧれ

出土している。ほかの出土土器は，ࡉยのたΊਤࣔできないが，ਤࣔした土器と同͡古墳時代後期の༷૬をࣔ

す坏や甕ྨが出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̓世ل前൒に比定できる。

竈土層ղઆ           
１　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・࠭質೪土ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッ
　　　　　　　　Ϋ・炭化ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　࠭質೪土ཻ子多量，ম土ϒϩッΫগ量
̏　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量 , 炭化物 ŋ ࠭質೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化材গ量，ϩーϜཻ子・࠭
　　　　　　　　質೪土ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ཻ࠭多量

６　にͿい੺׊৭　ཻ࠭多量，ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̓　にͿいԫ׊৭　ཻ࠭多量，ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・炭化

ཻ子ඍ量
׊　̔ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ཻ子・ཻ࠭ඍ量
̕　灰 ׊ ৭　ཻ࠭多量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭
　　　　　　　　化物・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ཻ࠭গ量，炭化物ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・
　　　　　　　　炭化物ඍ量

ۃ　̐ ҉ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ中量，炭化材・ϩーϜϒϩ
　　　　　　　　ッΫ・ম土ϒϩッΫඍ量
ۃ　̑ ҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化ཻ子ඍ量
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第34号住居跡（第40ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐H0区，標高13� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第21・30号住居に掘りࠐまれている。

�状　長࣠3ܗ໛ͱن 82ｍ，୹࣠3� 39ｍの長方ܗで，主࣠方޲は̣－44 －˃̬である。น高は20 ～ 46ᶲで，֎܏

して立ͪ上がっている。

চ　平ୱで，中央部はషচである。中央部の広い範囲が౿みݻΊられている。นԼにはน溝が巡っている。中

央部と南東นࡍの෴土Լ層でম土մを̏か所確認したが，চはমけていない。

竈　北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで112ᶲで，೩ম部෯は58ᶲである。କ部はϩーϜ

ϒϩッΫ，࠭質೪土ཻ子を主ମとした第12 ～ 16層を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を̑ᶲ掘りࠐ

Μで，ϩーϜϒϩッΫ，ম土ϒϩッΫを含Μͩ第17・18層を埋土して構ஙされており，Րচ面はՐをडけて੺

มߗ化している。Ԏ道部はՐচ部からน֎΁46ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ͪ上がっている。

ϐοτ　̑か所。̥１～̥̐は深さ42 ～ 50ᶲで，主柱穴である。̥̑は深さ10ᶲで，഑ஔから出入り口ࢪ設

に伴うピットと͑ߟられる。

෴土　̕層に分層できる。ϩーϜϒϩッΫを多量に含Μでいることから埋Ί໭されている。第10層はషচの構

ங土である。

49 50
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第31号住居跡出土遺物࡯؍ද（第39ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

49 土師器 坏 ʦ12�8ʧ 4�3 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り ෴土中 25ˋ

50 土師器 手捏 ʦ5�8ʧ 4�3 ʦ5�2ʧ 長石・石ӳ・খ礫 ׊ࠇ ී௨ 内・֎面ຎ໓にΑる調੔不明 ෴土中 40ˋ

竈土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化物গ量，ম土ϒϩッΫ
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫগ量，炭化ཻ
　　　　　　　　子・࠭質೪土ཻ子ඍ量
̐　҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
̑　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量
ࠇ　６ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ ŋ ϩーϜཻ子 ŋ ࠭質೪土ཻ子ඍ量
̓　にͿい੺׊৭　ম土ϒϩッΫ多量，࠭質೪土ϒϩッΫ・炭化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化物
　　　　　　　　ඍ量

ࠇ　10 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，炭化物ඍ量
11　灰 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ

子ඍ量
12　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量，ম土ཻ子ඍ量
13　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子中量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　14 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫগ量，炭

化物ඍ量
ࠇ　15 ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
16　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
17　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ多量　
ࠇ　18 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫඍ量

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・炭化物
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，炭化物・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫ・炭化物
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量

ࠇ　６ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
ࠇ　̓ ৭　ϩーϜϒϩッΫ ŋ ম土ϒϩッΫগ量 , 炭化物

ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
ࠇ　̕ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
ࠇ　10 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量，ম土ϒϩッΫগ量，炭

化物ඍ量
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遺物出土状況　土師器ย81点（坏17，甕ྨ64）が出土している。ほかにࠞ入した縄文土器ย１点（深鉢）も出

土している。51はᜱのԎ道部の෴土中層，52はᜱの෴土中からそれͧれ出土している。土師器の甕ྨはମ部ย

で，す΂てᜱ内から出土していることから，ഇઈ後のૣい段֊で౤غされたものと͑ߟられる。甕ྨのഁยは

਺点接合するが，ਤࣔできない。

ॴݟ　時期は，出土土器から̓世ل後༿に比定できる。
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第37号住居跡（第41・42ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̑E2区，標高15� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第36号住居に掘りࠐまれている。

平されているたΊ不઱明で࡟掘トϨϯチにΑりࢼまれており，南部はࠐ状　੢部が第36号住居に掘りܗ໛ͱن

ある。ن໛は北੢・南東࣠2� 90ｍ，北東・南੢࣠1� 93ｍしか確認できなかった。平面ܗは方ܗあるいは長方ܗ

とਪ定され，主࣠方޲は̣－25 －˃̚である。遺ଘしているน高は30 ～ 38ᶲで，ほ΅௚立している。

চ　ほ΅平ୱなషচで，中央部が౿みݻΊられている。షচはϩーϜཻ子や࠭質೪土ཻ子を含Μͩ׊ࠇ৭土を

積み上͛て構ஙされている。遺ଘしているนԼには，น溝が巡っている。

竈　北東นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで96ᶲで，೩ম部෯は43ᶲである。କ部は࠭質೪土

を積み上͛て構ஙされており，内ଆはՐをडけて੺มしている。Րচ部はচ面を12ᶲ掘りࠐみ，ϩーϜϒϩッ

Ϋ，࠭ 質೪土ϒϩッΫを含Μͩ第12・13層を埋土して構ஙされており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。

Ԏ道部はน֎に26ᶲ掘りࠐまれ，Ԟนでほ΅௚立している。第１～ 11層はକ部おΑͼఱҪ部の่落土層である。

第34号住居跡出土遺物࡯؍ද（第40ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

51 土師器 坏 ʦ10�1ʧ 3�5 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ମ部ຎ໓にΑる調੔不明 ᜱԎ道部
෴土中層 75ˋ　PL30

52 土師器 坏 ʦ12�6ʧ （3�1） － 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り ᜱ෴土中 10ˋ
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ϐοτ　̏か所。̥１・̥２は深さ28ᶲ・48ᶲで，主柱穴である。̥̏は深さ23ᶲで，性֨不明である。

෴土　̑層に分層できる。Ϩϯズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。第６・̓層は̥̏の෴土で，第

̔～ 11層はషচの構ங土である。

遺物出土状況　土師器ย57点（坏６，甕ྨ50，甑１），須恵器ย̏点（坏２，鉢１）が出土している。53は南

東นࡍの෴土Լ層から出土したഁยが接合している。54はՐচ部の埋土内とᜱの෴土Լ層からそれͧれ出土し

たഁยが接合したもので，支脚として࢖༻された可能性がある。

ॴݟ　時期は，出土土器から̓世ل後༿に比定できる。

竈土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・炭化ཻ子・࠭質
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
２　灰 ԫ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ中量，ϩーϜϒϩッΫ・炭
　　　　　　　　化物ඍ量
̏　灰 ԫ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子多量
ࠇ　̐ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ম土ཻ子ඍ量
̑　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ϒϩッΫ多量，ϩーϜཻ子ඍ量
６　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子中量，ϩーϜཻ子ඍ量

ࠇ　̓ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量，࠭質೪土ϒϩッ
　　　　　　　　Ϋඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ中量
̕　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子多量
ࠇ　10 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ཻ子গ量
11　灰 ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子中量 , ϩーϜཻ子 ŋ ম土ཻ子ඍ量
12　にͿい׊৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量
ࠇ　13 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物・ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
ۃ　̐ ҉ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，࠭質೪土ϒϩッΫ・炭化
　　　　　　　　物ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量

ࠇ　６ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ম土ϒϩッΫඍ量
ࠇ　̓ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・࠭質೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　炭化物・ম土ཻ子・࠭質೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　10 ׊ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　11 ׊ ৭　ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
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第37号住居跡出土遺物࡯؍ද（第42ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

53 土師器 甕 ʦ13�0ʧ 17�8 ʦ8�8ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ੺׊ ී௨ 口ԑ部内・֎面ԣφσ　ମ部֎面ϔϥ࡟り　
内面ϔϥφσ ෴土Լ層 30ˋ

54 土師器 甑 ʦ20�8ʧ 20�0 ʦ8�0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී௨ 口ԑ部内・֎面ԣφσ　ମ部֎面ϔϥ࡟り　
内面ϔϥφσ　ྠ積ࠟ ᜱ෴土Լ層 40ˋ　PL32



－ 52 － － 53 －

第40号住居跡（第43ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̑J1区，標高12� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

。出されているたΊ不઱明であるݕ状　南部が調査区Ҭ֎΁Ԇͼており，੢部のচ面が࿐出した状ଶでܗ໛ͱن

�໛は北੢・南東࣠3ن 10ｍ，北東・南੢࣠1� 30ｍしか確認できなかった。平面ܗは方ܗあるいは長方ܗとਪ定

されるが，主࣠方޲はᜱが確認できなかったたΊ不明である。遺ଘしているน高は̐～ 12ᶲで，֎܏して立

ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱで，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できなかった。

෴土　６層に分層できる。ϒϩッΫ状にଯ積していることから埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย13点（坏２，甕ྨ11）が出土している。ほかに෴土上層にࠞ入した須恵器ย̏点（坏

１，鉢２）も出土している。55は中央部のচ面から出土しており，ഇઈ後のૣい段֊で౤غされたものと͑ߟ

られる。ほかの出土土器は，ࡉยのたΊਤࣔできない。

ॴݟ　時期は，出土土器から̓世ل中༿に比定できる。

第42号住居跡（第44ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̑B2区，標高16� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第32号住居に掘りࠐまれている。

໛はن。出されているたΊ不઱明であるݕまれ，চ面はほ΅࿐出した状ଶでࠐ状　第32号住居に掘りܗ໛ͱن

北੢・南東࣠3� 40ｍで，北東・南੢࣠2� 84ｍしか確認できなかった。平面ܗは方ܗあるいは長方ܗとਪ定され，

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・炭化物
　　　　　　　　ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化ཻ子ඍ量

̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量 , ম土ϒϩッΫ ŋ 炭化物ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，炭化物ඍ量
６　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
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第40号住居跡出土遺物࡯؍ද（第43ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

55 土師器 坏 ʦ10�8ʧ 3�6 － 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 灰ԫ׊ ී௨ ମ部ຎ໓にΑる調੔不明　ఈ部ࠁ書ʮ˘ʯ চ面 40ˋ　PL30



－ 52 － － 53 －

主࣠方޲は̣－61 －˃̬である。

চ　平ୱで，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できない。北東นから南東นにかけてのนԼにはน溝が巡っている。

竈　北੢部に付設されている。ᜱのข口部や྆କ部が遺ଘしていないが，わͣかな෴土と掘方΁の埋土を確認

した。Րচ部はচ面を11ᶲ掘りࠐΜで，ϩーϜཻ子やম土ཻ子を主ମとした第̐・̑層を埋土して構ஙされて

おり，Րচ面は੺มしていない。Ԏ道部はนとਪ定されるҐஔから֎΁20ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ͪ上がっ

ている。

ϐοτ　̥１は深さ35ᶲで，南東นࡍの中央部にҐஔしていることから，出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟら

れる。第１層は柱ൈきऔり後の෴土で，第２・̏層が埋土である。

෴土　̏層に分層できる。層ްはബいが，南東นࡍの第２・̏層に࠭質೪土ཻ子や࠭質೪土ϒϩッΫが多量に

含まれていることや，第１層にϩーϜϒϩッΫやম土ϒϩッΫが含まれていることから埋Ί໭された可能性が

高い。

遺物出土状況　土師器ย２点（甕ྨ）が出土しているが，ࡉยのたΊਤࣔできない。ほかにࠞ入した縄文土器

ย̏点（深鉢）も出土している。

ॴݟ　時期は，第32号住居に掘りࠐまれていることやᜱを付設していることから後期とਪଌされる。

竈土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子গ量，炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子গ量，炭化物ඍ量

ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子গ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ϒ
　　　　　　　　ϩッΫඍ量

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫগ量，炭化物
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子中量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒ
　　　　　　　　ϩッΫඍ量

ࠇ　̏ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ中量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ
子ඍ量

ϐοτ土層ղઆ           
ࠇ　１ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量

׊　̏ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
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第43号住居跡（第45・46ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̘̑J2区，標高17� 5ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第16̖・16̗・41号住居に掘りࠐまれている。

໛は北東・南੢࣠ن。まれており不઱明であるࠐ状　南൒部のচ面は第16̖・16̗・41号住居に掘りܗ໛ͱن

3� 94ｍで，北੢・南東࣠は2� 05ｍしか確認できなかった。平面ܗは方ܗあるいは長方ܗとਪ定され，主࣠方޲

は̣－42 －˃̬である。遺ଘしているน高は16 ～ 22ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　平ୱで，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できない。

竈　北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで83ᶲで，೩ম部෯は38ᶲである。କ部は೪土ϒϩッ

Ϋ，࠭質೪土ཻ子を主ମとした第10・11層を積み上͛て構ஙされており，内ଆは੺มしている。Րচ部はচ面

をएׯ掘りࠐΜでおり，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はՐচ部からน֎΁16ᶲ掘りࠐまれ，

。して立ͪ上がっている܏֎

竈土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量
׊　̏ ৭　࠭質೪土ཻ子中量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
̐　灰 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，炭化物ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量

׊　６ ৭　࠭質೪土ཻ子多量，炭化物ඍ量
̓　にͿい੺׊৭　ম土ϒϩッΫ中量
̔　灰 ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
̕　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，炭化物・ཻ࠭ඍ量
10　੺ ׊ ৭　೪土ϒϩッΫ多量
11　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子中量，ম土ཻ子ඍ量
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ϐοτ　̓か所。̥ １・̥ ̐は深さ68ᶲ・24ᶲで，第16̖・16̗号住居のচԼからݕ出された̥２・̥ ・̥̏ ̑は，

深さ50ᶲ・40ᶲ・22ᶲが確認できたͩけである。̥１～̥̐の഑ஔは不ଗいであるが主柱穴とみられ，̥̑は

഑ஔから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。̥６・̥̓は深さ55ᶲ・34ᶲであるが，性֨不明である。

遺物出土状況　土師器ย27点（坏２，甕ྨ25），土製品１点（支脚）が出土している。ほかにࠞ入した縄文土

器ย̑点（深鉢），須恵器ย１点（坏）も出土している。56はᜱ前面の෴土Լ層から出土し，%P15はᜱの྆କ

部֎の෴土Լ層からそれͧれ出土したഁยが接合している。いͣれもഇઈ後のૣい段֊で౤غされたものとߟ

͑られる。

ॴݟ　時期は，出土土器から̓世ل前༿に比定できる。

第50号住居跡（第47ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̘２E5区，標高15� 5ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第49号住居に掘りࠐまれている。

まれているたΊ不઱明ࠐ状　中央部から北部にかけて֧ཚをडけており，南東部は第49号住居に掘りܗ໛ͱن

である。ن໛は北東・南੢࣠3� 00ｍで，北੢・南東࣠は4� 15ｍしか確認できなかった。平面ܗは長方ܗで，主

࣠方޲はᜱが確認できなかったたΊ不明である。遺ଘしているน高は̔～ 28ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　ややԜತがあり，中央部が౿みݻΊられている。北東นの一部のนԼには，น溝が巡っている。

ϐοτ　２か所。̥１・̥２は深さ14ᶲ・22ᶲである。চのશ༰が明らかでないたΊ，性֨不明である。

෴土　２層に分層できる。ϩーϜϒϩッΫを多量に含Μでいることから埋Ί໭されている。

56
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第43号住居跡出土遺物࡯؍ද（第46ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

56 土師器 坏 ʦ18�2ʧ （6�2） － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り ෴土Լ層 30ˋ　PL30

番号 器　種 高さ ܘখ࠷ ܘ大࠷ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P15 支脚 17�9 4�6 14�3 （2070�0）土（長石・石ӳ・
（礫ࡉ ද面ണ཭　φσ調੔わͣかに࢒ଘ ෴土Լ層 PL45



－ 56 － － 57 －

遺物出土状況　土師器ย28点（坏11，甕ྨ17）が出土している。ほかにࠞ入した縄文土器ย̐点（深鉢）も出

土している。57は中央部のচ面から出土しているが，ほかの出土土器は，ࡉยのたΊਤࣔできない。

ॴݟ　時期は，出土土器から̓世ل後༿に比定できる。

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量 , ম土ཻ子 ŋ 炭化ཻ子ඍ量 ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子ඍ量
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第47図　第50号住居跡・出土遺物࣮ଌਤ

第50号住居跡出土遺物࡯؍ද（第47ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

57 土師器 坏 ʦ12�4ʧ （4�5） － 長石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り　内面ϔϥຏき চ面 ̑ˋ



－ 56 － － 57 －

第51号住居跡（第48・49ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̘２E7区，標高16� 0ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第110号土坑を掘りࠐΜでいる。

�໛は北東・南੢࣠3ن。平されているたΊ不઱明である࡟状　北部をআいたচ面の大൒がܗ໛ͱن 84ｍ，北

੢・南東࣠4� 14ｍしか確認できなかった。平面ܗは方ܗあるいは長方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－51 －˃̬

である。遺ଘしているน高は12 ～ 15ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　ᜱ前面は平ୱなషচで，౿みݻΊられている。షচは̏層に分層でき，ϩーϜϒϩッΫ，೪土ϒϩッΫ，

ཻ࠭を含Μͩ第１～̏層を埋土して構ஙされている。北コーφー部付近のนԼのみน溝が巡っている。ᜱ前面

のচ面に炭化材が出土しているが，চはমけていない。

竈　北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで78ᶲ，೩ম部෯は50ᶲである。遺ଘしているକ部

は，࠭質೪土ཻ子，ম土ཻ子を含Μͩ第̑・６層を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面をएׯ掘りࠐΜ

でおり，Րচ面は੺มしていない。Ԏ道部はՐচ部からน֎΁14ᶲ掘りࠐまれ，Րচ面から؇やかに立ͪ上がっ

ている。

షচ土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭গ量
׊　２ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，೪土ϒϩッΫগ量

̏　にͿいԫ׊৭　೪土ϒϩッΫ中量
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－ 58 － － 59 －

ϐοτ　̏か所。̥１・̥̏は深さ30ᶲ・20ᶲである。চ面が࡟平された東部でݕ出された̥２は，深さ６ᶲ

が確認できたͩけである。̥１～̥̏は഑ஔから主柱穴である。

遺物出土状況　土師器ย78点（坏22，甕ྨ55，甑１），石器１点（砥石）が出土している。ほかにࠞ入したと

みられる縄文土器ย̓点（深鉢），陶器ย̏点（甕２，瓶ྨ１），磁器ย１点（࿸）も出土している。58はᜱの

ӈକ部֎の෴土Լ層，59はᜱ前面のচ面からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̓世ل中༿に比定できる。

第53号住居跡（第50・51ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̘̐K2区，標高14� 5ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

�出されており不઱明である。長࣠4ݕ状　南部のচ面は࿐出した状ଶでܗ໛ͱن 35ｍ，୹࣠4� 12ｍの方ܗで，

主࣠方޲は̣－47 －˃̬である。遺ଘしているน高は10 ～ 26ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　南部に޲かって20ᶲほど؇やかにࣼ܏しており，中央部が౿みݻΊられている。遺ଘしているนԼには，

น溝が巡っている。

竈　北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで100ᶲで，ӈକ部が֧ཚをडけて遺ଘしていない

たΊ，೩ম部෯は42ᶲが確認できたͩけである。遺ଘしている左କ部は࠭質೪土ཻ子，ম土ϒϩッΫを含Μͩ

第̕層を積み上͛て構ஙされており，内ଆは੺มしている。Րচ部はচ面をएׯ掘りࠐΜでおり，Րচ面はՐ

をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はՐচ部からน֎に20ᶲ掘りࠐまれ，Ԟนでほ΅௚立している。

竈土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　炭化物・ϩーϜཻ子多量，ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜཻ子多量，ম土ཻ子中量
̏　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子多量

̐　ԫ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍ量
̑　҉ 灰 ԫ ৭　࠭質೪土ཻ子多量
６　ԫ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量
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第49図　第51号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

第51号住居跡出土遺物࡯؍ද（第49ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

58 土師器 甕 ʦ13�2ʧ （4�4） － 長石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ 口ԑ部内・֎面ԣφσ ෴土Լ層 10ˋ

59 土師器 甑 ʦ24�2ʧ（15�2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り　内面ϔϥຏき চ面 10ˋ



－ 58 － － 59 －
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－ 60 － － 61 －

ϐοτ　̐か所。̥１～̥̐は深さ27 ～ 44ᶲで，主柱穴である。

෴土　̑層に分層できる。北੢部から南部に޲かってࣼ܏しているচ面にྲྀれࠐΜͩଯ積状گをࣔしているこ

とからࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย36点（坏̐，高坏１，甕ྨ31）が出土している。60・61は北コーφー部付近の෴土上

層・෴土Լ層からそれͧれ出土している。ほかの出土土器は，ࡉยのたΊਤࣔできないが，ਤࣔした土器と同

時期の༷૬をࣔしている。

ॴݟ　時期は，出土土器から̓世ل前൒とਪ定される。

第56号住居跡（第52・53ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̘̐K4区，標高15� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

�໛は北東・南੢࣠3ن。平されているたΊ不઱明である࡟状　南൒部のচ面はܗ໛ͱن 52ｍ，北੢・南東࣠

3� 66ｍしか確認できなかった。平面ܗは方ܗあるいは長方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－43 －˃̬である。遺

ଘしているน高は２～ 25ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　中央部から南部に޲かって28ᶲࣼ܏しており，中央部が౿みݻΊられている。遺ଘしているนԼには，น

溝が巡っている。

竈　北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで120ᶲで，೩ম部෯は32ᶲである。କ部はϩーϜ

ϒϩッΫを含Μͩ第̓・̔層を基部とし，ཻ࠭を含Μͩ第̑・６層を積み上͛て構ஙされている。କ部の内ଆ

は੺มしている。Րচ部はচ面を̔ᶲ掘りࠐΜで，ཻ࠭を多量に含Μͩ第̕層を埋土して構ஙされており，Ր

চ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はՐচ部からน֎に36ᶲ掘りࠐまれ，Րচ面から؇やかにࣼ܏し，

Ԟนで௚立している。

竈土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
２　にͿい׊৭　ࡉ礫・ཻ࠭中量
̏　にͿい׊৭　ϩーϜཻ子গ量
̐　にͿい੺׊৭　ম土ϒϩッΫ・ཻ࠭গ量
׊　̑ ৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭গ量
６　灰 ׊ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量

৭　ম土ϒϩッΫগ量，ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量׊੺҉ۃ　̓
ࠇ　̔ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物中量，࠭質೪土ϒϩッ

Ϋগ量
̕　灰 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，࠭質೪土ཻ子গ量，炭化

ཻ子ඍ量
10　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，ϩーϜཻ子ඍ量

土層ղઆ
１　灰 ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子中量 , ϩーϜཻ子 ŋ 炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子中量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・
　　　　　　　　炭化ཻ子・灰গ量

̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子 ŋ ࠭質೪土ཻ子গ量 , 炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，炭化ཻ子・࠭質೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・࠭質೪土ཻ子ඍ量

60
61

第51図　第53号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

第53号住居跡出土遺物࡯؍ද（第51ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

60 土師器 高坏 － （4�3） － 長石 ᒵ ී௨ ֎面ຎ໓にΑる調੔不明　内面ϔϥຏき ෴土上層 ̑ˋ

61 土師器 甕 － （3�0） ʦ9�4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部ϔϥຏき　ఈ部φσ ෴土Լ層 10ˋ



－ 60 － － 61 －

ϐοτ　̐か所。̥１～̥̐は深さ40 ～ 57ᶲで，主柱穴である。

෴土　̐層に分層できる。第１・２層は，北੢部から南部に޲かってࣼ܏したচ面にྲྀれࠐΜͩଯ積状گをࣔ

していることからࣗવଯ積である。北東นԼで確認した第̏・̐層は，ম土ϒϩッΫや炭化物を多量に含Μで

おり，౤غされたものとみられる。
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第52図　第56号住居跡࣮ଌਤ

竈土層ղઆ           
１　明 ԫ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ子・ཻ࠭中量
ࠇ　２ ׊ ৭　ཻ࠭多量，ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ子中量，ϩ
　　　　　　　　ーϜཻ子গ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　炭化物・ϩーϜཻ子গ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・炭化ཻ子গ量

̑　੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ多量，炭化物・ཻ࠭গ量
６　明 ԫ ׊ ৭　炭化物・ম土ཻ子・ཻ࠭গ量
̓　灰 ׊ ৭　炭化物多量，ϩーϜϒϩッΫগ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化物গ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　ཻ࠭多量 , ম土ϒϩッΫ ŋ 炭化物 ŋ ϩーϜཻ子গ量

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量 , ϩーϜཻ子 ŋ 炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　炭化物গ量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物গ量，ϩーϜཻ子ඍ量

ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ多量，炭化物গ量，ϩーϜཻ子
　　　　　　　　ඍ量



－ 62 － － 63 －

遺物出土状況　土師器ย86点（坏44，甕ྨ41，甑１），礫１点が出土している。ほかにྲྀれࠐΜͩ縄文土器ย

34点（深鉢）も出土している。62はᜱの左କ部֎，63は北コーφー部の෴土Լ層からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̓世ل前൒に比定できる。

第58号住居跡（第54・55ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐D1区，標高12� 5ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第60号住居跡を掘りࠐみ，第̕号掘立柱建物，第２号柱列，第̗̑号溝，第̏号ピット群に掘りࠐ

まれている。

平されて࿐出した状ଶで࡟まれ，南部のচ面はࠐ状　੢コーφー部付近のน上部は第̗̑号溝に掘りܗ໛ͱن

�໛は北੢・南東࣠4ن。出されており不઱明であるݕ 50ｍで，北東・南੢࣠は3� 84ｍしか確認できなかった。

平面ܗは長方ܗで，主࣠方޲は̣－49 －˃̬である。遺ଘしているน高は37ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　北部から南部に޲かってएࣼ܏ׯしており，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できない。

竈　北੢นにᜱのԎ道部を確認したが，Րচ面やକ部は遺ଘしていない。Ԏ道部は෯42ᶲ，Ԟ行き26ᶲの൒ԁ

。まれていることͩけを確認したࠐで，Րচ面と૝定されるҐஔからน֎΁֊段状に32ᶲ掘りܗ

ϐοτ　̑か所。̥１～̥̏は深さ16 ～ 32ᶲで，主柱穴である。̥̐は深さ27ᶲで，南東นࡍの中央部にҐ

ஔしていることから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。̥̑は深さ14ᶲで，性֨不明である。

෴土　̐層に分層できる。ম土ϒϩッΫやཻ࠭を多量に含Μでいる不ࣗવなଯ積状گから埋Ί໭されている。

62

63

第53図　第56号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

第56号住居跡出土遺物࡯؍ද（第53ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

62 土師器 坏 ʦ9�8ʧ （2�8） － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り ෴土中層 ̑ˋ

63 土師器 甑 ʦ27�2ʧ（16�9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ମ部Լ൒ϔϥຏき　内面ϔϥφσ　 ෴土Լ層 25ˋ

竈土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化ཻ
　　　　　　　　子ඍ量

ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ子ඍ量

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子・ཻ࠭গ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ཻ࠭গ量

̏　明 ԫ ׊ ৭　೪土ཻ子・ཻ࠭多量，ম土ϒϩッΫඍ量
ࠇ　̐ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，ཻ࠭গ量



－ 62 － － 63 －

遺物出土状況　土師器ย291点（坏70，甕ྨ220，甑１），土製品̐点（球状土錘１，支脚ย̏）が出土している。

ほかにྲྀれࠐΜͩ縄文土器ย̏点（深鉢），ࠞ 入した須恵器ย６点（坏̏，蓋１，瓶ྨ１，甕１）も出土している。

67は東部のচ面と̥２の෴土Լ層からそれͧれ出土したഁยが接合しており，ഇઈ後のૣい段֊で౤غされた

ものと͑ߟられる。%P16は東部の෴土Լ層から，64は東部，65は北部，66は੢部の෴土中からそれͧれ出土

している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̓世ل前༿に比定できる。
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第59号住居跡（第56 ～ 59ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐D2区，標高13� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第̕号掘立柱建物，第̏号ピット群に掘りࠐまれている。

�状　長࣠4ܗ໛ͱن 09ｍ，୹࣠3� 71ｍの方ܗで，主࣠方޲は̣－34 －˃̬である。น高は50 ～ 62ᶲで，֎܏し

て立ͪ上がっている。

চ　平ୱで，コーφー部をআいた広い範囲が౿みݻΊられている。นԼにはน溝が巡っている。ᜱ前面の෴土

Լ層にম土մがあるが，চはমけていない。

竈　北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで116ᶲ，೩ম部෯43ᶲである。କ部はϩーϜϒϩッ

Ϋやཻ࠭を含Μͩ第̕層を基部として，ϩーϜϒϩッΫを含Μͩ第̓・̔層を積み上͛て構ஙされている。Ր

চ部はচ面とほ΅同͡高さを࢖༻しており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Րচ部Լの第10・11層は

67

DP16

第55図　第58号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

第58号住居跡出土遺物࡯؍ද（第54ŋ55ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

64 土師器 坏 ʦ10�5ʧ （2�4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰׊ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り ෴土中 ̑ˋ

65 土師器 坏 ʦ11�2ʧ （3�4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り ෴土中 ̑ˋ

66 土師器 坏 ʦ16�2ʧ （3�4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り ෴土中 ̑ˋ

67 土師器 甑 － （30�0） 11�8 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部Լ୺ϔϥຏきҎ֎はຎ໓にΑる調੔不明　内面ϔ

ϥφσ
চ面
̥２෴土Լ層 50ˋ　PL32

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P16 球状土錘 2�5 2�3 0�5 13�7 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土Լ層
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灰を多量に含Μでおり，第11層の上面に左କ部を積み上͛て構ஙしていることから，ᜱの࡞りସ͑が行われた

ものとみられる。Ԏ道部はน֎に20ᶲ掘りࠐまれ，Րচ面から؇やかにࣼ܏して，Ԟนでほ΅௚立している。

ϐοτ　̑か所。̥１～̥̐は深さ16ᶲ～ 54ᶲで，主柱穴である。̥̑は深さ24ᶲで，南東นࡍの中央部に

Ґஔしていることから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。

෴土　̑層に分層できる。ম土ϒϩッΫや炭化物を多量に含Μͩ׊ࠇ৭土がほ΅水平ଯ積している不ࣗવな状

。から埋Ί໭されているگ

遺物出土状況　土師器ย606点（坏54，甕ྨ551，手捏１），土製品̕点（球状土錘̏，支脚１，羽口̑），石器

１点（砥石），ಔ製品１点（耳環），鉄ᕥ15点（915� 6̶），礫13点が出土している。ほかにࠞ入した縄文土器ย

50点（深鉢），須恵器ย14点（坏̓，蓋１，盤１，鉢̐，甕１），陶器ย１点（࿸）も出土している。68・69・

70・72・%P20はᜱの෴土Լ層，̢̐は෴土中層からそれͧれ出土している。73はᜱの෴土Լ層と中央部のচ

面からそれͧれ出土したഁยが接合している。̦̓・̦̕は南部のচ面から，%P18，̢̑は北コーφー部付

近の෴土上層から，̢̏は南部の෴土中層からそれͧれ出土している。%P22は中央部の෴土中層から，̦̔

は中央部，%P17・%P19は東部の෴土上層から，71・74・%P21・̦６は෴土中からそれͧれ出土しているなど，

多量の遺物が出土しているが，時期ࠩはみられない。

ॴݟ　羽口や鉄ᕥなど஁໶関連遺物が෴土上層から෴土Լ層にかけて出土しているが，ཻ状ᕥや஁଄ണยなど

は１点も出土していないことから，ഇઈ時の埋Ί໭しで土器とともに౤غされたものとみられる。時期は，出

土土器から̓世ل中༿に比定できる。

竈土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫ・炭化物
　　　　　　　　গ量
２　ԫ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ ŋ ཻ࠭中量 , ম土ϒϩッΫগ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化物গ量

６　灰 ന ৭　灰多量，ম土ϒϩッΫগ量
̓　੺ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量，ম土ϒϩッΫ中量
̔　にͿいԫ׊৭　ϩーϜϒϩッΫ多量，ম土ཻ子গ量
̕　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ཻ࠭গ量
10　にͿい੺׊৭　灰多量，ϩーϜϒϩッΫ中量，炭化材গ量
11　灰 ׊ ৭　灰多量，炭化物গ量

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，炭化物ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，炭化物ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　炭化物ඍ量

ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ཻ子 ŋ 炭化ཻ子多量 , ϩーϜϒϩッΫ中量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物中量，ϩーϜϒϩッΫ・

ཻ࠭গ量

70 68 69

7172

73
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第59図　第59号住居跡出土遺物࣮ଌਤ（̏）

第59号住居跡出土遺物࡯؍ද（第57 ～ 59ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

68 土師器 坏 12�4 4�7 － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り ෴土Լ層 95ˋ　PL30

69 土師器 坏 10�9 4�0 － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り ᜱ෴土Լ層 80ˋ　PL30

70 土師器 坏 ʦ10�3ʧ 3�3 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部֎面ϔϥ࡟り　内面ϔϥຏき ᜱ෴土Լ層 40ˋ

71 須恵器 坏 － （0�9） － 長石・石ӳ
・੺৭ཻ子 灰׊ ී௨ ఈ部内・֎面にΨϥス質ᕥ付ண ෴土中 ̑ˋ

72 土師器 甕 ʦ13�6ʧ 13�1 ʦ10�4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ 内・֎面φσ ෴土Լ層 30ˋ

73 土師器 甕 ʦ17�2ʧ（14�5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ 内・֎面φσ চ面
ᜱ෴土Լ層 50ˋ

74 土師器 手捏 ʦ8�4ʧ 4�4 ʦ7�2ʧ 長石・石ӳ 灰ԫ׊ ී௨ 内・֎面ࢦ಄ࠟ　φσ ෴土中 30ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P17 球状土錘 2�3 2�2 0�4 10�8 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土上層 PL44

%P18 球状土錘 2�5 2�2 0�5 ～
（0�8） （12�3） 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土上層 PL44

%P19 球状土錘 3�1 2�7 0�6 26�4 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土上層 PL44

番号 器　種 高さ ܘখ࠷ ܘ大࠷ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P20 支脚 12�8 （3�6） 5�4 （420�0）土（長石・石ӳ）φσ　ࢦ಄ࠟ ᜱ෴土Լ層 PL45

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P21 羽口 （9�7） （7�8） （7�0）（210�0）土（長石・石ӳ・
　　Ӣ฼） 上部は҉੺׊৭で，Ψϥス質ᕥ付ண　Լ部は׊灰৭ ෴土中 PL43

%P22 羽口 （5�5） （5�2） － （47�4） 土（長石・石ӳ・
（礫ࡉ　　

ઌ୺部はܽଛ　༹ղした上部は׊ࠇ৭で，Ψϥス質ᕥ付ண　Լ部は੨灰
৭ ෴土中層 PL43

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̦６ 砥石 （6�6） 4�1 （1�5） （58�8） Ӣ฼ยؠ 砥面一面　ද面Լ部とཪ面はണ཭ ෴土中

̦̓ ۚচ石Χ （9�3） ؠ࠭（440�0） 4�7 7�4 ଆԑ部にλーϧ状の付ண物 চ面

̦̔ 砥石Χ ؠ࠭（290�0） 4�8 5�2 8�7 砥面２面がわͣかに࢒る　ද面はܽଛ部が多͘，ম成ݦ著 ෴土上層

̦̕ 礫 12�0 9�1 6�1 ؠ࠭（1050�0） 左ଆԑのۼみにԊってପԁܗのଧܸࠟが࢒る　台石Χ চ面

̢̏ 耳環 1�6 1�8 0�4 （2�90） ಔ ౏ۚશ面ണ཭ ෴土中層 PL47

̢̐ 椀状ᕥ （6�9） （5�8） 3�7 （128�2）鉄 地৭は҉੨灰৭で，ද面に೪土とཻ࠭が付ண　ଆԑ部のみで中央部はܽ
ଛ　 ᜱ෴土中層 PL47

̢̑ 椀状ᕥ 5�3 8�2 2�9 137�6 鉄 地৭は੨灰৭で，ද面にཻ࠭が付ண ෴土上層 PL47
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第60号住居跡（第60・61ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐D0区，標高12� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第58号住居，第２号柱列，第̗̑号溝，第̏号ピット群に掘りࠐまれている。

�まれているが，長࣠2ࠐ状　੢コーφー部付近の上部は，第̗̑号溝に掘りܗ໛ͱن 56ｍ，୹࣠2� 46ｍの方ܗ

で，主࣠方޲は̣－47 －˃̚である。น高は21 ～ 47ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱで，中央部が౿みݻΊられている。

竈　北東นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで60ᶲ，೩ম部෯が40ᶲである。କ部はϩーϜϒ

ϩッΫとཻ࠭を多量に含Μͩ第̑層を積み上͛て構ஙされており，左କ部の内ଆは੺มߗ化している。Րচ部

はচ面とほ΅同͡高さを࢖༻しており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はՐচ部からน֎に16

ᶲ掘りࠐまれ，Ԟนで֎܏して立ͪ上がっている。

෴土　２層に分層できる。南นࡍ付近の෴土しか確認できなかったが，ϩーϜϒϩッΫやཻ࠭を多量に含Μで

いることから埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย80点（坏11，甕ྨ69），土製品１点（球状土錘）が出土している。ほかにࠞ入した縄

文土器ย１点（深鉢），須恵器ย１点（鉢），鉄ᕥ１点（120� 7̶）も出土している。75は東コーφー部付近のচ面，

76は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，ॏ複関܎や出土土器から̓世ل前༿に比定できる。

竈土層ղઆ           
׊　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫগ量
׊　２ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫ・炭化物
　　　　　　　　গ量

̏　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，炭化物・灰গ量
׊　̐ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，灰গ量
׊　̑ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ཻ࠭多量

土層ղઆ           
׊　１ ৭　ཻ࠭多量，ϩーϜϒϩッΫ中量 ２　҉ ׊ ৭　ཻ࠭多量，ϩーϜϒϩッΫগ量
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第61図　第60号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

第60号住居跡出土遺物࡯؍ද（第61ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

75 土師器 坏 13�8 5�0 ʦ5�8ʧ 長石・石ӳ・খ礫 ᒵ ී௨ 内・֎面ຎ໓にΑる調੔不明 চ面 80ˋ

76 土師器 坏 ʦ15�0ʧ （4�6） － 長石・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り ෴土中 ̑ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P23 球状土錘 2�6 2�1 0�5 8�5 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土中 PL44

ද̏　古墳時代住居跡一ཡද

番号 Ґஔ 平面ܗ 主࣠方޲ ໛（ｍ）ن
（長࣠ʷ୹࣠）

น高
（ᶲ） চ面 น溝

内 部 ࢪ 設
෴土 主な出土遺物 時　期 උ　　ߟ

ॏ複関܎（古ˠ৽）主柱穴 出入口 ピット 炉・ᜱ ஷ蔵穴

̏ ̗２I9 方ܗ ̣－41 －˃̬ 5�57ʷ5�38 ̑～ 24 平ୱ 一部 ̐ １ １ － １ ࣗવ 土師器 , 球状土錘 ,
不明鉄製品 ̐世ل前൒ 4,101ˠ本跡ˠ 4,6 ～

8ŋ13 ～ 16,P(1

̐ ̗２J7 ۱ؙ長方ܗ ̣－46 －˃̬    4�20 ʦ̫3�50ʧ 10 平ୱ － － － 1 炉１ － ࣗવ 土師器 ̐世ل代 本跡ˠ P(1

̑ ̗２J5 方ܗ ̣－30 －˃̬ 5�48ʷ5�20 21 ～ 45 平ୱ － ̐ １ １ 炉１ １ ࣗવ 土師器 , 土玉，球
状土錘 ̐世ل代

６ ̗２H6 方ܗ ̣－45 －˃̬ 6�53ʷ5�96 12 ～ 25 平ୱ શप ̐ １ － 炉１ １ ࣗવ 土師器 , 球状土錘 ̐世ل前൒ 本跡ˠ 4B2,4,9 ～
11ŋ26ŋ27ŋ30

7 ̗２F4 長方ܗ ̣－45 －˃̬ 5�20ʷ4�13 ̓～ 31 平ୱ － ̐ １ ２ 炉１ － 人ҝ 土師器 ̐世ل代 本跡ˠ 4,1ŋ17

̕ ̗２I2 長方ܗ ̣－49 －˃̬ 5�68ʷ5�10 ̏～ 27 ࣼ܏ શप － － ２ 炉２ － 不明 土師器 , 土玉 ̐世ل代 本跡ˠ 4B8,P(2

10 ̗２G1 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－28 －˃̬    3�85 （̫3�10） ̏～̓ 平ୱ 一部 ̐ － － 炉１ － ࣗવ 土師器 ̓世ل前༿

13 ̗２I0 方ܗ ̣－28 －˃̬ 5�92ʷ5�74 18 ～ 28 Ԝತ ほ΅
શप ̐ － － ᜱ１ － ࣗવ 土師器 , 須恵器 ,

刀子 ̓世ل中༿ 本跡
ˠ 4*11ˠ 4,12ŋ42ŋ47

14 ̘２B9 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－35 －˃̬    5�15 （̫4�30） 10 ࣼ܏ 一部 ̐ １ － ᜱ１ － ࣗવ 土師器 , 球状土錘 ,

支脚 ̓世ل中༿ 4*18ˠ本跡
ˠ 4*15ˠ 4*12,4,49

15 ̘２C9 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－49 －˃̚ ʦ4�22ʧ̫（3�70） ̑ 平ୱ 一部 ̐ － ̏ ᜱ１ － 不明 土師器 , 球状土錘 ,

支脚 ̓世ل前൒ 4*14ˠ本跡
ˠ 4*12,4,48,50

18 ̘２B9 ʦ方ܗʧ ̣－̑ －˃̚    4�80 （̫4�63） ̑～ 24 平ୱ 一部 ̐ １ ６ ᜱ１ － 不明 土師器 ̓世ل前༿ 本跡ˠ 4*14ˠ 4*12

20 ̙̐D9 方ܗ ̣－68 －˃̬ 3�31ʷ3�30 11 ～ 35 ࣼ܏ શप － １ － ᜱ１ － ࣗવ 土師器 , 須恵器 ,
球状土錘 , 鎌Χ

̓世ل後༿ 本跡ˠ 4*19

26 ̘̏C8 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－̕ －˃̬ ʦ5�66ʧ̫（4�40） 27 平ୱ － － － － ᜱ１ － ࣗવ 土師器 , 須恵器 , 球状

土錘 , 管状土錘 , 支脚 ̓世ل後༿ 本跡ˠ 4B6ŋ7

28 ̘̐I6 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－49 －˃̬    5�11 （̫3�85） ̑～ 30 平ୱ 一部 ̏ － １ ᜱ１ 灰ཷ1 ࣗવ 土師器 , 球状土錘 ,

耳環 ̓世ل中༿ 本跡ˠ 4%2",4,55

31 ̙̑D3 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－38 －˃̚ （3�27）̫（1�70）24 ～ 45 平ୱ － ２ － － ᜱ１ － ࣗવ 土師器 ̓世ل前൒ 本跡ˠ 4%5"

34 ̙̐H0 長方ܗ ̣－44 －˃̬ 3�82ʷ3�39 20 ～ 46 平ୱ ほ΅
શप ̐ １ － ᜱ１ － 人ҝ 土師器 ̓世ل後༿ 本跡ˠ 4*21ˠ 4*30

37 ̙̑E2 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－25 －˃̚ （2�90）̫（1�93）30 ～ 38 平ୱ 一部 ２ － １ ᜱ１ － ࣗવ 土師器 , 須恵器 ̓世ل後༿ 本跡ˠ 4*36

40 ̙̑J1 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ － （3�10）̫（1�30） ̐～ 12 平ୱ － － － － － － 人ҝ 土師器 ̓世ل中༿

42 ̙̑B2 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－61 －˃̬ ʦ3�40ʧ̫（2�84） － 平ୱ 一部 － １ － ᜱ１ － 人ҝ 土師器 後期 本跡ˠ 4*32

43 ̘̑J2 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－42 －˃̬    3�94 （̫2�05）16 ～ 22 平ୱ － ̐ １ ２ ᜱ１ － － 土師器 , 支脚 ̓世ل前༿ 本跡

ˠ 4*41ˠ 4*16B ˠ 4*16"

50 ̘２E5 ʦ長方ܗʧ － （4�15）̫ 3�00 ̔～ 28 Ԝತ 一部 － － ２ － － 人ҝ 土師器 ̓世ل後༿ 本跡ˠ 4*49

51 ̘２E7 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－51 －˃̬ ʦ4�14ʧ̫（3�84）12 ～ 15 平ୱ 一部 ̏ － － ᜱ１ － － 土師器 , 砥石 ̓世ل中༿ 4,110ˠ本跡

53 ̘̐K2 方ܗ ̣－47 －˃̬ 4�35ʷ4�12 10 ～ 26 ࣼ܏ 一部 ̐ － － ᜱ１ － ࣗવ 土師器 ̓世ل前൒

56 ̘̐K4 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－43 －˃̬ ʦ3�66ʧ̫ʦ3�52ʧ ２～ 25 ࣼ܏ 一部 ̐ － － ᜱ１ － ࣗવ 土師器，礫 ̓世ل前൒

番号 Ґஔ 平面ܗ 主࣠方޲ ໛（ｍ）ن
（長࣠ʷ୹࣠）

น高
（ᶲ） চ面 น溝

内 部 ࢪ 設
෴土 主な出土遺物 時　期 උ　　ߟ

ॏ複関܎（古ˠ৽）主柱穴 出入口 ピット 炉・ᜱ ஷ蔵穴

58 ̙̐D1 長方ܗ ̣－49 －˃̬    4�50 （̫3�84） 37 ࣼ܏ － ̏ １ １ ᜱ１ － 人ҝ 土師器 , 球状土錘 ,
支脚 ̓世ل前༿ 4*60ˠ本跡

ˠ 4B9,4"2,4%5B,P(3

59 ̙̐D2 方ܗ ̣－34 －˃̬ 4�09ʷ3�71 50 ～ 62 平ୱ શप ̐ １ － ᜱ１ － 人ҝ 土師器 , 球状土錘 , 支
脚 , 羽口 , 砥石 , 耳環 ̓世ل中༿ 本跡ˠ 4B9,P(3

60 ̙̐D0 方ܗ ̣－47 －˃̚ 2�56ʷ2�46 21 ～ 47 平ୱ － － － － ᜱ１ － 人ҝ 土師器 , 球状土錘 ̓世ل前༿ 本跡ˠ 4*58,4"2,
4%5B,P(3



－ 70 － － 71 －

　柱列跡

第２号柱列跡（第62・63ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐B1区から̙̐D1区，標高13� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第58・60号住居跡を掘りࠐΜでいる。

�状　5ܗ໛ͱن 48ｍの間に̐か所のピットが確認された。方޲は̣－̓ －˃̚で，柱間ੇ法が1� 8ｍ（６ई）・1� 9

ｍ（6� 3ई）・1� 9ｍ（6� 3ई）である。柱ےはほ΅ଗっている。

柱穴　平面ܗはԁܗまたはପԁܗで，長40ܘ ～ 50ᶲ，୹ܘ

40 ～ 46ᶲである。深さは60 ～ 102ᶲで，掘方のஅ面ܗは̪

字ܗである。土層は第１～̏層が柱ࠟ跡，第̐～̕層は埋土，

第10 ～ 15層が柱ൈきऔり後の෴土である。

遺物出土状況　土師器ย̐点（坏１，甕̏），須恵器ย１

点（坏）が出土している。77は̥̐の柱ൈきऔり後のఈ面

からਖ਼Ґの状ଶで出土している。ほかの出土土器はࡉยの

たΊਤࣔできないが，土師器ยが̥̐内，須恵器ยは̥̏

内からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̓世ل後༿から̔世ل前༿と

。られる͑ߟ

ද̏　古墳時代住居跡一ཡද

番号 Ґஔ 平面ܗ 主࣠方޲ ໛（ｍ）ن
（長࣠ʷ୹࣠）

น高
（ᶲ） চ面 น溝

内 部 ࢪ 設
෴土 主な出土遺物 時　期 උ　　ߟ

ॏ複関܎（古ˠ৽）主柱穴 出入口 ピット 炉・ᜱ ஷ蔵穴

̏ ̗２I9 方ܗ ̣－41 －˃̬ 5�57ʷ5�38 ̑～ 24 平ୱ 一部 ̐ １ １ － １ ࣗવ 土師器 , 球状土錘 ,
不明鉄製品 ̐世ل前൒ 4,101ˠ本跡ˠ 4,6 ～

8ŋ13 ～ 16,P(1

̐ ̗２J7 ۱ؙ長方ܗ ̣－46 －˃̬    4�20 ʦ̫3�50ʧ 10 平ୱ － － － 1 炉１ － ࣗવ 土師器 ̐世ل代 本跡ˠ P(1

̑ ̗２J5 方ܗ ̣－30 －˃̬ 5�48ʷ5�20 21 ～ 45 平ୱ － ̐ １ １ 炉１ １ ࣗવ 土師器 , 土玉，球
状土錘 ̐世ل代

６ ̗２H6 方ܗ ̣－45 －˃̬ 6�53ʷ5�96 12 ～ 25 平ୱ શप ̐ １ － 炉１ １ ࣗવ 土師器 , 球状土錘 ̐世ل前൒ 本跡ˠ 4B2,4,9 ～
11ŋ26ŋ27ŋ30

7 ̗２F4 長方ܗ ̣－45 －˃̬ 5�20ʷ4�13 ̓～ 31 平ୱ － ̐ １ ２ 炉１ － 人ҝ 土師器 ̐世ل代 本跡ˠ 4,1ŋ17

̕ ̗２I2 長方ܗ ̣－49 －˃̬ 5�68ʷ5�10 ̏～ 27 ࣼ܏ શप － － ２ 炉２ － 不明 土師器 , 土玉 ̐世ل代 本跡ˠ 4B8,P(2

10 ̗２G1 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－28 －˃̬    3�85 （̫3�10） ̏～̓ 平ୱ 一部 ̐ － － 炉１ － ࣗવ 土師器 ̓世ل前༿

13 ̗２I0 方ܗ ̣－28 －˃̬ 5�92ʷ5�74 18 ～ 28 Ԝತ ほ΅
શप ̐ － － ᜱ１ － ࣗવ 土師器 , 須恵器 ,

刀子 ̓世ل中༿ 本跡
ˠ 4*11ˠ 4,12ŋ42ŋ47

14 ̘２B9 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－35 －˃̬    5�15 （̫4�30） 10 ࣼ܏ 一部 ̐ １ － ᜱ１ － ࣗવ 土師器 , 球状土錘 ,

支脚 ̓世ل中༿ 4*18ˠ本跡
ˠ 4*15ˠ 4*12,4,49

15 ̘２C9 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－49 －˃̚ ʦ4�22ʧ̫（3�70） ̑ 平ୱ 一部 ̐ － ̏ ᜱ１ － 不明 土師器 , 球状土錘 ,

支脚 ̓世ل前൒ 4*14ˠ本跡
ˠ 4*12,4,48,50

18 ̘２B9 ʦ方ܗʧ ̣－̑ －˃̚    4�80 （̫4�63） ̑～ 24 平ୱ 一部 ̐ １ ６ ᜱ１ － 不明 土師器 ̓世ل前༿ 本跡ˠ 4*14ˠ 4*12

20 ̙̐D9 方ܗ ̣－68 －˃̬ 3�31ʷ3�30 11 ～ 35 ࣼ܏ શप － １ － ᜱ１ － ࣗવ 土師器 , 須恵器 ,
球状土錘 , 鎌Χ

̓世ل後༿ 本跡ˠ 4*19

26 ̘̏C8 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－̕ －˃̬ ʦ5�66ʧ̫（4�40） 27 平ୱ － － － － ᜱ１ － ࣗવ 土師器 , 須恵器 , 球状

土錘 , 管状土錘 , 支脚 ̓世ل後༿ 本跡ˠ 4B6ŋ7

28 ̘̐I6 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－49 －˃̬    5�11 （̫3�85） ̑～ 30 平ୱ 一部 ̏ － １ ᜱ１ 灰ཷ1 ࣗવ 土師器 , 球状土錘 ,

耳環 ̓世ل中༿ 本跡ˠ 4%2",4,55

31 ̙̑D3 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－38 －˃̚ （3�27）̫（1�70）24 ～ 45 平ୱ － ２ － － ᜱ１ － ࣗવ 土師器 ̓世ل前൒ 本跡ˠ 4%5"

34 ̙̐H0 長方ܗ ̣－44 －˃̬ 3�82ʷ3�39 20 ～ 46 平ୱ ほ΅
શप ̐ １ － ᜱ１ － 人ҝ 土師器 ̓世ل後༿ 本跡ˠ 4*21ˠ 4*30

37 ̙̑E2 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－25 －˃̚ （2�90）̫（1�93）30 ～ 38 平ୱ 一部 ２ － １ ᜱ１ － ࣗવ 土師器 , 須恵器 ̓世ل後༿ 本跡ˠ 4*36

40 ̙̑J1 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ － （3�10）̫（1�30） ̐～ 12 平ୱ － － － － － － 人ҝ 土師器 ̓世ل中༿

42 ̙̑B2 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－61 －˃̬ ʦ3�40ʧ̫（2�84） － 平ୱ 一部 － １ － ᜱ１ － 人ҝ 土師器 後期 本跡ˠ 4*32

43 ̘̑J2 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－42 －˃̬    3�94 （̫2�05）16 ～ 22 平ୱ － ̐ １ ２ ᜱ１ － － 土師器 , 支脚 ̓世ل前༿ 本跡

ˠ 4*41ˠ 4*16B ˠ 4*16"

50 ̘２E5 ʦ長方ܗʧ － （4�15）̫ 3�00 ̔～ 28 Ԝತ 一部 － － ２ － － 人ҝ 土師器 ̓世ل後༿ 本跡ˠ 4*49

51 ̘２E7 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－51 －˃̬ ʦ4�14ʧ̫（3�84）12 ～ 15 平ୱ 一部 ̏ － － ᜱ１ － － 土師器 , 砥石 ̓世ل中༿ 4,110ˠ本跡

53 ̘̐K2 方ܗ ̣－47 －˃̬ 4�35ʷ4�12 10 ～ 26 ࣼ܏ 一部 ̐ － － ᜱ１ － ࣗવ 土師器 ̓世ل前൒

56 ̘̐K4 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－43 －˃̬ ʦ3�66ʧ̫ʦ3�52ʧ ２～ 25 ࣼ܏ 一部 ̐ － － ᜱ１ － ࣗવ 土師器，礫 ̓世ل前൒

番号 Ґஔ 平面ܗ 主࣠方޲ ໛（ｍ）ن
（長࣠ʷ୹࣠）

น高
（ᶲ） চ面 น溝

内 部 ࢪ 設
෴土 主な出土遺物 時　期 උ　　ߟ

ॏ複関܎（古ˠ৽）主柱穴 出入口 ピット 炉・ᜱ ஷ蔵穴

58 ̙̐D1 長方ܗ ̣－49 －˃̬    4�50 （̫3�84） 37 ࣼ܏ － ̏ １ １ ᜱ１ － 人ҝ 土師器 , 球状土錘 ,
支脚 ̓世ل前༿ 4*60ˠ本跡

ˠ 4B9,4"2,4%5B,P(3

59 ̙̐D2 方ܗ ̣－34 －˃̬ 4�09ʷ3�71 50 ～ 62 平ୱ શप ̐ １ － ᜱ１ － 人ҝ 土師器 , 球状土錘 , 支
脚 , 羽口 , 砥石 , 耳環 ̓世ل中༿ 本跡ˠ 4B9,P(3

60 ̙̐D0 方ܗ ̣－47 －˃̚ 2�56ʷ2�46 21 ～ 47 平ୱ － － － － ᜱ１ － 人ҝ 土師器 , 球状土錘 ̓世ل前༿ 本跡ˠ 4*58,4"2,
4%5B,P(3

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量
̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
ࠇ　６ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量
̓　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量
ࠇ　̔ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量
̕　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
ࠇ　10 ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量
ۃ　11 ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
ۃ　12 ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量
ۃ　13 ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子多量
14　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子多量
15　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量
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第62図　第２号柱列跡࣮ଌਤ
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第63図　第２号柱列跡出土遺物࣮ଌਤ



－ 72 － － 73 －

　遺物集中地点

第１号遺物集中地点（第64 ～ 67ਤ）

Ґஔ　調査区中央部にҐஔする埋没谷の南東部の̘̏H8・H9区，標高14� 0 ～ 14� 5ｍのࣼ面部にҐஔしている。

�໛　南北3ن 0ｍ，東੢2� 5ｍで，ްさ20 ～ 40ᶲほどにわたって土器ยや炭化米などがまとまっている。

ຊ層ং　６層に分層できる。遺物は第２～６層に集中している。第１層は，奈良時代Ҏ߱にଯ積した土層でج

ある。

遺物出土状況　土師器ย1170点（坏214，甕ྨ918，手捏38），須恵器ย276点（坏145，高台付坏10，高坏２，

盤24，甕ྨ93，甑２），土製品２点（土玉，球状土錘），礫１点，炭化米68点がࣼ面上段からԼ段の෴土上層か

らԼ層にかけて出土している。87・88・90・92・93・95・96はࣼ面上段の෴土上層からまとまって出土している。

89はࣼ面上段の෴土Լ層から出土したഁยが接合したものである。78・79・85・98・101はࣼ面中段の෴土上層，

80 ～ 84・91はࣼ面中段の෴土中層，94・97・99・100・102・103はࣼ面中段の෴土Լ層からそれͧれまとまっ

て出土している。86はࣼ面上段の෴土上層，ࣼ面中段の෴土Լ層，ࣼ面Լ段の෴土Լ層と཭れたҐஔから出土

したഁยが接合したものである。%P24・%P25・̦10はࣼ面部Լ段の෴土Լ層からそれͧれ出土している。炭

化米68点はࣼ面Լ段の෴土上層からԼ層にかけてࢄ在した状ଶで出土している。いͣれも谷部が埋没するաఔ

で౤غされたものと͑ߟられる。

ॴݟ　遺物は出土状گから谷部のࣼ面に୹期間内にまとまって౤غされたものと͑ߟられる。また，ބ੢࢈と

判அできる須恵器の高坏や高台がീの字に։͘須恵器の高台付坏が出土しており，いͣれも搬入品である。こ

の他，手捏土器がほ΅ܗ׬のもので13点，炭化米68点が出土している。これら出土遺物の器種構成から祭祀行

ҝがपลで行われていたことが૝定される。しかしそのҐஔにͭいては明確ではない。時期は，出土土器から

̓世ل຤から̔世لॳ಄に比定できる。

第２号柱列跡出土遺物࡯؍ද（第63ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

77 土師器 坏 16�4 6�5 － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部֎面ϔϥຏき　ఈ部ϔϥ࡟り　内面์ࣹ状の҉文

ྠ積ࠟ ෴土Լ層 100ˋ  PL30

土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化物・ম土ཻ子

ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫ・

炭化物ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭গ量，炭化物・ম土ཻ子ඍ量

ࠇ　̐ ৭　ཻ࠭中量，ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̑ ৭　ཻ࠭中量
ࠇ　６ ׊ ৭　ཻ࠭中量，ম土ཻ子ඍ量
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̏　奈良時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴住居跡19軒，掘立柱建物跡̏棟，土坑６基を確認した。ҎԼ，遺構と遺物にͭいて

記ड़する。

　竪穴住居跡

第１号住居跡（第68・69ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̗２K0区，標高18� 0ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

�状　長࣠3ܗ໛ͱن 72ｍ , ୹࣠3� 27ｍの長方ܗで，主࣠方޲は̣－41 －˃̬である。น高は10 ～ 17ᶲで，֎܏

第１号遺物集中地点出土遺物࡯؍ද（第66・67 ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

78 土師器 坏 12�3 4�3 － 長石・੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ ମ部֎面ϔϥ࡟り　内面φσ ࣼ面中段
෴土上層 95ˋ　PL32

79 土師器 坏 12�2 3�7 － 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子・খ礫 ᒵ ී௨ ମ部֎面ϔϥ࡟り　内面φσ ࣼ面中段

෴土上層 60ˋ　PL32

80 土師器 坏 14�8 5�7 － 長石・石ӳ
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部֎面ϔϥ࡟り　内面φσ 　์ࣹ状の҉文 ࣼ面中段

෴土中層 50ˋ　PL33

81 土師器 坏 <12�6> 4�7 － 長石・石ӳ にͿいԫ ී௨ ମ部֎面ϔϥ࡟り　内面φσ ࣼ面中段
෴土中層 50ˋ　PL32

82 土師器 坏 <13�1> 4�2 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී௨ ମ部֎面ϔϥ࡟り　内面φσ ࣼ面中段
෴土中層 40ˋ

83 須恵器 坏 <11�1> 4�0 8�8 長石・石ӳ ԫ灰 ී௨ ఈ部ճసϔϥ࡟り ࣼ面中段
෴土中層 60ˋ　PL32

84 須恵器 坏 11�5 3�9 5�4 長石・石ӳ 灰 ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ϔϥ੾り後，多方޲のϔ
ϥ࡟り

ࣼ面中段
෴土中層 60ˋ

85 須恵器 坏 <14�8> 4�3 <7�8> 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰Φリーϒ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部多方޲のϔϥ࡟り ࣼ面中段
෴土上層 30ˋ

86 須恵器 高台付坏 － 	2�3
 8�8 長石 灰 ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　 ෴土上層・
Լ層 30ˋ

87 須恵器 高坏 15�7 12�6 10�1 長石・石ӳ ԫ灰 ී௨ 坏部Լ୺ճసϔϥ࡟り　脚部内面ϔϥφσ ࣼ面上段
෴土上層 80ˋ　PL33

88 須恵器 高坏 <16�1> 12�7 10�8 長石・石ӳ 灰ԫ׊ ී௨ 坏部Լ୺ճసϔϥ࡟り ࣼ面上段
෴土上層 50ˋ　PL33

89 土師器 甕 <16�0> 	13�9
 － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ԫᒵ ී௨ ମ部内・֎面φσ ࣼ面上段

෴土Լ層 50ˋ

90 土師器 甕 <24�0> 	10�8
 － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ମ部֎面φσ　内面ϔϥφσ　ࢦ಄ࠟ ࣼ面上段

෴土上層 20ˋ

91 土師器 手捏 6�8 5�6 4�9 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ମ部内・֎面φσ　ࢦ಄ࠟ ࣼ面中段

෴土中層 100ˋ  PL33

92 土師器 手捏 7�1 5�1 5�2 長石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ ମ部内・֎面φσ　ࢦ಄ࠟ ࣼ面上段
෴土上層 100ˋ  PL33

93 土師器 手捏 5�5 5�3 4�4 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ׊ ී௨ ମ部内・֎面φσ　ࢦ಄ࠟ　ྠ積ࠟ ࣼ面上段
෴土上層 90ˋ　PL33

94 土師器 手捏 5�0 5�0 6�0 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ମ部内・֎面φσ ࣼ面中段
෴土Լ層 80ˋ　PL33

95 土師器 手捏 4�8 7�2 5�4 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰׊ ී௨ ମ部内・֎面φσ　ࢦ಄ࠟ ࣼ面上段
෴土上層 80ˋ　PL33

96 土師器 手捏 <7�3> 4�1 5�8 長石・石ӳ 灰׊ ී௨ ମ部֎面ࢦ಄ࠟ　内面φσ　ࢦ಄ࠟ ࣼ面上段
෴土上層 80ˋ　PL34

97 土師器 手捏 <6�2> 4�3 5�4 長石・石ӳ
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部֎面φσ　内面ࢦ಄ࠟ ࣼ面中段

෴土Լ層 80ˋ　PL34

98 土師器 手捏 <8�8> 6�6 5�4 長石・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部内・֎面φσ　ఈ部木༿ࠟ ࣼ面中段
෴土上層 80ˋ　PL34

99 土師器 手捏 <7�1> 5�0 4�4 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ମ部֎面φσ　ࢦ಄ࠟ　内面φσ ࣼ面中段

෴土Լ層 70ˋ　PL34

100 土師器 手捏 5�8 4�0 － 長石・石ӳ
・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ମ部内・֎面ࢦ಄ࠟ ࣼ面中段

෴土Լ層 60ˋ

101 土師器 手捏 6�3 4�5 6�7 長石・石ӳ
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部֎面φσ　ࢦ಄ࠟ　内面ࢦ಄ࠟ ࣼ面中段

෴土上層 60ˋ　PL34

102 土師器 手捏 6�4 4�2 4�1 長石・石ӳ
・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ମ部内・֎面φσ　ࢦ಄ࠟ ࣼ面中段

෴土Լ層 60ˋ　PL34

103 土師器 手捏 － 	3�7
 4�3 長石・੺৭ཻ子 にͿい੺׊ ී௨ ମ部内・֎面φσ　ྠ積ࠟ ࣼ面中段
෴土Լ層 60ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P24 土玉 1�3 1�2 0�4 1�8 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ࣼ面Լ段
෴土Լ層 PL44

%P25 球状土錘 2�0 2�3 0�4 9�4 土（長石・石ӳ・
　　੺৭ཻ子） φσ　一方޲からઠ޸がະ؏௨ ࣼ面Լ段

෴土Լ層 PL44

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̦10 礫 7�6 5�4 2�7 121�2 ؠ࠭ ද面に２か所，ཪ面に１か所のଧܸࠟ༗り ࣼ面Լ段
෴土Լ層 PL46
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して立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱで，中央部が౿みݻΊられている。南東นの一部をআいたนԼには，น溝が巡っている。

竈　北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで98ᶲ，೩ম部෯70ᶲである。କ部は࠭質೪土を主

ମとする第10・11層を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面とほ΅同͡高さを࢖༻しており，Րচ面はՐ

をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に20ᶲ掘りࠐまれ，Րচ面から֎܏して立ͪ上がっている。

土坑　北コーφー部付近にҐஔし，長112ܘᶲ，୹93ܘᶲのପԁܗで，深さ38ᶲである。෴土上層から中層に

かけてম土や炭化物を含Ή層が確認されていることから灰ཷΊとしての機能が૝定される。

竈土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子গ量，炭化ཻ子・࠭質
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
׊　̏ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッΫ・
　　　　　　　　࠭質೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ৭　炭化ཻ子中量 , ম土ཻ子গ量 , ϩーϜཻ子ඍ量
̑　灰 ׊ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子・࠭質೪土ཻ子গ量，ϩ
　　　　　　　　ーϜཻ子ඍ量

׊　６ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
׊　̓ ৭　ϩーϜϒϩッΫ ŋ ম土ϒϩッΫ ŋ 炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子・࠭質೪土ཻ子গ量，ϩー

ϜϒϩッΫඍ量
׊　̕ ৭　ϩーϜཻ子中量
10　灰 ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子多量，ࡉ礫中量
11　灰 ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ多量

土坑土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・炭化ཻ子・࠭質೪土ཻ子গ量，
　　　　　　　　ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ ŋ ম土ϒϩッΫ ŋ 炭化ཻ子ඍ量
׊　̏ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・࠭質೪土ཻ子গ量，ম土ཻ
　　　　　　　　子・炭化ཻ子ඍ量

ࠇ　̐ ׊ ৭　炭化ཻ子গ量 , ম土ϒϩッΫ ŋ ϩーϜཻ子ඍ量
׊　̑ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子・
　　　　　　　　࠭質೪土ཻ子ඍ量
׊　６ ৭　ϩーϜཻ子中量
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第68図　第１号住居跡࣮ଌਤ
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ϐοτ　̑か所。̥１は深さ23ᶲで，南東นࡍの中央部にҐஔしていることやߗ化面の広がりから出入り口ࢪ

設に伴うピットと͑ߟられる。̥２～̥̑は深さ17 ～ 30ᶲで，いͣれも性֨不明である。

෴土　̐層に分層できる。Ϩϯズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย211点（甕ྨ），須恵器ย51点（坏̑，高台付坏23，盤２，蓋̕，୹頸壺１，鉢̔，甕

ྨ̏），土製品１点（球状土錘），鉄ᕥ１点（5� 4H）が北部から中央部にかけての෴土Լ層を中৺に出土している。

105・108・109は北コーφー部付近，107はᜱの左କ֎，110は北੢นࡍの෴土Լ層からそれͧれ出土しており，

いͣれもഇઈ後のૣい段֊でഇغされたものと͑ߟられる。104・106・%P26は෴土中からそれͧれ出土して

いる。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل後༿に比定できる。

104 106
105

107

110

108

109

DP26

第69図　第１号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
２　にͿいԫ׊৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量

ࠇ　̏ ৭　炭化ཻ子中量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
׊　̐ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
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第８号住居跡（第70ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̗̏F3区，標高20� 0ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第43号土坑に掘りࠐまれている。

֎出されており不઱明である。また南東部が調査区Ҭݕ状　南੢部はচ面がほとΜど࿐出した状ଶでܗ໛ͱن

΁ԆͼているたΊ，ن໛は北東・南੢࣠7� 13ｍ，北੢・南東࣠4� 48ｍしか確認できなかった。平面ܗはピット

の഑ஔから長方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－42 －˃̬である。遺ଘしているน高は15 ～ 20ᶲで，֎܏して立

ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱであるが，南੢部に޲かってएࣼ܏ׯしている。中央部の広い範囲が౿みݻΊられている。北੢

นの一部のนԼには，น溝が確認されている。

竈　北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで104ᶲ，೩ম部෯90ᶲである。କ部はわͣかな高

まりから，そのࠟ跡ͩけを確認した。Րচ部はচ面とほ΅同͡高さを࢖༻しており，Րচ面はՐをडけて੺ม

。みは確認できないࠐして立ͪ上がっているが，น֎΁の掘りࣼ܏化している。Ԏ道部はՐচ面から؇やかにߗ

ϐοτ　̏か所。̥１～̥̏は深さ31 ～ 56ᶲで，主柱穴である。

෴土　６層に分層できる。ϩーϜやম土のϒϩッΫを含み，不نଇなଯ積状گをࣔしていることから埋Ί໭さ

れている。

遺物出土状況　土師器ย78点（坏23，甕ྨ55），須恵器ย̔点（坏̐，蓋２，甕ྨ２），鉄製品１点（刀子）が

出土している。ほかにࠞ入した瓦質土器ย２点も出土している。̢６は̥１の෴土上層から出土しており，ഇ

ઈ後のૣい段֊でഇغされたものと͑ߟられる。111・112は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل前༿に比定できる。

第１号住居跡出土遺物࡯؍ද（第69ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

104 須恵器 坏 ʦ14�0ʧ （4�5） － 長石・石ӳ 灰 ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り ෴土中 10ˋ

105 須恵器 坏 － （3�3） ʦ9�0ʧ 長石・石ӳ ԫ灰 ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ੾り ෴土Լ層 10ˋ

106 須恵器 坏 ʦ14�0ʧ 4�2 ʦ8�6ʧ 長石・石ӳ 灰 ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り ෴土中 ̑ˋ

107 須恵器 高台付坏 ʦ14�2ʧ 5�5 8�4 長石・石ӳ・礫 灰׊ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ੾り後，高台ష
り付け ෴土Լ層 45ˋ　PL35

108 須恵器 高台付坏 ʦ16�4ʧ 5�9 ʦ11�2ʧ 長石・石ӳ・礫 灰 ී௨ ఈ部ճసϔϥ੾り後，高台షり付け ෴土Լ層 40ˋ

109 須恵器 蓋 ʦ16�0ʧ （3�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී௨ ఱҪ部左ճりのճసϔϥ࡟り ෴土Լ層 20ˋ

110 須恵器 甕 － （14�3） ʦ9�2ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී௨ ମ部֎面ࣼҐの平行ୟき　Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　内面
ྠ積ࠟ࢒しのφσ　ࢦ಄ࠟ ෴土Լ層 20ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P26 球状土錘 2�2 1�7 0�6 7�6 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土中 PL44

竈土層ղઆ           
１　੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，࠭質೪土ཻ子গ量，炭化
　　　　　　　　物ඍ量

２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量

土層ղઆ           
׊　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
２　明 ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・
　　　　　　　　炭化ཻ子ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量

ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
６　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子中量 , 炭化ཻ子গ量 , ϩーϜཻ子ඍ量
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第11号住居跡（第71ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̗２J0区，標高18� 0ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第13号住居跡を掘りࠐみ，第12・41・42・52号土坑に掘りࠐまれている。

�໛は北東・南੢࣠4ن。出されており不઱明であるݕ状　南部はচ面が࿐出した状ଶでܗ໛ͱن 20ｍ , 北੢・

第̔号住居跡出土遺物࡯؍ද（第70ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

111 土師器 坏 ʦ13�4ʧ （3�0） － 長石・石ӳ ᒵ ී௨ ମ部֎面ϔϥ࡟り　内面φσ ෴土中 ̑ˋ

112 須恵器 蓋 ʦ14�4ʧ （2�6） － 長石・Ӣ฼ 灰ന ී௨ ఱҪ部左ճりのճసϔϥ࡟り ෴土中 10ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̢６ 刀子 （7�0） 0�7 0�4 （5�6） 鉄 ਕ部ܽଛ　ܪ部一部ܽଛ　ܪ部அ面長方ܗ ̥1෴土上層 PL47
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南東࣠3� 40ｍしか確認できなかった。平面ܗはピットの഑ஔから長方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－47 －˃̚

である。遺ଘしているน高は12ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱであるが，南部に޲かってएࣼ܏ׯしている。中央部の広い範囲が౿みݻΊられている。遺ଘし

ているนԼには，น溝が巡っている。

竈　北東นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで94ᶲで，೩ম部෯はӈକ部が遺ଘしていないたΊ

不明である。କ部は࠭質೪土を主ମとする第̔層を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面とほ΅同͡高さ

を࢖༻しており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はԞนで֎܏して立ͪ上がっているが，น֎

΁の掘りࠐみは確認できない。

ϐοτ　̏か所。̥１・̥２は深さ27ᶲ・41ᶲで，主柱穴である。̥̏は深さ14ᶲで，南੢นࡍの中央部にҐ

ஔしていることから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。

෴土　̐層に分層できる。北൒部ͩけの遺ଘで層ްもബいたΊ，ଯ積状گは不明である。

遺物出土状況　土師器ย77点（坏12，甕ྨ65），須恵器ย15点（坏̕，蓋̏，瓶ྨ̏）がࢄ在した状ଶで出土

しているが，いͣれもࡉยのたΊਤࣔできない。ほかにᜱの෴土上層からՐをडけたࠟ跡が認Ίられるঠ大の

礫１点も出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器がࡉยのたΊ確定がࠔ೉であるが，̓世ل中༿と͑ߟられる第13号住居跡を掘りࠐΜ

でいることや，෴土中から出土している須恵器坏や蓋の༷૬から̔世ل前൒とਪ定される。

第12号住居跡（第72ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部̘２C0区，標高17� 0ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第14・15・18号住居跡を掘りࠐみ，第49号土坑に掘りࠐまれている。

�໛は北東・南੢࣠5ن。出されており不઱明であるݕ状　南部はচ面が࿐出した状ଶでܗ໛ͱن 08ｍ , 北੢・

南東࣠4� 74ｍしか確認できなかった。平面ܗは方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－42 －˃̬である。遺ଘしてい

るน高は10ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱであるが，南部に޲かってएࣼ܏ׯしている。中央部が౿みݻΊられている。遺ଘしているนԼ

には，น溝が巡っている。

竈  北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで58ᶲ，೩ম部෯54ᶲである。କ部は࠭質೪土ཻ子

やϩーϜཻ子を含Μͩ׊৭土を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面とほ΅同͡高さを࢖༻しており，Ր

চ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎΁掘りࠐまれておらͣ，Րচ面から؇やかに立ͪ上がって

いる。Ԟนにはକ部構ங材と同͡第̐層をషり付けてิڧしている。

竈土層ղઆ           
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̐　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ ŋ 炭化ཻ子গ量 , ϩーϜཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・࠭質೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・
　　　　　　　　炭化ཻ子ඍ量

６　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　̓ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子中量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・
　　　　　　　　炭化ཻ子ඍ量

土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ϩーϜཻ子গ量

׊　̏ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量

竈土層ղઆ           
１　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量 , ϩーϜཻ子 ŋ 炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　̏ ৭　࠭質೪土ཻ子中量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・
　　　　　　　　炭化ཻ子ඍ量

׊　̐ ৭　ম土ཻ子・࠭質೪土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子・
　　　　　　　　炭化ཻ子ඍ量
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ϐοτ　６か所。̥１～̥̐は深さ24 ～ 43ᶲで，主柱穴である。̥̑は深さ22ᶲで，南東นࡍの中央部にҐ

ஔしていることやߗ化面の広がりから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。̥６は深さ10ᶲで，̥１と北

੢นの間にҐஔしているが，性֨不明である。

෴土　̐層に分層できる。北東൒部ͩけの遺ଘで層ްもബいたΊ，ଯ積状گは不明である。

遺物出土状況　土師器ย15点（坏２，甕ྨ13），須恵器ย２点（坏），土製品１点（土玉）が出土している。

113は北部のচ面からਖ਼Ґの状ଶで出土しており，ഇઈ時に遺غされたものと͑ߟられる。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل後༿に比定できる。

土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・೪土ϒϩッΫඍ量
２　ᒵ ৭　ϩーϜཻ子中量，೪土ཻ子গ量

̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　೪土ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量
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第17号住居跡（第73・74ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̘̐K0区，標高17� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第37 ～ 39・53号土坑に掘りࠐまれている。

�໛は北੢・南東࣠3ن。平されているたΊ不઱明である࡟状　南൒部はܗ໛ͱن 63ｍで，北東・南੢࣠は3� 28

ｍしか確認できなかった。平面ܗはピットの഑ஔから方ܗあるいは長方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－62 －˃

̬である。遺ଘしているน高は15 ～ 20ᶲで，ほ΅௚立している。

চ　ほ΅平ୱであるが，南東部に޲かってएࣼ܏ׯしている。นࡍをআ͘広い範囲が౿みݻΊられている。遺

ଘしているนԼには，น溝が巡っている。

竈　北੢นに付設されている。遺ଘ状ଶはѱ͘，Րচ部とӈକ部の基部ͩけを確認した。ن໛はข口部からԎ

道部まで81ᶲで，೩ম部෯は45ᶲが確認できたͩけである。Րচ部はচ面から̑ᶲほど͘΅Μでおり，Րচ面

はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に35ᶲ掘りࠐまれ，Րচ面から؇やかにࣼ܏して立ͪ上がって

いる。෴土は遺ଘしていない。

ϐοτ　̐か所。̥１～̥̏は深さ22 ～ 36ᶲで，主柱穴である。̥̐は深さ24ᶲで，南東นࡍの中央部にҐ

ஔしていることから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。
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第12号住居跡出土遺物࡯؍ද（第72ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

113 須恵器 坏 12�3 3�1 7�4 長石・石ӳ・Ӣ฼
৭ཻ子ࠇ・ 灰 ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ੾り後，ϔϥ࡟

り Ր᧪ࠟ༗り চ面 60ˋ　PL35
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෴土　̐層に分層できる。北東൒部ͩけの遺ଘで層ްもബいたΊ，ଯ積状گは不明である。

遺物出土状況　土師器ย̕点（坏ྨ１，甕ྨ̔），須恵器ย２点（坏，蓋），鉄製品１点（刀子）が出土してお

り，いͣれもࡉยである。̢̓は東部นࡍの෴土Լ層から出土しており，ഇઈ後のૣい段֊でഇغされたもの

と͑ߟられる。114は北部の෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器がࡉยのたΊ確定がࠔ೉であるが，෴土中から出土している須恵器坏や蓋の༷૬から

̔世ل前൒とਪ定される。

第19号住居跡（第75・76ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐D0区，標高14� 5ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第20号住居跡を掘りࠐみ，第38号住居に掘りࠐまれている。

�状　長࣠3ܗ໛ͱن 40ｍ，୹࣠3� 35ｍの方ܗで，主࣠方޲は̣－70 －˃̬である。น高は̔～ 30ᶲで，֎܏し

て立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱであるが，南੢部に޲かってएࣼ܏ׯしている。

竈  北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで80ᶲ，೩ম部෯36ᶲである。କ部は第̕～ 11層を

基部とし，その上に࠭質೪土を主ମとする第̑～̔層を積み上͛て構ஙされており，内ଆはՐをडけて੺มし

ている。Րচ部はচ面とほ΅同͡高さを࢖༻している。Ԏ道部はน֎に22ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ͪ上がっ

ている。第２層はକ部おΑͼఱҪ部の่落土層である。

෴土　６層に分層できる。֤層にম土や࠭質೪土のϒϩッΫを含み，不نଇなଯ積状گをࣔしていることから

埋Ί໭されている。

土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量

ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量

114

M7

第74図　第17号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

第17号住居跡出土遺物࡯؍ද（第74ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

114 須恵器 蓋 － （1�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී௨ ఱҪ部ӈճりのճసϔϥ࡟り ෴土中 ̑ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̢̓ 刀子 （5�8） 1�6 0�3 （7�9） 鉄 ਕ部・ܪ部一部ܽଛ　ਕ部அ面三֯ܪ　ܗ部அ面長方ܗ ෴土Լ層 PL47

竈土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量 , ϩーϜཻ子 ŋ 炭化ཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子গ量，
　　　　　　　　ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子・࠭質೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量 , 炭化物 ŋ ࠭質೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・炭化
　　　　　　　　物・ϩーϜཻ子ඍ量

ࠇ　６ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・࠭質೪土ཻ子ඍ量
̓　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量
̔　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量，ࡉ礫গ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ۃ　10 ҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ম土ϒϩッΫඍ量
ࠇ　11 ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
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遺物出土状況　土師器ย236点（坏16，甕ྨ220），須恵器ย10点（坏６，鉢̏，甕１），土製品̏点（球状土錘）

が出土している。117は北部の෴土中層とԼ層からそれͧれ出土したഁยが接合している。TP12は東部の෴土

中層，%P28は東部の෴土上層，%P29は南部の෴土Լ層からそれͧれ出土している。いͣれもഇઈ後のૣい段

֊でഇغされたものと͑ߟられる。115・116は北部，%P27は南部の෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل前༿に比定できる。

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ
　　　　　　　　子・炭化ཻ子ඍ量
２　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ϒϩッΫ多量，ম土ϒϩッΫඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子ඍ量

ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ম土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量
６　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍ量
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第21号住居跡（第77・78ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐H0区，標高13� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第34号住居跡を掘りࠐみ，第22・30号住居に掘りࠐまれている。

�状　長࣠3ܗ໛ͱن 63ｍ，୹࣠3� 13ｍの長方ܗで，主࣠方޲は̣－58 －˃̬である。น高は20 ～ 46ᶲで，ほ΅

௚立している。

চ　ほ΅平ୱであるが，南部に޲かってएࣼ܏ׯしている。中央部の広い範囲が౿みݻΊられている。นԼに

はน溝が巡っている。

竈　北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで116ᶲ，೩ম部෯68ᶲである。କ部は第̔・10層

を基部とし，その上に࠭質೪土を主ମとする第̓層を積み上͛て構ஙされており，内ଆはՐをडけて੺มして

いる。Րচ部はচ面を30ᶲ掘りࠐΜで，ཻ࠭ࠞ͡りのϩーϜ土を主ମとする第̔～ 11層を埋土して構ஙされ

ている。Րচ部の北੢ଆには支脚として࢖༻していた土師器খܗ甕がਾ͑られており，ขき口からのڑ཭は58

ᶲである。Ԏ道部はน֎に32ᶲ掘りࠐまれ，Րচ面から֎܏して立ͪ上がっている。

DP27 DP28 DP29

TP12

第76図　第19号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

第19号住居跡出土遺物࡯؍ද（第75・76ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

115 土師器 坏 ʦ15�4ʧ （2�8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ 口ԑ部内・֎面ྠ積ࠟ࢒しのԣφσ ෴土中 ̑ˋ

116 須恵器 坏 ʦ13�4ʧ 3�3 ʦ9�2ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ҉灰ԫ ී௨ ఈ部一方޲のϔϥ࡟り ෴土中 20ˋ

117 土師器 甕 ʦ22�5ʧ（16�5） － 長石・石ӳ
・੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ 口ԑ部内・֎面ԣφσ ෴土中層・

Լ層 30ˋ

TP12 須恵器 甕 － （8�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
৭ཻ子ࠇ・ ԫ灰 ී௨ ମ部֎面同৺ԁ文のୟき　内面当て۩ࠟ ෴土中層

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P27 球状土錘 2�3 2�3 0�5 13�2 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土中 PL44

%P28 球状土錘 2�4 2�2 0�6 12�5 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土上層 PL44

%P29 球状土錘 2�7 2�3 0�5 15�5 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土Լ層 PL44
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ϐοτ　̑か所。̥１～̥̐は深さ25 ～ 43ᶲで，主柱穴である。̥̑は深さ27ᶲで，南東นࡍの中央部にҐ

ஔしていることやߗ化面の広がりから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。

෴土　13層に分層できる。Ϩϯズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。
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竈土層ղઆ           
׊　１ ৭　ϩーϜཻ子多量，ཻ࠭中量，ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量 , ϩーϜཻ子 ŋ 炭化ཻ子ඍ量
̏　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ多量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，ϩーϜϒϩッΫඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　６ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量 , ম土ཻ子 ŋ 炭化ཻ子ඍ量

׊　̓ ৭　࠭質೪土ཻ子多量
̔　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ子・
　　　　　　　　ཻ࠭গ量
̕　҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　10 ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　11 ׊ ৭　ཻ࠭গ量，炭化物・ϩーϜཻ子ඍ量
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遺物出土状況　土師器ย93点（坏̏，甕ྨ90），須恵器ย14点（坏̐，高台付坏２，壺１，鉢６，甕ྨ１），鉄

製品２点（鎌）が出土している。121はᜱՐচ面からٯҐの状ଶで出土しており，Րをडけたࠟ跡が認Ίられ

ることから，支脚として࢖༻されていたものと͑ߟられる。119は北部นࡍの෴土中層，̢̔は中央部の෴土

Լ層から，122は̥̐の෴土上層からそれͧれ出土しており，いͣれもഇઈ後のૣい段֊でഇغされたものと

。られる。118・120は෴土中からそれͧれ出土している͑ߟ

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل後༿に比定できる。

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・
　　　　　　　　炭化物ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫগ量，ࡉ礫・
　　　　　　　　ཻ࠭ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　炭化ཻ子গ量 , ম土ϒϩッΫ ŋ ϩーϜཻ子ඍ量
６　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ཻ࠭ඍ量
ࠇ　̓ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫඍ量

̔　灰 ԫ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・ཻ࠭গ量，
　　　　　　　　炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化物・࠭
　　　　　　　　ཻඍ量
ࠇ　10 ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・ཻ࠭ඍ量
11　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子・ཻ࠭ඍ量
12　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ཻ子・ཻ࠭ඍ量
13　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
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第23号住居跡（第79・80ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̑G1区，標高14� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第̏号掘立柱建物に掘りࠐまれている。

�໛は北੢・南東࣠2ن。平されているたΊ不઱明である࡟状　南部はܗ໛ͱن 82ｍで，北東・南੢࣠は3� 22ｍ

しか確認できなかった。平面ܗは長方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－47 －˃̬である。遺ଘしているน高は14

～ 43ᶲで，ほ΅௚立している。

চ　ほ΅平ୱで，中央部の広い範囲が౿みݻΊられている。遺ଘしているนԼには，น溝が巡っている。

竈　北੢นに付設されている。第̏号掘立柱建物の̥10に掘りࠐまれているたΊ，Ԏ道部とӈକ部，左କ部の

一部を確認した。ن໛はข口部からԎ道部まで106ᶲ，೩ম部෯78ᶲが確認できたͩけである。କ部はϩーϜ

土を主ମとする第６～ 12層を積み上͛て構ஙされている。Ԏ道部はน֎に60ᶲ掘りࠐまれ，Ԟนは֎܏して

立ͪ上がっている。

ϐοτ　深さ20ᶲで，南東นࡍの中央部にҐஔしていることやߗ化面の広がりから出入り口ࢪ設に伴うピット

と͑ߟられる。

෴土　11層に分層できる。֤層にϩーϜϒϩッΫを含み，不نଇなଯ積状گをࣔしていることから埋Ί໭され

ている。

遺物出土状況　土師器ย129点（坏２，甕ྨ127），須恵器ย14点（坏̕，高台付坏１，盤１，鉢̏），土製品１

点（球状土錘）が出土している。ほかにࠞ入した平安時代の土師器坏が出土している。123はᜱӈକの前面，

第21号住居跡出土遺物࡯؍ද（第78ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

118 土師器 坏 ʦ13�6ʧ （3�0） － 長石・石ӳ ᒵ ී௨ 口ԑ部内・֎面ྠ積ࠟを࢒すԣφσ ෴土中 ̑ˋ

119 須恵器 高台付坏 ʦ15�6ʧ （4�2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿい੺׊ ී௨ 内・֎面ϩΫϩφσ ෴土中層 20ˋ

120 須恵器 壺 － （6�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී௨ ମ部中Ґ೾状文　ԼҐ手࣋ͪϔϥ࡟り ෴土中 ̑ˋ

121 土師器 甕 － （15�2） － 長石・石ӳ・礫 にͿいԫᒵ ී௨ ମ部内面ྠ積ࠟを࢒すφσ　ೋ次ম成 Րচ面 80ˋ　PL36

122 須恵器 甕 ʦ29�4ʧ（26�0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ମ部֎面ॎҐの平行ୟき　内面当て۩ࠟ P4෴土上層 20ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̢̔ 鎌 （7�0） 4�3 0�3 （35�3） 鉄 ઌ୺部ܽଛ　　 ෴土Լ層 PL47

竈土層ղઆ           
１　にͿいԫ׊৭　ϩーϜཻ子多量，ম土ϒϩッΫ・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ཻ࠭গ量 , ϩーϜϒϩッΫ ŋ ম土ϒϩッΫඍ量
׊　̏ 灰 ৭　ম土ϒϩッΫ中量 , ϩーϜཻ子গ量 , ཻ࠭ඍ量
̐　灰 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，ϩーϜཻ子ඍ量
̑　灰 ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子・ཻ࠭ඍ量
׊　６ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫগ量

׊　̓ ৭　ϩーϜཻ子多量
׊　̔ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量
׊　10 ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子ඍ量
׊　11 ৭　ϩーϜཻ子中量
12　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量

土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・࠭質೪土ཻ子গ量，ম土ཻ
　　　　　　　　子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化物・࠭
　　　　　　　　ཻඍ量
ۃ　̏ ҉ ׊ ৭　炭化ཻ子・࠭質೪土ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッ
　　　　　　　　Ϋ・ম土ϒϩッΫඍ量
׊　̐ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化ཻ子・ཻ࠭ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫ・ࡉ礫গ
　　　　　　　　量，炭化物ඍ量

׊　６ ৭　炭化ཻ子中量，ࡉ礫・ཻ࠭গ量
ࠇ　̓ ׊ ৭　ম土ཻ子・ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ཻ࠭গ量，炭化材ඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化物・ম土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
׊　10 ৭　ম土ཻ子中量，ࡉ礫・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　11 ׊ ৭　ϩーϜཻ子・炭化ཻ子・ཻ࠭ඍ量
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126は中央部の෴土Լ層からそれͧれ出土している。124は東コーφー部付近のน溝内から出土している。いͣ

れもഇઈ後のૣい段֊でഇغされたものと͑ߟられる。125は北コーφー部付近の෴土中，%P30は北東部の෴

土上層からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل中༿に比定できる。
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第24号住居跡（第81ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̑J2区，標高13� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第̐号掘立柱建物跡を掘りࠐΜでいる。

出されており不઱明である。また東部が調査区Ҭ֎΁ݕ状　南൒部はচ面がほとΜど࿐出した状ଶでܗ໛ͱن

ԆͼているたΊ，ن໛は南北࣠2� 38ｍ，東੢࣠2� 28ｍしか確認できなかった。平面ܗは方ܗまたは長方ܗとਪ

定され，主࣠方޲は̣－73 －˃̬である。遺ଘしているน高は22ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱで，中央部が౿みݻΊられている。ᜱӈକから北部はนにԊって෯50ᶲほど，চ面Αり10ᶲほど

高い段を༗している。

竈  ੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで89ᶲ，೩ম部෯48ᶲである。କ部はϩーϜϒϩッΫ

主ମの第̑～̕層を積み上͛て構ஙされており，内ଆはՐをडけて੺มしている。Րচ部はচ面を10ᶲ掘りࠐ

Μで，ϩーϜ土を主ମとする第10・11層を埋土して構ஙされており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。

Ԏ道部はน֎に17ᶲ掘りࠐまれ，Րচ面から؇やかにࣼ܏して立ͪ上がっている。

෴土　̑層に分層できる。不نଇなଯ積状گをࣔしていることから埋Ί໭されている。

125
126

DP30

第80図　第23号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

第23号住居跡出土遺物࡯؍ද（第79・80ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

123 土師器 坏 14�0 3�9 － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部֎面ϔϥ࡟り　内面φσ ෴土Լ層 95ˋ　PL35

124 土師器 坏 13�8 3�8 － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部֎面ϔϥ࡟り　内面φσ น溝内 95ˋ　PL35

125 須恵器 坏 － （2�4） 5�4 長石 灰׊ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部一方޲のϔϥ࡟り ෴土中 25ˋ

126 須恵器 盤 － （3�4） ʦ14�4ʧ 長石・石ӳ 灰׊ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ࡟り後，高台ష
り付け ෴土Լ層 10ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P30 球状土錘 2�5 2�2 0�6 13�3 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土上層 PL44

竈土層ղઆ           
׊　１ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ϒϩッΫඍ量
２　灰 ԫ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化物গ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，ϩーϜϒϩッΫগ量，炭
　　　　　　　　化物ඍ量
̐　にͿいԫ׊৭　ϩーϜཻ子ඍ量
̑　灰 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫগ量

׊　６ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
׊　̓ ৭　ϩーϜཻ子多量
׊　̔ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量
׊　̕ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，炭化物গ量
10　明 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫඍ量
׊　11 ৭　ϩーϜཻ子多量（第̓層Αり明るい）

土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子গ量，炭化物ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量

׊　̐ ৭　ϩーϜཻ子中量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子গ量，炭化ཻ子ඍ量
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遺物出土状況　土師器ย20点（坏１，甕ྨ19），須恵器ย̕点（坏̐，高台付坏̏，鉢２）が出土しており，

いͣれもࡉยである。127・128は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل後൒とਪ定される。

第29号住居跡（第82・83ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐F8区，標高14� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第33号住居，第98・99号土坑に掘りࠐまれている。

໛は北東・南ن。まれていることから不઱明であるࠐ掘トϨϯチに掘りࢼ状　南東部は第33号住居やܗ໛ͱن

੢࣠5� 60ｍで，北੢・南東࣠は4� 90ｍしか確認できなかった。平面ܗは方ܗあるいは長方ܗとਪ定され，主࣠
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第81図　第24号住居跡・出土遺物࣮ଌਤ

第24号住居跡出土遺物࡯؍ද（第81ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

127 土師器 坏 ʦ12�2ʧ （2�5） － 長石・石ӳ 明੺׊ ී௨ 口ԑ部内・֎面ԣφσ ෴土中 ̑ˋ

128 須恵器 高台付坏 － （2�7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
৭ཻ子ࠇ・ ԫ灰 ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　 ෴土中 10ˋ
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方޲は̣－64 －˃̬である。遺ଘしているน高は̐～ 62ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱで，中央部の広い範囲が౿みݻΊられている。北東นのนԼには，น溝が確認されている。

竈　北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで161ᶲ，೩ম部෯56ᶲである。କ部は࠭質೪土を

主ମとする第19 ～ 28層を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を10ᶲ掘りࠐΜで，ম土や炭化物を含Ή

第29 ～ 31層を埋土して構ஙされており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に31ᶲ掘りࠐ

まれ，Րচ面からࣼ܏ٸで立ͪ上がっている。第１～６層はକ部おΑͼఱҪ部の่落土層である。

ϐοτ　̑か所。̥１～̥̐は深さ58 ～ 70ᶲで，主柱穴である。̥̑は深さ65ᶲで , 南東นࡍの中央部にҐ

ஔしていることから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。

෴土　17層に分層できる。Ϩϯズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。第11・12層はᜱの構ங材がྲྀれ

た土層である。

遺物出土状況　土師器ย408点（坏36，甕ྨ372），須恵器ย46点（坏27，高台付坏１，蓋13，瓶ྨ１，鉢̐），

土製品１点（球状土錘），石器１点（砥石），鉄製品１点（釘）のほか，鉄ᕥ１点（20H）がશ面の෴土上層か

らԼ層にかけて出土している。131・̢̕は北部，129は南੢部の෴土Լ層からそれͧれ出土しており，ഇઈ後

にഇغされたものと͑ߟられる。132はᜱ，130・%P31は南੢部，̦ 11は東部の෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل前༿に比定できる。

竈土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒ
　　　　　　　　ϩッΫ・炭化物ඍ量
２　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・炭化
　　　　　　　　物ඍ量
̐　にͿい׊৭　࠭質೪土ཻ子多量 , ϩーϜཻ子 ŋ 炭化ཻ子ඍ量
̑　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量，炭化ཻ子ඍ量
６　灰 ԫ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ多量，炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̓ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
̕　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物・࠭質೪土ཻ子গ量
ࠇ　10 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物গ量，ϩーϜϒϩッΫ・

࠭質೪土ϒϩッΫඍ量
11　にͿい੺׊৭　ম土ϒϩッΫ多量
ࠇ　12 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッ
　　　　　　　　Ϋඍ量
13　灰 ׊ ৭　ম土ཻ子ඍ量
14　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
15　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子中量 , ম土ϒϩッΫ ŋ 炭化物ඍ量

16　にͿい੺׊৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子多量
17　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，炭化ཻ子ඍ量
18　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
19　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量
׊　20 ৭　࠭質೪土ཻ子多量，ম土ϒϩッΫඍ量
21　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
22　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子中量，炭化ཻ子গ量，ম土ϒϩ
　　　　　　　　ッΫඍ量
23　にͿいԫᒵ৭　࠭質೪土ཻ子多量
24　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子中量 , ম土ϒϩッΫ ŋ 炭化物ඍ量
ࠇ　25 ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量 , ম土ϒϩッΫ ŋ 炭化物ඍ量
׊　26 ৭　࠭質೪土ཻ子多量，ম土ϒϩッΫඍ量
27　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量，ম土ཻ子ඍ量
28　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
׊　29 ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ子・
　　　　　　　　࠭質೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　30 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，࠭質೪土ϒϩッΫ・炭化
　　　　　　　　物ඍ量
ࠇ　31 ׊ ৭　炭化物গ量，ম土ཻ子ඍ量

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ࡉ礫・ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩ
　　　　　　　　ッΫ・炭化物ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物・ϩーϜཻ子ඍ量
６　҉ ׊ ৭　炭化ཻ子গ量，ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩ
　　　　　　　　ッΫ・ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　̓ ׊ ৭　ཻ࠭中量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，炭化物・ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ
　　　　　　　　子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　10 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ϩー
　　　　　　　　Ϝཻ子・炭化ཻ子ඍ量

ࠇ　11 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫ・炭化物গ
　　　　　　　　量，ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　12 ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ多量，ম土ϒϩッΫ・炭化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ࠇ　13 ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　14 ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　15 ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　16 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・࠭質೪
　　　　　　　　土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量
ࠇ　17 ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量
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第32号住居跡（第84 ～ 86ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̑B1区，標高16� 5ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。
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第29号住居跡出土遺物࡯؍ද（第83ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

129 土師器 坏 14�2 3�4 11�3 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部֎面ϔϥ࡟り　内面φσ ෴土Լ層 85ˋ　PL35

130 須恵器 坏 － （3�5） ʦ9�6ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ന ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部多方޲のϔϥ࡟り ෴土中 10ˋ

131 須恵器 高台付坏 － （3�5） － 長石・石ӳ・ന
৭਑状物 灰׊ ී௨ ఈ部多方޲のϔϥ࡟り後，高台షり付け ෴土Լ層 30ˋ

132 須恵器 蓋 ʦ15�0ʧ （1�7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ϩΫϩφσ ෴土中 10ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P31 球状土錘 2�7 2�8 0�4 ～
0�5 20�3 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土中 PL44

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̦11 砥石 （3�6） 4�6 1�5 （45�9） ؠ灰ڽ 砥面̏面　他はഁஅ面　அ面長方ܗ ෴土中

̢̕ 釘 （7�8） 0�6 0�4 （8�1） 鉄 ୺部ܽଛ　அ面長方ܗ ෴土Լ層 PL47
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ॏෳؔ܎　第42号住居跡を掘りࠐΜでいる。

�໛は北੢・南東࣠5ن。平されているたΊ不઱明である࡟状　南൒部はܗ໛ͱن 60ｍで，北東・南੢࣠は3� 32

ｍしか確認できなかった。平面ܗは方ܗあるいは長方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－63 －˃̬である。遺ଘし

ているน高は̐～ 62ᶲで，ほ΅௚立している。

চ　ほ΅平ୱで，中央部が౿みݻΊられている。

竈　北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで108ᶲ，೩ম部෯は左କ部が࡟平されているたΊ

55ᶲͩけを確認した。କ部は࠭質೪土を主ମとする第̑～ 10層を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面

とほ΅同͡高さを࢖༻しており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はՐচ面から֎܏して立ͪ上

がっているが，น֎΁の掘りࠐみは確認できない。

竈土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫগ量，
　　　　　　　　ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子・炭化ཻ子・࠭質
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫগ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ཻ子・࠭質೪土ཻ子ඍ量

̑　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ϒϩッΫ中量
６　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ中量，ম土ཻ子ඍ量
̓　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫඍ量
̔　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量
׊　̕ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ中量
ࠇ　10 ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
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ϐοτ　̏か所。̥１は深さ52ᶲで，主柱穴である。̥２は深さ58ᶲで，Ґஔやߗ化面の広がりから出入り口

。られる。̥̏は深さ31ᶲで，北コーφー部付近にҐஔしているが，性֨不明である͑ߟ設に伴うピットとࢪ

෴土　̕層に分層できる。֤層にϩーϜや࠭質೪土のϒϩッΫを含み不نଇなଯ積状گをࣔしていることから

埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย59点（坏11，甕ྨ47，甑１），須恵器ย26点（坏12，高台付坏２，蓋１，瓶ྨ１，鉢̕，

甕ྨ１），土製品１点（球状土錘），鉄製品２点（鎌）が出土している。135は北੢部นࡍの෴土Լ層とচ面か

らそれͧれ出土したഁยが接合したもので，ഇઈ後のૣい段֊でഇغされたものと͑ߟられるŇ 133・%P32は

東部，134・̢11は中央部やや北دり，̢10は北コーφー部付近の෴土中層からそれͧれ出土している。いͣ

れもഇઈ後にഇغされたものと͑ߟられる。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل前༿に比定できる。

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，炭化物・ϩーϜཻ子・

ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ৭　ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫ・炭化物・
　　　　　　　　ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・
　　　　　　　　炭化ཻ子ඍ量

ࠇ　̑ ׊ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　６ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̓ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　炭化物・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍ量

133

M10

M11

DP32

135

第85図　第32号住居跡出土遺物࣮ଌਤ（１）
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第33号住居跡（第87・88ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐G9区，標高13� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第29号住居跡を掘りࠐみ，第99号土坑に掘りࠐまれている。

�状　長࣠4ܗ໛ͱن 28ｍ，୹࣠4� 08ｍの方ܗで，主࣠方޲は̣－61 －˃̬である。น高は６～ 38ᶲで，֎܏し

て立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱで，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できない。南東นのนԼにはɺน溝が確認されている。

竈　北੢นに付設されている。遺ଘ状ଶはѱ͘，Րচ部とӈକ部，左କの一部が確認できたͩけである。ن໛

はข口部からԎ道部まで82ᶲ，೩ম部෯56ᶲである。କ部は࠭質೪土を主ମとする第̑～ 10層を積み上͛て

構ஙされている。Րচ部はচ面から10ᶲほど͘΅Μでいる。Ԏ道部はՐচ面から؇やかに立ͪ上がっているが，

น֎΁の掘りࠐみは確認できない。

ϐοτ　̑か所。̥１～̥̐は深さ38 ～ 51ᶲで，主柱穴である。̥̑は深さ55ᶲで，南東นࡍの中央部にҐ

ஔしていることから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。

෴土　̕層に分層できる。֤層にϩーϜや࠭質೪土のϒϩッΫを含Μでいることから埋Ί໭されている。

134

第86図　第32号住居跡出土遺物࣮ଌਤ（２）

第32号住居跡出土遺物࡯؍ද（第85・86ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

133 土師器 坏 14�2 3�8 － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ମ部֎面ϔϥ࡟り　内面φσ ෴土中層 80ˋ　PL35

134 須恵器 甕 － （11�0）ʦ16�6ʧ 長石・Ӣ฼ 灰׊ ී௨ ମ部֎面同৺ԁ文のୟき　内面当て۩ࠟ　Լ୺ϔϥ࡟
り　内面φσ ෴土中層 ̑ˋ

135 土師器 甑 ʦ29�2ʧ 29�3 ʦ12�2ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ 口ԑ部内・֎面ԣφσ　ମ部֎面Լ୺ϔϥ࡟り　内面
ϔϥφσ

চ面
෴土Լ層 20ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P32 球状土錘 2�8 2�3 0�6 16�8 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土中層 PL44

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̢10 鎌 （12�1） 4�0 0�25 （22�2） 鉄 ઌ୺部・ฑ付部一部ܽଛ　அ面三֯ܗ ෴土中層 PL47

̢11 鎌 （4�4） 4�5 0�3 （19�4） 鉄 ਕ部ܽଛ　அ面三֯ܗ ෴土中層 PL47

竈土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫগ量，炭化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　̑ ৭　࠭質೪土ཻ子多量，ϩーϜϒϩッΫগ量

ࠇ　６ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・࠭質೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̓ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ϒϩッΫ・炭化物・࠭
　　　　　　　　質೪土ཻ子ඍ量
׊　̔ ৭　࠭質೪土ཻ子中量，ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　10 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ ŋ ম土ཻ子 ŋ ࠭質೪土ཻ子ඍ量
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遺物出土状況　土師器ย136点（坏１，甕ྨ133，甑２），須恵器ย24点（坏13，蓋̐，鉢̓），石器１点（砥石）

が，北コーφー部付近の෴土中層からԼ層にかけて出土している。136は東コーφー部付近のচ面，137は南東

部นࡍの෴土Լ層からそれͧれ出土しており，いͣれもഇઈ後のૣい段֊でഇغされたものと͑ߟられる。̦

12は෴土中から出土している。また，ࡉยのたΊਤࣔできないが，ମ部֎面にࣼҐの平行ୟきがࢪされている

須恵器鉢も出土している。

ॴݟ　時期は，̔世ل前༿と͑ߟられる第29号住居跡を掘りࠐΜでいることや，出土土器から̔世ل中༿とਪ

定できる。

第35号住居跡（第89・90ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̑D1区，標高15� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

�状　長࣠3ܗ໛ͱن 25ｍ，୹࣠3� 02ｍの方ܗで，主࣠方޲は̣－30 －˃̚である。น高は14 ～ 33ᶲで，ほ΅௚

土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，࠭質೪土ϒϩッΫ・炭化
　　　　　　　　物・ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ
　　　　　　　　子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，࠭質೪土ϒϩッΫ・ম
　　　　　　　　土ཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫগ量，࠭質೪
　　　　　　　　土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量

ࠇ　̑ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ ŋ ϩーϜཻ子 ŋ ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　６ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ࡉ礫・ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩ
　　　　　　　　ッΫ・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̓ ৭　ম土ཻ子・ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子・炭化ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量 , ম土ཻ子 ŋ 炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子ඍ量

136

Q12

137

第88図　第33号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

第33号住居跡出土遺物࡯؍ද（第88ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

136 須恵器 坏 － （2�3） 7�0 長石・石ӳ
৭ཻ子ࠇ・ 灰ԫ ී௨ ମ部Լ୺ϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ੾り後，多方޲のϔ

ϥ࡟り চ面 30ˋ

137 土師器 甑 ʦ21�4ʧ 19�3 ʦ9�1ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ମ部内・֎面ྠ積ࠟを࢒すφσ ෴土Լ層 20ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̦12 砥石 （7�6） 2�6 1�0 （30�1） ؠ灰ڽ 砥面̐面　他はഁஅ面 ෴土中 PL46
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立している。

চ　ほ΅平ୱで，นࡍまで౿みݻΊられている。นԼにはน溝が巡っている。

竈　北東นの東دりに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで96ᶲ，೩ম部෯49ᶲである。କ部はϩー

Ϝࠞ͡りのԫ׊৭೪土を主ମとする第15 ～ 19層を積み上͛て構ஙされており，内ଆはわͣかに੺มしている。

Րচ部はচ面とほ΅同͡高さを࢖༻している。Րচ部の北東ଆには支脚がਾ͑られており，ขき口からのڑ཭

は41ᶲである。第20層は支脚をݻ定するたΊのԫ৭೪土層である。Ԏ道部はน֎に40ᶲ掘りࠐまれ，Րচ面か

ら؇やかにࣼ܏して立ͪ上がり，Ԟนでほ΅௚立している。
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竈土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫগ量，炭
　　　　　　　　化物ඍ量
׊　２ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量
׊　̏ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量，ম土ϒϩッΫগ量，炭
　　　　　　　　化物ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物গ量，ϩーϜϒϩッΫ
　　　　　　　　ඍ量
̑　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ多量
ࠇ　６ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，炭化物ඍ量
ࠇ　̓ ৭　炭化材多量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量，ম土ཻ子ඍ量
̕　灰 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　10 ׊ ৭　炭化物・ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量

ࠇ　11 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫඍ量
ࠇ　12 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，炭化物ඍ量
ࠇ　13 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・炭化材
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　14 ׊ ৭　炭化物中量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ
　　　　　　　　ඍ量
15　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，ϩーϜϒϩッΫগ量
׊　16 ৭　೪土ཻ子中量
׊　17 ৭　೪土ཻ子多量，炭化物গ量，ম土ཻ子ඍ量
18　ԫ ׊ ৭　೪土ཻ子多量，ম土ϒϩッΫඍ量
ࠇ　19 ׊ ৭　೪土ϒϩッΫগ量
׊　20 ৭　೪土ཻ子多量
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ϐοτ　̑か所。̥１～̥̐は深さ45 ～ 57ᶲで，主柱穴である。̥̑は深さ37ᶲで，南੢นࡍの中央部にҐ

ஔしていることやߗ化面の広がりから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。

෴土　̔層に分層できる。֤層にϩーϜϒϩッΫを含Μでいることから埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย189点（坏26，甕ྨ163），須恵器ย13点（坏̏，蓋̏，鉢１，瓶ྨ̑，甕１），土製品

１点（支脚）がࢄ在した状ଶで出土しており，いͣれもࡉยである。%P33はՐচ面に立Ґの状ଶで出土して

おり，ഇઈ時に遺غされたものと͑ߟられる。138 ～ 140は෴土中からそれͧれ出土している。また，ࡉยの

たΊਤࣔできないが，ఠ部がፏ平な須恵器蓋も出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل前൒とਪ定される。

第36号住居跡（第91・92ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̑D1区，標高15� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第37号住居跡を掘りࠐΜでいる。

土層ղઆ           
ࠇ　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化物・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫ・炭化物
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　̏ ৭　ম土ཻ子 ŋ 炭化ཻ子গ量 , ϩーϜϒϩッΫඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量

ࠇ　̑ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　６ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量，炭化物・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　̓ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，炭化物・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量

DP33

138
139

140

第90図　第35号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

第35号住居跡出土遺物࡯؍ද（第90ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

138 土師器 坏 ʦ10�2ʧ （3�1） － 長石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ ମ部֎面ϔϥ࡟り　内面φσ ෴土中 ̑ˋ

139 土師器 甕 ʦ24�4ʧ （4�5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明׊ ී௨ 口ԑ部内・֎面ԣφσ ෴土中 ̑ˋ

140 須恵器 甕 － （7�5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී௨ ମ部֎面同৺ԁ文のୟき　内面当て۩ࠟ ෴土中 ̑ˋ

番号 器　種 高さ ܘখ࠷ ܘ大࠷ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P33 支脚 （14�9） 5�6 7�0 （500�0）土（長石・石ӳ・
　　੺৭ཻ子） φσ　ࢦ಄ࠟ　Րをडけている ᜱՐচ面 PL45
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�໛は北੢・南東࣠3ن，平されているたΊ࡟掘トϨϯチにΑりࢼ状　南੢൒部がܗ໛ͱن 20ｍで，北東・南੢

࣠は2� 15ｍしか確認できなかった。平面ܗは方ܗあるいは長方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－57 －˃̬である。

遺ଘしているน高は14 ～ 33ᶲで，ほ΅௚立している。

চ　ほ΅平ୱで，นࡍまで౿みݻΊられている。

竈　北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで96ᶲで，೩ম部෯は51ᶲが確認できたͩけである。

କ部はϩーϜࠞ͡りのԫ৭೪土を積み上͛て構ஙされており，内ଆはՐをडけて੺มしている。Րচ部はচ面

とほ΅同͡高さを࢖༻しており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に39ᶲ掘りࠐまれ，Ր

চ面から֎܏して立ͪ上がっている。

ϐοτ　２か所。̥１・̥２は深さ61ᶲ・62ᶲで，いͣれも主柱穴である。

෴土　２層に分層できる。֤層にϩーϜやম土のϒϩッΫを含Μでいることから埋Ί໭されている。

竈土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　೪土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ম土ϒϩッΫ ŋ ϩーϜཻ子গ量 , ೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子ඍ量

ࠇ　̑ ׊ ৭　೪土ཻ子中量，ম土ཻ子গ量，炭化物・ϩー
　　　　　　　　Ϝཻ子ඍ量
６　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物গ量，ϩーϜϒϩッΫ・

೪土ཻ子ඍ量
׊　̓ ৭　೪土ཻ子多量

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・炭化物
　　　　　　　　ඍ量

ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化物
　　　　　　　　ඍ量
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－ 106 － － 107 －

遺物出土状況　土師器ย37点（坏̐，甕ྨ31，甑１，手捏１），須恵器ย̐点（蓋１，鉢̏）が出土している。

141は東コーφー部の෴土中層から出土している。142は東コーφー部の෴土Լ層と北東นࡍの෴土上層からそ

れͧれ出土したഁยが接合している。いͣれもഇઈ後のૣい段֊でഇغされたものと͑ߟられる。また，ࡉย

のたΊਤࣔできないが，ࣼҐの平行ୟきがࢪされた須恵器鉢や，口ԑ୺部が۶ۂし୹͘ਨԼしている須恵器蓋

も出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل中༿に比定できる。

第39号住居跡（第93 ～ 95ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̑C3区，標高17� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

�状　࣠が3ܗ໛ͱن 52ｍの方ܗで，主࣠方޲は̣－44 －˃̬である。น高は14 ～ 64ᶲで，ほ΅௚立している。

চ　ほ΅平ୱで，中央部の広い範囲が౿みݻΊられている。นԼにはน溝が巡っている。

竈　北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで108ᶲ，೩ম部෯54ᶲである。କ部は࠭質೪土を

主ମとする第11 ～ 16層を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面Αり̑ᶲほど͘΅Μでおり，Րচ面はՐ

をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に38ᶲ掘りࠐまれており，Րচ面から؇やかにࣼ܏して立ͪ上がっ

ている。第１～６層はକ部ٴͼఱҪ部の่落土層である。

141 142

第92図　第36号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

第36号住居跡出土遺物࡯؍ද（第92ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

141 土師器 甕 － （8�7） 7�4 長石・石ӳ・Ӣ฼
・礫 にͿい׊ ී௨ ମ部Լ୺ϔϥ࡟り　ఈ部木༿ࠟ ෴土中層 15ˋ

142 土師器 甕 － （8�2） 7�8 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部֎面ϔϥຏき　内面ϔϥφσ　ఈ部木༿ࠟ ෴土上層・
Լ層 15ˋ

竈土層ղઆ           
１　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ϒϩッΫ中量
２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子中量，࠭質೪土ཻ子গ量，ϩーϜϒ
　　　　　　　　ϩッΫඍ量
̏　੺ ׊ ৭　ম土ཻ子多量，炭化ཻ子গ量，࠭質೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ多量，ম土ϒϩッΫඍ量
６　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，࠭質೪土ϒϩッΫগ量，
　　　　　　　　炭化物ඍ量
ࠇ　̓ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物গ量，࠭質೪土ϒϩッ
　　　　　　　　Ϋඍ量

ࠇ　̔ ׊ ৭　炭化ཻ子中量，ম土ϒϩッΫগ量，࠭質೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量
ࠇ　10 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量
11　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量
ࠇ　12 ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ中量
13　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量（খϒϩッΫগ量含Ή）
14　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量（中ϒϩッΫগ量含Ή）
15　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量，ম土ϒϩッΫඍ量
ࠇ　16 ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫඍ量



－ 106 － － 107 －

ϐοτ　̑か所。̥１～̥̐は深さ76 ～ 84ᶲで，主柱穴である。̥̑は深さ42ᶲで，南੢นࡍの中央部にҐ

ஔしていることやߗ化面の広がりから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。

෴土　̔層に分層できる。Ϩϯズ状にଯ積しており，含༗物はཻ子が主ମであることからࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย262点（坏̓，高坏１，甕ྨ254），須恵器ย86点（坏39，高台付坏̏，蓋̐，盤２，

鉢15，甕ྨ23），土製品̏点（土玉，球状土錘，支脚），石器１点（砥石），鉄製品２点（刀子，手鎌）がશ面
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第93図　第39号住居跡࣮ଌਤ

土層ղઆ           
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子・࠭質೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・炭化
　　　　　　　　物・ϩーϜཻ子ඍ量
ۃ　̐ ҉ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，炭化物・ϩーϜཻ子・

ম土ཻ子ඍ量

ࠇ　̑ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　６ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫ・炭化
　　　　　　　　物ඍ量
̓　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子ඍ量



－ 108 － － 109 －

の෴土中層からԼ層にかけて出土している。143はᜱ左କ前面のচ面からਖ਼Ґの状ଶで，147は南東นࡍのচ

面，148はᜱのขき口，145は੢コーφー部付近の෴土Լ層からそれͧれ出土している。いͣれもഇઈ時に遺غ

されたものと͑ߟられる。149は北コーφー部付近の෴土Լ層，東コーφー部の෴土中層，෴土中からそれͧ

れ出土したഁยが接合している。146はᜱӈକの前面，%P36は南コーφー部付近，̢12は南東部のน13̢，ࡍ

は北コーφー部付近の෴土中層からそれͧれ出土している。いͣれもഇઈ後にഇغされたものと͑ߟられる。

144・%P34・%P35・̦13は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل後༿に比定できる。

143 144 145

147

148

146

149

DP36

第94図　第39号住居跡出土遺物࣮ଌਤ（１）



－ 108 － － 109 －

第41号住居跡（第96・97ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̘̑K2区，標高17� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第43号住居跡を掘りࠐみ，第16̖・16̗号住居，第32・33号土坑に掘りࠐまれている。

�状　長࣠3ܗ໛ͱن 52ｍ，୹࣠3� 50ｍの方ܗで，主࣠方޲は̣－24 －˃̚である。น高は̑～ 33ᶲで，֎܏し

て立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱで中央部が౿みݻΊられている。นԼにはน溝が巡っている。

竈　北東นに付設されている。第16̖号住居に掘りࠐまれているたΊ，ن໛はข口部からԎ道部まで89ᶲが確

認できたͩけで，೩ম部෯は62ᶲである。କ部は第14・15層を基部とし，その上にϩーϜϒϩッΫにཻ࠭をࠞ

ͥた第13層を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面と同͡高さを࢖༻している。Ԏ道部はน֎΁17ᶲͩけ

掘りࠐまれていることが確認でき，Րচ面から؇やかにࣼ܏して立ͪ上がっている。

Q13

M12

DP35
DP34

M13

第95図　第39号住居跡出土遺物࣮ଌਤ（２）

第39号住居跡出土遺物࡯؍ද（第94・95ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

143 須恵器 坏 14�0 4�0 8�2 長石・石ӳ・礫 ԫ灰 ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部多方޲のϔϥ࡟り চ面 95ˋ　PL35

144 須恵器 坏 ʦ14�8ʧ 4�1 ʦ8�0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී௨ ఈ部ճసࢳ੾り ෴土中 35ˋ

145 須恵器 坏 ʦ11�8ʧ 3�5 7�7 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 灰ԫ ී௨ ఈ部ճసϔϥ੾り ෴土Լ層 50ˋ

146 須恵器 高台付坏 － （2�2）ʦ12�4ʧ 長石・石ӳ 灰׊ ී௨ ఈ部ճసϔϥ࡟り後，高台షり付け　࣫付ண ෴土中層 30ˋ　PL35

147 須恵器 蓋 19�0 3�8 － 長石・石ӳ・Ӣ฼
৭ཻ子ࠇ・ 灰ന ී௨ ఱҪ部左ճりのϔϥ࡟り　ఠ3�3ܘᶲ চ面 60ˋ　PL36

148 須恵器 蓋 － （4�7） － 長石・石ӳ 灰ԫ׊ ී௨ ఱҪ部左ճりのϔϥ࡟り　ఠ3�3ܘᶲ ᜱขき口 50ˋ

149 土師器 甕 － （18�2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・礫 ੺ ී௨ ମ部֎面ྠ積ࠟを࢒すφσ　Լ൒ϔϥ࡟り　内面ྠ積

ࠟを࢒すϔϥφσ
෴土中層ŋԼ
層・෴土中 70ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P34 土玉 1�8 1�6 0�4 4�4 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土中 PL44

%P35 球状土錘 2�7 2�3 0�6 17�5 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土中 PL44

番号 器　種 高さ ܘখ࠷ ܘ大࠷ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P36 支脚 （13�2） 4�6 （6�7）（500�0）土（長石・石ӳ・
　　੺৭ཻ子） φσ　ࢦ಄ࠟ　Րをडけている ෴土中層 PL45

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̦13 砥石 （4�8） 3�9 2�6 （69�4） ؠ灰ڽ 砥面２面うͪ１面に条ઢ状のݚຏࠟ༗り　他はഁஅ面 ෴土中 PL46

̢12 刀子 （14�2） 1�2 0�4 （13�9） 鉄 ઌ୺部ܽଛ　ܪ部一部ܽଛ ෴土中層 PL47

̢13 手鎌 （7�3） 1�6 0�2 （4�4） 鉄 ୺部ܽଛ　ਕ部一部ܽଛ　྆୺部にઠ޸༗り　0�1ܘ޸ ～ 0�2ᶲ ෴土中層 PL47



－ 110 － － 111 －

ϐοτ　̐か所。̥１～̥̐は深さ40 ～ 60ᶲで，主柱穴である。

෴土　̑層に分層できる。֤層にϩーϜやম土のϒϩッΫを含Μでいることから埋Ί໭されている。

竈土層ղઆ           
１　灰 ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫ・炭化
　　　　　　　　ཻ子গ量
２　灰 ׊ ৭　ম土ཻ子・࠭質೪土ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッ
　　　　　　　　Ϋඍ量
ࠇ　̏ ৭　炭化ཻ子多量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッ
　　　　　　　　Ϋඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫඍ量
׊　̑ ৭　࠭質೪土ཻ子中量，ম土ϒϩッΫগ量，ϩー
　　　　　　　　Ϝཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　６ ৭　ϩーϜཻ子多量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　̓ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫඍ量

̔　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，ϩーϜϒϩッΫ・࠭質೪
　　　　　　　　土ཻ子গ量
̕　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・࠭質೪土ཻ子গ量
ࠇ　10 ৭　炭化ཻ子多量 , ম土ϒϩッΫ ŋ ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　11 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫগ量，࠭質೪
　　　　　　　　土ཻ子ඍ量
ࠇ　12 ׊ ৭　炭化物গ量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量
׊　13 ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量，ཻ࠭গ量
ࠇ　14 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
15　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・炭化物
　　　　　　　　ඍ量

̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫඍ量
̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
̑　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子ඍ量
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－ 110 － － 111 －

遺物出土状況　土師器ย150点（坏15，高坏１，甕ྨ134），須恵器ย16点（坏12，蓋̏，甕ྨ１）が出土している。

151は東コーφー部付近の෴土Լ層から出土しており，ഇઈ後のૣい段֊でഇغされたものと͑ߟられる。150

は෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل中༿に比定できる。

第54号住居跡（第98・99ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̘̐J3区，標高15� 5ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第57号住居に掘りࠐまれている。

�໛は東੢࣠3ن，まれているたΊࠐ状　大部分を第57号住居に掘りܗ໛ͱن 51ｍ，南北࣠は1� 42ｍしか確認で

きなかった。平面ܗは方ܗあるいは長方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－̓ －˃̚である。遺ଘしているน高は

２～６ᶲで，ほ΅௚立している。

চ　ほ΅平ୱである。遺ଘしているนԼには，น溝が巡っている。
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第41号住居跡出土遺物࡯؍ද（第97ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

150 土師器 坏 ʦ16�0ʧ （2�5） － 長石・石ӳ 灰ന ී௨ ମ部֎面ϔϥ࡟り　内面φσ　ؐݩԌম成　 ෴土中 10ˋ

151 須恵器 坏 － （2�4） 8�0 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ׊ 良޷ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ੾り ෴土Լ層 20ˋ
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竈　北นに付設されている。ขき口が掘りࠐまれているたΊ，ن໛は遺ଘしているข口部からԎ道部まで34ᶲ

が確認できたͩけで，೩ম部෯は50ᶲである。କ部はϩーϜϒϩッΫにཻ࠭をࠞͥた明ԫ׊৭土である第２層

を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面とほ΅同͡高さを࢖༻しており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化し

ている。Ԏ道部はՐচ面から؇やかに立ͪ上がっているが，น֎΁の掘りࠐみは確認できない。

遺物出土状況　須恵器ย１点（盤）が出土している。152はᜱӈକ内から出土しており，କ部を構ஙするࡍに

ࠞ入したものと͑ߟられる。

ॴݟ　時期は，̔世ل後༿に比定できる第57号住居に

掘りࠐまれていることや，出土土器から̔世ل中༿と

ਪ定される。

第55号住居跡（第100・101ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐E2区，標高12� 5ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第11号掘立柱建物に掘りࠐまれている。

�状　長࣠4ܗ໛ͱن 30ｍ，୹࣠4� 18ｍの方ܗで，主࣠方޲は̣－29 －˃̬である。น高は２～ 27ᶲで，֎܏し

て立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱであるが，੢部に޲かってएࣼ܏ׯしている。一部をআいてนࡍまで౿みݻΊられている。นԼ

にはน溝が巡っている。

ϐοτ　̐か所。̥１～̥̐は深さ37 ～ 78ᶲで，主柱穴である。̥１・̥２・̥̐のఈ面には，柱の当たり

ࠟを確認した。

෴土　̑層に分層できる。֤層にϩーϜϒϩッΫを含Μでいることから埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย110点（坏̓，甕ྨ102，手捏１），須恵器ย26点（坏̕，盤１，壺ྨ１，鉢̐，甕ྨ

11），土製品̏点（球状土錘２，羽口１）のほか，鉄ᕥ̏点（23� 5H）が出土している。153は東น154，ࡍは南

部，156・TP13は中央部のচ面から，%P37・%P38は中央部の෴土Լ層からそれͧれ出土している。いͣれも

ഇઈ後のૣい段֊でഇغされたものと͑ߟられる。155・%P39は෴土中から出土している。

ॴݟ　羽口ยや鉄ᕥなどの஁໶関連遺物が出土しているが，いͣれもࡉยで，গ量のたΊഇઈ後にഇغされた

ものと͑ߟられる。時期は，出土土器から̔世ل中༿に比定できる。

竈土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量 , ম土ϒϩッΫ ŋ 炭化ཻ子গ量 ２　明 ԫ ׊ ৭　ম土ཻ子中量，ϩーϜϒϩッΫ・ཻ࠭গ量，

　　　　　　　　炭化物ඍ量

152
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第54号住居跡出土遺物࡯؍ද（第99ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

152 須恵器 盤 ʦ19�0ʧ （2�3） － 長石・石ӳ 灰 ී௨ ϩΫϩφσ ᜱକ内 ̑ˋ

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，࠭質೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化物・ম土ཻ子ඍ量

ۃ　̐ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量 , ম土ཻ子 ŋ 炭化ཻ子ඍ量
ۃ　̑ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量 , ম土ཻ子ඍ量
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第57号住居跡（第102・103ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̘̐J3区，標高15� 5ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第54号住居跡を掘りࠐΜでいる。

�໛は東੢࣠3ن。平されているたΊ不઱明である࡟状　南൒部はܗ໛ͱن 29ｍで，南北࣠は2� 78ｍしか確認で

きなかった。平面ܗは方ܗあるいは長方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－10 －˃̚である。遺ଘしているน高は

１～ 23ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱで，北東部ٴͼ南੢部をআいたนࡍまで౿みݻΊられている。遺ଘしているนԼには，น溝が巡っ

ている。

炉　２か所。炉１は中央部に付設されている。長53ܘᶲ，୹41ܘᶲのପԁܗで，চ面を̔ᶲ掘り͘΅Ίた地চ

炉である。炉চ面は皿状をఄしており，Րをडけて੺มߗ化している。炉２は北੢部นࡍに付設されている。

長62ܘᶲ，୹48ܘᶲのପԁܗで，চ面を̔ᶲ掘り͘΅Ίた地চ炉である。炉চ面は皿状をఄしており，Րをड

けて੺มߗ化している。

ϐοτ　６か所。̥１～̥̐は深さ̓～ 21ᶲで，主柱穴である。̥̑は深さ̓ᶲで，഑ஔから出入り口ࢪ設

に伴うピットと͑ߟられる。̥６は深さ̐ᶲで，東นࡍの中央部にҐஔしており，性֨不明である。

DP39
DP38 DP37
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第55号住居跡出土遺物࡯؍ද（第100・101ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

153 土師器 坏 ʦ10�6ʧ （3�4） － 長石・石ӳ
・੺৭ཻ子 明׊ ී௨ ମ部֎面ϔϥ࡟り　内面φσ চ面 10ˋ

154 須恵器 高台付坏 － （2�0） ʦ8�7ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී௨ ఈ部ճసϔϥ࡟り後，高台షり付け চ面 20ˋ

155 須恵器 蓋 ʦ12�0ʧ （1�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ϩΫϩφσ ෴土中 ̑ˋ

156 須恵器 壺 － （6�6） － 長石 灰 ී௨ ϩΫϩφσ চ面 ̑ˋ

TP13 須恵器 甕 － （7�7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ന ී௨ ମ部֎面ࣼҐの平行ୟき　内面φσ　当て۩ࠟ চ面

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P37 球状土錘 2�2 1�8 0�7 7�8 土（長石・石ӳ・
　　੺৭ཻ子） φσ　一方޲からઠ޸ ෴土Լ層 PL44

%P38 球状土錘 2�7 2�4 0�7 15�4 土（長石・石ӳ・
　　੺৭ཻ子） φσ　一方޲からઠ޸ ෴土Լ層 PL44

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ 量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P39 羽口 （9�0） （5�6） 1�9 （86�5） 土（長石・石ӳ・
੺৭ཻ子・礫） φσ　֎面ઙԫᒵ৭　Րをडけた部分は灰৭ ෴土中

炉１土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物多量 ２　ԫ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量，ম土ϒϩッΫগ量

炉２土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　炭化物多量，ম土ϒϩッΫগ量 ２　ԫ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量
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෴土　６層に分層できる。֤層にϩーϜやম土のϒϩッΫを含み，不نଇなଯ積状گをࣔしていることから埋

Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย59点（坏̐，甕ྨ49，手捏６），須恵器ย̓点（坏６，甕ྨ１），石器１点（砥石）が

北東部を中৺に出土している。157は北東部，159は中央部のচ面からそれͧれ出土したഁยが接合している。

160 ～ 165は北東コーφー部，̦14は北東部の෴土Լ層からそれͧれ出土している。いͣれもഇઈ後のૣい段

֊でഇغされたものと͑ߟられる。158は北東コーφー部の෴土上層から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل後༿に比定できる。

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量 , ম土ϒϩッΫ ŋ 炭化ཻ子ඍ量

ۃ　̐ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　̑ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
６　҉ ׊ ৭　炭化ཻ子গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
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第57号住居跡出土遺物࡯؍ද（第102・103ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

157 須恵器 坏 14�2 4�4 8�0 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰Φリーϒ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ੾り後，一方
り࡟のϔϥ޲ চ面 60ˋ  PL35

158 須恵器 坏 ʦ13�6ʧ 4�8 8�0 長石・石ӳ 灰 ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ੾り後，一方
り࡟のϔϥ޲ ෴土上層 50ˋ

159 土師器 甕 ʦ22�0ʧ（15�6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部内面ϔϥφσ চ面 30ˋ

160 土師器 手捏 4�0 2�7 － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子・礫 にͿい׊ ී௨ ମ部内・֎面φσ　ࢦ಄ࠟ ෴土Լ層 100ˋ  PL36

161 土師器 手捏 4�2 2�8 － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子・礫 にͿい׊ ී௨ ମ部内・֎面φσ　ࢦ಄ࠟ ෴土Լ層 100ˋ  PL36

162 土師器 手捏 3�8 2�5 － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ׊ ී௨ ମ部内・֎面φσ　ࢦ಄ࠟ ෴土Լ層 100ˋ  PL36

163 土師器 手捏 3�5 2�1 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ ମ部内・֎面φσ　ࢦ಄ࠟ ෴土Լ層 95ˋ  PL36

164 土師器 手捏 4�4 3�4 2�1 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ମ部内・֎面φσ　ࢦ಄ࠟ ෴土Լ層 90ˋ  PL36

165 土師器 手捏 3�8 2�7 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部内・֎面φσ　ࢦ಄ࠟ ෴土Լ層 90ˋ  PL36

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̦14 砥石 （7�7） 4�0 3�3 （73�0） ؠ灰ڽ 砥面̐面　他はഁஅ面 ෴土Լ層 PL46

ද̐　奈良時代住居跡一ཡද

番号 Ґஔ 平面ܗ 主࣠方޲
໛（ｍ）ن น高

（ᶲ） চ面 น溝
内 部 ࢪ 設

෴土 主な出土遺物 時　期 උ　　ߟ
ॏ複関܎（古ˠ৽）（長࣠ʷ୹࣠） 主柱穴 出入口 ピット 炉・ᜱ ஷ蔵穴

1 ̗２K0 長方ܗ ̣－41 －˃̬ 3�72ʷ3�27 10 ～ 17 平ୱ 一部 － 1 4 ᜱ１ 灰ཷ１ ࣗવ 土師器，須恵器，
球状土錘，鉄ᕥ ̔世ل後༿

8 ̗̏F3 ʦ長方ܗʧ ̣－42 －˃̬    7�13 （̫4�48）15 ～ 20 平ୱ 一部 3 － － ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
刀子 ̔世ل前༿ 本跡ˠ 4,43

11 ̗２J0 ʦ長方ܗʧ ̣－47 －˃̚    4�20 （̫3�40） 12 平ୱ 一部 2 1 － ᜱ１ － 不明 土師器，須恵器 ̔世ل前൒ 4*13ˠ本跡ˠ 4,12・41・
42・52

12 ̘２C0 ʦ方ܗʧ ̣－42 －˃̬ （5�08）̫（4�74） 10 平ୱ 一部 4 1 1 ᜱ１ － 不明 土師器，須恵器，
土玉 ̔世ل後༿ 4*14ŋ15ŋ18ˠ本跡

ˠ 4,49

番号 Ґஔ 平面ܗ 主࣠方޲
໛（ｍ）ن น高

（ᶲ） চ面 น溝
内 部 ࢪ 設

෴土 主な出土遺物 時　期 උ　　ߟ
ॏ複関܎（古ˠ৽）（長࣠ʷ୹࣠） 主柱穴 出入口 ピット 炉・ᜱ ஷ蔵穴

17 ̘̐K0 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－62 －˃̬    3�63 （̫3�28）15 ～ 20 平ୱ 一部 3 1 － ᜱ１ － 不明 土師器，須恵器，

刀子 ̔世ل前൒ 本跡ˠ 4,37 ～ 39・53

19 ̙̐D0 方ܗ ̣－70 －˃̬ 3�40ʷ3�35 8 ～ 30 平ୱ － － － － ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
球状土錘 ̔世ل前༿ 4*20ˠ本跡ˠ 4*38

21 ̙̐H0 長方ܗ ̣－58 －˃̬ 3�63ʷ3�13 20 ～ 46 平ୱ શप 4 1 － ᜱ１ － ࣗવ 土師器，須恵器，鎌 ̔世ل後༿ 4*34ˠ本跡ˠ 4*22ŋ30

23 ̙̑G1 ʦ長方ܗʧ ̣－47 －˃̬ （3�22）̫ 2�82 14 ～ 43 平ୱ 一部 － 1 － ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
球状土錘 ̔世ل中༿ 本跡ˠ 4B3

24 ̙̑J2 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－73 －˃̬ （2�38）̫（2�28） 22 平ୱ － － － － ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器 ̔世ل後൒ 4B4ˠ本跡

29 ̙̐F8 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－64 －˃̬    5�60 （̫4�90） 4 ～ 62 平ୱ 一部 4 1 － ᜱ１ － ࣗવ

土師器，須恵器，
球状土錘，砥石，
釘，鉄ᕥ

̔世ل前༿ 本跡ˠ 4*33,4,98・99

32 ̙̑B1 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－63 －˃̬    5�60 （̫3�32） 4 ～ 62 平ୱ － 1 1 1 ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器，

球状土錘，鎌 ̔世ل前༿ 4*42ˠ本跡

33 ̙̐G9 方ܗ ̣－61 －˃̬ 4�28ʷ4�08 6 ～ 38 平ୱ 一部 4 1 － ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
砥石 ̔世ل中༿ 4*29ˠ本跡ˠ 4,99

35 ̙̑D1 方ܗ ̣－30 －˃̚ 3�25ʷ3�02 14 ～ 33 平ୱ શप 4 1 － ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
支脚 ̔世ل前൒

36 ̙̑D1 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－57 －˃̬    3�20 （̫2�15）14 ～ 33 平ୱ － 2 － － ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器 ̔世ل中༿ 4*37ˠ本跡

39 ̙̑C3 方ܗ ̣－44 －˃̬ 3�52ʷ3�52 14 ～ 64 平ୱ શप 4 1 － ᜱ１ － ࣗવ
土師器，須恵器，土
玉，球状土錘，支脚，
砥石，刀子，手鎌

̔世ل後༿

41 ̘̑K2 方ܗ ̣－24 －˃̚ 3�52ʷ3�50 5 ～ 33 平ୱ શप 4 － － ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器 ̔世ل中༿ 4*43ˠ本跡
ˠ 4*16"ŋ16B,4,32ŋ33

54 ̘̐J3 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－7 －˃̚    3�51 （̫1�42） 2 ～ 6 平ୱ 一部 － － － ᜱ１ － 不明 須恵器 ̔世ل中༿ 本跡ˠ 4*57

55 ̙̐E2 方ܗ ̣－29 －˃̬ 4�30ʷ4�18 2 ～ 27 平ୱ શप 4 － － － － 人ҝ
土師器，須恵器，
球状土錘，羽口，
鉄ᕥ

̔世ل中༿ 本跡ˠ 4B11

57 ̘̐J3 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－10 －˃̚    3�29 （̫2�78） 1 ～ 23 平ୱ 一部 4 1 1 炉2 － 人ҝ 土師器，須恵器，

砥石 ̔世ل後༿ 4*54ˠ本跡
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 掘立柱建物跡

第１号掘立柱建物跡（第104ਤ）

Ґஔ　調査区中央部の̘̏E7区，標高15� 5ｍの河岸段丘の中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第26号住居跡を掘りࠐΜでいる。

73－̣޲໛ͱ構଄　ܻ行̏間，ྊ行２間のଆ柱建物跡で，ܻ行方ن －˃̚の東੢棟である。ن໛はܻ行5� 85ｍ，

ྊ行3� 00ｍで，面積は17� 55㎡である。柱間ੇ法は，ܻ行1� 95ｍ（6� 5ई），ྊ行1� 5ｍ（̑ई）を基調とし，ۉ

౳に഑ஔされている。柱ےはほ΅ଗっている。

柱穴　̓か所。南東部は࡟平されており，੢部はࢼ掘トϨϯチが入っているたΊ，南ܻ行に૝定される柱穴ٴ

ͼ੢ྊ行に૝定される柱穴は確認できなかった。平面ܗはԁܗまたはପԁܗで，長80ܘ ～ 100ᶲ，୹70ܘ ～

80ᶲである。深さは25 ～ 46ᶲで，掘方のஅ面ܗはٯ台ܗである。土層は第２層が柱ࠟ跡，第̏・̐・̔層が

埋土，第１・̑～̓・̕～ 11層がൈきऔり後の෴土である。

遺物出土状況　土師器ย207点（坏６，甕ྨ201），須恵器ย34点（坏29，蓋̏，鉢１，甕ྨ１）が֤ピットか

ら出土している。166は̥２，167は̥̐の෴土中からそれͧれ出土している。また，ࡉยのたΊਤࣔできない

が，ମ部֎面にࣼҐの平行ୟきがࢪされた須恵器甕も出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل後൒とਪ定される。

ද̐　奈良時代住居跡一ཡද

番号 Ґஔ 平面ܗ 主࣠方޲
໛（ｍ）ن น高

（ᶲ） চ面 น溝
内 部 ࢪ 設

෴土 主な出土遺物 時　期 උ　　ߟ
ॏ複関܎（古ˠ৽）（長࣠ʷ୹࣠） 主柱穴 出入口 ピット 炉・ᜱ ஷ蔵穴

1 ̗２K0 長方ܗ ̣－41 －˃̬ 3�72ʷ3�27 10 ～ 17 平ୱ 一部 － 1 4 ᜱ１ 灰ཷ１ ࣗવ 土師器，須恵器，
球状土錘，鉄ᕥ ̔世ل後༿

8 ̗̏F3 ʦ長方ܗʧ ̣－42 －˃̬    7�13 （̫4�48）15 ～ 20 平ୱ 一部 3 － － ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
刀子 ̔世ل前༿ 本跡ˠ 4,43

11 ̗２J0 ʦ長方ܗʧ ̣－47 －˃̚    4�20 （̫3�40） 12 平ୱ 一部 2 1 － ᜱ１ － 不明 土師器，須恵器 ̔世ل前൒ 4*13ˠ本跡ˠ 4,12・41・
42・52

12 ̘２C0 ʦ方ܗʧ ̣－42 －˃̬ （5�08）̫（4�74） 10 平ୱ 一部 4 1 1 ᜱ１ － 不明 土師器，須恵器，
土玉 ̔世ل後༿ 4*14ŋ15ŋ18ˠ本跡

ˠ 4,49

番号 Ґஔ 平面ܗ 主࣠方޲
໛（ｍ）ن น高

（ᶲ） চ面 น溝
内 部 ࢪ 設

෴土 主な出土遺物 時　期 උ　　ߟ
ॏ複関܎（古ˠ৽）（長࣠ʷ୹࣠） 主柱穴 出入口 ピット 炉・ᜱ ஷ蔵穴

17 ̘̐K0 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－62 －˃̬    3�63 （̫3�28）15 ～ 20 平ୱ 一部 3 1 － ᜱ１ － 不明 土師器，須恵器，

刀子 ̔世ل前൒ 本跡ˠ 4,37 ～ 39・53

19 ̙̐D0 方ܗ ̣－70 －˃̬ 3�40ʷ3�35 8 ～ 30 平ୱ － － － － ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
球状土錘 ̔世ل前༿ 4*20ˠ本跡ˠ 4*38

21 ̙̐H0 長方ܗ ̣－58 －˃̬ 3�63ʷ3�13 20 ～ 46 平ୱ શप 4 1 － ᜱ１ － ࣗવ 土師器，須恵器，鎌 ̔世ل後༿ 4*34ˠ本跡ˠ 4*22ŋ30

23 ̙̑G1 ʦ長方ܗʧ ̣－47 －˃̬ （3�22）̫ 2�82 14 ～ 43 平ୱ 一部 － 1 － ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
球状土錘 ̔世ل中༿ 本跡ˠ 4B3

24 ̙̑J2 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－73 －˃̬ （2�38）̫（2�28） 22 平ୱ － － － － ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器 ̔世ل後൒ 4B4ˠ本跡

29 ̙̐F8 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－64 －˃̬    5�60 （̫4�90） 4 ～ 62 平ୱ 一部 4 1 － ᜱ１ － ࣗવ

土師器，須恵器，
球状土錘，砥石，
釘，鉄ᕥ

̔世ل前༿ 本跡ˠ 4*33,4,98・99

32 ̙̑B1 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－63 －˃̬    5�60 （̫3�32） 4 ～ 62 平ୱ － 1 1 1 ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器，

球状土錘，鎌 ̔世ل前༿ 4*42ˠ本跡

33 ̙̐G9 方ܗ ̣－61 －˃̬ 4�28ʷ4�08 6 ～ 38 平ୱ 一部 4 1 － ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
砥石 ̔世ل中༿ 4*29ˠ本跡ˠ 4,99

35 ̙̑D1 方ܗ ̣－30 －˃̚ 3�25ʷ3�02 14 ～ 33 平ୱ શप 4 1 － ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
支脚 ̔世ل前൒

36 ̙̑D1 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－57 －˃̬    3�20 （̫2�15）14 ～ 33 平ୱ － 2 － － ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器 ̔世ل中༿ 4*37ˠ本跡

39 ̙̑C3 方ܗ ̣－44 －˃̬ 3�52ʷ3�52 14 ～ 64 平ୱ શप 4 1 － ᜱ１ － ࣗવ
土師器，須恵器，土
玉，球状土錘，支脚，
砥石，刀子，手鎌

̔世ل後༿

41 ̘̑K2 方ܗ ̣－24 －˃̚ 3�52ʷ3�50 5 ～ 33 平ୱ શप 4 － － ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器 ̔世ل中༿ 4*43ˠ本跡
ˠ 4*16"ŋ16B,4,32ŋ33

54 ̘̐J3 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－7 －˃̚    3�51 （̫1�42） 2 ～ 6 平ୱ 一部 － － － ᜱ１ － 不明 須恵器 ̔世ل中༿ 本跡ˠ 4*57

55 ̙̐E2 方ܗ ̣－29 －˃̬ 4�30ʷ4�18 2 ～ 27 平ୱ શप 4 － － － － 人ҝ
土師器，須恵器，
球状土錘，羽口，
鉄ᕥ

̔世ل中༿ 本跡ˠ 4B11

57 ̘̐J3 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－10 －˃̚    3�29 （̫2�78） 1 ～ 23 平ୱ 一部 4 1 1 炉2 － 人ҝ 土師器，須恵器，

砥石 ̔世ل後༿ 4*54ˠ本跡

土層ղઆ（֤柱穴ڞ௨）
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化物・ന
　　　　　　　　৭ཻ子・ཻ࠭গ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量 , ম土ϒϩッΫ ŋ ཻ࠭ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・ന৭ཻ子・ཻ࠭
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・ཻ࠭ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫগ量，炭化物・

ന৭ཻ子・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　６ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子গ量，炭化物・ന
　　　　　　　　৭ཻ子・ཻ࠭ඍ量

ࠇ　̓ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ子・
　　　　　　　　ന৭ཻ子・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ཻ࠭ඍ量
̕　灰 ׊ ৭　炭化物・ম土ཻ子・ന৭ཻ子・ཻ࠭গ量
׊　10 灰 ৭　炭化物গ量，ম土ϒϩッΫ・ന৭ཻ子・ཻ࠭
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　11 ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量
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第３号掘立柱建物跡（第105・106ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̑G2区，標高14� 5ｍの河岸段丘の中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第23号住居跡を掘りࠐみ，第̐号溝に掘りࠐまれている。

31－̣޲໛ͱ構଄　ܻ行̑間，ྊ行̏間のଆ柱建物跡で，ܻ行方ن －˃̚の南北棟である。ن໛はܻ行6� 30ｍ，

ྊ行4� 20ｍで，面積は26� 46㎡である。柱間ੇ法は，ܻ 行が北࠺から1� 2ｍ（̐ई）・1� 2ｍ（̐ई）・1� 2ｍ（̐ई）・

1� 2ｍ（̐ई）・1� 5ｍ（̑ई）で，ྊ行は1� 5ｍ（̑ई）の౳間ִに഑ஔされている。柱ےは不ଗいである。

柱穴　16か所。平面ܗはԁܗまたはପԁܗで，長28ܘ ～ 86ᶲ，୹28ܘ ～ 80ᶲである。深さは̐～ 65ᶲで，

掘方のஅ面ܗはٯ台ܗまたは̪字ܗである。土層は第２～̔層が柱ࠟ跡，第̕～ 14層がൈきऔりࠟ，第15 ～

25層が埋土，第１層がൈきऔり後の෴土である。

遺物出土状況　土師器ย10点（甕ྨ），須恵器ย̔点（坏̑，甕ྨ̏）が̥１・̥̏・̥̑・̥̕・̥12 ～̥

15から出土している。168は̥14，TP14は̥̕，TP15は̥12の෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，̔世ل中༿と͑ߟられる第23号住居跡を掘りࠐΜでいることや出土土器から̔世ل後൒とਪ定

される。

TP14

TP15
168

第105図　第̏号掘立柱建物跡出土遺物࣮ଌਤ

第１号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第104ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

166 須恵器 坏 － （2�9） ʦ7�4ʧ 長石・石ӳ 灰ԫ׊ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ੾り P2෴土中 10ˋ

167 須恵器 坏 ʦ14�4ʧ （3�9） － 長石・石ӳ
・੺৭ཻ子 ԫ灰 ී௨ ϩΫϩφσ P4෴土中 ̑ˋ

土層ղઆ（֤柱穴ڞ௨）
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ子・
　　　　　　　　ཻ࠭ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ཻ࠭গ量 , ϩーϜϒϩッΫ ŋ ম土ϒϩッΫඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量
６　҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ম土ϒϩッΫ・೪土ϒϩッΫ・ϩ
　　　　　　　　ーϜཻ子ඍ量
̓　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ ŋ 炭化物 ŋ ϩーϜཻ子 ŋ ཻ࠭ඍ量
ۃ　̔ ҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，炭化ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭গ量
ۃ　10 ҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量
ࠇ　11 ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量
׊　12 ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ཻ࠭গ量

13　明 ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，೪土ཻ子গ量，ཻ࠭ඍ量
׊　14 ৭　ཻ࠭中量，ϩーϜϒϩッΫগ量，೪土ϒϩッ
　　　　　　　　Ϋඍ量
15　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ཻ࠭গ量
ࠇ　16 ৭　ཻ࠭গ量，ম土ϒϩッΫ・ࡉ礫ඍ量
ࠇ　17 ׊ ৭　ཻ࠭গ量
18　明 ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，ཻ࠭ඍ量
׊　19 ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ϒϩッΫඍ量
20　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ཻ࠭ඍ量
21　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ཻ࠭ඍ量
׊　22 ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ࡉ礫গ量，ཻ࠭ඍ量
ࠇ　23 ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量
ࠇ　24 ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
25　明 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量 , ೪土ϒϩッΫ ŋ ཻ࠭ඍ量
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第４号掘立柱建物跡（第107ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̑J2区，標高12� 0ｍの河岸段丘の中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第24号住居に掘りࠐまれている。

໛ͱ構଄　南部と東部が調査区Ҭ֎΁ԆͼているたΊ，南北は̏間，東੢は１間が確認できたたͩけで，ଆن

柱建物跡とਪ定され，ܻ行方޲は̣－22 －˃̚である。ن໛は南北が3� 90ｍ，東੢が1� 50ｍである。柱間ੇ法

は南北が1� 5ｍ（̑ई）・1� 2ｍ（̐ई）・1� 2ｍ（̐ई）で，東੢は1� 5ｍ（̑ई）である。柱ےはほ΅ଗっている。

柱穴　̑か所。平面ܗはԁܗまたはପԁܗで長56ܘ ～ 62ᶲ，୹46ܘ ～ 60ᶲである。深さは30 ～ 62ᶲで，掘

方のஅ面ܗはٯ台ܗまたは̪字ܗである。土層は第１～̓層がൈきऔりࠟ，第̔・̕層が埋土である。

第̏号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第105ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

168 須恵器 坏 － （2�0） ʦ8�0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り P14෴土中 ̑ˋ

TP14 須恵器 甕 － （6�8） － 長石・石ӳ 灰׊ ී௨ ମ部ԣҐの平行ୟき　内面ϔϥφσ　当て۩ࠟ P9෴土中

TP15 須恵器 甕 － （3�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී௨ ମ部同৺ԁ文のୟき　内面φσ P12෴土中
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第107図　第̐号掘立柱建物跡࣮ଌਤ

土層ղઆ（֤柱穴ڞ௨）
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭গ量，೪土ϒϩッΫ・炭化
　　　　　　　　物・ম土ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子・
　　　　　　　　ཻ࠭ඍ量
׊　̏ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ࡉ礫ඍ量
׊　̐ ৭　ϩーϜཻ子中量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量

ۃ　６ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
׊　̓ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・೪土ϒϩッ
　　　　　　　　Ϋඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ ŋ ೪土ϒϩッΫগ量 , ཻ࠭ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・೪土ϒϩッΫ・炭化ཻ子・
礫ඍ量ࡉ　　　　　　　　
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遺物出土状況　土師器ย11点（甕ྨ），須恵器ย̔点（坏６，甕ྨ２）が̥̑から出土しているが，いͣれも

。ยのたΊਤࣔできないࡉ

ॴݟ　時期は，出土土器がࡉยのたΊ確定がࠔ೉であるが，̔世ل後൒と͑ߟられる第24号住居に掘りࠐまれ

ていることや，෴土中から出土している須恵器坏の༷૬から̔世ل前൒とਪ定される。

　土坑

第58号土坑（第108 ～ 110ਤ）

Ґஔ　調査区中央部の̘̏I9区，標高14� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

�状　長࣠3ܗ໛ͱن 04ｍ，୹࣠2� 34ｍの長方ܗで，長࣠方޲は̣－35 －˃̬である。深さは31ᶲで，ఈ面は平

ୱである。นは֎܏して立ͪ上がっている。

෴土　̑層に分層できる。֤層にϩーϜϒϩッΫを含み，不نଇなଯ積状گをࣔしていることから埋Ί໭され

ている。

遺物出土状況　土師器ย446点（坏33，甕ྨ379，手捏34），須恵器ย57点（坏37，蓋13，甕６，鉢１），土製品

̏点（土玉１，球状土錘２），鉄ᕥ１点が出土している。169・172は北部，173は東部，%P42は中央部の෴土

中層，%P41は南部のఈ面，170・171・%P40は෴土中からそれͧれ出土している。174 ～ 176は北部の෴土中層，

ද̑　奈良時代掘立柱建物跡一ཡද　

番号 Ґஔ ܻ行方޲ 柱 間 ਺
ܻʷྊ（間）

໛　 ن
ܻʷྊ（ｍ）

面積
（㎡）

柱間ੇ法    柱　　穴 
出土遺物 時　期 උ　　ߟ

（ॏ複関܎ 古ˠ৽）ܻ間 ྊ間 構଄ 柱穴਺ 平面ܗ 深さ
（ᶲ）

１ ̘̏E7 ̣－73 ƅ－̚ 3ʷ2 5�85ʷ3�00 17�55 1�95 1�5 ଆ柱 7 ԁܗ・ପԁܗ 25 ～ 46 土師器，須恵器 ̔世ل後൒ 4*26ˠ本跡

̏ ̙̑G2 ̣－31 ƅ－̚ 5ʷ3 6�30ʷ4�20 26�46 1�2・1�5 1�5 ଆ柱 16 ԁܗ・ପԁܗ ̐～ 65 土師器，須恵器 ̔世ل後൒ 4*23ˠ本跡ˠ 4%4

̐ ̙̑J2 ̣－22 ƅ－̚ （3）̫（1） （3�90）̫ （1�50） － 1�2・1�5 1�5 ଆ柱 5 ପԁܗ 30 ～ 62 土師器，須恵器 ̔世ل前൒ 本跡ˠ 4*24

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化物・ম土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量

ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ཻ࠭গ量，ম土ϒϩッΫ・
　　　　　　　　炭化物ඍ量
̑　明 ׊ ৭　ཻ࠭多量
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178は北部のఈ面，179は東部の෴土上層，177は෴土中からそれͧれ出土しているが，いͣれも埋Ί໭しのࡍ

に第１号遺物集中地点の土器がࠞ入したものとみられる。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل後༿に比定できる。多量の土器が出土していることから，ഇغ場としてར

༻されたとみられる。

169
170

171

175

179
178177176

174

173

172

第109図　第58号土坑出土遺物࣮ଌਤ（１）
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第67号土坑（第111・112ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̘̑G2区，標高21� 0ｍの河岸段丘上Ґの平ୱ面にҐஔしている。

�0ܘ状　長ܗ໛ͱن 91ｍ，୹0ܘ� 69ｍのପԁܗで，長ܘ方޲は̣－75 －˃̬である。深さは40ᶲで，ఈ面は平

ୱである。นはほ΅௚立している。

෴土　̑層に分層できる。֤層にϩーϜϒϩッΫや೪土ཻ子を含Μでいることから埋Ί໭されている。

遺物出土状況  土師器ย２点（甕），須恵器ย１点（蓋）

が出土している。180は北部の෴土Լ層から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل後༿に比定できる。

性֨は不明であるが，प囲にଘ在する第68・72号土坑と

。しており，関連が૝定されるࣅ状がྨܗ໛やن
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第 110 図　第 58 号土坑出土遺物࣮ଌਤ（２）

第111図　第67号土坑࣮ଌਤ

第58号土坑出土遺物࡯؍ද（第109・110ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

169 須恵器 坏 － （2�9） ʦ7�6ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部多方޲のϔϥ࡟り ෴土中層 20ˋ

170 須恵器 坏 － （2�2） ʦ8�2ʧ 長石 灰 ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ࡟り ෴土中 10ˋ

171 須恵器 蓋 ʦ15�0ʧ （1�7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明׊灰 ී௨ ఱҪ部左ճりのճసϔϥ࡟り ෴土中 ̑ˋ

172 須恵器 鉢 ʦ34�0ʧ（10�0） － 長石・石ӳ
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部ॎҐの平行ୟき　内面ࢦ಄ࠟ ෴土中層 ̑ˋ

173 須恵器 甕 ʦ24�2ʧ （6�9） － 長石・石ӳ 灰ԫ ී௨ 口ԑ部内・֎面ϩΫϩφσ ෴土中層 ̑ˋ

174 土師器 手捏 5�0 4�2 3�5 長石・石ӳ ᒵ ී௨ ֎面ࢦ಄ࠟ　内面ϔϥφσ ෴土中層 100ˋ  PL36

175 土師器 手捏 5�0 3�0 3�2 長石・石ӳ
・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 内・֎面ࢦ಄ࠟ ෴土中層 90ˋ  PL36

176 土師器 手捏 ʦ5�2ʧ 3�1 5�0 長石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ 内・֎面ࢦ಄ࠟ ෴土中層 60ˋ

177 土師器 手捏 ʦ6�8ʧ 2�6 ʦ6�6ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ 内・֎面ࢦ಄ࠟ ෴土中 30ˋ

178 土師器 手捏 － （2�9） 3�5 長石・石ӳ
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ 内・֎面φσ ఈ面 30ˋ

179 土師器 手捏 － （3�2） 5�4 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ 内・֎面ຎ໓にΑる調੔不明 ෴土上層 30ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　　ߟ

%P40 土玉 1�9 1�7 0�5 （4�7） 土（長石・石ӳ・
　　Ӣ฼） φσ　一方޲からઠ޸ ෴土中 PL44

%P41 球状土錘 2�5 2�1 0�7 9�50 土（長石） φσ　一方޲からઠ޸ ఈ面 PL44

%P42 球状土錘 2�9 2�2 0�7 16�6 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土中層 PL44

土層ղઆ           
׊　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，೪土ϒϩッΫඍ量
２　明 ׊ ৭　೪土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子中量
׊　̏ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，೪土ϒϩッΫগ量
׊　̐ ৭　೪土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子গ量
̑　灰 ׊ ৭　೪土ཻ子多量，ϩーϜཻ子ඍ量
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第68号土坑（第113ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̘̑G2区，標高21� 5ｍの河岸段丘上Ґの平ୱ面にҐஔしている。

�0ܘ，状　東部が֧ཚをडけているがܗ໛ͱن 72ｍのԁܗであることを確認した。深さは52ᶲで，ఈ面は平ୱ

である。นは֎܏して立ͪ上がっている。

෴土　̐層に分層できる。֤層にϩーϜϒϩッΫを含Μでいることから埋Ί໭されている。

遺物出土状況　須恵器ย１点（坏）が出土している。181は中央部の෴土中層から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل中༿に比定できる。性֨は不明であるが，प囲にଘ在する第67・72号土坑

とن໛やܗ状がྨࣅしており，関連が૝定される。

第72号土坑（第114ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̘̑G3区，標高21� 5ｍの河岸段丘上Ґの平ୱ面にҐஔしている。

�0ܘ状　長ܗ໛ͱن 69ｍ，୹0ܘ� 66ｍのԁܗである。深さは38ᶲで，ఈ面は平ୱである。นは֎܏して立ͪ上
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第113図　第68号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

第112図　第67号土坑出土遺物࣮ଌਤ

第67号土坑出土遺物࡯؍ද（第112ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

180 須恵器 蓋 ʦ16�2ʧ （3�2） － 長石・石ӳ 灰 ී௨ ఱҪ部左ճりのճసϔϥ࡟り ෴土Լ層 40ˋ

土層ղઆ           
׊　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫগ量
׊　２ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，࠭質೪土ϒϩッΫඍ量

̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫඍ量
̐　灰 ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子多量，ϩーϜϒϩッΫඍ量

第68号土坑出土遺物࡯؍ද（第113ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

181 須恵器 坏 ʦ14�2ʧ 4�9 ʦ9�2ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰Φリーϒ ී௨ ఈ部ճసϔϥ࡟り ෴土中層 20ˋ
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がっている。

෴土　̏層に分層できる。֤層にϩーϜϒϩッΫを含Μでいることから埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย２点（甕）が出土している。182は東部の෴土上層から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل後༿に比定できる。性֨は不明であるが，प囲にଘ在する第67・68号土坑

とن໛やܗ状がྨࣅしており，関連が૝定される。

第84号土坑（第115・116ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐H7区，標高12� 5ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第86号土坑を掘りࠐΜでいる。

�1ܘ状　長ܗ໛ͱن 18ｍ，୹0ܘ� 82ｍのପԁܗで，長ܘ方޲は̣－86 －˃̚である。深さは40ᶲで，ఈ面はほ

΅平ୱである。นは֎܏して立ͪ上がっている。

෴土　̐層に分層できる。֤層にϩーϜやম土，೪土のϒϩッΫを含Μでいることから埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย２点（甕ྨ），須恵器ย２点（坏，

鉢）が出土している。183は南੢部の෴土Լ層から出土し

ている。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل中༿に比定できる。

土層ղઆ           
׊　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，࠭質೪土ϒϩッΫগ量
２　҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量

̏　にͿいԫ׊৭　ཻ࠭多量
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第114図　第72号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

第72号土坑出土遺物࡯؍ද（第114ਤ）
番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

182 土師器 甕 ʦ20�4ʧ（10�4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部֎面ϔϥφσ　内面ࢦ಄ࠟ　ྠ積ࠟ ෴土上層 25ˋ
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第115図　第84号土坑࣮ଌਤ

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子ඍ量
׊　̏ 灰 ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫগ量，ന৭೪土ϒ

ϩッΫඍ量
̐　灰 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ന৭೪土ϒϩッΫগ量
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第113号土坑（第117・118ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐E3区，標高13� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

�状　長࣠2ܗ໛ͱن 67ｍ，୹࣠1� 69ｍの۱ؙ長方ܗで，長࣠方޲は̣－27 －˃̬である。深さは２～ 27ᶲであ

るが，南東部のఈ面はややԜತ状で，北੢部とのࠩが̔ᶲほどのわͣかな段を༗している。นは֎܏して立ͪ

上がっている。

෴土　10層に分層できる。֤層にϩーϜやম土のϒϩッΫを含み，不نଇなଯ積状گをࣔしていることから埋

Ί໭されている。

183

D

A
&

184  D˄

 A˄

 &˄

$

B

 B
˄  $

˄

D4E4-W1N

13
.4
m

2

5
6

1

A
 A

˄

D
 D

˄

&
 &

˄

8
7

2
4

3 6
9

1

B
 B

˄

$
 $

˄

5
10

8

18
4

第116図　第84号土坑出土遺物࣮ଌਤ

第117図　第113号土坑࣮ଌਤ

第84号土坑出土遺物࡯؍ද（第116ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

183 須恵器 坏 14�6 4�4 8�4 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී௨ ఈ部多方޲のϔϥ࡟り ෴土Լ層 80ˋ　PL36

土層ղઆ           
１　҉ ੺ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫগ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，炭化物ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̐　҉ ੺ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量 , ϩーϜཻ子 ŋ ম土ཻ子ඍ量

ࠇ　６ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̓ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ ŋ ম土ϒϩッΫ ŋ 炭化ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量
10　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，炭化ཻ子ඍ量
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遺物出土状況　土師器ย52点（坏１，甕ྨ51），須

恵器ย31点（坏19，高台付坏1，蓋̑，甕16）が出

土している。ほかにࠞ入したണย１点（チϟート），

鉄ᕥ１点（32� 4̶），礫̑点も出土している。184

は北੢部の෴土Լ層から出土している。ほかの出

土土器はࡉยのたΊਤࣔできない。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل中༿に比定で

きる。

̐　平安時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴住居跡12軒，掘立柱建物跡̐棟，柱列跡１列，水場遺構１か所，遺物包含層１か所，

不明遺構１基を確認した。ҎԼ，遺構と遺物にͭいて記ड़する。

　竪穴住居跡

第２号住居跡（第119・120ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̗２H0区，標高19� 0ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

�状　長࣠3ܗ໛ͱن 20ｍ , ୹࣠3� 06ｍの方ܗで，主࣠方޲は̣－31 －˃̬である。น高は10 ～ 17ᶲで，֎܏し

て立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱで，นࡍまで౿みݻΊられている。東コーφー部をআ͘นԼには，น溝が巡っている。

竈　北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで82ᶲで，೩ম部෯は左କ部が遺ଘしていないたΊ，

63ᶲしか確認できなかった。କ部はϩーϜを主ମとする第14層を基部として構ஙされている。Րচ部はচ面と

ほ΅同͡高さを࢖༻しており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に42ᶲ掘りࠐまれ，Րচ

184

第118図　第113号土坑出土遺物࣮ଌਤ

第113号土坑出土遺物࡯؍ද（第118ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

184 須恵器 高台付坏 ʦ15�8ʧ 7�6 ʦ10�8ʧ 長石・石ӳ ҉灰ԫ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ࡟り後，高台ష
り付け ෴土Լ層 40ˋ

ද６　奈良時代土坑一ཡද

番号 Ґஔ 長 ޲方（ܘ࣠） 平面ܗ
໛（ｍ）　ن

น面 ఈ面 ෴土 主 な 出 土 遺 物 時　期 උ　　ߟ
（ॏ複関܎　古ˠ৽）長 ʷ ୹ （ܘ࣠） 深さ（ᶲ）（ܘ࣠）

58 ̘̏I9 ̣－35 －˃̬ 長方ܗ 3�04ʷ2�34 31 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器，土玉，球
状土錘，鉄ᕥ ̔世ل後༿

67 ̘̑G2 ̣－75 －˃̬ ପԁܗ 0�91ʷ0�69 40 ௚立 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器 ̔世ل後༿

68 ̘̑G2 － ԁܗ 0�72ʷ0�72 52 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 須恵器 ̔世ل中༿

72 ̘̑G3 － ԁܗ 0�69ʷ0�66 38 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器 ̔世ل後༿

84 ̙̐H7 ̣－86 －˃̚ ପԁܗ 1�18ʷ0�82 40 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器 ̔世ل中༿ 4,86ˠ本跡

113 ̙̐E3 ̣－27 －˃̬ ۱ؙ長方ܗ 2�67ʷ1�69 ２～ 27 ܏֎ 平ୱ
Ԝತ 人ҝ 土師器，須恵器，ണย，鉄ᕥ，

礫 ̔世ل中༿
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面から֎܏して立ͪ上がっている。

ϐοτ　深さ22ᶲで，南東นࡍの中央部にҐஔしていることやߗ化面の広がりから出入り口ࢪ設に伴うピット

と͑ߟられる。

෴土　̑層に分層できる。֤層の含༗物はཻ子が主ମで，Ϩϯズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย132点（坏26，高台付坏１，高台付椀１，甕ྨ104），須恵器ย32点（坏24，蓋̑，鉢̏），

鉄製品２点（釘，不明）が出土している。ほかにࠞ入した古墳時代の土師器ย̓点（坏）もࢄ在した状ଶで出

土している。186はᜱの෴土中層からٯҐの状ଶで，185はᜱ，188は北東นࡍの෴土Լ層，189はᜱのขき口か

竈土層ղઆ           
１　にͿいԫ׊৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
׊　２ ৭　࠭質೪土ཻ子中量，ϩーϜཻ子 ŋ ম土ཻ子ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̐　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量，ϩーϜཻ子ඍ量
׊　̑ ৭　ম土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
׊　６ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
̓　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ ŋ ϩーϜཻ子 ŋ ম土ཻ子ඍ量
̔　にͿいԫ׊৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量

̕　҉ ׊ ৭　炭化ཻ子গ量 , ম土ϒϩッΫ ŋ ϩーϜཻ子ඍ量
׊　10 ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子・࠭質　　
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
11　ԫ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ϒϩッΫ ŋ 炭化ཻ子ඍ量
׊　12 ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・　　
　　　　　　　　炭化ཻ子ඍ量
13　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量
׊　14 ৭　ϩーϜཻ子多量

土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量

׊　̐ ৭　ϩーϜཻ子গ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　炭化物・ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
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らそれͧれ出土しており，いͣれもഇઈ後のૣい段֊でഇغされたものと͑ߟられる。187は෴土中から出土

している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل中༿に比定できる。

第16̖号住居跡（第121 ～ 123ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̘̑K3区，標高18� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第16̗・41・43・45号住居跡を掘りࠐΜでいる。

�໛は北੢・南東࣠4ن。平されており不઱明である࡟状　南੢部はܗ໛ͱن 79ｍで，北東・南੢࣠は3� 82ｍし

か確認できなかった。平面ܗは長方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－23 －˃̚である。遺ଘしているน高は̔～

12ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱなషচで，中央部の広い範囲が౿みݻΊられている。షচは࠭質೪土を含Ή灰ԫ׊৭土の上に，

185

186

189

188

187

第120図　第２号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

第２号住居跡出土遺物࡯؍ද（第120ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

185 須恵器 坏 ʦ12�8ʧ 4�8 6�3 長石・石ӳ・Ӣ฼ ҉灰 ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部一方޲のϔϥ࡟り ᜱ෴土Լ層 40ˋ　PL37

186 土師器 高台付坏 13�6 6�3 7�6 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ఈ部ճసϔϥ੾り後，高台షり付け　ମ部֎面とఈ部
に๽書ʮ ʯ（ଇఱ文字） ᜱ෴土中層 80ˋ　PL37

187 土師器 高台付椀 － （2�2） ʦ6�4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ఈ部ճసϔϥ࡟り後，高台షり付け　ମ部֎面に๽書
ʮ˘ʯ　 ෴土中 ̑ˋ

188 須恵器 鉢 ʦ29�2ʧ（12�9） － 長石・石ӳ・礫 灰ԫ ී௨ ମ部ॎҐの平行ୟき　内面当て۩ࠟ ෴土Լ層 20ˋ

189 土師器 甕 ʦ12�2ʧ（11�7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ ମ部ԼҐϔϥ࡟り　内面ྠ積ࠟを࢒すφσ ᜱขき口 10ˋ
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ϩーϜϒϩッΫを含Ή׊ࠇ৭土を積み上͛て構ஙされている。東นと੢นの一部のนԼでน溝を確認した。

竈　北東นの東دりに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで165ᶲ，೩ম部෯58ᶲである。କ部は遺

ଘしていないが，೩ম部の構ங状گから࠭質೪土を積み上͛て構ஙされていたものと૝定される。೩ম部の内

นはՐをडけて੺มしている。Րচ部はচ面とほ΅同͡高さを࢖༻しており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化し

ている。Րচ部の北東ଆには支脚が２か所ਾ͑られており，ขき口からのڑ཭は36ᶲ・88ᶲである。この２点

の支脚が接合することから，ॳΊはขき口からԞにҐஔする支脚がਾ͑られている部分をՐচ面として࢖༻し，
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その後ંれた支脚を࠶ར༻して手前のՐচ面を࢖༻していたものと૝定され，長期間にわたってᜱを࢖༻して

いたことがうかが͑る。Ԏ道部はน֎に88ᶲ掘りࠐまれ，Րচ面から֎܏して立ͪ上がっている。第１～̐層

はକ部ٴͼఱҪ部の่落土層である。

෴土　11層に分層できる。Ϩϯズ状のଯ積状گをࣔしていることからࣗવଯ積である。第12・13層はషচの構

ங土である。

遺物出土状況　土師器ย758点（坏２，高台付椀42，甕ྨ714），須恵器ย145点（坏67，高台付坏̏，蓋６，鉢

61，甑̔），土製品１点（支脚），鉄製品１点（᭲）がશ面の෴土中層からԼ層にかけて出土している。%P43

はᜱのՐচ面とそのԞにਾ͑られている２点が接合したものである。Րচ面にਾ͑られているものが上部にあ

たり，࠶ར༻されたものと͑ߟられる。195・197 ～ 199は南東部，̢14はᜱの෴土Լ層，192はᜱ前面の෴土

中層からそれͧれ出土しており，いͣれもഇઈ後のૣい段֊でഇغされたものと͑ߟられる。191・193・196

は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل後༿に比定できる。

竈土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子গ量，炭化物・

ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩ
　　　　　　　　ッΫ・炭化ཻ子ඍ量
׊　̏ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ多量
̐　灰 ԫ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，࠭質೪土ϒϩッΫ・炭化物・

ϩーϜཻ子গ量
ۃ　̑ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　６ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子・࠭質೪土ཻ

子ඍ量

̓　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物・࠭質೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　炭化物・ম土ཻ子・࠭質೪土ཻ子গ量，ϩーϜ
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̕　੺ ׊ ৭　ম土ཻ子多量
10　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ多量，炭化ཻ子中量
ࠇ　11 ׊ ৭　炭化物中量，ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　12 ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，炭化物・ম土ཻ子ඍ量
׊　13 ৭　࠭質೪土ཻ子中量，ম土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量

土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　炭化物・ϩーϜཻ子・ཻ࠭ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量 , 炭化物 ŋ ম土ཻ子 ŋ ཻ࠭ඍ量
̏　灰 ԫ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭

化物ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量 , 炭化物 ŋ ম土ཻ子 ŋ ཻ࠭ඍ量
６　にͿいԫ׊৭　ম土ϒϩッΫ・ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭

化物ඍ量
̓　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量 , ম土ཻ子 ŋ 炭化ཻ子 ŋ ཻ࠭ඍ量

ࠇ　̔ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・ཻ࠭ඍ量
̕　灰 ԫ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ中量，炭化物গ量，ϩーϜཻ

子・ম土ཻ子ඍ量
10　灰 ԫ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・ཻ࠭গ量
ࠇ　11 ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　12 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
13　灰 ԫ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，炭化物・ϩーϜཻ子・

ম土ཻ子ඍ量
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第122図　第16̖号住居跡出土遺物࣮ଌਤ（１）
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第123図　第16̖号住居跡出土遺物࣮ଌਤ（２）

第16̖号住居跡出土遺物࡯؍ද（第122・123ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

191 土師器 坏 － （1�9） ʦ8�0ʧ 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　内面ϔϥຏき　ఈ部に๽書
ʮ ʯ ෴土中 10ˋ　PL37

192 須恵器 坏 ʦ13�0ʧ 3�6 5�6 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ϔϥ੾り後，多方޲のϔ
ϥ࡟り ෴土中層 50ˋ　PL37

193 須恵器 坏 － （2�1） ʦ6�0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ϔϥ੾り　ఈ部に๽書
ʮ˘ʯ ෴土中 10ˋ

195 土師器 高台付椀 － （3�5） 6�4 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　内面ϔϥຏき　ఈ部ճసϔϥ

੾り後，高台షり付け ෴土Լ層 30ˋ

196 土師器 高台付椀 － （3�7） 6�6 長石・石ӳ 明׊ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　内面ϔϥຏき　ఈ部ճసϔϥ
り後，高台షり付け࡟ ෴土中 20ˋ

197 須恵器 蓋 － （2�7） － 長石・石ӳ
৭ཻ子ࠇ・ 灰 ී௨ ఱҪ部左ճりのճసϔϥ࡟り　ఠ3�7ܘᶲ ෴土Լ層 50ˋ

198 土師器 甕 ʦ20�9ʧ（25�2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰׊ ී௨ ମ部ԼҐϔϥ࡟り　内面ྠ積ࠟを࢒すϔϥφσ ෴土Լ層 50ˋ　PL38

199 土師器 甕 16�0 （12�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい੺׊ ී௨ ମ部ԼҐϔϥ࡟り　内ྠ積ࠟを࢒すφσ ෴土Լ層 40ˋ

番号 器　種 高さ ܘখ࠷ ܘ大࠷ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P43 支脚 17�9 5�6 11�6 （1600）土（長石・石ӳ・
　　Ӣ฼） φσ　Րをडけている　明੺׊৭ ᜱՐচ面 PL45

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̢14 ᭲ （8�7） 5�0 0�5 （15�3） 鉄 ᭲਎部三֯ܗ　அ面ؙ྆　ܪ部୺ܽଛ　அ面長方ܗ　 ᜱ෴土Լ層 PL47
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第16̗号住居跡（第124 ～ 126ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̘̑K3区，標高18� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第41・43号住居跡を掘りࠐみ，第16̖号住居に掘りࠐまれている。

�状　長࣠4ܗ໛ͱن 50ｍ , ୹࣠4� 35ｍの方ܗで，主࣠方޲は̣－23 －˃̚である。遺ଘしているน高は17ᶲで，

。して立ͪ上がっている܏֎

চ　ほ΅平ୱで，นࡍまで౿みݻΊられている。北コーφー部をআ͘นԼには，น溝が巡っている。

竈　北東นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで103ᶲ，೩ম部෯53ᶲである。କ部は遺ଘしてい

ないが，೩ম部の構ங状گから࠭質೪土を積み上͛て構ஙされていたものと૝定される。೩ম部の内นはՐを

डけて੺มしている。Րচ部はচ面とほ΅同͡高さを࢖༻しており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。

Ԏ道部はน֎に75ᶲ掘りࠐまれ，Րচ面から֎܏して立ͪ上がっている。

竈土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ・炭化物・ϩーϜཻ子・ম
　　　　　　　　土ཻ子ඍ量
̏　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子গ量，炭化物ඍ量
̐　҉ ׊ ৭　炭化物・ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・࠭質೪土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子・࠭質೪土ཻ子গ量
６　҉ ੺ ׊ ৭　炭化物গ量 , ম土ϒϩッΫ ŋ ࠭質೪土ཻ子ඍ量
׊　̓ ৭　࠭質೪土ཻ子中量，炭化物গ量，ম土ϒϩッ
　　　　　　　　Ϋඍ量

̔　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子多量，ম土ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ子・࠭質೪土ཻ子ඍ量
10　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・࠭質೪土ཻ子গ量，炭化材ඍ量
11　҉ ੺ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量 , ম土ϒϩッΫ ŋ 炭化物ඍ量
12　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子中量 , 炭化物গ量 , ࠭質೪土ཻ子ඍ量
13　҉ ੺ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ম土ϒϩッΫ・炭化物・
　　　　　　　　ϩーϜཻ子ඍ量
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ϐοτ　２か所。̥１・̥２は深さ56ᶲ・64ᶲで，北東นに付設されているᜱを中৺として྆ଆにほ΅౳間ִ

にҐஔしている。いͣれもนࡍからน֎に޲かってࣼΊに掘りࠐまれているが，性֨不明である。

෴土　̔層に分層できる。֤層にϩーϜやম土・࠭質೪土のϒϩッΫを含み，不نଇなଯ積状گをࣔしている

ことから埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย505点（坏25，高台付椀35，甕ྨ445），須恵器ย131点（坏83，高台付坏̐，蓋̐，鉢

35，甕ྨ̐，甑１）が北部から南੢部にかけての෴土Լ層を中৺に出土している。201は東コーφー部のচ面から，

190は中央部，194は北コーφー部の෴土Լ層からそれͧれ出土している。203は੢コーφー部のচ面から出土

したഁยが接合している。いͣれもഇઈ後のૣい段֊でഇغされたものと͑ߟられる。200・202は෴土中から

それͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，̕世ل後༿と͑ߟられる第16̖号住居に掘りࠐまれていることや，出土土器から̕世ل中༿に

比定できる。
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第125図　第16̗号住居跡࣮ଌਤ（２）

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・࠭質೪
　　　　　　　　土ϒϩッΫ・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫ・炭化物গ
　　　　　　　　量，ϩーϜϒϩッΫඍ量
̏　灰 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫগ量，炭化
　　　　　　　　物ඍ量
ࠇ　̐ ৭　炭化ཻ子গ量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量

ࠇ　̑ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子গ量，ম土ϒ
　　　　　　　　ϩッΫ・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　６ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ・炭化物・ϩーϜཻ子・ম
　　　　　　　　土ཻ子ඍ量
ࠇ　̓ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
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第126図　第16̗号住居跡࣮ଌਤ

第16̗号住居跡出土遺物࡯؍ද（第126ਤ）

番号 種　別 器　種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

190 須恵器 坏 ʦ13�2ʧ 4�4 ʦ6�6ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部一方޲のϔϥ࡟り ෴土Լ層 40ˋ

200 須恵器 坏 ʦ15�2ʧ 3�8 8�2 長石・石ӳ・Ӣ฼
・礫 にͿい׊ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ࡟り ෴土中 40ˋ　PL37

201 須恵器 坏 ʦ13�8ʧ 4�1 ʦ6�6ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ന ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ੾り চ面 30ˋ

194 須恵器 高台付坏 － （3�2） ʦ9�0ʧ 長石・石ӳ 灰ԫ ී௨ ఈ部ճసϔϥ੾り後，高台షり付け ෴土Լ層 30ˋ

202 土師器 高台付椀 ʦ16�4ʧ （4�9） － 長石・石ӳ ᒵ ී௨ ମ部内面ϔϥຏき　 ෴土中 20ˋ

203 須恵器 甑 ʦ23�8ʧ 24�7 ʦ14�2ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී௨ ମ部ॎҐの平行ୟき　ԼҐϔϥ࡟り　内面φσ　当て
۩ࠟ　ఈ部̑ࣜ޸ চ面 30ˋ　PL38



－ 136 － － 137 －

第22号住居跡（第127・128ਤ）

Ґஔ　調査区南東部̙̐G0区，標高13� 5ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第21号住居跡を掘りࠐΜでいる。

�状　長࣠3ܗ໛ͱن 03ｍ , ୹࣠2� 92ｍの方ܗで，主࣠方޲は̣－48 －˃̬である。น高は21 ～ 48ᶲで，֎܏し

て立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱで，中央部が౿みݻΊられている。นԼにはน溝が巡っている。

竈  北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで111ᶲ，೩ম部෯50ᶲである。କ部は遺ଘしてい

ない。Րচ部はচ面とほ΅同͡高さを࢖༻しており，Րচ面は੺มしていない。Ԏ道部はน֎に82ᶲ掘りࠐま

れ，Րচ面から֎܏して立ͪ上がっており，Ԏ道部の内นはՐをडけて੺มしている。
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第127図　第22号住居跡࣮ଌਤ

竈土層ղઆ           
１　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫগ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，ϩーϜཻ子ඍ量

ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量 , ϩーϜཻ子 ŋ 炭化ཻ子ඍ量
׊　̑ 灰 ৭　ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
６　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
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ϐοτ　̑か所。̥１～̥̐は深さ32 ～ 43ᶲで，主柱穴である。̥̑は深さ30ᶲで，南東นࡍの中央部にҐ

ஔしていることやߗ化面の広がりから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。

෴土　15層に分層できる。Ϩϯズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย160点（坏31，高台付椀̑，甕ྨ124），須恵器ย40点（坏29，瓶ྨ１，鉢10），鉄製品

１点（刀子）が北東部から東部にかけての෴土中層・Լ層を中৺に出土している。207は北東部のচ面と̥１・

̥２の෴土上層からそれͧれ出土したഁยが接合したもので，ഇઈ後のૣい段֊でഇغされたものと͑ߟられ

る。̢15は̥１付近の෴土Լ層，204 ～ 206は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫগ量，炭化物・

ཻ࠭ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　炭化物・ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子গ量，ཻ࠭ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　６ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ ŋ 炭化物 ŋ ϩーϜཻ子 ŋ ཻ࠭ඍ量
̓　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・ཻ࠭ඍ量

̕　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量
10　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ϒϩッΫ・炭化物・࠭
礫ඍ量ࡉ・ཻ　　　　　　　　
ࠇ　11 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量 , ϩーϜཻ子 ŋ 炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　12 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　13 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・炭化物
　　　　　　　　ඍ量
14　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　15 ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子গ量
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第128図　第22号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

第22号住居跡出土遺物࡯؍ද（第128ਤ）

番号 種　別 器　種 口 ܘ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

204 須恵器 坏 ʦ14�6ʧ 5�3 8�0 長石・石ӳ ԫ灰 ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部ϔϥ੾り後，多方޲の
ϔϥ࡟り ෴土中 60ˋ

205 須恵器 坏 ʦ14�7ʧ 4�3 ʦ8�8ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰׊ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り ෴土中 10ˋ

206 土師器 高台付椀 ʦ13�5ʧ 4�7 ʦ6�0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ମ部内面ϔϥຏき　ఈ部ϔϥ੾り後，高台షり付け ෴土中 30ˋ

207 土師器 甕 21�8 （7�9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子・礫 ᒵ ී௨ ମ部֎面φσ　内面ϔϥφσ　ྠ積ࠟ　 চ面

P1ŋP2෴土上層 10ˋ

番号 器　種 長　さ ෯ ް さ ॏ 量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̢15 刀子 （8�2） 0�9 0�4 （7�9） 鉄 ਕ部୺部ܽଛ　அ面三֯ܪ　ܗ部ܽଛ ෴土Լ層 PL47
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第27号住居跡（第129ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̘̐I4区，標高16� 5ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第２̖号溝に掘りࠐまれている。

�໛は北੢・南東࣠3ن。状　南੢部は後世の֧ཚをडけているたΊ不઱明であるܗ໛ͱن 40ｍで，北東・南੢

࣠は2� 92ｍしか確認できなかった。平面ܗは方ܗあるいは長方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－59 －˃̬である。

遺ଘしているน高は11ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱであるが，南੢部に޲かってएࣼ܏ׯしている。ӈକ部の前面にͩけ౿みݻΊられている。南東

นのนԼにはน溝が確認されている。ᜱӈକの前面には，೪土やম土，炭化物の広がりを確認した。

竈  北੢นに付設されている。遺ଘ状ଶはѱ͘，ӈକ部の基部が確認されたͩけで，෴土は遺ଘしていない。

まࠐ໛はข口部からԎ道部まで80ᶲで，೩ম部෯は52ᶲが確認できたͩけである。Ԏ道部はน֎に10ᶲ掘りن

れ，Րচ面から֎܏して立ͪ上がっている。

෴土　̓層に分層できる。不نଇなଯ積状گをࣔしていることから埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย44点（坏６，高台付椀１，甕ྨ36，甑１），須恵器ย15点（坏２，鉢12，甕ྨ１），土

製品１点（球状土錘）が出土している。209は北東นࡍ，%P44は中央部のচ面からそれͧれ出土しており，ഇ

ઈ後のૣい段֊でഇغされたものと͑ߟられる。208は෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل後༿に比定できる。
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第129図　第27号住居跡・出土遺物࣮ଌਤ

土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量
ۃ　̏ ҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子গ量，炭化ཻ子ඍ量

̑　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　６ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　̓ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
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第30号住居跡（第130ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐H9区，標高12� 5ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第21・34号住居跡を掘りࠐΜでいる。

�状　長࣠3ܗ໛ͱن 72ｍ，୹࣠3� 44ｍの方ܗで，主࣠方޲は̣－37 －˃̚である。น高は15 ～ 20ᶲで，֎܏し

て立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱであるが，南੢部に޲かってएࣼ܏ׯしている。中央部が౿みݻΊられている。นԼにはน溝が

巡っている。

竈　北東นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで81ᶲ，೩ম部෯54ᶲである。କ部は࠭質೪土を主

ମとする第̑層を積み上͛て構ஙされており，内ଆはՐをडけて੺มしている。Րচ部はচ面を20ᶲ掘りࠐΜ

で，ϩーϜ土を主ମとする第６・̓層を埋土して構ஙされており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ

道部はน֎に27ᶲ掘りࠐまれ，Րচ面から֎܏して立ͪ上がっている。Ԟนにはକ部構ங材と同͡第̑層をష

り付けてิڧしている。第１～̐層はକ部おΑͼఱҪ部の่落土層である。

ϐοτ　̑か所。̥１～̥̐は深さ32 ～ 38ᶲで，主柱穴である。̥̑は深さ̔ᶲで，南੢นࡍの中央部にҐ

ஔしていることから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。

෴土　̕層に分層できる。北東൒部ͩけの遺ଘであるが，Ϩϯズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย312点（坏15，甕ྨ297），須恵器ย35点（坏21，高台付坏１，蓋６，盤１，甕ྨ６），

土製品１点（球状土錘）が東部の෴土Լ層を中৺に出土している。210は東部のচ面と෴土中からそれͧれ出

土したഁยが接合している。211はᜱの෴土中，%P45は東部นࡍの෴土Լ層からそれͧれ出土している。いͣ

れもഇઈ後のૣい段֊でഇغされたものと͑ߟられる。TP16は෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，̔世ل後༿と͑ߟられる第21号住居跡を掘りࠐΜでいることや，出土土器から̕世ل前༿に比

定できる。

第27号住居跡出土遺物࡯؍ද（第129ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

208 土師器 坏 ʦ16�2ʧ （4�0） － 長石・石ӳ にͿいԫ׊ ී௨ ମ部内面ϔϥຏき ෴土中 10ˋ

209 土師器 高台付椀 － （1�4） 5�7 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　内面ϔϥຏき　ఈ部ճసϔϥ

り後，高台షり付け࡟ চ面 20ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P44 球状土錘 2�9 2�2 0�6 16�1 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ চ面 PL44

竈土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ϒ
　　　　　　　　ϩッΫ・炭化物ඍ量
２　੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッ
　　　　　　　　Ϋ・炭化物ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・炭化物・

࠭質೪土ཻ子ඍ量

̑　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　６ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化物・ম土ཻ子ඍ量
׊　̓ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ
　　　　　　　　子ඍ量

土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ম土ϒϩッΫ・炭化物・ϩーϜཻ
　　　　　　　　子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ϩーϜϒϩッΫ・ম
　　　　　　　　土ϒϩッΫ・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ϒ
　　　　　　　　ϩッΫ・炭化ཻ子ඍ量

ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　６ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量
ࠇ　̓ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
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第130図　第30号住居跡・出土遺物࣮ଌਤ

第30号住居跡出土遺物࡯؍ද（第130ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

210 須恵器 坏 ʦ14�2ʧ （3�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
৭ཻ子ࠇ・ ҉灰ԫ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り চ面

෴土中 10ˋ

211 須恵器 盤 ʦ17�8ʧ （2�8） － 長石・石ӳ ԫ灰 ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り ᜱ෴土中 20ˋ

TP16 須恵器 甕 － （3�5） － 長石 ԫ灰 ී௨ ମ部֎面ॎҐの平行ୟき　内面当て۩ࠟ ෴土中

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P45 球状土錘 2�4 1�9 0�5 10�8 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土Լ層 PL44
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第38号住居跡（第131・132ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐C9区，標高15� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第19号住居跡を掘りࠐみ，第̖̑号溝に掘りࠐまれている。

�状　長࣠3ܗ໛ͱن 78ｍ，୹࣠3� 64ｍの方ܗで，主࣠方޲は̣－69 －˃̬である。遺ଘしているน高は２～ 17

ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱで，中央部が౿みݻΊられている。੢นと北นの一部をআ͘นԼには，น溝が巡っている。

竈　੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで95ᶲ，೩ম部෯46ᶲである。କ部は࠭質೪土を主ମ

とする第̓～ 11層を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面とほ΅同͡高さを࢖༻しており，Րচ面の੺

มは確認できないが，上面に層ް２ᶲの炭化層が広がっている。Ԏ道部はน֎に37ᶲ掘りࠐまれており，Րচ

面から؇やかにࣼ܏して立ͪ上がっている。第１～̑層はକ部ٴͼఱҪ部の่落土層である。

第30号住居跡出土遺物࡯؍ද（第130ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

210 須恵器 坏 ʦ14�2ʧ （3�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
৭ཻ子ࠇ・ ҉灰ԫ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り চ面

෴土中 10ˋ

211 須恵器 盤 ʦ17�8ʧ （2�8） － 長石・石ӳ ԫ灰 ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り ᜱ෴土中 20ˋ

TP16 須恵器 甕 － （3�5） － 長石 ԫ灰 ී௨ ମ部֎面ॎҐの平行ୟき　内面当て۩ࠟ ෴土中

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P45 球状土錘 2�4 1�9 0�5 10�8 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土Լ層 PL44
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ϐοτ　̑か所。̥１～̥̐は深さ26 ～ 46ᶲで，主柱穴である。̥̑は深さ23ᶲで，東นࡍの中央部にҐஔ

していることやߗ化面の広がりから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。

෴土　̔層に分層できる。Ϩϯズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย12点（坏２，甕ྨ10），須恵器ย１点（蓋），灰釉陶器ย１点（長頸瓶）が出土してい

る。212は̥̑付近のচ面から出土しており，ഇઈ後のૣい段֊でഇغされたものと͑ߟられる。213は෴土中

から出土しているほか，ࡉยのたΊਤࣔできないが，内面ࠇ৭ॲཧされた平安時代の土師器坏も出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل後൒とਪ定される。

第44号住居跡（第133・134ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̘̑I5区，標高21� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ܗ໛やن。のたΊ，大൒は調査区Ҭ֎΁Ԇͼており，ᜱの一部を確認したͩけであるࡍ状　調査区Ҭܗ໛ͱن

状，主࣠方޲は不明である。

竈  ੢นに付設されていたとਪ定される。ن໛はข口部からԎ道部まで93ᶲ，೩ম部෯74ᶲしか確認できなかっ

た。କ部は࠭質೪土を積み上͛て構ஙされており，内ଆはՐをडけて੺มしている。Րচ面はՐをडけて੺ม

。化している。第１～̐層はକ部おΑͼఱҪ部の่落土層であるߗ

212

213

第132図　第38号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

竈土層ղઆ           
１　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量
ࠇ　２ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量
̏　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土ཻ子中量
̐　ԫ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ多量
̑　灰 ԫ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子多量 , ম土ϒϩッΫ ŋ 炭化物ඍ量
ࠇ　６ ৭　炭化ཻ子多量，ম土ཻ子ඍ量

̓　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量，鉄分ඍ量
̔　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子・鉄分多量
̕　灰 ԫ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子多量，鉄分গ量
ࠇ　10 ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量
׊　11 灰 ৭　࠭質೪土ཻ子多量，鉄分গ量

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化物・࠭
　　　　　　　　質೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子・ࡉ礫ඍ量
ۃ　̏ ҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ子ඍ量

ࠇ　̑ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，࠭質೪土ϒϩッΫ・炭化
　　　　　　　　物ඍ量
ࠇ　６ ৭　ཻ࠭গ量
̓　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ子・࠭質೪土ཻ子গ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　炭化物ඍ量

第38号住居跡出土遺物࡯؍ද（第132ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

212 須恵器 蓋 － （2�0） － 長石・石ӳ ԫ灰 ී௨ ఱҪ部左ճりのճసϔϥ࡟り　ఠ3�6ܘᶲ চ面 20ˋ

213 灰釉陶器 長頸瓶 － （4�5） － 長石 灰ԫ 良޷ ϩΫϩφσ　 ෴土中 10ˋ

竈土層ղઆ           
׊　１ ৭　ϩーϜཻ子গ量，࠭質೪土ϒϩッΫඍ量
׊　２ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ϒϩッΫ・炭化物・࠭
　　　　　　　　質೪土ཻ子ඍ量
̏　にͿい׊৭　࠭質೪土ཻ子多量
̐　にͿい׊৭　࠭質೪土ϒϩッΫ多量
׊　̑ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ཻ子ඍ量

６　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量
̓　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，炭化物ඍ量
̔　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子中量，࠭質೪土ཻ子গ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫඍ量
ࠇ　10 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量 , ϩーϜཻ子 ŋ 炭化ཻ子ඍ量
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遺物出土状況　土師器ย66点（甕ྨ），須恵器ย26点（坏̑，高盤１，蓋２，鉢１，甕ྨ16，甑１）が出土している。

214はᜱのՐচ面から出土している。219はᜱのՐচ面からٯҐの状ଶで出土しており，支脚として࢖༻されて

いたものと͑ߟられる。いͣれもഇઈ時に遺غされたものと͑ߟられる。216・218はᜱの෴土Լ層，217・220

は෴土中層からԼ層にかけてそれͧれ出土したഁยが接合したものである。いͣれもഇઈ後にഇغされたもの

と͑ߟられる。215はᜱの෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。
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第46号住居跡（第135 ～ 137ਤ）

Ґஔ　調査区北東部の̗２K2区，標高16� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。
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第44号住居跡出土遺物࡯؍ද（第133・134ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

214 須恵器 蓋 ʦ11�4ʧ （2�3） － 長石・石ӳ 灰 ී௨ ఱҪ部左ճりのճసϔϥ࡟り ᜱՐচ面 30ˋ

215 須恵器 蓋 ʦ18�0ʧ （2�5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ఱҪ部左ճりのճసϔϥ࡟り ᜱ෴土中 10ˋ

216 須恵器 高盤 － （6�5） － 長石・石ӳ 灰 ී௨ 脚部スリット２か所 ᜱ෴土Լ層 30ˋ

217 須恵器 鉢 ʦ32�6ʧ（24�2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී௨ ମ部ॎҐの平行ୟき　ԼҐϔϥ࡟り　内面ྠ積ࠟを࢒
すφσ　当て۩ࠟ

ᜱ෴土中層
・Լ層 30ˋ　PL38

218 土師器 甕 15�1 16�2 6�0 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部ԼҐϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ　ྠ積ࠟを࢒すφσ

ఈ部木༿ࠟ ᜱ෴土Լ層 75ˋ　PL38

219 土師器 甕 － （13�1） 7�5 長石・石ӳ・Ӣ฼
৭ཻ子ࠇ・ ᒵ ී௨ ମ部ԼҐϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ　ྠ積ࠟを࢒すφσ

ఈ部木༿ࠟ ᜱՐচ面 60ˋ

220 須恵器 甑 29�5 31�1 12�5 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰׊ ී௨ ମ部ࣼҐの平行ୟき　ԼҐϔϥ࡟り　内面φσ　当て
۩ࠟ

ᜱ෴土中層
・Լ層 70ˋ　PL39



－ 146 － － 147 －

ॏෳؔ܎　第２号ピット群の̥10に掘りࠐまれている。

�໛は北੢・南東࣠6ن。状　南൒部は֧ཚをडけているたΊ不઱明であるܗ໛ͱن 76ｍで，北東・南੢࣠は5� 75

ｍしか確認できなかった。平面ܗはピットの഑ஔから方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－41 －˃̬である。遺ଘ

しているน高は17 ～ 46ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱで，นࡍまで౿みݻΊられている。遺ଘしているนԼには，น溝が巡っている。

竈　北੢นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで127ᶲ，೩ম部෯63ᶲである。କ部は第12・13層

を基部とし，その上に࠭質೪土を主ମとする第̕～ 11層を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面とほ΅

同͡高さを࢖༻しており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。第１・２層はକ部おΑͼఱҪ部の่落土層

である。
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第136図　第46号住居跡࣮ଌਤ（２）

竈土層ղઆ           
１　にͿい੺׊৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物・࠭質೪土ཻ子ඍ量
２　੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量
̏　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，炭化ཻ子ඍ量
̐　明 ੺ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ ŋ ম土ཻ子গ量 , 炭化物ඍ量
̑　にͿい੺׊৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子গ量，炭化ཻ子ඍ量
６　҉ ੺ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ϒϩッΫ ŋ 炭化ཻ子ඍ量
̓　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量

׊　̔ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̕　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量
׊　10 ৭　࠭質೪土ཻ子中量，ϩーϜཻ子গ量
11　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子中量
12　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
׊　13 ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量



－ 148 － － 149 －

ϐοτ　̑か所。̥１～̥̐は深さ20 ～ 58ᶲで，主柱穴である。̥̑は深さ50ᶲで，南東นࡍの中央部にҐ

ஔしていることから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。

෴土　６層に分層できる。北部から東部にかけての一部しか遺ଘしていないたΊશ༰が明らかではないが，Ϩ

ϯズ状にଯ積していることからࣗવଯ積とみられる。

遺物出土状況　土師器ย326点（坏37，甕ྨ287，甑２），須恵器ย60点（坏28，盤１，蓋６，鉢24，甕ྨ１），

土製品̑点（球状土錘２，支脚̏）が北部から南東部にかけての෴土中層・Լ層を中৺に出土している。223

はᜱକ部の෴土中層からそれͧれ出土したഁยが接合している。%P47は東コーφー部の෴土上層，221・

222・224・TP17・%P46は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل中༿に比定できる。

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・࠭質೪土ཻ子গ量，ম土ϒϩッ
　　　　　　　　Ϋඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ϒϩッΫඍ量

׊　̐ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量
׊　̑ ৭　ϩーϜཻ子中量
׊　６ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子ඍ量

221

224

223

222

TP17

DP46 DP47

第137図　第46号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

第46号住居跡出土遺物࡯؍ද（第137ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

221 土師器 坏 ʦ15�0ʧ （4�4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　内面ϔϥຏき ෴土中 10ˋ

222 須恵器 坏 － （1�6） 8�8 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ੾り ෴土中 ̑ˋ

223 土師器 甕 16�4 （11�1） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ ମ部֎面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ　ྠ積ࠟ ᜱ෴土中層 30ˋ

224 土師器 甕 ʦ18�1ʧ （4�8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ ମ部֎面φσ　内面ϔϥφσ ෴土中 ̑ˋ

TP17 須恵器 鉢 － （4�5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ମ部ॎҐの平行ୟき　内面φσ ෴土中

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P46 球状土錘 2�8 2�7 0�8 （19�7） 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土中 PL44

%P47 球状土錘 3�0 2�9 0�8 （21�4） 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土上層 PL44



－ 148 － － 149 －

第47号住居跡（第138 ～ 140ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̘１B0区，標高15� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第52号住居跡を掘りࠐΜでいる。

�໛は長࣠4ن。状　શ面が後世の֧ཚをडけているたΊ遺ଘ状ଶは不良であるܗ໛ͱن 13ｍ，୹࣠3� 64ｍの長

方ܗで，主࣠方޲は̣－45 －˃̬である。遺ଘしているน高は30 ～ 42ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱで，ᜱ前面のڱい範囲が౿みݻΊられていることͩけを確認した。

竈　北੢นに付設されている。֧ཚをडけて遺ଘ状ଶが不良のたΊ，ن໛はข口部からԎ道部まで148ᶲ，೩

ম部෯48ᶲしか確認できなかった。କ部はϩーϜϒϩッΫを主ମとする第６層を基部とし，その上に࠭質೪土

を主ମとする第̐・̑層を積み上͛て構ஙされており，内ଆはՐをडけて੺มしている。Րচ部はচ面から10

ᶲ掘りࠐΜで，ম土や灰を含Ή第̓・̔層を埋ΊࠐΜで構ஙされており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化してい
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る。Ԏ道部はน֎に88ᶲ掘りࠐまれ，Րচ面から֎܏して立ͪ上がっている。第１～̏層はକ部おΑͼఱҪ部

の่落土層である。

ϐοτ　̑か所。̥１～̥̐は深さ20 ～ 34ᶲで，主柱穴である。̥̑は深さ16ᶲで，南東นࡍの中央部にҐ

ஔしていることやߗ化面の広がりから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。

෴土　̓層に分層できる。֤層にϩーϜやম土のϒϩッΫを含Μでいるが，Ϩϯズ状のଯ積状گをࣔしている

ことからࣗવଯ積とみられる。

遺物出土状況　土師器ย416点（坏66，高台付椀１，高台付皿̑，甕ྨ344），須恵器ย100点（坏54，蓋６，鉢

２，甕ྨ35，甑̏），土製品１点（管状土錘）のほか，灰釉陶器ย̏点（瓶ྨ）がશ面の෴土Լ層を中৺に出

土している。225は南コーφー部付近，226・228はᜱのӈକ֎，231はᜱ内，232は中央部の෴土Լ層，%P48は

ᜱ前面のচ面からそれͧれ出土している。いͣれもഇઈ後のૣい段֊でഇغされたものと͑ߟられる。227・

229・230・TP18は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل後༿に比定できる。

竈土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量，࠭ 質೪土ϒϩッΫগ量，
　　　　　　　　ম土ཻ子ඍ量
２　明 ԫ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ多量，ϩーϜϒϩッΫগ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ中量，ϩーϜϒϩッΫগ量，
　　　　　　　　ম土ཻ子ඍ量

̐　灰 ԫ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子多量
̑　にͿいԫ׊৭　ϩーϜϒϩッΫ・࠭質೪土ཻ子中量
׊　６ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
̓　にͿいᒵ৭　灰多量，ম土ϒϩッΫগ量
̔　にͿい੺׊৭　ম土ϒϩッΫ中量

土層ղઆ           
１　にͿい׊৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
׊　２ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ子গ量
ۃ　̏ ҉ ׊ ৭　炭化物・ম土ཻ子গ量
̐　にͿいԫ׊৭　ཻ࠭多量，ম土ཻ子中量

׊　̑ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化物・ম土ཻ子গ量
６　҉ ׊ ৭　炭化ཻ子・ཻ࠭গ量
׊　̓ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
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226
228
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TP18
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225

第139図　第47号住居跡出土遺物࣮ଌਤ（１）
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第49号住居跡（第141 ～ 143ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̘２F5区，標高15� 5ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第50号住居跡を掘りࠐΜでいる。

�状　長࣠4ܗ໛ͱن 00ｍ，୹࣠3� 80ｍの方ܗで，主࣠方޲は̣－２ －˃̬である。น高は̐～ 43ᶲで，ほ΅௚

立している。

চ　ほ΅平ୱで，นࡍまで౿みݻΊられている。北੢コーφー部は֧ཚをडけているたΊ確認できなかったが，

遺ଘしているนԼには，น溝が巡っている。

竈　北นに付設されている。ن໛はข口部からԎ道部まで172ᶲ，೩ম部෯36ᶲである。କ部は土師器甕をิ

～み，࠭質೪土を主ମとする第̕ࠐ材として埋Ίڧ 11層を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を25ᶲ

掘りࠐΜで，ম土ϒϩッΫを含Ή第12 ～ 14層を埋土して構ஙされており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化して

いる。Ԏ道部はน֎に84ᶲ掘りࠐまれ，Րচ面から؇やかにࣼ܏し，Ԟนで֊段状に立ͪ上がっている。

232
DP48

第140図　第47号住居跡出土遺物࣮ଌਤ（２）

第47号住居跡出土遺物࡯؍ද（第139・140ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

225 土師器 坏 ʦ14�8ʧ 3�8 7�2 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　内面ϔϥຏき　ఈ部ճసϔϥ

り࡟ ෴土Լ層 60ˋ　PL37

226 土師器 坏 ʦ12�6ʧ （3�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　内面ϔϥຏき　ମ部֎面に๽

書ʮ˘ʯ ෴土Լ層 10ˋ

227 土師器 坏 ʦ13�0ʧ （2�7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ମ部内面ϔϥຏき　֎面に๽書ʮ˘ʯ ෴土中 ̑ˋ

228 土師器 坏 ʦ13�0ʧ （1�6） － 長石・石ӳ
・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ମ部内面ϔϥຏき　֎面に๽書ʮ˘ʯ ෴土Լ層 ̑ˋ

229 須恵器 坏 ʦ15�2ʧ 4�3 ʦ8�6ʧ 長石・石ӳ ԫ灰 ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ੾り ෴土中 40ˋ

230 土師器 高台付椀 ʦ13�8ʧ 3�6 ʦ7�2ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　内面ϔϥຏき ෴土中 30ˋ

231 土師器 甕 ʦ22�0ʧ （7�9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ ମ部֎面φσ　内面ϔϥφσ　ྠ積ࠟ ᜱ෴土Լ層 ̑ˋ

232 土師器 甕 ʦ24�0ʧ（10�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ମ部֎面φσ　内面ϔϥφσ ෴土Լ層 10ˋ

TP18 須恵器 鉢 － （5�8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී௨ ମ部ॎҐの平行ୟき　内面ϔϥφσ ෴土中

番号 器　種 長  さ ܘ ܘ ޸ ॏ 量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P48 管状土錘 6�1 3�7 1�4 （74�2） 土（長石・石ӳ・
　　Ӣ฼） φσ　一方޲からઠ޸ চ面 PL43

竈土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，炭化ཻ子ඍ量
̏　灰 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・炭化ཻ子・ཻ࠭
　　　　　　　　গ量
̐　明 ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ多量 , ϩーϜཻ子 ŋ 炭化ཻ子গ量

̑　灰 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，ϩーϜཻ子・ཻ࠭গ量
６　灰 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物中量，ϩーϜཻ子গ量
̓　明 ԫ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・炭化ཻ子গ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物গ量
̕　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量，ম土ϒϩッΫ中量



－ 152 － － 153 －

ϐοτ　̐か所。̥１～̥̏は深さ̓～ 12ᶲで，主柱穴である。̥̐は深さ15ᶲで，南นࡍの中央部にҐஔ

していることやߗ化面の広がりから出入り口ࢪ設に伴うピットと͑ߟられる。

10　҉ ੺ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子多量，ম土ཻ子中量，炭化ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
11　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，࠭質೪土ཻ子গ量，炭化
　　　　　　　　物ඍ量
12　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，炭化物গ量

13　҉ ੺ 灰 ৭　ম土ཻ子中量，炭化ཻ子গ量，࠭質೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
14　にͿいԫ׊৭　ম土ϒϩッΫ中量，炭化物গ量，ϩーϜཻ子・

࠭質೪土ཻ子ඍ量
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෴土　̐層に分層できる。Ϩϯズ状にଯ積しているが，֤層にϩーϜϒϩッΫを含Μでいることから埋Ί໭さ

れている。

遺物出土状況　土師器ย209点（坏̑，甕ྨ204），須恵器ย̓点（坏２，高台付坏̏，瓶ྨ２），土製品１点（球

状土錘）がᜱपลの෴土Լ層を中৺に出土している。235・236はᜱの྆କ部にٯҐの状ଶで埋Ίࠐまれており，

されたものである。237ŋ238はᜱの෴土Լ層から出土したഁยがそれͧれ接合している。233༺࢖材としてڧิ

は南นࡍ中央の෴土Լ層から出土している。いͣれもഇઈ後のૣい段֊でഇغされたものと͑ߟられる。234

はᜱの෴土中層，%P49は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

233

234

237

238

236

第142図　第49号住居跡出土遺物࣮ଌਤ（１）

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量，ম土ϒϩッΫඍ量

̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
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第52号住居跡（第144ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̘１C0区，標高15� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第47号住居に掘りࠐまれている。

まれており，北੢部は調査区Ҭ֎となっている。またશ面が後世のࠐ状　北東部は第47号住居に掘りܗ໛ͱن

֧ཚをडけているたΊ，遺ଘ状ଶは不良である。ن໛は北੢・南東࣠3� 68ｍ，北東・南੢࣠0� 84ｍしか確認で

きなかった。平面ܗは方ܗあるいは長方ܗとਪ定され，主࣠方޲は̣－44 －˃̬である。遺ଘしているน高は

16ᶲで，֎܏して立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱで，౿みݻΊらたࠟ跡は確認できなかった。

235

DP49

第143図　第49号住居跡出土遺物࣮ଌਤ（２）

第49号住居跡出土遺物࡯؍ද（第142・143ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

233 須恵器 坏 ʦ12�6ʧ （4�0） － 長石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り ෴土Լ層 10ˋ

234 須恵器 高台付坏 － （3�0） ʦ6�8ʧ 長石・石ӳ ԫ灰 ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ࡟り後，高台ష
り付け ᜱ෴土中層 10ˋ

235 土師器 甕 21�0 （31�5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部֎面ϔϥ࡟り後，ϔϥຏき　内面ϔϥφσ　ྠ積ࠟ ᜱକ部 90ˋ　PL38

236 土師器 甕 19�9 （28�7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ମ部֎面ϔϥຏき　内面ϔϥφσ　ྠ積ࠟ ᜱକ部 70ˋ　PL39

237 土師器 甕 21�6 （15�9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部֎面ϔϥຏき　内面ϔϥφσ　ྠ積ࠟ ᜱ෴土Լ層 30ˋ

238 土師器 甕 ʦ23�0ʧ（14�2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部֎面φσ　内面ϔϥφσ ᜱ෴土Լ層 20ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P49 球状土錘 2�6 2�3 0�8 16�9 土（長石・石ӳ）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土中 PL44
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竈　北੢นに付設されている。କ部と掘方の一部を確認したͩけで，ن໛は不明である。କ部は࠭質೪土を主

ମとする第１層を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はϩーϜϒϩッΫやম土ϒϩッΫを含Ή第２・̏層を埋

土して構ஙされている。

෴土　１層しか確認できなかった。遺ଘ状ଶがѱいたΊ，ଯ積状گは不明である。

遺物出土状況　土師器ย136点（坏28，甕ྨ108），須恵器ย43点（坏20，鉢̐，甕ྨ19），灰釉陶器ย１点（瓶

ྨ）が出土している。239 ～ 241・TP19はいͣれも෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，̕世ل後༿と͑ߟられる第47号住居に掘りࠐまれていることや，出土土器から̕世ل中༿に比

定できる。
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第144図　第52号住居跡・出土遺物࣮ଌਤ

竈土層ղઆ           
１　Φリーϒ׊৭　࠭質೪土ཻ子多量
２　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量 , 炭化物 ŋ ࠭質೪土ཻ子ඍ量

̏　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子多量，ϩーϜϒϩッΫ中量，炭化物
　　　　　　　　ඍ量

土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ ŋ ম土ཻ子গ量 , 炭化ཻ子ඍ量
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　掘立柱建物跡

第５号掘立柱建物跡（第145ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐H8区，標高12� 5ｍの河岸段丘の中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

70－̣޲໛ͱ構଄　ܻ行２間，ྊ行２間のଆ柱建物跡で，ܻ行方ن －˃̚の東੢棟である。ن໛はܻ行3� 90ｍ，

ྊ行3� 60ｍで，面積は14� 04㎡である。柱間ੇ法はܻ行が੢࠺から1� 8ｍ（６ई）・2� 1ｍ（̓ई）で，ྊ行は1� 8

ｍ（６ई）の౳間ִに഑ஔされている。柱ےはほ΅ଗっている。

柱穴　̔か所。平面ܗはପԁܗで長50ܘ ～ 84ᶲ，୹48ܘ ～ 76ᶲである。深さは23 ～ 70ᶲで，掘方のஅ面ܗ

はٯ台ܗである。土層は第１・２層が柱ࠟ跡，第̏～ 12層がൈきऔりࠟ，第13 ～ 19層が埋土である。

遺物出土状況　土師器ย42点（坏１，甕ྨ41），須恵器ย̑点（盤１，甕ྨ̐）が̥̏をআ͘ピットから出土

している。242・243は̥̑の෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

第52号住居跡出土遺物࡯؍ද（第144ਤ）

番号 種　別 器　種 口 ܘ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

239 土師器 坏 ʦ13�6ʧ （3�0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ମ部内面ϔϥຏき ෴土中 10ˋ

240 土師器 坏 ʦ12�8ʧ （3�5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ ମ部内面ϔϥຏき ෴土中 10ˋ

241 須恵器 坏 － （3�4） ʦ9�0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り ෴土中 ̑ˋ

TP19 須恵器 鉢 － （5�0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
৭ཻ子ࠇ・ ԫ灰 ී௨ ମ部ॎҐの平行ୟき ෴土中

ද̓　平安時代住居跡一ཡද

番号 Ґஔ 平面ܗ 主࣠方޲
໛（ｍ）ن  น高

（ᶲ） চ面 น溝
内 部 ࢪ 設

෴土 主な出土遺物 時　期 උ　　ߟ
ॏ複関܎（古ˠ৽）（長࣠ʷ୹࣠） 主柱穴 出入口 ピット 炉・ᜱ ஷ蔵穴

2 ̗２H0 方ܗ ̣－31 －˃̬ 3�20ʷ3�06 10 ～ 17 平ୱ ほ΅
શप － 1 － ᜱ１ － ࣗવ 土師器，須恵器，

釘 ̕世ل中༿

16 " ̘̑K3 ʦ長方ܗʧ ̣－23 －˃̚    4�79 （̫3�82） 8 ～ 12 平ୱ 一部 － － － ᜱ１ － ࣗવ 土師器，須恵器，
支脚，᭲ ̕世ل後༿ 4*43・45ˠ4*41ˠ4*16Bˠ

本跡

16 B ̘̑K3 方ܗ ̣－23 －˃̚ 4�50ʷ4�35 17 平ୱ ほ΅
શप － － 2 ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器 ̕世ل中༿ 4*43ˠ 4*41ˠ本跡

ˠ 4*16"

22 ̙̐G 0 方ܗ ̣－48 －˃̬ 3�03ʷ2�92 21 ～ 48 平ୱ શप 4 1 － ᜱ１ － ࣗવ 土師器，須恵器，
刀子 ̕世ل前༿ 4*21ˠ本跡

27 ̘̐I4 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－59 －˃̬    3�40 （̫2�92） 11 平ୱ 一部 － － － ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器，

球状土錘 ̕世ل後༿ 本跡ˠ 4%2"

30 ̙̐H9 方ܗ ̣－37 －˃̚ 3�72ʷ3�44 15 ～ 20 平ୱ શप 4 1 － ᜱ１ － ࣗવ 土師器，須恵器，
球状土錘 ̕世ل前༿ 4*34ˠ 4*21ˠ本跡

38 ̙̐C9 方ܗ ̣－69 －˃̬ 3�78ʷ3�64 2 ～ 17 平ୱ 一部 4 1 － ᜱ１ － ࣗવ 土師器，須恵器，
灰釉陶器 ̕世ل後൒ 4*19ˠ本跡ˠ 4%5"

44 ̘̑I5 ― ― ― ― － － － － － ᜱ１ － － 土師器，須恵器 ̕世ل前༿

46 ̗２K2 ʦ方ܗʧ ̣－41 －˃̬    6�76 （̫5�75）17 ～ 46 平ୱ 一部 4 1 － ᜱ１ － ࣗવ 土師器，須恵器，
球状土錘，支脚 ̕世ل中༿ 本跡ˠ P(2

47 ̘１B0 長方ܗ ̣－45 －˃̬ 4�13ʷ3�64 30 ～ 42 平ୱ － 4 1 － ᜱ１ － ࣗવ 土師器，須恵器，灰
釉陶器，管状土錘 ̕世ل後༿ 4*52ˠ本跡

49 ̘２F5 方ܗ ̣－ 2 －˃̬ 4�00ʷ3�80 4 ～ 43 平ୱ શप 3 1 － ᜱ１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
球状土錘 ̕世ل前༿ 4*50ˠ本跡

52 ̘１C0 ʦ方ܗ・
長方ܗʧ ̣－44 －˃̬ （3�68）̫（0�84） 16 平ୱ － － － － ᜱ１ － 不明 土師器，須恵器，

灰釉陶器 ̕世ل中༿ 本跡ˠ 4*47

土層ղઆ（֤柱穴ڞ௨）
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭গ量，ࡉ礫ඍ量
２　灰 ԫ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・೪土ϒ
　　　　　　　　ϩッΫ・炭化物ඍ量
ࠇ　６ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̓ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量
ࠇ　10 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・೪土ཻ子・ࡉ礫
　　　　　　　　ඍ量

ࠇ　11 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・炭化物・ϩーϜཻ子・೪土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
ࠇ　12 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・೪土ཻ子ඍ量
13　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ཻ࠭গ量，ࡉ礫ඍ量
14　にͿいԫ׊৭　ϩーϜϒϩッΫ・ཻ࠭গ量，೪土ϒϩッΫඍ量
15　灰 ԫ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭গ量，ম土ϒϩッΫඍ量
ࠇ　16 ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量
ࠇ　17 ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
ࠇ　18 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化材ඍ量
ࠇ　19 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・೪土ϒϩッΫඍ量
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第９号掘立柱建物跡（第146・147ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐D2区，標高13� 5ｍの河岸段丘の中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第58・59号住居跡，第̏号ピット群の̥17を掘りࠐΜでいる。また，第̏号ピット群の̥１・̥

15・̥16・̥18とॏ複しているが，৽چ関܎は不明である。
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第̑号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第145ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

242 須恵器 盤 ʦ18�2ʧ （2�7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ϩΫϩφσ　ຎ໓にΑる調੔不明 P5෴土中 10ˋ

243 土師器 甕 ʦ17�0ʧ （4�1） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部֎面φσ　内面ϔϥφσ P5෴土中 ̑ˋ
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12－̣޲໛ͱ構଄　ܻ行̑間，ྊ行２間の૯柱建物跡で，ܻ行方ن －˃̚の南北棟である。ن໛はܻ行9� 00ｍ，

ྊ行4� 20ｍで，面積は37� 80㎡である。柱間ੇ法はܻ行が北࠺から1� 8ｍ（６ई）・1� 8ｍ（６ई）・1� 2ｍ（̐ई）・

1� 8ｍ（６ई）・2� 4ｍ（̔ई）で，ྊ行は2� 1ｍ（̓ई）の౳間ִに഑ஔされている。柱ےはほ΅ଗっている。

柱穴　16か所。平面ܗはԁܗまたはପԁܗで長60ܘ ～ 114ᶲ，୹52ܘ ～ 92ᶲである。深さは24 ～ 84ᶲで，掘方

のஅ面ܗはٯ台ܗまたは̪字ܗである。第１層は柱ࠟ跡，第２～６層は埋土，第̓～ 14層はൈきऔりࠟである。

11

11
11

11

5

3 4

DP50

246

245

244

4

2 3
4

4

5

432

2

2
3

3

4
432

7 8 9

11
10

2 3

12

13
.6
m

$

10 13

14

12
.8
m

D

11

10

13
11

 D
˄

 $
˄

 &
˄

12
.6
m

&

第147図　第̕号掘立柱建物跡・出土遺物࣮ଌਤ



－ 160 － － 161 －

遺物出土状況　土師器ย196点（坏33，高台付椀１，蓋１，甕ྨ161），須恵器ย45点（坏26，蓋̏，盤２，甕

ྨ14），灰釉陶器１点（瓶ྨ），土製品２点（球状土錘，羽口）が֤ピットから出土している。244は̥̑，245

は̥２，246は̥̏，%P50は̥６の෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل中༿に比定できる。

第10号掘立柱建物跡（第148・149ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐B5区，標高15� 0ｍの河岸段丘の中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第̐号ピット群の̥̑とॏ複しているが，৽چ関܎は不明である。

26－̣޲໛ͱ構଄　ܻ行̑間，ྊ行２間の૯柱建物跡で，ܻ行方ن －˃̚の南北棟である。ن໛はܻ行9� 90ｍ，

ྊ行3� 90ｍで，面積は38� 61㎡である。柱間ੇ法はܻ行が北࠺から2� 4ｍ（̔ई）・2� 1ｍ（̓ई）・1� 8ｍ（６ई）・

1� 8ｍ（６ई）・1� 8ｍ（６ई）で，ྊ行は1� 95ｍ（6� 5ई）の౳間ִに഑ஔされている。柱ےはほ΅ଗっている。

柱穴　16か所。平面ܗはԁܗまたはପԁܗで長54ܘ ～ 84ᶲ，୹42ܘ ～ 80ᶲである。深さは10 ～ 50ᶲで，掘

方のஅ面ܗはٯ台ܗまたは̪字ܗである。第１・２層はൈきऔりࠟ，第̏～ 13層はൈきऔり後の෴土である。

遺物出土状況　土師器ย27点（坏ྨ̕，甕ྨ18），須恵器ย̑点（高台付坏２，鉢̏）が̥１・̥̑・̥̓～

̥11・̥16から出土している。247は̥10，TP20は̥１の෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل中༿に比定できる。

土層ղઆ（֤柱穴ڞ௨）
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量，ম土ϒϩッΫ・炭化物
　　　　　　　　গ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫগ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
ࠇ　６ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
ࠇ　̓ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化物গ量

ࠇ　̔ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
ࠇ　̕ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子গ量
ࠇ　10 ׊ ৭　ম土ཻ子গ量 , ϩーϜϒϩッΫ ŋ 炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　11 ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　12 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量 , ম土ཻ子 ŋ 炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　13 ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　14 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量

第̕号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第147ਤ）

番号 種　別 器　種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

244 須恵器 坏 ʦ13�8ʧ （4�1） － 長石・石ӳ 灰 ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り P5෴土中 20ˋ

245 須恵器 坏 11�9 （4�4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰׊ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り P2෴土中 10ˋ

246 土師器 蓋 － （2�4） ー 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ఱҪ部ӈճりのճసϔϥ࡟り P3෴土中 10ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P50 球状土錘 2�6 2�3 0�5 16�4 土（長石・੺৭
ཻ子・礫） φσ　一方޲からઠ޸ P6෴土中 PL44

土層ղઆ（֤柱穴ڞ௨）
１　灰 ԫ ׊ ৭　ࡉ礫中量，࠭質೪土ཻ子গ量
ࠇ　２ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ࡉ礫গ量
̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
ࠇ　̑ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量
ࠇ　６ ׊ ৭　ম土ཻ子・ࡉ礫গ量，ϩーϜཻ子・炭化ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　̓ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子・
　　　　　　　　࠭質೪土ཻ子ඍ量

̔　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　೪土ϒϩッΫগ量，ϩーϜཻ子ඍ量
10　灰 ԫ ׊ ৭　೪土ϒϩッΫ中量 , ϩーϜཻ子 ŋ 炭化ཻ子ඍ量
11　にͿいԫ׊৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，炭化ཻ子ඍ量
12　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子・ࡉ礫গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　13 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・࠭質೪土ཻ子ඍ量
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第11号掘立柱建物跡（第150ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐E1区，標高12� 0ｍの河岸段丘の中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第55号住居跡を掘りࠐΜでいる。

は̣－25޲໛ͱ構଄　ࣼ面部のたΊ，東੢は̐間，南北は１間しか確認できなかった。ܻ行方ن －˃̬で，ଆ

柱建物跡とਪ定できる。ن໛は東੢が7� 50ｍҎ上，南北が1� 80ｍҎ上である。柱間ੇ法は，東੢が1� 8ｍ（６ई）・

1� 8ｍ（６ई）・2� 1ｍ（̓ई）・1� 8ｍ（６ई）で，南北は1� 8ｍ（６ई）である。柱ےは不ଗいである。

柱穴　６か所。平面ܗはԁܗまたはପԁܗで長45ܘ ～ 66ᶲ，୹40ܘ ～ 54ᶲである。深さは13 ～ 72ᶲで，掘

方のஅ面ܗはٯ台ܗまたは̪字ܗである。第１～̑層はൈきऔりࠟである。

遺物出土状況　土師器ย16点（甕ྨ），須恵器ย１点（鉢），土製品１点（球状土錘）が֤ピットから出土して

いる。土器ยはいͣれもࡉยでਤࣔできないが，ମ部֎面にॎҐの平行ୟきがࢪされた須恵器鉢が出土してい

る。%P51は̥２の෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل代とਪ定できる。
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第10号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第149ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

247 土師器 坏 ʦ13�4ʧ （3�5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　内面ϔϥຏき P10෴土中 10ˋ

TP20 須恵器 甕 － （4�5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී௨ ମ部ॎҐの平行ୟき　 P1෴土中

土層ղઆ（֤柱穴ڞ௨）
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化ཻ子ඍ
　　　　　　　　量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量

ࠇ　̏ ׊ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
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第11号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第150ਤ）

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P51 球状土錘 2�1 2�1 0�4 10�6 土（長石・石ӳ・
੺৭ཻ子） φσ　一方޲からઠ޸ P2෴土中 PL44

ද̔  平安時代掘立柱建物跡一ཡද　

番号 Ґ　ஔ ܻ行方޲ 柱 間 ਺
ܻʷྊ（間）

໛　 ن
ܻʷྊ（ｍ）

面積
（㎡）

柱間ੇ法 柱     穴 
出土遺物 時　期 උ　　ߟ

（ॏ複関܎ 古ˠ৽）ܻ間 ྊ間 構଄ 柱穴਺ 平面ܗ 深さ
（ᶲ）

̑ ̙̐H8 ̣－70 ƅ－̚ ２ ʷ ２ 3�90ʷ3�60 14�04 1�8・2�1 1�8 ଆ柱 8 ପԁܗ 23 ～ 70 土師器・須恵器 ̕世ل前༿

̕ ̙̐D2 ̣－12 ƅ－̚ ̑ ʷ ２ 9�00ʷ4�20 37�80 1�2・
1�8・2�4 2�1 ૯柱 16 ԁܗ・ପԁܗ 24 ～ 84

土師器・須恵器・
灰釉陶器・球状土
錘・羽口

̕世ل中༿ 4*58ŋ59,P(3ˠ本跡

10 ̙̐B5 ̣－26 ƅ－̚ ̑ ʷ ２ 9�90ʷ3�90 38�61 1�8・
2�1・2�4 1�95 ૯柱 16 ԁܗ・ପԁܗ 10 ～ 50 土師器・須恵器 ̕世ل中༿ P(4とは৽چ不明

11 ̙̐E1 ̣－25 ƅ－̬ （4）̫（1） （7�50）̫（1�80） － 1�8・2�1 1�8 ʦଆ柱ʧ 6 ԁܗ・ପԁܗ 13 ～ 72 土師器・須恵器・
球状土錘 ̕世ل代 4*55ˠ本跡
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　柱列跡

第１号柱列跡（第151ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̗２J8区，標高17� 5ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

�໛ͱ構଄　7ن 20ｍの間に̑か所のピットが確認された。方޲は̣－30 －˃̬で，柱間ੇ法は，1� 8ｍ（６ई）

の౳間ִに഑ஔされている。柱ےはほ΅ଗっている。

柱穴　平面ܗはԁܗまたはପԁܗで長55ܘ ～ 60ᶲ，୹42ܘ ～ 57ᶲである。深さは18 ～ 68ᶲで，掘方のஅ面

。である。第１層は柱ࠟ跡，第２～̐層は埋土であるܗまたは̪字ܗ台ٯはܗ

遺物出土状況　土師器ย̓点（坏１，甕ྨ６），石製品１点（紡錘車）が̥１・̥２・̥̐から出土している。

土器ยはいͣれもࡉยでਤࣔできないが，内面ࠇ৭ॲཧされた土師器坏が出土している。̦15は̥１の෴土中

から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل代とਪ定できる。

土層ղઆ（֤柱穴ڞ௨）
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化物・ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫ・炭化物
　　　　　　　　ඍ量

ࠇ　̏ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭
　　　　　　　　化ཻ子ඍ量
׊　̐ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
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　水場遺構

第１号水場遺構（第152 ～ 157ਤ）

Ґஔ　調査区南東の̙̐C7区，標高14� 0 ～ 14� 5ｍの河岸段丘の中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第60号土坑，第̖̑・̗̑・６号溝に掘りࠐまれている。

�状　東੢7ܗ໛ͱن 85ｍ，南北6� 00ｍで，深さ22 ～ 26ᶲの不定ܗに掘りࠐΜͩ後，中央部をさらにପԁܗに

掘りࠐΜͩೋ段になっている。ପԁܗ部のن໛は長5ܘ� 10ｍ，୹2ܘ� 70ｍで，不定ܗ部のఈ面からさらに70ᶲ

ほど掘りԼ͛ている。長ܘ方޲は̣－24 －˃̚である。ପԁܗ部の北東部と੢部，南部は平場になっている。

また東部には，上෯0� 48 ～ 0� 98ｍ，Լ෯0� 27 ～ 0� 48ｍ，深さ10 ～ 26ᶲで東੢方15－̣）޲ －˃̚）にԆͼる

溝が２条ฒ行している。

ϐοτ　６か所。̥１～̥６は深さ11 ～ 24ᶲで，ପԁܗ部の南น中Ґに１列に഑ஔされている。̥１にはܘ

６ᶲの木杭が遺ଘしていることから，̥２～̥６も杭のࠟ跡と͑ߟられる。

෴土　26層に分層できる。֤層にཻ࠭や礫，೪土ϒϩッΫを含Μでいるが，Ϩϯズ状にଯ積していることから

ࣗવଯ積である。第27 ～ 31層は地ࢁと判அした。第29層は，ཻ࠭や礫を多͘含Ήԫ׊৭土でಁ水層となって

いる。第30・31層は，೪土ཻ子を多量に含Ή灰Φリーϒ৭土の೪土層で不ಁ水層となっている。

遺物出土状況　土師器ย177点（坏58，高台付椀２，甕ྨ117），須恵器ย157点（坏58，高台付坏２，蓋10，甕

ྨ86，甑１），灰釉陶器ย̐点（瓶ྨ），土製品１点（管状土錘），鉄製品１点（鎌），木製品２点（୑，物ࠩしϱ），

木材̕点（杭材̏，൘材６），種子12点（౧10，トチ２）がପԁܗ部の෴土Լ層から出土している。249・

305・308・̬２は中央部，248・251は南部，250は南部นࡍの෴土Լ層，309は北部นࡍの෴土上層からそれͧ

れ出土している。いͣれもഇઈ後間もな͘ഇغされたものと͑ߟられる。306・307・TP34 ～ TP36・%P52・

̢16・̬１は෴土中からそれͧれ出土している。̬̏は̥１にࢗさった状ଶで出土している。̬̐・̬̑・̬

̓・̬̔・̬10・̬11は中央部の෴土Լ層からఈ面にかけて一列に഑ஔされたピットとほ΅平行にそれͧれ出

土している。杭材はΫリ，൘材はΫリやΤϊΩ，Ϟミなどの多༷の木材を࢖༻している。なお，̬̓と̬11は

同͡Ϋリ材であり，ฒ列して出土していることから同一ݸମの可能性がある。

第１号柱列跡出土遺物࡯؍ද（第151ਤ）

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̦15 紡錘車 3�6 1�2 0�9 19�3 ೪൘ؠ ྆面ݚຏ　ԁਲ਼台ܗ P1෴土中 PL46

土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，炭化物・ϩーϜཻ子ඍ量
２　灰 ׊ ৭　ཻ࠭গ量，炭化物・೪土ཻ子ඍ量
̏　にͿいԫ׊৭　ཻ࠭多量，炭化物ඍ量
׊　̐ 灰 ৭　ཻ࠭中量，礫ඍ量
׊　̑ 灰 ৭　ཻ࠭中量，ϩーϜཻ子ඍ量
６　灰 ԫ ׊ ৭　ཻ࠭多量，೪土ϒϩッΫগ量
ࠇ　̓ ৭　೪土ϒϩッΫ中量，ཻ࠭গ量，ম土ཻ子ඍ量
̔　ઙ ԫ ৭　೪土ϒϩッΫ多量，ཻ࠭গ量
ࠇ　̕ ৭　ཻ࠭中量，೪土ϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・炭
　　　　　　　　化ཻ子ඍ量
ࠇ　10 ׊ ৭　礫・ཻ࠭গ量
11　灰 ԫ ׊ ৭　ཻ࠭中量，೪土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量
׊　12 灰 ৭　೪土ϒϩッΫ・礫・ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッ
　　　　　　　　Ϋ・炭化物ඍ量
ࠇ　13 ׊ ৭　ཻ࠭中量，炭化物গ量，೪土ϒϩッΫ・礫ඍ量
׊　14 灰 ৭　ཻ࠭中量，炭化物ඍ量
ࠇ　15 ׊ ৭　ཻ࠭গ量，೪土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量

ࠇ　16 ׊ ৭　ཻ࠭多量，೪土ϒϩッΫগ量
ࠇ　17 ׊ ৭　ཻ࠭গ量，炭化物・ϩーϜཻ子ඍ量
18　ԫ 灰 ৭　ཻ࠭中量，ϩーϜϒϩッΫ・礫ඍ量
19　灰 ৭　ཻ࠭中量，೪土ϒϩッΫඍ量
20　灰 ৭　ཻ࠭多量，೪土ϒϩッΫগ量，礫ඍ量
21　҉ 灰 ԫ ৭　ཻ࠭多量，礫ඍ量
22　灰 ৭　ཻ࠭多量，礫ඍ量
23　灰Φリーϒ৭　೪土ϒϩッΫ中量，ཻ࠭গ量
24　灰Φリーϒ৭　ཻ࠭多量，炭化物ඍ量
׊　25 灰 ৭　ཻ࠭中量，炭化ཻ子ඍ量
26　灰 ԫ ׊ ৭　ཻ࠭中量，炭化物・ম土ཻ子ඍ量
27　明 ׊ ৭　ཻ࠭多量，೪土ཻ子গ量
28　灰Φリーϒ৭　೪土ϒϩッΫ多量，ཻ࠭গ量
29　ԫ ׊ ৭　೪土ཻ子・礫・ཻ࠭中量
30　灰Φリーϒ৭　೪土ཻ子多量，ཻ࠭গ量，礫ඍ量
31　灰Φリーϒ৭　೪土ཻ子多量，ཻ࠭ඍ量
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第152図　第１号水場遺構࣮ଌਤ（１）
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ॴݟ　地ܗや構଄から，中央にҐஔしているପԁܗ部は༙水をஷΊるࢪ設，南東部にҐஔしている２条の溝は

ഉ水ࢪ設と͑ߟられる。また，ପԁܗ部の中央南دりには杭跡と͑ߟられるピットが６か所（内１か所は杭材

が遺ଘしている）確認された。いͣれもܘが̑ᶲ前後で൘材のԼから確認されていることから൘材をݻ定して

いたものと͑ߟられる。൘材は水をಘるたΊの足場材または水をせきࢭΊるたΊの堰材とਪ定される。さらに

ପԁܗ部の南ଆには平場が広がっている。Ҏ上のことやपลにҪ戸跡が確認されていないことから本跡は生׆

༻水をಘるたΊのࢪ設であったと͑ߟられる。時期は，出土土器から̕世ل後༿に比定できる。
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第154図　第１号水場遺構出土遺物࣮ଌਤ（１）
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第155図　第１号水場遺構出土遺物࣮ଌਤ（２）
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第156図　第１号水場遺構出土遺物࣮ଌਤ（̏）
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第157図　第１号水場遺構出土遺物࣮ଌਤ（̐）
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　遺物包含層

第１号遺物包含層（第158 ～ 167ਤ）

Ґஔ　調査区中央部の̘̏B7 ～̘̏J9区，標高14� 0 ～ 17� 5ｍの河岸段丘の中ҐからԼҐにかけての谷部にҐ

ஔしている。また，本跡पลには，古墳時代後期に構ஙされた第26号住居跡，第１号遺物集中地点，奈良時代

に構ஙされた第１号掘立柱建物跡，第58号土坑，中世・近世に構ஙされた第６・̓号掘立柱建物跡がҐஔして

いる。

�໛　南北28ن 3ｍ，東੢16� 8ｍで，ްさ80 ～ 100ᶲほどにわたって土器ยなどの包含層が確認できる。

。ຊ層ং　谷部が埋没するաఔの෴土で15層に分層できるج

第１号水場遺構出土遺物࡯؍ද（第154 ～ 157ਤ）

番号 種　別 器　種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

248 土師器 坏 ʦ14�0ʧ 4�4 ʦ5�4ʧ 長石・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ 内面ϔϥຏき　ఈ部ճసϔϥ࡟り ෴土Լ層 20ˋ

305 土師器 坏 ʦ16�2ʧ （5�8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　内面ϔϥຏき ෴土Լ層 10ˋ

306 土師器 坏 ʦ15�0ʧ （4�7） － 長石・石ӳ
・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　内面ϔϥຏき ෴土中 10ˋ

307 土師器 坏 ʦ15�7ʧ （2�5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ 内面ϔϥຏき ෴土中 ̑ˋ

249 須恵器 坏 ʦ14�0ʧ 4�3 6�8 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ന ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部多方޲のϔϥ࡟り ෴土Լ層 30ˋ

250 土師器 高台付椀 － （3�3） ʦ7�2ʧ 長石・石ӳ 灰ԫ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　内面ϔϥຏき　ఈ部ճసϔϥ
੾り後，高台షり付け ෴土Լ層 10ˋ

308 土師器 高台付椀 － （1�8） 5�8 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ ఈ部ճసϔϥ࡟り後，高台షり付け ෴土Լ層 10ˋ

309 須恵器 蓋 － （1�9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 灰ന ී௨ ఱҪ部左ճりのճసϔϥ࡟り　ఠ3�2ܘᶲ ෴土上層 20ˋ

251 灰釉陶器 長頸瓶 ʦ7�2ʧ （4�6） － 長石 灰 良޷ ϩΫϩφσ ෴土Լ層 ̑ˋ

TP34 須恵器 甕 － （3�9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰׊ ී௨ ମ部ॎҐの平行ୟき ෴土中

TP35 須恵器 甕 － （11�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී௨ ମ部ॎҐの平行ୟき　内面当て۩ࠟ ෴土中

TP36 須恵器 甕 － （6�6） － 長石・石ӳ
৭ཻ子ࠇ・ ԫ灰 ී௨ ମ部ॎҐの平行ୟき ෴土中

番号 器　種 長さ ܘ ܘ　޸ ॏ　量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　　ߟ

%P52 管状土錘 （4�4） 4�7 1�5 （93�6） 土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土中 PL43

番号 器　種 長　さ ෯ ް　さ ॏ　量 材　　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　　ߟ

̢16 鎌 （6�3） 1�5 0�3 （5�8） 鉄 ઌ୺部・ฑ付部ܽଛ　அ面三֯ܗ ෴土中

番号 器　種 口ܘ 器高 ఈܘ ॏ　量 材　　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　　ߟ

̬１ ୑ ʦ13�0ʧ 2�1 5�2 （71�4）
ト΢μイάαՊ   
アΧϝΨシϫଐ  
アΧϝΨシϫ

ԣ木औり൘目　台状高台࡟り出し ෴土中 PL48

番号 器　種 長　さ ෯ ް　さ ॏ　量 材　　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　　ߟ

̬２ 物ࠩしϱ （5�4） （1�7） 0�2 （2�4） ώϊΩՊアスφ
ϩଐ ୺部のみ࢒ଘ　ද面に目੝りઢϱ ෴土Լ層 PL48

̬̏ 杭 （20�8） 3�3 3�2 （111�0）ϒφՊΫリଐΫ
リ ਊؙ࣋木　ઌ୺部ٻ৺状の࡟りՃ工 ෴土Լ層 PL48

̬̐ 杭 （66�9） 4�5 3�4 （473�4）ϒφՊΫリଐΫ
リ ਊؙ࣋木　ઌ୺部一方޲のࣼ段状の࡟りՃ工 ෴土Լ層 PL48

̬̑ 杭 （80�3） 6�5 6�5 （593�0）ϒφՊΫリଐΫ
リ ਊؙ࣋木　ઌ୺部ٻ৺状の࡟りՃ工　અ࡟りՃ工 ෴土Լ層 PL48

̬６ ൘材 （17�6） 13�1 （3�5）（333�0）広༿थ ൘目　ล材を൘状にՃ工 ෴土Լ層 PL48

̬̓ ൘材 （126�2） 17�5 （4�5）（4000�0）ϒφՊΫリଐΫ
リ ൘目　ล材を൘状にՃ工 ෴土Լ層 PL48

̬̔ ൘材 （49�1） 12�9 （2�4）（589�0）ϒφՊΫリଐΫ
リ ൘目　ล材を൘状にՃ工 ෴土Լ層 PL48

̬̕ ൘材 （114�9） 15�2 （8�3）（3080�0）ニϨՊΤϊΩଐ ൘目　ล材を๮状にՃ工 ෴土Լ層 PL48

̬10 ൘材 （102�2） 18�8 （3�5）（2530�0）ϚπՊϞミଐϞ
ミ ൘目　ล材を൘状にՃ工　ද面࡟りՃ工 ෴土Լ層 PL48

̬11 ൘材 （34�2） 7�2 （2�5）（2860�0）ϒφՊΫリଐΫ
リ ൘目　ล材を൘状にՃ工 ෴土Լ層
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遺物出土状況　土師器ย5757点（坏733，椀２，高台付椀57，高台付皿２，盤２，坩12，器台13，高坏62，鉢

１，甕ྨ4845，台付甕１，甑11，ミニチュア１, 手捏15），須恵器ย2761点（坏1292，高台付坏99，皿１，盤

23，蓋123，高坏̕，鉢18，୹頸壺２，瓶ྨ92，甕ྨ1092，甑10），灰釉陶器ย̏点（高台付椀１，瓶ྨ２），

土製品34点（土玉１，球状土錘24，管状土錘２，紡錘車１，支脚２，羽口̐），石器・石製品̏点（᭲，紡錘車，

巡方）のほか，鉄ᕥ17点（705� 4̶）が中央部，東部の෴土中層からԼ層を中৺に出土している。254・256・

266・276・310・313・316・326・337・%P80は中央部から東部の第２層，323・%P78は東部から南部の第̏

層，255・257 ～ 264・267・269・270・275・278・281・284・311・315・319・320・322・332・340・TP39・

TP41・%P59・%P64・%P67 ～ %P69・%P77・%P79は中央部から東部の第̑層，329・%P55・%P57・%P62・

%P65は南東部の第̕層，252・253・268・317・314・334・338・%P53・%P54・%P58・%P60・%P61・%P72

～ %P74・%P76・̦16は北੢部から南東部の第12層，274・282・283は北੢部の第13層，271・273・%P63・

%P71は南東部の第14層，272は東部の第15層からそれͧれ出土している。土器はいͣれもഁยであることから

౤غされたものと͑ߟられる。

ॴݟ　遺物出土状گから大き̏ͭ͘の時期に分層でき，第13 ～ 15層は̐世ل代，第６～ 12層は̓世ل代，第

１～̑層は̔・̕世ل代に比定できる。本跡は古墳時代前൒から平安時代にかけて谷部が埋没するաఔで，長

期にわたって土器などをࣺてたഇغ場であったと͑ߟられる。

土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化物・ম土ཻ　　
　　　　　　　　子ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ཻ࠭中量，ϩーϜཻ子গ量，炭化物ඍ量
̐　҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・　　
　　　　　　　　炭化物ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化物・࠭　　
　　　　　　　　ཻඍ量
ࠇ　６ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ম土ϒϩッΫ・炭化材・࠭質೪土　　
　　　　　　　　ϒϩッΫඍ量
̓　҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ম土ϒϩッΫ・炭化物・ϩーϜཻ　　
　　　　　　　　子ඍ量

̔　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭গ量，炭化物・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化物
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　10 ৭　ཻ࠭中量
ࠇ　11 ׊ ৭　ཻ࠭中量，ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　12 ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化物ඍ量
ࠇ　13 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　14 ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子ඍ量
15　灰 ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量，鉄分を含Ή
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第158図　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤ（１）
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第160図　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤ（２）
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第161図　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤ（̏）
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第162図　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤ（̐）
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第163図　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤ（̑）
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第164図　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤ（６）
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第165図　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤ（̓）
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第166図　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤ（̔）
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第167図　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤ（̕）

第１号遺物包含層出土遺物࡯؍ද（第 158・160 ～ 167 ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

252 土師器 坏 11�0 4�0 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ମ部֎面ϔϥ࡟り　内面φσ 北੢部
第 12 層 60ˋ　PL39

253 土師器 坏 ʦ14�4ʧ 4�0 － 長石・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ମ部֎面ϔϥ࡟り　内面φσ 中央部
第 12 層 40ˋ 

310 土師器 坏 ʦ14�4ʧ 4�3 ʦ5�8ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　内面ϔϥຏき 東部

第２層 30ˋ

311 土師器 坏 ʦ12�7ʧ 3�8 ʦ7�2ʧ 長石・石ӳ ᒵ ී௨ ମ部内面ϔϥຏき　ఈ部ճసϔϥ࡟り 東部
第̑層 20ˋ

312 土師器 坏 ʦ13�2ʧ 3�6 ʦ6�8ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　内面ϔϥຏき　ఈ部ճసϔϥ
り࡟ ෴土中 20ˋ

254 須恵器 坏 13�1 4�8 6�8 長石・石ӳ 灰 ී௨ ఈ部ճసࢳ੾り　ࠁ書ʮʷʯ 東部
第２層 85ˋ　PL39

255 須恵器 坏 13�6 5�5 6�7 長石・石ӳ
・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ఈ部ճసϔϥ੾り後，一方޲のϔϥ࡟り　ϔϥ書き 中央部

第̑層 80ˋ　PL40

256 須恵器 坏 13�1 5�0 7�1 長石・石ӳ 灰 ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ੾り 中央部
第２層 80ˋ　PL40

257 須恵器 坏 13�3 3�9 8�3 長石・石ӳ 灰 ී௨ ఈ部ճసϔϥ੾り後，多方޲のϔϥ࡟り 東部
第̑層 80ˋ　PL39

258 須恵器 坏 ʦ14�0ʧ 4�5 7�2 長石・石ӳ ԫ灰 ී௨ ఈ部多方޲のϔϥ࡟り 中央部
第̑層 60ˋ　PL40

259 須恵器 坏 ʦ13�6ʧ 4�1 7�6 長石・石ӳ 灰 ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ੾り 東部
第̑層 60ˋ　PL39

260 須恵器 坏 ʦ13�0ʧ 4�4 6�0 長石・石ӳ 灰׊ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ੾り 東部
第̑層 60ˋ　PL39

313 須恵器 坏 ʦ13�0ʧ 4�6 7�5 長石・石ӳ ԫ灰 ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ੾り後，一方
り࡟のϔϥ޲

中央部
第２層 50ˋ

314 須恵器 坏 ʦ12�7ʧ 4�2 6�7 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ఈ部ճసϔϥ੾り 中央部
第 12 層 40�

315 須恵器 坏 ʦ13�8ʧ 4�0 ʦ7�8ʧ 長石・石ӳ 灰 ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部一方޲のϔϥ࡟り 中央部
第̑層 40ˋ



－ 184 － － 185 －

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

316 須恵器 坏 ʦ14�0ʧ 4�9 8�0 長石・石ӳ ԫ灰 ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ੾り後，多方
り࡟のϔϥ޲

東部
第２層 40ˋ

317 須恵器 坏 ʦ11�8ʧ 4�3 ʦ6�2ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明׊ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ࡟り 北੢部
第12層 30ˋ

318 須恵器 坏 ʦ12�2ʧ 4�3 ʦ7�4ʧ 長石・石ӳ ԫ灰 ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ੾り ෴土中 30ˋ

319 須恵器 坏 － （2�6） 5�9 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい੺׊ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部多方޲のϔϥ࡟り 東部
第̑層 30ˋ

320 須恵器 坏 ʦ13�6ʧ 4�0 ʦ8�0ʧ 長石・石ӳ ԫ灰 ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り　ఈ部多方޲のϔϥ࡟り 東部
第̑層 20ˋ

274 土師器 椀 13�4 5�3 1�8 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部内・֎面ϔϥຏき 北部

第13層 95ˋ　PL39

321 土師器 高台付椀 － （2�2） 6�0 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ճసࢳ੾り後，高台షり
付け ෴土中 50ˋ

323 土師器 高台付椀 － （2�5） ʦ7�6ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ఈ部ճసϔϥ੾り後，高台షり付け 中央部
第̏層 10ˋ

261 須恵器 高台付坏 13�9 5�3 9�8 長石・石ӳ 灰 ී௨ ఈ部ճసϔϥ੾り後，高台షり付け 北部
第̑層 85ˋ　PL40

262 須恵器 高台付坏 14�4 5�5 9�7 長石・石ӳ ԫ灰 ී௨ ఈ部ճసϔϥ࡟り後，高台షり付け 東部
第̑層 70ˋ　PL40

263 須恵器 高台付坏 14�4 6�0 9�0 長石・খ礫 灰ԫ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ࡟り後，高台ష
り付け

東部
第̑層 60ˋ　PL40

322 須恵器 高台付坏 － （3�4） 8�0 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී௨ ఈ部ճసϔϥ੾り後，高台షり付け 東部
第̑層 50ˋ

324 灰釉陶器 高台付椀 － （2�6） － 長石・石ӳ
৭ཻ子ࠇ・ にͿいԫᒵ 良޷ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ࡟り後，高台ష

り付け ෴土中 10ˋ

265 土師器 皿 － （0�7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ϩΫϩφσ　๽書ʮ˘ʯ ෴土中 ̑ˋ

266 土師器 高台付皿 ʦ12�9ʧ （3�0） － 長石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ ମ部内面ϔϥຏき　ఈ部ճసϔϥ੾り後，高台షり付
け

東部
第２層 40ˋ

264 須恵器 皿 － （2�4） 9�5 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී௨ ఈ部ճసϔϥ੾り 東部
第̑層 60ˋ　PL38

267 須恵器 蓋 ʦ12�6ʧ 3�0 － 長石・石ӳ 灰ԫ׊ ී௨ ఱҪ部左ճりのճసϔϥ࡟り　ఠ1�5ܘᶲ 中央部
第̑層 40ˋ　PL38

268 須恵器 蓋 ʦ11�5ʧ 2�2 － 長石 ԫ灰 ී௨ ఱҪ部左ճりのճసϔϥ࡟り　ఠ1�8ܘᶲ 南੢部
第12層 25ˋ

269 土師器 盤 ʦ20�0ʧ 4�1 ʦ16�8ʧ 長石・石ӳ
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部内面ϔϥຏき　ఈ部ճసϔϥ࡟り後，高台షり付

け
東部
第̑層 40ˋ

325 土師器 盤 － （2�1） ʦ9�0ʧ 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ࡟り後，高台ష
り付け ෴土中 10ˋ

270 須恵器 盤 ʦ19�8ʧ 4�2 13�4 長石・石ӳ ҉灰ԫ ී௨ ఈ部ճసϔϥ࡟り後，高台షり付け 東部
第̑層 80ˋ　PL40

326 須恵器 盤 ʦ19�0ʧ 3�6 ʦ11�0ʧ 長石・石ӳ 灰׊ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ࡟り後，高台ష
り付け

南東部
第２層 30ˋ

271 土師器 器台 ʦ7�4ʧ （7�8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ ड部内面ϔϥຏき　脚部֎面ϔϥຏき　内面ϔϥφσ
　か所̏޸

中央部
第14層 60ˋ

273 土師器 器台 4�9 （5�5） － 長石・石ӳ 明׊ ී௨ ֎面ϔϥຏき　ϔϥφσ　内面ϔϥφσ 南部
第14層 20ˋ

327 土師器 器台 － （3�6） － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ 脚部֎面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ ෴土中 10ˋ

272 土師器 高坏 － （6�0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ 坏部ܽଛ　坏部と脚部の接ணࠟ༗り 東部

第15層 50ˋ

328 土師器 高坏 － （5�9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい੺׊ ී௨ 脚部֎面ϔϥຏき　内面ϔϥφσ　̐޸か所 ෴土中 20ˋ

329 須恵器 高坏 － （9�7） － 長石・石ӳ 灰 ී௨ 脚部ϩΫϩφσ 南東部
第̕層 30ˋ

275 須恵器 鉢 ʦ33�8ʧ（16�4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ԫ׊ ී௨ ମ部֨子状のୟき　内面ྠ積ࠟを࢒すφσ　当て۩ࠟ 東部

第̑層 20ˋ

276 須恵器 鉢 ʦ40�0ʧ （8�7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී௨ ମ部ࣼҐの平行ୟき　内面ϔϥφσ　当て۩ࠟ 中央部
第２層 10ˋ

330 須恵器 鉢 ʦ27�2ʧ （5�0） － 長石・石ӳ
・੺৭ཻ子 ҉灰ԫ ී௨ ମ部ॎҐの平行ୟき ෴土中 10ˋ

331 須恵器 鉢 ʦ32�6ʧ （6�7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ମ部ॎҐの平行ୟき　内面当て۩ࠟ ෴土中 10ˋ

277 灰釉陶器 長頸瓶 － （4�0） 8�2 長石 にͿいԫᒵ 良޷ ఈ部ճసࢳ੾り後，高台షり付け ෴土中 10ˋ

278 灰釉陶器 খ瓶 － （3�9） 5�8 長石 灰ന 良޷ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ճసࢳ੾り 南部
第̑層 20ˋ

279 須恵器 ୹頸壺 ʦ16�2ʧ （4�7） － 長石 ԫ灰 ී௨ 口ԑ部内・֎面ϩΫϩφσ ෴土中 ̑ˋ

280 須恵器 ୹頸壺 ʦ15�8ʧ （3�5） － 長石・石ӳ ԫ灰 良޷ 口ԑ部内・֎面ϩΫϩφσ ෴土中 ̑ˋ

333 土師器 甕 － （3�5） 8�4 長石・石ӳ
・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ମ部֎面ϔϥຏき　内面ϔϥφσ　ྠ積ࠟ　ఈ部木༿

ࠟ ෴土中 10ˋ

334 土師器 甕 － （5�6） 8�0 長石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ ମ部֎面ϔϥຏき　内面ྠ積ࠟを࢒すφσ　ఈ部木༿
ࠟ

南部
第12層 10ˋ

335 土師器 甕 ʦ20�4ʧ （5�8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ 口ԑ部内・֎面ԣφσ ෴土中 ̑ˋ

336 土師器 甕 ʦ14�8ʧ （5�0） － 長石・石ӳ
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部֎面φσ　内面ϔϥφσ　 ෴土中 ̑ˋ

337 土師器 甕 ʦ14�2ʧ （4�8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ ମ部֎面φσ　内面ྠ積ࠟを࢒すφσ　 東部
第２層 ̑ˋ

338 土師器 甕 － （2�6） 5�0 長石・石ӳ ԫᒵ ී௨ ମ部ԼҐϔϥ࡟り　内面φσ　ఈ部木༿ࠟ 東部
第12層 ̑ˋ

339 土師器 甕 ʦ20�4ʧ （3�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 口ԑ部内・֎面ԣφσ ෴土中 ̑ˋ

281 須恵器 甕 ʦ20�8ʧ（10�5） － 長石・石ӳ 灰 ී௨ ମ部֎面ϔϥφσ　内面ྠ積ࠟを࢒すφσ 中央部
第̑層 ̑ˋ

340 須恵器 甕 ʦ24�0ʧ （7�7） － 長石・石ӳ 灰 ී௨ 口ԑ部内・֎面ϩΫϩφσ 東部
第̑層 ̑ˋ

282 土師器 台付甕 ʦ12�6ʧ 16�3 8�6 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී௨
口ԑ部内・֎面ԣφσ後，ϋέ目調੔　ମ部֎面ϔϥ
࢒り後，ϋέ目調੔　内面ϔϥφσ　台部ྠ積ࠟを࡟
すφσ

北੢部
第13層 60ˋ　PL40

332 土師器 甑 ʦ31�4ʧ （9�5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部֎面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ 東部

第̑層 10ˋ



－ 186 － － 187 －

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

283 土師器 ミニ
チュア 6�9 3�8 3�6 長石・石ӳ

・੺৭ཻ子 明ԫ׊ ී௨ ମ部֎面ྠ積ࠟを࢒すφσ　ࢦ಄ࠟ　内面ϔϥφσ　
ఈ部φσ

北੢部
第13層 95ˋ　PL40

284 土師器 手捏 ʦ8�1ʧ 3�2 7�0 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部֎面ྠ積ࠟを࢒すφσ　ࢦ಄ࠟ　内面φσ 東部
第̑層 70ˋ　PL40

285 土師器 手捏 4�1 4�8 4�8 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ ମ部֎面ྠ積ࠟを࢒すφσ　ࢦ಄ࠟ　内面φσ ෴土中 60ˋ　PL40

TP37 須恵器 鉢 － （4�2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී௨ 口ԑ部೾状文 ෴土中

TP38 須恵器 鉢 － （7�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී௨ ମ部ॎҐの平行ୟき　内面当て۩ࠟ ෴土中

TP39 須恵器 甕 － （8�0） － 長石・石ӳ 灰׊ ී௨ 頸部೾状文 東部
第̑層

TP40 須恵器 甕 － （6�8） － 長石・石ӳ 灰׊ ී௨ ମ部֨子状のୟき後，ΧΩ目　内面同৺ԁ文の当て۩
ࠟ ෴土中

TP41 須恵器 甕 － （5�7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී௨ ମ部ॎҐの平行ୟき　内面ྠ積ࠟを࢒すφσ 中央部
第̑層

TP42 須恵器 甕 － （4�4） － 長石・石ӳ 灰 ී௨ ମ部同৺ԁ文のୟき　内面当て۩ࠟ ෴土中

番号 種　別 長さ ෯ ް さ ॏ量 ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̩１ 平瓦 （4�9） （6�6） 1�9 （72�9） 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ Ԝ面෍目ࠟ　ತ面長縄ୟき　 ෴土中 PL43

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P53 球状土錘 2�0 1�7 0�6 6�5 土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）φσ　一方޲からઠ޸ 東部

第12層 PL44

%P54 球状土錘 2�1 1�9 0�4 7�8 土（長石・石ӳ・
　　Ӣ฼） φσ　一方޲からઠ޸ 中央部

第12層 PL44

%P55 球状土錘 2�1 2�0 0�4 7�9 土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）φσ　一方޲からઠ޸ 南東部

第̕層 PL44

%P56 球状土錘 2�3 1�8 0�5 10�5 土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土中 PL44

%P57 球状土錘 2�3 1�9 0�5 8�2 土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）φσ　一方޲からઠ޸ 南東部

第̕層 PL44

%P58 球状土錘 2�4 2�1 0�6 13�3 土（長石・石ӳ・   
　　Ӣ฼） φσ　一方޲からઠ޸ 北部

第12層 PL44

%P59 球状土錘 2�4 2�3 0�5 12�2 土（長石・石ӳ・
　　Ӣ฼） φσ　一方޲からઠ޸ 東部

第̑層 PL44

%P60 球状土錘 2�6 2�2 0�6 12�6 土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）φσ　一方޲からઠ޸ 南部

第12層 PL44

%P61 球状土錘 2�5 2�3 0�6 12�8 土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）φσ　一方޲からઠ޸ 東部

第12層 PL44

%P62 球状土錘 2�5 2�5 0�5 13�9 土（長石・石ӳ・
　　Ӣ฼） φσ　一方޲からઠ޸ 南東部

第̕層 PL44

%P63 球状土錘 2�6 2�5 0�5 15�1 土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）φσ　一方޲からઠ޸ 南東部

第14層 PL44

%P64 球状土錘 2�6 1�8 0�4 14�3 土（長石・石ӳ・
　　Ӣ฼） φσ　一方޲からઠ޸ ੢部

第̑層 PL44

%P65 球状土錘 2�7 2�1 0�5 14�5 土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）φσ　一方޲からઠ޸ 南東部

第̕層 PL44

%P66 球状土錘 2�6 2�3 0�6 15�0 土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土中 PL44

%P67 球状土錘 2�7 2�3 0�6 14,9 土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）φσ　一方޲からઠ޸ 中央部

第̑層 PL44

%P68 球状土錘 2�7 2�0 0�9 （15�1） 土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）φσ　一方޲からઠ޸ 東部

第̑層 PL44

%P69 球状土錘 2�7 2�7 0�5 18�7 土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）φσ　一方޲からઠ޸ 中央部

第̑層 PL44

%P70 球状土錘 2�8 2�6 0�5 18�6 土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）φσ　一方޲からઠ޸ ෴土中 PL44

%P71 球状土錘 2�9 2�9 0�5 23�7 土（長石・石ӳ・
　　Ӣ฼） φσ　一方޲からઠ޸ 南東部

第14層 PL44

%P72 球状土錘 3�0 2�7 0�6 23�8 土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）φσ　一方޲からઠ޸ 南東部

第12層 PL44

%P73 球状土錘 3�0 3�2 0�6 27�5 土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）φσ　一方޲からઠ޸ ੢部

第12層 PL44

%P74 球状土錘 3�2 3�2 0�7 32�9 土（長石・石ӳ・
　　Ӣ฼） φσ　一方޲からઠ޸ 北東部

第12層 PL44

%P75 球状土錘 2�9 2�6 0�7 （15�9） 土（長石・石ӳ・
　　Ӣ฼） φσ　一方޲からઠ޸ ෴土中

%P76 球状土錘 （2�9） 3�2 0�7 （15�7） 土（長石・石ӳ・
　　Ӣ฼） φσ　一方޲からઠ޸ 北部

第12層

番号 器　種 長さ ܘ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P77 管状土錘 5�6 2�2 0�6 27�2 土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）φσ　一方޲からઠ޸ 中央部

第̑層

%P78 管状土錘 8�7 4�6 1�5 （140�0）土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）φσ　一方޲からઠ޸ 南部

第̏層 PL43

番号 器　種 高さ ܘখ࠷ ܘ大࠷ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P79 支脚 （15�3） 3�0 5�1 （420�0）土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）φσ　ࢦ಄ࠟ　Րをडけている　明੺׊৭ 中央部

第̑層 PL45
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　不明遺構

第１号不明遺構（第168・169ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐H3 ～̙̐I7区，標高12� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第̘̑号溝に掘りࠐまれている。

৭土の範囲を確認した。੢部はࠇ৭のࣼ面部に東੢に広がる׊南୺で，谷が埋没したԫ࠷状　調査区ܗ໛ͱن

第̘̑号溝に掘りࠐまれ，南部は調査区Ҭ֎΁ԆͼているたΊ，ن໛は東੢方16޲� 85ｍ，南北方4޲� 03ｍが

確認できたͩけで，平面ܗは不明である。北部は，ࣼ܏している確認面から40ᶲほど落ͪࠐΜで，෯0� 45 ～

1� 30ｍほどの平ୱな面が東੢に長͘認Ίられる。南部の̙̐I6区は，確認面からの深さが北から10ᶲ・30ᶲ・

40ᶲの෯のڱい֊段状をఄして南੢に޲かって落ͪࠐみ，調査区Ҭ֎にԆͼている。確認できた࠷深部のܗ状

は不定ܗをఄし，ఈ面は平ୱである。෴土Լ層付近から༙水が認Ίられた。

ϐοτ　̐か所。調査区Ҭ付近の標高10� 6 ～ 10� 7ｍのҐஔで確認した。̥ １～̥̐は確認できた28ܘ ～ 114ᶲ，

深さ18 ～ 23ᶲである。ピットの間ִは̥１～̥２が1� 60ｍ，̥２～̥̏が3� 80ｍ，̥̏～̥̐が4� 10ｍと不

ଗいである。ピットがほ΅௚ઢ上にฒΜでいることから関連があるとみられるが，性֨は不明である。

෴土　11層に分層できる。北部から南部΁ྲྀれࠐΜͩଯ積状گをࣔしていることからࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย39点（坏̐，甕ྨ35），須恵器ย46点（坏22，高台付坏̓，盤１，長頸瓶１，瓶ྨ１，

鉢̕，甕ྨ̑），瓦１点（平瓦）が出土している。287は̥̐੢ଆの෴土Լ層から，286・291は̥̐東ଆの෴土

Լ層・෴土上層から，289・290は̥̐南ଆの෴土Լ層からそれͧれ出土しているなど，出土土器の大൒が̙̐

I6区内から出土している。288・TP21・̩２は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。調査区Ҭ֎΁Ԇͼていることから，શ༰は明らかにで

きないたΊ性֨が不明であるが，調査区の南部にଘ在する谷௡に޲かって֊段状に掘りࠐΜで構ஙしているこ

とから，集落と谷௡を݁Ϳ௨࿏として࢖༻された可能性がある。

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ  ߟ

%P80 紡錘車 4�1 2�8 0�8 （52�1） 土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子）ଆ面ϔϥ࡟り後，φσ　一方޲からઠ޸ 東部

第２層 PL44

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̦16 ᭲ 2�2 1�5 0�5 1�0 ᘮᘨ ྆面ԡѹണ཭調੔ 南東部
第12層 PL46

̦18 巡方 3�7 3�5 0�5 20�2 ऄ໲ؠ 方ܗ　அ面台ܗ　ཪ面࢛۱にઠ޸ ෴土中 PL46

番号 器　種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̦17 紡錘車 3�9 0�5 0�7 （6�0） ೪൘ؠ ྆面ഁஅ面　ଆ面ݚຏ　一方޲からઠ޸ ෴土中 PL46

土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ཻ࠭গ量，炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ཻ࠭গ量 , ϩーϜཻ子 ŋ ম土ཻ子 ŋ 炭化ཻ子

ඍ量
׊　̐ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，炭化ཻ子ඍ量

ࠇ　６ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
׊　̓ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・ཻ࠭ඍ量
10　灰 ԫ ׊ ৭　೪土ϒϩッΫ中量，ϩーϜཻ子ඍ量
11　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
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第１号不明遺構出土遺物࡯؍ද（第168ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

286 土師器 坏 ʦ13�4ʧ 3�8 8�8 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ 内面ϔϥຏき　ఈ部ճసϔϥ੾り後，φσ ෴土Լ層 50ˋ　PL41

287 須恵器 坏 ʦ15�0ʧ （4�0） － 長石・石ӳ ԫ灰 ී௨ ֎面ϩΫϩφσ ෴土Լ層 ̑ˋ

288 須恵器 坏 － （1�9） ʦ6�8ʧ 長石・石ӳ・ࡉ礫 灰 ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ճసࢳ੾り ෴土中 10ˋ

289 須恵器 高台付坏 － （3�1） ʦ9�6ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 良޷ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　ఈ部ճసϔϥ࡟り後，高台ష
り付け ෴土Լ層 40ˋ

290 須恵器 高台付坏 － （3�4） 7�4 長 石・ 石 ӳ・ ࠇ ৭
ཻ子・ന৭਑状物 ԫ灰 ී௨ ఈ部ճసϔϥ࡟り後，高台షり付け ෴土Լ層 30ˋ

291 須恵器 長頸瓶 － （3�6） ʦ8�3ʧ 長石・石ӳ
৭ཻ子ࠇ・ 灰ന ී௨ 内・֎面ϩΫϩφσ　高台షり付け ෴土上層 10ˋ　PL41

TP21 須恵器 鉢 － （4�8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
৭ཻ子ࠇ・ 灰ന ී௨ ମ部ॎҐの平行ୟき ෴土中 ̑ˋ

番号 種　別 長さ ෯ ްさ ॏ量 ଻　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̩２ 平瓦 （9�0） （7�5） 1�9 （130�0）長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී௨ Ԝ面෍目ࠟ　ತ面ϔϥ࡟り ෴土中 PL43

286 287
290

288

291

TP21

T2

289

第168図　第１号不明遺構出土遺物࣮ଌਤ
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̑　中世・近世の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，掘立柱建物跡̐棟，溝跡６条を確認した。ҎԼ，遺構と遺物にͭいて記ड़する。

　掘立柱建物跡

第２号掘立柱建物跡（第170・171ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̗２H3 ～̗２I5区，標高17� 5ｍの河岸段丘の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第６号住居跡を掘りࠐΜでいる。
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第170図　第２号掘立柱建物跡࣮ଌਤ（１）
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55－̣޲໛ͱ構଄　ܻ行̏間，ྊ行２間の਎ࣷに南൳と੢൳が付͘，ܻ行方ن －˃̚の東੢棟である。ن໛は，

ܻ行が5� 80ｍ，ྊ行が4� 10ｍで，面積は23� 78㎡である。൳の出は南൳1� 00ｍ，੢൳1� 50ｍ，൳も含Ίるとྊ行7� 3

ｍ，ܻ 行5� 1ｍで，面積は35� 33㎡である。਎ࣷの柱間ੇ法は北ܻ行が੢࠺から2� 1ｍ・1� 7ｍ・2� 0ｍ，南ܻ行は4� 0

ｍ，1� 9ｍで，柱ےは不ଗいである。੢ྊ行は北࠺から2� 1ｍ・2� 0ｍで，柱ےはほ΅ଗっている。൳の柱間ੇ法は，

南൳が1� 8ｍで౳間ִ，੢൳は2� 0ｍ・2� 1ｍで，柱ےはほ΅ଗっている。

柱穴　18か所。਎ࣷ柱穴の平面ܗはԁܗまたはପԁܗで，長44ܘ ～ 74ᶲ，୹34ܘ ～ 50ᶲである。深さは50

～ 78DN で，掘方のஅ面ܗは̪字ܗである。̥̑・̥̕は഑ஔや深さからิॿ柱穴とみられる。൳柱穴の平面

38ܘで，長ܗまたはପԁܗはԁܗ ～ 54ᶲ，୹36ܘ ～ 48ᶲである。深さは12 ～ 50ᶲで，掘方のஅ面ܗは̪字

。である。土層は第１層が柱ࠟ跡，第２層は柱ൈきऔり後の෴土，第̏～̓層は埋土であるܗ

遺物出土状況　縄文土器ย１点（深鉢），土師器ย12点（甕ྨ），須恵器ย２点（坏ྨ）が柱穴の෴土中から出

土している。出土土器はいͣれもࡉยのたΊਤࣔできない。
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第171図　第２号掘立柱建物跡࣮ଌਤ（２）

土層ղઆ（֤柱穴ڞ௨）
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
׊　２ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量（కまりऑ）
׊　̏ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
׊　̐ ৭　ϩーϜཻ子গ量

ۃ　̑ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
׊　６ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量
̓　明 ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量
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ॴݟ　੢と南に൳を࣋ͭ構଄からʮ԰ʯとして機能していたものとࢥわれる。時期は，本跡に伴う遺物が出土

していないたΊ明確ではないが，調査区の南東部にଘ在する第̏・̕・10号掘立柱建物の柱穴ن໛と比ֱする

とখさ͘，柱ےもଗっていないことから，中世あるいは近世とਪଌされる。

第６号掘立柱建物跡（第172ਤ）

Ґஔ　調査区中央部の̘̏C6 ～̘̏D8区，標高16� 5ｍの河岸段丘の؇ࣼ面にҐஔしている。
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第172図　第６号掘立柱建物跡࣮ଌਤ
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ॏෳؔ܎　第26号住居跡を掘りࠐΜでいる。第̓号掘立柱建物跡とॏ複しているが，柱穴同࢜の੾り合いがな

いたΊ，৽چ関܎は不明である。

70－̣޲໛ͱ構଄　ܻ行̏間，ྊ行２間のଆ柱建物跡で，ܻ行方ن －˃̚の東੢棟である。ن໛は，ܻ行が5� 50

ｍ，ྊ行が4� 10ｍで，面積は22� 55㎡である。柱間ੇ法は北ܻ行が੢࠺から1� 8ｍ・1� 8ｍ・1� 9ｍ，南ܻ行は1� 8

ｍ・1� 9ｍ・1� 8ｍで，柱ےはଗっている。੢ྊ行は北࠺から2� 1ｍ・2� 0ｍで，東ྊ行が2� 0ｍ・2� 1ｍで，柱ے

は棟࣋ͪ柱がやや֎ଆに഑ஔされている。

柱穴　10か所。平面ܗはԁܗまたはପԁܗで，長34ܘ ～ 52ᶲ，୹32ܘ ～ 52ᶲである。深さは30 ～ 62DN で，

掘方のஅ面ܗは̪字ܗである。土層は第̐～̔層は埋土，第１～̏層が柱ൈきऔり後の෴土である。

遺物出土状況　縄文土器ย１点（深鉢），土師器ย19点（坏11，甕ྨ̔），須恵器ย１点（甕ྨ）が柱穴の෴土

中から出土している。出土土器はいͣれもࡉยのたΊਤࣔできない。

ॴݟ　時期は，本跡に伴う遺物が出土していないたΊ明確ではないが，調査区の南東部にଘ在する第̏・̕・

10号掘立柱建物の柱穴ن໛と比ֱするとখさ͘，柱ےもଗっていないことから，中世あるいは近世とਪଌされ

る。

第７号掘立柱建物跡（第173ਤ）

Ґஔ　調査区中央部の̘̏C6 ～̘̏D7区，標高16� 5ｍの河岸段丘の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第26号住居跡を掘りࠐΜでいる。第６号掘立柱建物跡とॏ複しているが，柱穴同࢜の੾り合いがな

いたΊ，৽چ関܎は不明である。

63－̣޲໛ͱ構଄　ܻ行̏間，ྊ行２間のଆ柱建物跡で，ܻ行方ن －˃̚の東੢棟である。ن໛は，ܻ行が5� 10

ｍ，ྊ行が3� 30ｍで，面積は16� 83㎡である。柱間ੇ法はܻ行が੢࠺から1� 5ｍ・1� 8ｍ・1� 8ｍで，柱ےはほ΅ଗっ

ている。੢ྊ行は北࠺から1� 5ｍ・1� 8ｍ，東ྊ行が1� 8ｍ・1� 5ｍで，柱ےはほ΅ଗっている。

柱穴　10か所。平面ܗはԁܗまたはପԁܗで，長28ܘ ～ 52ᶲ，୹24ܘ ～ 44ᶲである。深さは15 ～ 32DN で，

掘方のஅ面ܗは̪字ܗである。土層は第１～̏層が柱ൈきऔり後の෴土で，第̐～ 12層はしまりのڧい埋土

である。

遺物出土状況　土師器ย１点（甕ྨ）が柱穴の෴土中から出土している。出土土器はࡉยのたΊਤࣔできない。

ॴݟ　時期は，本跡に伴う遺物が出土していないたΊ明確ではないが，ॏ複している第６号掘立柱建物跡と柱

穴のܗ状がྨࣅしていることから，中世あるいは近世とਪଌされる。

土層ղઆ（֤柱穴ڞ௨）
ࠇ　１ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化物・ম土ཻ

子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　炭化物・ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ཻ࠭ඍ量

̑　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ཻ࠭ඍ量
ࠇ　６ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ཻ࠭ඍ量
ࠇ　̓ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ϩーϜཻ子ඍ量

土層ղઆ（֤柱穴ڞ௨）
ࠇ　１ ׊ ৭　೪土ϒϩッΫ・ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子・ম土

ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・೪土ϒϩッΫඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　೪土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化

ཻ子ඍ量
̐　҉ ׊ ৭　೪土ϒϩッΫ中量，ཻ࠭গ量，ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　೪土ཻ子・ཻ࠭ඍ量
６　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ཻ࠭গ量，ম土ϒϩッΫ・

炭化物ඍ量

ࠇ　̓ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　೪土ϒϩッΫগ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　೪土ϒϩッΫ中量
ࠇ　10 ׊ ৭　೪土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・ཻ࠭ඍ量
11　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ཻ࠭গ量，೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　12 ׊ ৭　ϩーϜཻ子・೪土ཻ子・ཻ࠭ඍ量
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第８号掘立柱建物跡（第174ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̗２J1 ～̗２K2区，標高16� 0ｍの河岸段丘の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第̕号住居跡を掘りࠐΜでいる。第２号ピット群が内部にଘ在しているが，柱穴同࢜の੾り合いが

ないたΊ，৽چ関܎は不明である。

平されているたΊ，ྊ行は２間で，ܻ行は２間しか確認できなかった。柱穴の഑列から࡟໛ͱ構଄　੢部がن

ଆ柱建物跡で，ܻ 行方޲が̣－65 －˃̬の東੢棟である。ن໛はྊ行2� 4ｍで，ܻ 行は2� 4ｍが確認できたͩけで，

面積は5� 76㎡Ҏ上である。柱間ੇ法はܻ行が1� 0 ～ 1� 2ｍ，ྊ行は1� 2ｍで，柱ےはほ΅ଗっている。

柱穴　６か所。平面ܗはԁܗまたはପԁܗで，長58ܘ ～ 72ᶲ，୹44ܘ ～ 52ᶲである。深さは18 ～ 38DN で，

掘方のஅ面ܗは̪字ܗである。土層はす΂て柱ൈきऔり後の෴土である。
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遺物出土状況　土師器ย13点（坏１，甕ྨ12）が柱穴の෴土中から出土している。出土土器はいͣれもࡉยの

たΊਤࣔできない。

ॴݟ　時期は，本跡に伴う遺物が出土していないたΊ明確ではないが，調査区の南東部にଘ在する第̏・̕・

10号掘立柱建物の柱穴のن໛と比ֱするとখさいことから，中世あるいは近世とਪଌされる。

　溝跡

第２̖・̗・̘号ߔ跡（第175ਤ・付ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̘̐H3 ～̘̐J7区，標高16� 5ｍの河岸段丘の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第27・28号住居跡を掘りࠐΜでいる。

にͩけ̖号とฒ列している̗޲している̖号，南北方ۂした̡字状に۶ࣅ状　本跡は෴土の༷૬がྨܗ໛ͱن

号，̗号と分ذして北੢方޲にԆͼている̘号の̏条からなっている。̖号は̘̐J7区から標高17ｍほどの高

さで，北੢方60－̣）޲ －˃̬）΁௚ઢతにԆͼ，̘̐H4区でほ΅90度南੢方148－̣）޲ －˃̬）΁۶ۂして

؇ࣼ面をԼっている。̘̐I3区で࡟平されているたΊ，長さは19� 9ｍが確認できたͩけである。̖号は̘̐H4

区の۶ۂ部付近で，̖号の੢ଆでฒ行して؇ࣼ面をԼる̗号，北੢方޲΁Ԇͼる̘号と分ذしている。̗号は

土層ղઆ（֤柱穴ڞ௨）
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量

̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
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ද̕ 中世・近世掘立柱建物跡一ཡද

番号 Ґ ஔ ܻ行方޲ 柱 間 ਺
ܻʷྊ（間）

໛　 ن
ܻʷྊ（ｍ）

面 積
（㎡）

柱間ੇ法 柱     穴 
出土遺物 時　期 උ　　ߟ

（ॏ複関܎ 古ˠ৽）ܻ間 ྊ間 構଄ 柱穴਺ 平面ܗ 深さ
（ᶲ）

２ ̗２H3 ～
̗２I5 ̣－55 －˃̚ ̏ʷ２ 5�80ʷ4�10 23�78 1�7～4�0 2�0・2�1 ೋ面൳ 18 ԁܗŋପԁܗ 12 ～ 78 土師器，須恵器 中世・近世 4*6ˠ本跡

６ ̘̏C6 ～
̘̏D8 ̣－70 －˃̚ ̏ʷ２ 5�50ʷ4�10 22�55 1�8・1�9 2�0・2�1 ଆ柱 10 ԁܗŋପԁܗ 30 ～ 62 土師器，須恵器 中世・近世 4*26ˠ本跡，4B7とは

৽چ不明

̓ ̘̏C6 ～
̘̏D7 ̣－63 －˃̚ ̏ʷ２ 5�10ʷ3�30 16�83 1�5・1�8 1�5・1�8 ଆ柱 10 ԁܗŋପԁܗ 15 ～ 32 土師器 中世・近世 4*26ˠ本跡，4B6とは

৽چ不明

̔ ̗２J1 ～
̗２K2 ̣－65 －˃̬ （2）̫ ２ （2�40）̫ 2�40 （5�76）1�0～1�2 1�2 ଆ柱 ６ ԁܗ・ପԁܗ 18 ～ 38 土師器 中世・近世 4*9ˠ本跡，P(2とは

৽چ不明
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148－̣）޲部から南੢方ۂ۶ －˃̬）΁௚ઢతに6� 10ｍ؇ࣼ面をԼっていることが確認できたͩけである。̘

号は̖号・̗号と分ذしてから北੢方67－̣）޲ －˃̬）΁3� 18ｍԆͼて，؇やかに立ͪ上がっている。̗号・

̘号はஅ面からซଘしていたことが判明しているが，̖号との関܎にͭいてはซଘしていたかが不明である。

�໛は上෯0ن 23 ～ 1� 20ｍ，Լ෯0� 04 ～ 0� 50ｍで，۶ۂ部付近がやや෯広である。深さは６～ 20ᶲで，ఈ面の

�標は̖号の東୺16࠲ 97ｍ，̘号の੢୺16� 30ｍ，̏条の分ذ点16� 24ｍで，ఈ面は東・੢方޲から分ذ点，さ

らに南୺に޲かって௿͘なっている。அ面ܗはٯ台ܗかઙい̪字ܗで，นは؇やかに立ͪ上がっている。

෴土　̖－̖ʟ・̗－̗ʟは̖号の෴土で̑層，̘－̘ʟは۶ۂ部付近の෴土で，̖号が２層，̗号・̘号が

。௨で̐層に分層できる。いͣれもϨϯズ状にଯ積していることからࣗવଯ積であるڞ

遺物出土状況　陶器ย１点（瀬戸・ඒೱܥ瓶ྨ）が出土している。ほかに，ྲྀれࠐΜͩ土師器ย41点（甕ྨ），

須恵器ย６点（坏２，高台付坏１，蓋１，甕２），礫１点も出土している。陶器ยはࡉยのたΊਤࣔできない。

ॴݟ　時期は，出土した陶器ยから19世ل後൒（近世຤から近代ॳ಄）とਪଌされる。東੢方޲に௚ઢ状にԆ

ͼ，谷௡に޲かって̡字状に۶ۂしていることから，ഉ水溝としてར༻されていたものとみられる。

第５̖・̗・̘号ߔ跡（第176ਤ・付ਤ）

Ґஔ　調査区南部の̙̏D9 ～̙̑F3区，標高11� 0 ～ 16� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第31・38・58・60号住居跡，第１号水場遺構，第１号不明遺構を掘りࠐみ，第６号溝に掘りࠐまれ

ている。

。した̖号・̗号・̘号を確認したࣅ状がྨܗ平されて్੾れているが，෴土の༷૬や࡟状　੢部はܗ໛ͱن

̖号は標高15ｍほどの高さで北੢方16－̣）޲ －˃̬）΁؇やかなހをඳ͘Αうにۂがって，̙̐C8区で੢方

70－̣）޲ －˃̬）΁Ԇͼている。̙̐B6区で࡟平されているたΊ，長さは36� 80ｍが確認できたͩけである。

̖号は̙̐C9区で南੢方޲΁Ԇͼる̗号と分ذしている。̗号は̖号と分ذ後に，南੢方140－̣）޲ －˃̬）

に؇やかに۶ۂしながらԼっている。̙̐E4区で࡟平されて్੾れているが，੢΁15ｍほど཭れた̙̏D0区

で北੢方65－̣）޲ －˃̬）に̐ｍほど௚ઢతにԆͼて調査区Ҭ֎΁ࢸっていることを確認した。̘号は̖・

̗号と同͘͡෴土にཻ࠭を含Μでおり，̙̐E4区付近で̗号と分ذしていたものとみられるもので，分ذ後

に南Լ（̣－154 －˃̬）して，9� 4ｍ௚ઢతにԆͼて調査区Ҭ֎΁ࢸっていることを確認した。なお，̖・̗・

̘号がซଘしていたかにͭいては不明である。ن໛は上෯0� 30 ～ 1� 88ｍ，Լ෯0� 10 ～ 0� 65ｍで，̖号がやや

෯広である。深さは̔～ 94ᶲで，̖号のఈ面の標高は，੢୺が15� 02ｍ，۶ۂ部の̙̑E3区が15� 03ｍと高い。

ほかは東୺が14� 76ｍ，̖号・̗号との分ذ点が14� 33ｍと௿͘，̙̑E3区から東୺と分ذ点΁，また੢୺から

分ذ点΁޲かって؇やかにԼっている。அ面ܗは̪字ܗで，นは؇やかに立ͪ上がっている。
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土層ղઆ（̖ʵ̖ʟ，̗ʵ̗ʟ，̘ʵ̘ʟڞ௨）
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　̏ ৭　ϩーϜཻ子গ量

̐　灰 ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量
׊　̑ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
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෴土　̖号（̖－̖ʟ）は̑層，̗ 号（̘－̘ʟ・̙－̙ʟ・̚－̚ʟ）は６層・̓層・１層，̘ 号（̛－̛ʟ・̜－̜ʟ）

は̑層・２層に分層できる。含༗物はཻ子が主ମで，Ϩϯズ状にଯ積していることからࣗવଯ積であるが，̙

－̙ʟの第１・２層と̛－̛ʟの第１層ͩけは，不ࣗવなଯ積状گをࣔしていることから埋Ί໭されている。

遺物出土状況　陶器ย15点（࿸̑，皿̐，瓶ྨ̑，߳ 炉１），磁器ย̔点（࿸６，皿１，蓋１）が出土している。

ほかに，ྲྀ れࠐΜͩ土師器ย91点（坏̐，高台付椀̑，甕ྨ82），須恵器ย55点（坏17，甕６，鉢31，長頸瓶１），

土師質土器ย１点（内耳ು），瓦質土器ย１点（ޒಙ），土製品̏点（支脚２，土玉１），石器̏点（砥石），ണ

ย１点（チϟート），鉄ย２点，瓦̓点（平瓦）も出土している。出土した陶磁器はࡉยのたΊਤࣔできないが，

瀬戸・ඒೱܥとみられる磁器ยも出土している。

ॴݟ　時期は，出土した陶磁器から19世ل後൒（近世຤から近代ॳ಄）とਪଌされる。東੢方޲に௚ઢ状にԆ
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（̜ʵ̜ʟ）
１　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ཻ子中量，ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ

子ඍ量
׊　２ ৭　ཻ࠭ඍ量

土層ղઆ
（̖ʵ̖ʟ）
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̏　灰 ԫ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量

̐　にͿいԫ׊৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
̑　灰 ԫ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量

（̘ʵ̘ʟ）
１　҉ ׊ ৭　ࡉ礫・ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭
　　　　　　　　化ཻ子・鉄分ඍ量
２　灰 ԫ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・炭化ཻ子・ཻ࠭ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ཻ࠭中量，ࡉ礫গ量，炭化物・ϩーϜཻ子・
　　　　　　　　鉄分ඍ量

ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭ඍ量
̑　灰 ԫ ׊ ৭　ཻ࠭中量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・ࡉ礫・鉄
　　　　　　　　分ඍ量
ࠇ　６ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子ඍ量

（̙ʵ̙ʟ）
１　灰 ԫ ׊ ৭　ཻ࠭中量，ϩーϜཻ子・炭化ཻ子・ࡉ礫ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ཻ࠭中量，ϩーϜཻ子・ࡉ礫ඍ量
׊　̏ 灰 ৭　ࡉ礫গ量，炭化物・ϩーϜཻ子・ཻ࠭ඍ量
̐　にͿいԫ׊৭　ཻ࠭多量

׊　̑ 灰 ৭　ཻ࠭গ量，೪土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・ম土
ཻ子ඍ量

６　҉ ׊ ৭　ࡉ礫গ量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　̓ ׊ ৭　೪土ϒϩッΫ・鉄分গ量，ཻ࠭ඍ量

（̚ʵ̚ʟ）
１　҉ ׊ ৭　ࡉ礫多量，ϩーϜϒϩッΫ中量

（̛ʵ̛ʟ）
１　҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量 , ϩーϜཻ子 ŋ ম土ཻ子 ŋ 炭化ཻ子

ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ཻ࠭中量，ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化ཻ子ඍ量

ࠇ　̐ ׊ ৭　ཻ࠭中量，ϩーϜཻ子গ量，炭化ཻ子ඍ量
̑　灰 ԫ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
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ͼ，谷௡に޲かって̡字状に۶ۂしていることは，第２̖・̗・̘号溝とྨࣅしている。෴土中にࡉ礫やཻ࠭

が含まれていることから，ഉ水溝としてར༻されていたものとみられる。

６　その他の遺構と遺物

ճの調査で，本跡に伴う遺物が出土していないことから，時期が明らかでない竪穴住居跡２軒，柱穴のࠓ　　

可能性がある土坑̏基，土坑85基，溝跡̏条，ピット群̐か所のほか，埋没谷２か所を確認した。ҎԼ，遺

構と遺物，埋没谷にͭいて記ड़する。

　竪穴住居跡

第45号住居跡（第177ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̘̑K4区，標高18� 5ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第16̖号住居に掘りࠐまれている。

�໛は東੢࣠2ن，平され，東部が調査区Ҭ֎΁ԆͼているたΊ࡟状　南൒部はܗ໛ͱن 10ｍ，南北࣠3� 85ｍし

か確認できなかった。平面ܗは方ܗあるいは長方ܗとਪ定されるが，主࣠方޲は不明である。น高は12ᶲで，

นは֎܏して立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱなషচで，ϩーϜϒϩッΫを多量に含Μͩ׊৭土を積み上͛て構ஙされている。南൒部のচは，

。平されているたΊ，確認できなかった。北東นのนԼには，น溝が巡っている࡟

ϐοτ　চが遺ଘしていない南部で確認した。深さは60ᶲを確認したが，本跡に伴うピットはほかにないこと

や，চ面での഑ஔが明らかでないことから，性֨不明である。෴土は２層に分層でき，いͣれも柱ൈきऔり後

の෴土である。

෴土　北൒部のচ面に遺ଘしている１層しか確認できなかったたΊ，ଯ積状گは不明である。第２層はషচの

構ங土である。

遺物出土状況　土製品１点（支脚）が出土している。%P81は北部の෴土中から出土で，ഇઈ後に౤غされた

ものと͑ߟられる。

ද10　中世・近世溝跡一ཡද

番号 Ґ ஔ 方　޲ 状ܗ
໛（ｍ，深さはᶲ）　ن

அ面ܗ น面 ఈ面 ෴土 主な出土遺物 උ　　　ߟ
ॏ複関܎（古ˠ৽） 長さ 上෯ Լ෯ 深さ

２̖ ̘̐H3 ～
̘̐J7

 ̣－ 60 －˃̬ 
 ̣－148 －˃̬ ̡字状 （19�90） 0�23 ～ 1�03 0�04 ～ 0�50 18 ܗ台ٯ ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ

陶器

4*27ŋ28ˠ本跡

２̗ ̘̐H3 ～
̘̐I3  ̣－148 －˃̬ ௚ઢ状 （6�10） 1�15 ～ 1�20 0�08 ～ 0�30 20 ઙい̪字ܗ ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ

２̘ ̘̐H3  ̣－ 67 －˃̬ ௚ઢ状 3�18 0�49 ～ 0�61 0�27 ～ 0�40 ６ ܗ台ٯ ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ

̖̑ ̙̐B6 ～
̙̑F3

 ̣－ 16 －˃̬
 ̣－ 70 －˃̬ 状ހ （36�80） 0�30 ～ 1�88 0�10 ～ 0�65 28 ઙい̪字ܗ ؇ࣼ ઙい̪字状 ࣗવ

陶器，磁器

4*31ŋ38, 第１号水場遺構
ˠ本跡

̗̑ ̙̐C8 ～
̙̏D9

 ̣－140 －˃̬
 ̣－ 65 －˃̬ 状ހ （23�80） 0�98 ～ 1�60 0�10 ～ 0�62 ̔～ 44 ઙい̪字ܗ ؇ࣼ ઙい̪字状 ࣗવ

人ҝ
4*58ŋ60, 第１号水場遺構
ˠ本跡ˠ 4%6

̘̑ ̙̐F4 ～
̙̐H3  ̣－154 －˃̬ ௚ઢ状 （9�40） 0�55 ～ 1�50 0�15 ～ 0�60 20 ～ 94 ઙい̪字ܗ ؇ࣼ ઙい̪字状 ࣗવ

人ҝ 491ˠ本跡

土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫগ量，炭化ཻ
　　　　　　　　子ඍ量

׊　２ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量

ϐοτ土層ղઆ           
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫඍ量 ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
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ॴݟ　時期は，出土土器がないたΊৄࡉは不明であるが，支脚が出土していることや当遺跡の集落の༷૬から

̓世ل～̕世ل代とਪଌできる。

第48号住居跡（第178ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̘２C2区，標高15� 0ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

໛ن。にΑる֧ཚをडけているたΊ不઱明である࡞ߞ状　南੢部は調査区Ҭ֎΁Ԇͼており，大൒がܗ໛ͱن

は北੢・南東࣠3� 34ｍで，北東・南੢࣠は2� 92ｍしか確認できなかった。平面ܗは۱ؙ方ܗあるいは۱ؙ長方

。して立ͪ上がっている܏֎，は不明である。น高は̏～̑ᶲで޲で，主࣠方ܗ

চ　ほ΅平ୱである。中央部から੢部にかけて౿みݻΊられているが，֧ཚをडけており遺ଘ状ଶが不良のた

Ί，範囲を明らかにすることができなかった。

෴土　２層に分層できる。層ްがബ͘，ଯ積状گは不明である。

遺物出土状況　土師器ย34点（甕），須恵器ย11点（坏̏，甕̔）が෴土中から出土している。出土土器はす

΂てࡉยのたΊਤࣔできないが，土師器甕の口ԑ部がͭまみ上͛られたഁยも出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から奈良・平安時代とਪ定できるが，֧ཚでࠞ入した可能性もあるたΊ，ৄࡉは不明

である。
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SI 16A

$5K4
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 B
˄

21

2

1 2
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第177図　第45号住居跡・出土遺物࣮ଌਤ

第45号住居跡出土遺物࡯؍ද（第177ਤ）

番号 器　種 高さ ܘখ࠷ ܘ大࠷ ॏ量 材　質 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P81 支脚 （8�9） 5�1 5�5 （240�0）土（長石・石ӳ）φσ　ࢦ಄ࠟ　わͣかにՐ೤ࠟ ෴土中

土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，炭化ཻ子ඍ量 ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ ŋ 炭化ཻ子গ量 , ম土ཻ子ඍ量
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　柱穴の可能性がある土坑

。から柱穴の可能性がある̏基を確認したگ状や土層のଯ積状ܗ，ճの調査で，建物跡は૝定できないがࠓ　　

これらの土坑にͭいては，ن໛・ܗ状౳にͭいて࣮ଌਤ（第179ਤ），土層ղઆと一ཡදをࡌܝするにとどΊる。
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第178図　第48号住居跡࣮ଌਤ

ද11　時期不明住居跡一ཡද

番号 Ґஔ 主࣠方޲ 平面ܗ
໛（ｍ）ن น高

（ᶲ） চ面 น溝
内 部 ࢪ 設

෴土 主な出土遺物 時　期
උ　　ߟ

（長࣠ʷ୹࣠） 主柱穴 出入口 ピット 炉・ᜱ ஷ蔵穴 ॏ複関܎（古ˠ৽）

45 ̘̑K4 － ʦ方ܗ・
長方ܗʧ （3�85）̫（2�10） 12 平ୱ 一部 － － 1 － － 不明 支脚 7 ～ 9世ل代Χ 本跡ˠ 4*16"

48 ̘２C2 － ʦ۱ؙ方ܗ・
۱ؙ長方ܗʧ    3�34 （̫2�92） ̏～̑ 平ୱ － － － － － － 不明 土師器，須恵器 8 ～ 9世ل代Χ

第 64 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量
׊　２ 灰 ৭　ϩーϜཻ子ඍ量
̏　灰 ׊ ৭　ম土ཻ子ඍ量

第 65 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
２　灰 ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量

第 66 号土坑土層ղઆ
׊　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，࠭質೪土ϒϩッΫ・࠭

ཻগ量
׊　２ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量 , ম土ϒϩッΫ・࠭質೪土

ϒϩッΫ・炭化物ඍ量
̏　灰 ׊ ৭　ཻ࠭中量 , ϩーϜϒϩッΫ ŋ ম土ϒϩッΫඍ量
̐　にͿいԫ׊৭　ཻ࠭多量，ϩーϜཻ子গ量
̑　にͿいԫ׊৭　ཻ࠭多量
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　土坑

͑ߟから古代の土坑と܎ճの調査で，性֨や時期が不明な土坑85基のうͪ，出土遺物はないがॏ複関ࠓ　　

られる２基にͭいては文ষでઆ明する。その他の土坑にͭいては，ن໛・ܗ状౳にͭいて࣮ଌਤ（第182 ～

189ਤ），土層ղઆと一ཡදをࡌܝするにとどΊる。

第101号土坑（第180ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̗２I8区，標高18� 0ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第̏号住居に掘りࠐまれている。

ࠐ状　南東部をআいた上部は第̏号住居に掘りܗ໛ͱن

まれている。長1ܘ� 78ｍ，୹1ܘ� 35ｍの不定ܗで，長ܘ

方޲は̣－43 －˃̬である。深さは48ᶲ，ఈ面が平ୱで，

นは֎܏して立ͪ上がっている。

෴土　୯一層である。ϩーϜϒϩッΫが多量に含まれて

いることから埋Ί໭されている。

ॴݟ　時期は，ॏ複関܎から第̏号住居の構ங時期であ

る̐世ل前൒Ҏ前とみられるが，ৄࡉは不明である。
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第179図　第64 ～ 66号土坑࣮ଌਤ

ද12　柱穴の可能性がある土坑一ཡද

番号 Ґ　ஔ 長 ޲方（ܘ࣠） 平面ܗ
໛（ｍ，深さはᶲ）　ن

น面 ఈ面 ෴土 主　な　出　土　遺　物 උ　　　ߟ
（ॏ複関܎　古ˠ৽）長 ʷ ୹ （ܘ࣠） （ܘ࣠） 深さ

64 ̙̐F0 － ԁܗ 0�33ʷ0�30 18 ܏֎ 皿状 人ҝ

65 ̙̐F0 ̣－61 －˃̚ ପԁܗ 0�32ʷ0�28 41 ܏֎ 平ୱ 人ҝ

66 ̘̑H3 ̣－55 －˃̚ ପԁܗ 0�56ʷ0�46 43 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器

土層ղઆ           
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量׊　１　
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A
 A
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SI 3

B2J9
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m 1
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第180図　第101号土坑࣮ଌਤ
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第110号土坑（第181ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̘２D7区，標高16� 0ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第51号住居に掘りࠐまれている。

�0ܘ໛は長ن，まれているたΊࠐ状　南部は第51号住居に掘りܗ໛ͱن 80ｍで，୹ܘは0� 66ｍしか確認できな

かった。平面ܗはପԁܗとਪ定され，長ܘ方޲は̣－70˃

－̚である。深さは12ᶲ，ఈ面が平ୱで，นは֎܏して立

ͪ上がっている。

෴土　２層に分層できる。Ϩϯズ状にଯ積していることか

らࣗવଯ積である。

ॴݟ　時期は，ॏ複関܎から第51号住居の時期である̓世

。は不明であるࡉৄ，中༿Ҏ前とみられるがل
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第181図　第110号土坑࣮ଌਤ

土層ղઆ           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子ඍ量
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第189図　その他の土坑࣮ଌਤ（̔）

第１号土坑土層ղઆ
׊　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量
̑　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量
ࠇ　６ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
̓　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量

第２号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量

第３号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量

第４号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量

第５号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化ཻ子ඍ量
׊　̐ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
̑　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量

第６号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫඍ量

第７号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・炭化物ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ ŋ ম土ϒϩッΫ ŋ 炭化ཻ子ඍ量

第８号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，炭化物・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量

第９号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量

第 10 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化物・ম土ཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量

第 11 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量

第 13 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子ඍ量
׊　̏ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量

第 14 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量 , ϩーϜཻ子 ŋ ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・࠭質೪土ཻ子ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ ŋ ম土ཻ子 ŋ ࠭質೪土ཻ子ඍ量

第 15 号土坑土層ղઆ
１　にͿい׊৭　࠭質೪土ཻ子中量 , ϩーϜཻ子 ŋ ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量

第 16 号土坑土層ղઆ
׊　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
׊　２ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
׊　̏ ৭　ϩーϜཻ子গ量

第 17 号土坑土層ղઆ
׊　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量 , ম土ཻ子 ŋ 炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
ۃ　̐ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
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第 18 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量

第 19 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
׊　２ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量

第 20 号土坑土層ղઆ
׊　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
׊　２ ৭　ϩーϜཻ子গ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量

第 21 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量 , ম土ཻ子 ŋ 炭化ཻ子ඍ量
׊　̏ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量

第 22 号土坑土層ղઆ
׊　１ ৭　ϩーϜཻ子中量
２　明 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量

第 23 号土坑土層ղઆ
׊　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
׊　２ ৭　ϩーϜཻ子গ量

第 24 号土坑土層ղઆ
׊　１ ৭　ϩーϜཻ子中量
２　明 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量

第 25 号土坑土層ղઆ
׊　１ ৭　ϩーϜཻ子中量
２　明 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・೪土ཻ子ඍ量
׊　̏ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，೪土ཻ子ඍ量

第 26 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量
׊　２ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量

第 27 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量

第 28 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
׊　２ ৭　ϩーϜཻ子গ量
׊　̏ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量

第 29 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子গ量，炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量

第 30 号土坑土層ղઆ
׊　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
׊　２ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
׊　̏ ৭　ϩーϜཻ子গ量

第 31 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
２　灰 ׊ ৭　ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　̏ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子・
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
׊　̐ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

第 32 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子ඍ量

第 33 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子
　　　　　　　　ඍ量

第 34 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子・ཻ࠭
　　　　　　　　ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量

第 35 号土坑土層ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子・ཻ࠭ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子・ཻ࠭
　　　　　　　　ඍ量

第 36 号土坑土層ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子・ཻ࠭ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子・ཻ࠭ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量

第 37 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ཻ࠭ඍ量

第 38 号土坑土層ղઆ
׊　１ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ཻ࠭ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭ඍ量
׊　̏ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ཻ࠭ඍ量
̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子・ཻ࠭ඍ量

第 39 号土坑土層ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量 , ϩーϜཻ子 ŋ ম土ཻ子 ŋ 炭化ཻඍ量
２　҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ۃ　̏ ҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

第 40 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，೪土ϒϩッΫ・炭化物・ϩーϜཻ
　　　　　　　　子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化物・ম土ཻ
　　　　　　　　子・೪土ཻ子ඍ量

第 41 号土坑土層ղઆ
׊　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　̏ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量

第 42 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子・炭化ཻ子গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　炭化ཻ子গ量 , ϩーϜϒϩッΫ ŋ ম土ཻ子ඍ量

第 43 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量

第 44 号土坑土層ղઆ
１　੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子গ量，炭化ཻ子ඍ量

第 45 号土坑土層ղઆ
׊　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量
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第 46 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量

第 47 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，炭化ཻ子・೪土ཻ子ඍ量

第 48 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子・࠭質
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・࠭質೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・
　　　　　　　　炭化ཻ子ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子 ŋ ࠭質೪土ཻ子গ量 , 炭化ཻ子ඍ量

第 49 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・࠭質೪土ཻ子গ量，ম土ϒϩッ
　　　　　　　　Ϋ・炭化ཻ子ඍ量

第 50 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子・೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子・೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量

第 51 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，炭化ཻ子ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
̐　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，炭化ཻ子ඍ量
׊　̑ ৭　ϩーϜཻ子中量，炭化ཻ子ඍ量
׊　６ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，炭化ཻ子ඍ量

第 52 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，炭化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，炭化ཻ子ඍ量
׊　̏ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量

第 53 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭ඍ量
２　灰 ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭ඍ量
׊　̏ ৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭ඍ量

第 55 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ࡉ礫গ量，炭化物・ϩーϜཻ子・ཻ࠭ඍ量
２　҉ ׊ ৭　೪土ཻ子・ࡉ礫・ཻ࠭গ量，炭化物・ϩーϜ
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ཻ࠭中量，೪土ཻ子গ量，炭化物・ࡉ礫ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，೪土ϒϩッΫඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化ཻ子・ࡉ礫
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　６ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化物・ম土ཻ
　　　　　　　　子・ࡉ礫ඍ量

第 56 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ম
　　　　　　　　土ϒϩッΫඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，࠭質೪土ϒϩッΫ・炭
　　　　　　　　化ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ中量，ϩーϜϒϩッΫগ量，
　　　　　　　　炭化物ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・࠭質೪土ཻ子গ量

第 57 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭
　　　　　　　　化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子ඍ量

第 59 号土坑土層ղઆ
１　明 ׊ ৭　ϩーϜཻ子多量

第 60 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ཻ࠭中量，炭化物ඍ量
２　灰 ԫ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，炭化ཻ子ඍ量

第 61 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫඍ量

第 62 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・ࡉ礫ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化物ඍ量

第 63 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量

第 69 号土坑土層ղઆ
１　にͿいԫ׊৭　࠭質೪土ϒϩッΫ・ཻ࠭多量，ϩーϜϒϩッ
　　　　　　　　Ϋগ量
׊　２ ৭　ϩーϜϒϩッΫ ŋ ࠭質೪土ϒϩッΫ ŋ ཻ࠭গ量

第 70 号土坑土層ղઆ
׊　１ ৭　ϩーϜཻ子中量，࠭質೪土ϒϩッΫগ量
２　灰 ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・炭化ཻ子গ
　　　　　　　　量，ম土ϒϩッΫඍ量
ࠇ　̏ ৭　炭化ཻ子多量，ম土ཻ子গ量，࠭質೪土ϒϩ
　　　　　　　　ッΫ・ϩーϜཻ子ඍ量
̐　灰 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ ŋ ࠭質೪土ϒϩッΫ ŋ ཻ࠭গ量
̑　҉ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ϩーϜཻ子ඍ量
６　灰 ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫ ŋ ཻ࠭গ量 , ϩーϜཻ子ඍ量
׊　̓ ৭　ཻ࠭中量，࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ϩーϜϒ
　　　　　　　　ϩッΫඍ量
̔　にͿいԫ׊৭　ཻ࠭多量

第 71 号土坑土層ղઆ
׊　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫ ŋ ࠭質೪土ϒϩッΫ ŋ ཻ࠭গ量
２　灰 ׊ ৭　ཻ࠭多量，࠭質೪土ϒϩッΫগ量
̏　にͿいԫ׊৭　ཻ࠭多量

第 73 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ৭　炭化ཻ子中量，ম土ϒϩッΫগ量

第 74 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
׊　̏ 灰 ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
׊　̐ 灰 ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量

第 75 号土坑土層ղઆ
１　明 ׊ ৭　ന৭೪土ϒϩッΫ多量
׊　２ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ന৭೪土ϒϩッΫ中量
ࠇ　̏ ׊ ৭　࠭質೪土ϒϩッΫগ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量
ࠇ　̐ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・࠭質೪土ϒϩッΫඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ന৭೪土ϒϩッΫগ量

第 76 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫඍ量
׊　２ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量

第 77 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量
２　҉ ׊ ৭　ന৭೪土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子গ量

第 78 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ന৭೪土ཻ子ඍ量
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ද13　その他の土坑一ཡද

番号 Ґ　ஔ 長 ޲方（ܘ࣠） 平面ܗ
໛（ｍ）　ن

น面 ఈ面 ෴土 主 な 出 土 遺 物 උ　　ߟ
（ॏ複関܎　古ˠ৽）長 ʷ ୹ （ܘ࣠） （ܘ࣠） 深さ

（ᶲ）

1 ̗２F3 ̣－42 －˃̚ 不定ܗ 1�82ʷ1�27 108 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器，陶器，磁器，
瓦 4*7ˠ本跡

2 ̗２G2 ̣－45 －˃̚ 方ܗ 1�07ʷ1�04 50 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器，陶器

3 ̗２G3 ̣－67 －˃̚ ପԁܗ 0�76ʷ0�62 14 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器

4 ̗２H4 ̣－39 －˃̚ ପԁܗ 0�56ʷ0�47 11 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ

5 ̗２H1 ̣－47 －˃̚ ପԁܗ    1�48 ʦ̫1�30ʧ 67 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器，須恵器，陶器，土玉

6 ̗２I8 － ԁܗ 1�04ʷ1�04 28 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 土師器，須恵器 4*3ˠ本跡

7 ̗２I8 ̣－59 －˃̬ ପԁܗ 1�24ʷ0�90 28 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器，ണย 4*3,P(1ˠ本跡

8 ̗２H8 － ԁܗ 1�05ʷ1�02 45 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器，ണย 4*3ˠ本跡

9 ̗２H5 ̣－32 －˃̬ ʦ方ܗʧ    0�92 （̫0�34） 50 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器 4*6ˠ本跡ˠ 4,10

10 ̗２H6 ̣－41 －˃̚ ପԁܗ 1�55ʷ1�24 47 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器，須恵器，磁器，瓦 4*6,4,9ˠ本跡

11 ̗２G6 － ԁܗ （0�99）̫ 0�94 30 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器，磁器 4*6ˠ本跡

12 ̗２I0 － ԁܗ 0�67ʷ0�57 17 ؇ࣼ 平ୱ － 4*11ŋ13ˠ本跡

13 ̗２H9 ̣－82 －˃̬ ପԁܗ 0�76ʷ0�54 90 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 4*3ˠ本跡

14 ̗２H9 － 不定ܗ 0�80ʷ0�76 55 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 縄文土器，土師器，土玉 4*3ˠ本跡ˠ P(1

第 79 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ന৭೪土ϒϩッΫ・炭化物
　　　　　　　　গ量
２　灰 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ന৭೪土ϒϩッΫগ量，鉄
　　　　　　　　分ඍ量
׊　̏ 灰 ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
̐　灰 ׊ ৭　ന৭೪土ϒϩッΫ多量

第 80 号土坑土層ղઆ
׊　１ 灰 ৭　炭化材・ന৭೪土ϒϩッΫগ量，ϩーϜϒϩ
　　　　　　　　ッΫ・ম土ϒϩッΫඍ量

第 81 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ന৭೪土ϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫ・炭化
　　　　　　　　物ඍ量

第 82 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
２　灰 ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量

第 83 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　炭化物・ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
２　灰 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子ඍ量
̏　灰 ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
̐　灰 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
̑　灰 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
６　灰 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ന৭೪土ϒϩッΫඍ量

第 85 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
׊　̏ 灰 ৭　೪土ϒϩッΫ中量，ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子ඍ量

第 86 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・炭化物・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
̏　灰 ׊ ৭　ന৭೪土ϒϩッΫ中量，ϩーϜϒϩッΫগ量
׊　̐ 灰 ৭　ম土ϒϩッΫ・ന৭೪土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ
　　　　　　　　子ඍ量

第 90 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・ന৭೪
　　　　　　　　土ϒϩッΫඍ量
２　灰 ׊ ৭　ന৭೪土ϒϩッΫগ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭
　　　　　　　　化物ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ന৭೪土ϒϩッΫগ量

第 91 号土坑土層ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ന৭೪土ϒϩッΫ中量，ϩーϜཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ന৭೪土ϒϩッΫ中量，ϩーϜϒϩッΫඍ量

第 97 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ・
　　　　　　　　炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ ŋ ম土ϒϩッΫ ŋ 炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ࡉ礫ඍ量
̐　灰 ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，炭化物ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量

第 98 号土坑土層ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化物
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化物ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量
ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子ඍ量

第 99 号土坑土層ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ཻ࠭গ量，ম土ϒϩッΫ・
　　　　　　　　炭化物ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ・ϩーϜཻ子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ཻ࠭গ量，ম土ϒϩッΫ・
　　　　　　　　炭化物ඍ量

第 112 号土坑土層ղઆ
׊　１ ৭　ম土ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　࠭質೪土ཻ子গ量
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番号 Ґ　ஔ 長 ޲方（ܘ࣠） 平面ܗ
໛（ｍ）　ن

น面 ఈ面 ෴土 主 な 出 土 遺 物 උ　　ߟ
（ॏ複関܎　古ˠ৽）長 ʷ ୹ （ܘ࣠） （ܘ࣠） 深さ

（ᶲ）

15 ̗２I8 ̣－43 －˃̬ ପԁܗ 0�64ʷ0�52 45 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器 4*3ˠ本跡

16 ̗２H8 ̣－23 －˃̬ ପԁܗ 0�67ʷ0�40 67 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器 4*3ˠ本跡

17 ̗２F3 ̣－46 －˃̬ ʦପԁܗʧ （0�94）̫ 0�86 43 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器，須恵器 4*7ˠ本跡

18 ̗２H9 － ʦԁܗʧ ʦ0�72ʧ̫ʦ0�72ʧ 42 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器

19 ̗２G9 ̣－20 －˃̚ ପԁܗ 0�90ʷ0�78 32 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器

20 ̗２G9 ̣－26 －˃̬ ପԁܗ 0�75ʷ0�62 57 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器，須恵器

21 ̗̏G1 ̣－27 －˃̬ 不定ܗ 1�15ʷ0�95 47 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器，支脚

22 ̗２H0 ̣－30 －˃̚ ʦପԁܗʧ 0�90 （̫0�71） 13 ܏֎ 平ୱ ࣗવ

23 ̗２E0 ̣－69 －˃̬ ʦପԁܗʧ （1�24）̫ 1�04 30 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 土師器

24 ̗２G8 ̣－69 －˃̬ ପԁܗ 0�68ʷ0�54 65 ܏֎ 平ୱ 人ҝ

25 ̗２F9 ̣－23 －˃̚ ପԁܗ 1�04ʷ0�87 40 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 土師器

26 ̗２H5 ̣－̓ －˃̬ ʦପԁܗʧ    0�64 （̫0�62） 12 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 4*6ˠ本跡ˠ 4,27

27 ̗２H5 ̣－55 －˃̬ ʦପԁܗʧ （1�20）̫ 1�07 55 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器，陶器 4*6,4,26ˠ本跡

28 ̗２G4 ̣－44 －˃̬ ପԁܗ 0�69ʷ0�62 26 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器

29 ̗２E2 ̣－41 －˃̬ ପԁܗ 0�61ʷ0�48 33 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ

30 ̗２G6 － ԁܗ 0�82ʷ0�82 30 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器，陶器 4*6ˠ本跡

31 ̗１H0 ̣－41 －˃̚ ʦ長方ܗʧ （2�38）̫ 1�72 48 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器

32 ̘̑ K2 ̣－19 －˃̚ ପԁܗ 0�70ʷ0�58 40 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器，須恵器 4*41ˠ本跡

33 ̙̑B2 ̣－29 －˃̚ ପԁܗ 0�45ʷ0�40 15 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 4*41ˠ本跡

34 ̘̑K 2 ̣－13 －˃̬ ପԁܗ 0�86ʷ0�74 14 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 須恵器

35 ̘̑K 1 ̣－57 －˃̬ ପԁܗ 0�65ʷ0�58 12 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器

36 ̘̑K 1 ̣－35 －˃̬ ପԁܗ 0�65ʷ0�55 26 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 縄文土器

37 ̘̐K 0 － ԁܗ 0�62ʷ0�62 14 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 4*17ˠ本跡

38 ̘̐K 0 － ԁܗ 1�15ʷ1�10 34 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 縄文土器，土師器，須恵器 4*17ˠ本跡

39 ̘̐K 0 － ԁܗ 1�15ʷ1�12 25 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器 4*17ˠ本跡

40 ̘̐K 9 ̣－40 －˃̬ ପԁܗ 1�17ʷ1�00 45 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 須恵器

41 ̗２J 0 ̣－44 －˃̚ ପԁܗ 1�17ʷ0�66 32 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 土師器，鉄᭲ 4*11ˠ本跡

42 ̗２J 0 ̣－18 －˃̚ ପԁܗ 0�41ʷ0�37 17 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器，須恵器 4*13ˠ 4*11ˠ本跡

43 ̗̏F3 － ʦԁܗʧ    0�60 ʦ̫0�56ʧ 14 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 4*8ˠ本跡

44 ̗２F2 － ʦԁܗʧ （0�70）̫ 0�68 37 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 土師器，陶器

45 ̗２F2 ̣－23 －˃̚ ʦପԁܗʧ    0�56 （̫0�46） 16 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器

46 ̗２E3 ̣－43 －˃̚ 長方ܗ 1�23ʷ1�04 70 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器

47 ̗２I0 ̣－60 －˃̚ ପԁܗ 1�05ʷ0�62 52 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器 4*13ˠ本跡

48 ̘２C9 － ԁܗ 0�57ʷ0�57 15 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 4*15ˠ本跡

49 ̘２B9 ̣－34 －˃̬ ପԁܗ 0�67ʷ0�55 ̓ ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 4*12ˠ本跡

50 ̘２C9 ̣－35 －˃̬ ପԁܗ 0�63ʷ0�52 10 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 土師器 4*15ˠ本跡

51 ̗２I0 ̣－73 －˃̬ ପԁܗ 0�87ʷ0�65 45 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器

52 ̗２I0 ̣－13 －˃̚ ପԁܗ 0�80ʷ0�45 44 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 土師器，須恵器 4*11ˠ本跡

53 ̘̐K 0 ̣－19 －˃̚ ପԁܗ 0�87ʷ0�74 20 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 土師器 4*17ˠ本跡

55 ̘̐I6 ̣－40 －˃̬ ପԁܗ 0�79ʷ0�63 40 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器 4*28ˠ本跡

56 ̗̏H4 ̣－23 －˃̚ ʦପԁܗʧ    1�02 （̫0�78） 25 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ

57 ̗̏H4 － ԁܗ 0�65ʷ0�60 13 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ

59 ̗̏E1 ̣－31 －˃̚ ʦପԁܗʧ    0�47 ʦ̫0�38ʧ 36 ܏֎ 平ୱ 人ҝ

60 ̙̐D6 ̣－62 －˃̬ 長方ܗ 2�36ʷ1�22 22 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 瓦 第１号水場遺構ˠ本跡

61 ̘̑I2 ̣－46 －˃̬ 不定ܗ 1�23ʷ0�88 22 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 縄文土器，Ꮟ石

62 ̙̑E1 ̣－57 －˃̬ ପԁܗ 0�55ʷ0�50 47 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 縄文土器，土師器
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　溝跡

第１号ߔ跡（第190ਤ，付ਤ）

Ґஔ　調査区北੢部の̗２D2 ～̗２E3区，標高17� 0ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面にҐஔしている。

�状　北੢部が調査区Ҭ֎΁ԆͼているたΊ，長さは6ܗ໛ͱن 72ｍしか確認できなかった。̗２E3区から同͡

17� 0ｍほどの標高で北੢方37－̣）޲ －˃̬）΁௚ઢతにԆͼ，̗２D2区で੢方115－̣）޲ －˃̬）΁۶ۂし

て調査区Ҭ֎΁Ԇͼている。ن໛は，上෯0� 20 ～ 0� 47ｍ，Լ෯0� 07 ～ 0� 30ｍで，۶ۂする̗２D2区付近がや

や෯広である。深さは20ᶲで，ఈ面の標高は北੢୺16� 93ｍ，۶ۂ部16� 94ｍ，南東部16� 87 ～ 16� 98ｍで，ࠩ

がほとΜどない。அ面ܗはઙい̪字ܗである。นは北東นが֎܏して，南੢นが؇やかに立ͪ上がっている。

෴土　̖－̖ʟは̏層，̗－̗ʟが̐層に分層でき，いͣれも南東部の௚ઢ状のஅ面である。Ϩϯズ状にଯ積

していることからࣗવଯ積である。

遺物出土状況　ྲྀれࠐΜͩ土師器ย̐点（甕）が出土している。す΂てମ部ยで，ࡉยのたΊਤࣔできない。

番号 Ґ　ஔ 長 ޲方（ܘ࣠） 平面ܗ
໛（ｍ）　ن

น面 ఈ面 ෴土 主 な 出 土 遺 物 උ　　ߟ
（ॏ複関܎　古ˠ৽）長 ʷ ୹ （ܘ࣠） （ܘ࣠） 深さ

（ᶲ）

63 ̙̑E1 － ԁܗ 0�58ʷ0�54 30 ܏֎ 平ୱ ࣗવ

69 ̘̑G3 － ԁܗ 0�50ʷ0�48 25 ܏֎ 平ୱ 人ҝ

70 ̘̑G3 ̣－78 －˃̚ ପԁܗ 0�86ʷ0�62 50 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師質土器，ണย

71 ̘̑G3 ̣－65 －˃̚ ପԁܗ 0�84ʷ0�65 37 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器

73 ̘̐J7 ̣－30 －˃̚ ପԁܗ 0�66ʷ0�46 4 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ

74 ̙̐I9 ̣－65 －˃̬ ପԁܗ 1�22ʷ0�82 73 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器

75 ̙̐F6 － ԁܗ 0�90ʷ0�88 55 ܏֎ 平ୱ 人ҝ

76 ̙̐I0 ̣－21 －˃̚ ପԁܗ 0�76ʷ0�64 13 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 土師器

77 ̙̐H7 ̣－50 －˃̬ ପԁܗ 0�77ʷ0�45 8 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 4,78ˠ本跡

78 ̙̐H7 － ʦପԁܗʧ （0�40）̫ 0�38 12 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 本跡ˠ 4,77

79 ̙̐G6 ̣－15 －˃̬ ପԁܗ 2�28ʷ1�87 15 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器 4,80ˠ本跡

80 ̙̐G6 ̣－18 －˃̚ 不定ܗ    1�60 （̫0�47） 13 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器 本跡ˠ 4,79,81

81 ̙̐G6 ̣－85 －˃̬ ପԁܗ 1�22ʷ1�03 12 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 4,80ˠ本跡

82 ̙̐H7 ̣－10 －˃̬ ପԁܗ 0�92ʷ0�65 21 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 土師器

83 ̙̐H7 － ԁܗ 0�58ʷ0�55 30 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 土師器，須恵器

85 ̙̐H6 ̣－21 －˃̚ ପԁܗ 0�55ʷ0�47 20 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 土師器 4,86ˠ本跡

86 ̙̐H6 ̣－61 －˃̚ 不定ܗ 0�60ʷ0�54 17 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 本跡ˠ 4,84,85

90 ̙̐G5 － ԁܗ 0�35ʷ0�32 18 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 4,91ˠ本跡

91 ̙̐G5 ̣－̕ －˃̚ ପԁܗ 0�74ʷ0�58 7 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 本跡ˠ 4,90

97 ̙̐G7 ̣－67 －˃̚ ପԁܗ 2�14ʷ1�94 25 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 縄文土器，土師器，須恵器 4,98ˠ本跡

98 ̙̐G8 ̣－59 －˃̬ 不定ܗ 3�92ʷ2�00 15 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 縄文土器，土師器，須恵器 4*29,4,99ˠ本跡ˠ 4,97

99 ̙̐G8 ̣－56 －˃̬ ପԁܗ 0�93ʷ0�75 50 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器，須恵器 4*29ŋ33ˠ本跡ˠ 4,98

101 ̗２I8 ̣－43 －˃̬ 不定ܗ 1�78ʷ1�35 48 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 本跡ˠ 4*3

110 ̘２D7 ̣－70 －˃̚ ʦପԁܗʧ    0�80 （̫0�66） 12 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 本跡ˠ 4*51

112 ̘２E6 ̣－88 －˃̬ ପԁܗ 0�78ʷ0�62 16 ܏֎ 平ୱ 人ҝ

土層ղઆ（̖ʵ̖ʟ，̗ʵ̗ʟڞ௨）
׊　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子・炭化ཻ子・ཻ࠭ඍ量
̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ඍ量

৭　ϩーϜཻ子গ量׊　̐
৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量׊　̑
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ॴݟ　時期は，本跡に伴う土器が出土していないたΊ不明である。̡字状にԆͼ，ఈ面の標高ࠩがみられない

ことから，区ը溝として機能していた可能性がある。

第４号ߔ跡（第190ਤ，付ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̑G2 ～̙̑I2区，標高13� 5ｍの河岸段丘中ҐからԼҐにかけての؇ࣼ面にҐஔして

いる。

ॏෳؔ܎　第̏号掘立柱建物跡を掘りࠐΜでいる。

�状　南部が調査区Ҭ֎΁ԆͼているたΊ，長さは4ܗ໛ͱن 72ｍしか確認できなかった。̙̑G2区から南方޲

（̣－155 －˃̚）΁؇やかにԼり，̙̑I2区付近で調査区Ҭ֎΁Ԇͼている。ن໛は，上෯1� 28 ～ 1� 68ｍ，Լ

෯0� 62 ～ 0� 94ｍで，北୺がやや෯広である。深さは19ᶲで，ఈ面の標高は北୺が13� 56ｍ，確認できた南୺は

13� 05ｍで，比高は0� 5ｍほどである。அ面ܗはઙい̪字ܗで，นは؇やかに立ͪ上がっている。

෴土　２層に分層できる。ϩーϜϒϩッΫが多量に含まれていることから埋Ί໭されている。

ॴݟ　時期は，出土土器がないたΊ不明である。

第６号ߔ跡（第190ਤ，付ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̐D7 ～̙̐E7区，標高13� 5 ～ 14� 5ｍの河岸段丘中ҐからԼҐにかけての؇ࣼ面にҐ

ஔしている。

ॏෳؔ܎　第̗̑号溝跡，第１号水場遺構を掘りࠐΜでいる。

，平されているたΊ࡟ͼ南部がٴΜでいることを確認したが，北部ࠐ状　北部は第１号水場遺構を掘りܗ໛ͱن

長さは10� 61ｍしか確認できなかった。̙̐D7区から南方178－̣）޲ －˃̬）΁௚ઢతにԆͼ，̙̐E7区で立

ͪ上がっている。ن໛は，上෯0� 17 ～ 0� 31ｍ，Լ෯0� 07 ～ 0� 31ｍで，ࠩ がほとΜどない。深さは６～ 14ᶲで，

ఈ面の標高は確認できた北୺が14� 11ｍと࠷も高͘，比高は中央付近0� 15ｍ，南୺0� 53ｍである。அ面ܗはٯ

台ܗで，นは֎܏して立ͪ上がっている。

෴土　̐層に分層できる。Ϩϯズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。

ॴݟ　時期は，出土土器がないたΊ不明である。南北に௚ઢ状にԆͼており，෴土中にཻ࠭を含Μでいること

から，ഉ水溝としてར༻されていたものとみられる。

17.4m
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SD 1SD 1 SD 4 SD 6

 A˄ B  B˄
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2 25
14

13.8m
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A  A˄
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第190図　第１・̐・６号溝跡࣮ଌਤ

土層ղઆ
１　にͿいԫ׊৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・炭化ཻ

子ඍ量
２　灰 ԫ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，炭化ཻ子ඍ量

土層ղઆ
׊　１ 灰 ৭　ཻ࠭গ量，ম土ཻ子・炭化ཻ子ඍ量
２　灰 ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子・炭化ཻ子ඍ量

̏　灰 ׊ ৭　ཻ࠭中量
׊　̐ 灰 ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子ඍ量
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　ピット群

第１号ϐοτ܈（第191ਤ）

　調査区北੢部の標高17� 0 ～ 19� 0ｍ，̗２F0 ～̘２B7区にかけての東੢27N，南北23N の範囲から，柱穴状

のピット55か所を確認した。平面ܗは長25ܘ ～ 90ᶲのԁܗまたはପԁܗで，深さが̔～ 109ᶲである。ピッ

トの分෍状گから建物跡は૝定できない。෴土中から縄文土器ย，土師器ยや須恵器ยのほか，磁器ยも出土

しているピットもあるが，時期・性֨ともに不明である。

ද14　その他の溝跡一ཡද

番号 Ґ ஔ 方　޲ 状ܗ
໛（ｍ，深さはᶲ）　ن

அ面ܗ น面 ఈ面 ෴土 主な出土遺物
උ　　　ߟ

ॏ複関܎（古ˠ৽） 長さ 上෯ Լ෯ 深さ

１ ̗２D2 ～
̗２E3

̣－ 37 －˃̬
̣－115 －˃̬ ௚ઢ （6�72） 0�20 ～ 0�47 0�07 ～ 0�30 20 ̪字ܗ ؇ࣼ ઙい̪字状 ࣗવ 土師器

̐ ̙̑G2 ～
̙̑I2 ̣－155 －˃̚ ௚ઢ （4�72） 1�28 ～ 1�68 0�62 ～ 0�94 19 ̪字ܗ ؇ࣼ ઙい̪字状 人ҝ 4B3ˠ本跡

６ ̙̐D7 ～
̙̐E7 ̣－178 －˃̬ ௚ઢ （10�61） 0�17 ～ 0�31 0�07 ～ 0�31 ６～ 14 ܗ台ٯ ܏֎ ઙい̪字状 ࣗવ 第1号水場遺構 ,4%5B ˠ

本跡

第１号ピット群　ピットܭଌද

番号 Ґஔ 状ܗ
໛（ᶲ）ن

番号 Ґஔ 状ܗ
໛（ᶲ）ن

長ܘ ୹ܘ 深さ 長ܘ ୹ܘ 深さ

１ ̗２I8 ପԁܗ 43 37 26 29 ̗２I9 ԁܗ 40 36 32 

２ ̗２H8 ԁܗ 55 55 25 30 ̗２I9 ପԁܗ 38 29 14 

̏ ̗２H9 ԁܗ 41 39 29 31 ̗２I9 ପԁܗ 55 45 26 

̐ ̗２H9 ԁܗ 52 50 27 32 ̗２J9 ପԁܗ 52 46 42 

̑ ̗２I9 ପԁܗ 45 35 18 33 ̗２K9 ପԁܗ 55 41 17 

６ ̗２I9 ପԁܗ 35 30 20 34 ̗２J8 ପԁܗ 38 34 34 

̓ ̗２I9 ପԁܗ 45 39 10 35 ̗２J8 ԁܗ 45 45 37 

̔ ̗２J6 ପԁܗ 57 40 91 36 ̗２J8 ପԁܗ 67 40 50 

̕ ̗２J7 ʦପԁܗʧ 35 （20） 25 37 ̗２K8 ପԁܗ 50 40 52 

10 ̗２J7 ԁܗ 30 28 57 38 ̗２K8 ପԁܗ 50 40 29 

11 ̗２J7 ପԁܗ 50 45 35 39 ̗２K8 ପԁܗ 47 42 14 

12 ̗２I8 ପԁܗ 63 38 25 40 ̗２K8 ପԁܗ 55 46 37 

13 ̗２J7 ପԁܗ 66 48 22 41 ̗２K7 ପԁܗ 40 35 16 

14 ̗２H9 ପԁܗ 57 47 36 42 ̗２K7 ԁܗ 25 25 18 

15 ̗２H0 ପԁܗ 49 37 28 43 ̘２B7 ପԁܗ 48 42 40 

16 ̗２H9 ପԁܗ 53 46 61 44 ̘２B7 ପԁܗ 48 37 21 

17 ̗２G9 ପԁܗ 75 50 28 45 ̗２K7 ପԁܗ 41 33 32 

18 ̗２G9 ପԁܗ 40 34 45 46 ̗２J6 ପԁܗ 57 30 25 

19 ̗２G0 ପԁܗ 72 61 48 47 ̗２J6 ʦପԁܗʧ 45 （29） 19 

20 ̗２G0 長ପԁܗ 90 45 48 48 ̗２I7 ପԁܗ 57 41 18 

21 ̗２G0 ପԁܗ 54 49 39 49 ̗２J6 ପԁܗ 52 43 40 

22 ̗２H0 ପԁܗ 63 56 41 50 ̗２J5 ପԁܗ 61 53 109 

23 ̗̏H1 ପԁܗ 77 60 28 51 ̗２J5 ԁܗ 44 42 36 

24 ̗̏H1 ʦପԁܗʧ 72 （37） 21 52 ̗２J6 ପԁܗ 60 41 80 

25 ̗̏H2 ʦԁܗʧ 53 （45） 19 53 ̗２I5 ପԁܗ 43 37 36 

26 ̗２F0 ԁܗ 28 24 18 54 ̗２I5 ପԁܗ 81 60 96 

27 ̗２J9 ପԁܗ 30 23 44 55 ̗２K6 ପԁܗ 77 65 59 

28 ̗２H9 ପԁܗ 67 57 36 
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第２号ϐοτ܈（第192ਤ）

　調査区北੢部の標高15� 5 ～ 16� 5ｍ，̗２J1 ～̗２K2区にかけての東੢5� 3ｍ，南北5� 3ｍの範囲から，柱穴状

のピット18か所を確認した。平面ܗは長20ܘ ～ 58ᶲのԁܗまたはପԁܗで，深さが̓～ 57ᶲである。ピット

の分෍状گから建物跡は૝定できない。෴土中からࡉยの土師器ยや須恵器ยが出土しているピットもあるが，

時期・性֨ともに不明である。

P6
P1

P2

P3

P4

P8 P7

P5

P9

P14

P15 P13

P17

P18

P12

P11 P16

P10

B2J2

SI 46

SI 9

第192図　第２号ピット群࣮ଌਤ

第２号ピット群　ピットܭଌද

番号 Ґஔ 状ܗ
໛（ᶲ）ن

番号 Ґஔ 状ܗ
໛（ᶲ）ن

長ܘ ୹ܘ 深さ 長ܘ ୹ܘ 深さ

１ ̗２I1 ʦପԁܗʧ 48 （20） 41 10 ̗２K2 ପԁܗ 45 38 15 

２ ̗２I1 ପԁܗ 58 40 43 11 ̗２J2 ପԁܗ 35 30 37 

̏ ̗２J2 ԁܗ 20 19 16 12 ̗２J1 ପԁܗ 38 33 ̓

̐ ̗２J2 ପԁܗ 20 18 18 13 ̗２J1 ԁܗ 27 27 18 

̑ ̗２J2 ʦପԁܗʧ 25 （17） 22 14 ̗２J1 ԁܗ 25 23 21 

６ ̗２I1 ପԁܗ 35 28 22 15 ̗２J1 ପԁܗ 26 17 49 

̓ ̗２J2 ԁܗ 25 25 41 16 ̗２K2 ԁܗ 30 28 30 

̔ ̗２J2 ʦପԁܗʧ 23 （17） 10 17 ̗２J1 ʦପԁܗʧ 45 （15） 27 

̕ ̗２J2 ԁܗ 44 40 57 18 ̗２J1 ԁܗ 40 38 27 
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第３号ϐοτ܈（第193ਤ）

　調査区南東部の標高12� 0 ～ 13� 5ｍ，̙̐B1 ～̙̐E2区にかけての東੢6� 5ｍ，南北10� 0ｍの範囲から，柱穴

状のピット19か所を確認した。平面ܗは長34ܘ ～ 71ᶲのԁܗまたはପԁܗで，深さが11 ～ 74ᶲである。ピッ

トの分෍状گから建物跡は૝定できないが，第58 ～ 60号住居跡を掘りࠐみ，第̕号掘立柱建物跡に掘りࠐま

れているピットがଘ在している。෴土中から土師器ยや須恵器ยが出土しているピットもあるたΊ，時期は̔

世ل代あるいは̕世ل前൒の可能性がある。性֨は不明である。
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第４号ϐοτ܈（第194ਤ）

　調査区南東部の標高14� 0ｍ，̙̐C4区の東੢̏ｍ，南北

̐ｍの範囲から，柱穴状のピット̑か所を確認した。平面

28ܘは長ܗ ～ 37ᶲのԁܗまたはପԁܗで，深さが20 ～ 36

ᶲである。ピットの分෍状گから建物跡は૝定できない。

本ピット群は，第10号掘立柱建物跡の内部にもଘ在してい

るが，柱穴同࢜の੾り合いがないたΊ৽چ関܎は不明であ

る。෴土中から土師器ยが出土しているピットもあるが，

時期・性֨ともに不明である。
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第194図　第̐号ピット群࣮ଌਤ

第̏号ピット群　ピットܭଌද

番号 Ґ　ஔ 状　ܗ
໛　（ᶲ）　ن

番号 Ґ　ஔ 状　ܗ
໛　（ᶲ）　ن

長　ܘ ୹　ܘ 深　さ 長　ܘ ୹　ܘ 深　さ

１ ̙̐D2 ପԁܗ 70 64 26 11 ̙̐C1 ԁܗ 34 31 41 

２ ̙̐E1 ପԁܗ 57 45 45 12 ̙̐B1 ԁܗ 56 55 15 

̏ ̙̐E1 ପԁܗ 36 31 14 13 ̙̐B2 ԁܗ 56 56 72 

̐ ̙̐C1 ԁܗ 42 40 36 14 ̙̐B2 ʦପԁܗʧ ʦ51ʧ 40 69 

̑ ̙̐C1 ପԁܗ 36 32 25 15 ̙̐C2 ʦପԁܗʧ ʦ72ʧ 66 74 

６ ̙̐C1 ପԁܗ 71 60 70 16 ̙̐D2 ପԁܗ 70 61 66 

̓ ̙̐C1 ପԁܗ 38 32 11 17 ̙̐D2 ʦପԁܗʧ 70 （58） 59 

̔ ̙̐D1 ପԁܗ 62 52 47 18 ̙̐D2 ପԁܗ 36 32 64 

̕ ̙̐D1 ପԁܗ 35 22 28 19 ̙̐D2 ԁܗ 55 54 40 

10 ̙̐D1 ʦପԁܗʧ （36） 26 17 

第̐号ピット群　ピットܭଌද

番号 Ґ　ஔ 状　ܗ
໛　（ᶲ）　ن

番号 Ґ　ஔ 状　ܗ
໛　（ᶲ）　ن

長　ܘ ୹　ܘ 深　さ 長　ܘ ୹　ܘ 深　さ

１ ̙̐C4 ପԁܗ 32 21 27 ̐ ̙̐C4 ԁܗ 34 33 20 

２ ̙̐C4 ପԁܗ 28 22 36 ̑ ̙̐C4 ପԁܗ 37 27 28 

̏ ̙̐C4 ପԁܗ 36 32 31 

ද15　その他のピット群一ཡද

番号 Ґ　ஔ
柱穴（長さの୯Ґはす΂てᶲ）

出　土　遺　物 時　　期 උ　　ߟ
（ॏ複関܎　古ˠ৽）柱穴 平面ܗ 長ܘ（࣠） ୹ܘ（࣠） 深さ

1 ２̗F0 ～̘２B7 55 ԁܗ・ପԁܗ 25 ～ 90 23 ～ 65 10 ～ 109 土師器，須恵器，磁器 － 4*3ŋ4,4,14ˠ本跡ˠ 4,7

2 ２̗J 1 ～ ２̗K 2 18 ԁܗ・ପԁܗ 20 ～ 58 17 ～ 40 ̓～ 57 土師器，須恵器 － 4*9ŋ46ˠ本跡 ,4B8とは৽چ不明

3 ̙̐B1 ～̙̐E2 19 ԁܗ・ପԁܗ 34 ～ 71 22 ～ 66 11 ～ 74 土師器，須恵器 ̔世ل代～̕世ل前൒Χ 4*58 ～ 60ˠ本跡ˠ 4B9

4 ̙̐C4 ̑ ԁܗ・ପԁܗ 28 ～ 37 21 ～ 33 20 ～ 36 土師器 － 4B10とは৽چ不明
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　埋没谷

第１号ຒ຅୩（第195ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̘̐J7から̘６I3区にかけて，標高11� 0 ～ 18� 0ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面

にҐஔしている。

֬ೝ状況　遺構確認調査時に，北東から南੢方޲に؇やかにࣼ܏した面で，̪字ܗに広がったࠇ৭土の範囲を

確認した。本跡の上面に古墳時代から平安時代の竪穴住居跡などが構ஙされていることを確認したたΊ，集落

の調査ऴྃ後に谷部の調査を։࢝した。

�໛は東੢࣠18ن，໛　南部が調査区Ҭ֎΁ԆͼているたΊن 0ｍ，南北࣠は42� 0ｍしか確認できなかった。東

੢࣠のஅ面ܗはઙい̪字状で，深さは北部が116ᶲ，中央部は88ᶲを確認した。南北࣠でみる比高は̓ｍほど

で，؇やかにࣼ܏している。

෴土　̓層に分層できる。෴土はཻ࠭を含Μͩ׊ࠇ৭土が主ମであることから，ࣼ܏地にྲྀれࠐΜͩࣗવଯ積

である。

ॴݟ　本跡上部に̓世ل代の集落跡を確認していることから，̓ 世ل前༿には埋没していたものとਪ定できる。

第２号ຒ຅୩（第195ਤ）

Ґஔ　調査区南東部の̙̏D8 ～̙̏G0区，標高10� 0 ～ 11� 5ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁の؇ࣼ面にҐஔして

いる。

֬ೝ状況　遺構確認調査時に，北から南方޲に؇やかにࣼ܏した面で，̪字ܗに広がったࠇ৭土の範囲を確認

した。

�໛は東੢࣠5ن，໛　南部が調査区Ҭ֎΁ԆͼているたΊن 0ｍ，南北࣠は12� 5ｍしか確認できなかった。東

੢࣠のஅ面ܗはઙい̪字ܗで，深さは北部36ᶲを確認した。南北࣠でみる比高は2� 0ｍほどである。

෴土　̏層に分層できる。ࣼ܏地にྲྀれࠐΜͩࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย169点（坏34，高台付坏̔，甕127），須恵器ย98点（坏89，蓋̕），土製品１点（管状

土錘），鉄ᕥ１点が出土している。出土土器はす΂てࡉยでਤࣔできないが，確認面から෴土上層にかけて出

土しており，範囲は谷部શ面にわたっている。土師器は古墳時代から平安時代のখഁยで，本跡にྲྀれࠐΜͩ

ものである。

ॴݟ　時期は，本跡にྲྀれࠐΜͩ土師器ยの༷૬から̕世ل代には埋没したものとਪ定できる。

土層ղઆ（̖ʵ̖ʟ，̗ʵ̗ʟ，̘ʵ̘ʟ）           
１　҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭গ量
ࠇ　２ ৭　ཻ࠭গ量，ম土ϒϩッΫ・炭化物・ϩーϜཻ
　　　　　　　　子ඍ量
ࠇ　̏ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量

ۃ　̐ ҉ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，炭化物ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ཻ࠭গ量，炭化物・ࡉ礫ඍ量
ࠇ　６ ׊ ৭　ཻ࠭中量，೪土ཻ子গ量，ࡉ礫ඍ量
̓　明 ԫ ׊ ৭　೪土ϒϩッΫ多量，ཻ࠭・ࡉ礫ඍ量

土層ղઆ（̙ʵ̙ʟ，̚ʵ̚ʟ）           
׊　１ ৭　೪土ཻ子・ཻ࠭多量，ࡉ礫ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　೪土ཻ子・ཻ࠭多量，ϩーϜϒϩッΫ・炭化
　　　　　　　　ཻ子・ࡉ礫ඍ量

̏　҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・೪土ཻ子・ཻ࠭ඍ量
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　遺構֎出土遺物

ճの調査で出土した遺物のうͪ，遺構に伴わない特௃తなものを࣮ଌਤ（第196ࠓ　　 ～ 198ਤ）と࡯؍දで

記ࡌする。

292

294

295

297

300

299

302

301

304

303

298

296

293

第196図　遺構֎出土遺物࣮ଌਤ（１）
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TP25 TP26
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第197図　遺構֎出土遺物࣮ଌਤ（２）
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第198図　遺構֎出土遺物࣮ଌਤ（̏）

遺構֎出土遺物࡯؍ද（第196 ～ 198ਤ）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 文 ༷ ・ 手 法 の 特 ௃ ほ か 出土Ґஔ උ　ߟ

292 縄文土器 深鉢 － （8�5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ಑部にଠ௜ઢ文 ද土 ૣ期中༿
PL42

293 土師器 坏 ʦ19�8ʧ （4�2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ後，์ࣹ状の҉文 4%2"෴土中 ̑ˋ

294 土師器 坏 ʦ10�2ʧ （2�9） － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ମ部ϔϥ࡟り 4%2"෴土中 10ˋ

295 須恵器 坏 ʦ14�8ʧ 3�7 ʦ8�0ʧ 長石・石ӳ 灰 ී௨ ମ部Լ୺手࣋ͪϔϥ࡟り P(1෴土中 10ˋ

296 土師器 高台付椀 － （2�2） 7�6 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔϥ࡟り　内面ϔϥຏき　高台షり付け P(1෴土中 30ˋ

297 須恵器 蓋 ʦ14�2ʧ （1�5） － 長石・石ӳ 灰 ී௨ 内・֎面ϩΫϩφσ 4%2෴土中 ̑ˋ

298 土師器 手捏 6�6 3�6 7�0 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ 内・֎面φσ　ࢦ಄ࠟ　 ද土 95ˋ　PL41

299 土師器 ミニ
チュア 5�9 3�8 5�0 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ 内・֎面φσ ද土 95ˋ　PL41

300 土師質土器 内耳ು － （7�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 口ԑ部内֎面ഗ付ண　耳部షり付け 第１号埋没

谷確認面 ̑ˋ　PL41

301 瓦質土器 ಙޒ ʦ34�2ʧ 3�4 ʦ30�0ʧ 長石・石ӳ 灰ԫ׊ ී௨ 内面ഗ付ண ද土 ̑ˋ　PL41

302 陶器 খ坏 ʦ5�6ʧ 3�1 2�8 長石・石ӳ・࠭ࡉ 灰ԫ ී௨ 灰釉　口ԑ部と見ࠐみにࢪ釉　高台三֯状にషり付け
瀬戸・ඒೱܥ ද土 40ˋ　PL41

303 陶器 ࿸ － （1�8） － 長石・石ӳ・࠭ࡉ ઙԫᒵ ී௨ 灰釉　高台ࡍແ釉　瀬戸・ඒೱܥ ද土 ̑ˋ

304 磁器 ߳炉 ʦ10�4ʧ （4�5） － － 灰ന 良޷ ಁ明釉　֎面ඛܗ文とࢁ水文のֆ付け　内面಑部まで
Χܥ釉　口ԑ部౜૲文　瀬戸・ඒೱࢪ

ද土 ̑ˋ　PL41

TP22 縄文土器 深鉢 － （4�2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ 口ԑ部௚ԼにԣҐのࡉ௜ઢ文と֋֪ෲԑ文　಑部にࣼ
Ґの֨子状ࡉ௜ઢ文 ද土 ૣ期中༿

PL42

TP23 縄文土器 深鉢 － （3�7） － 長石・石ӳ 明੺׊ ී௨ ಑部に２本の平行௜ઢとࢗಥ文 ද土 ૣ期中༿
PL42

TP24 縄文土器 深鉢 － （6�6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ಑部にԣҐとࣼҐのࡉ௜ઢ文とԁܗのࢗಥ文 第１号埋没
谷確認面

ૣ期中༿
PL42

TP25 縄文土器 深鉢 － （3�9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ಑部にԣҐとࣼҐのࡉ௜ઢ文　間にԁܗのࢗಥ文 ද土 ૣ期中༿

PL42

TP26 縄文土器 深鉢 － （4�5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ 口ୢ部にଠ௜ઢ文　಑部にԣҐの֋֪ෲԑ文とࡉ௜ઢ

文　ೋ方޲からのઠ１޸か所 ද土 ૣ期中༿
PL42

TP27 縄文土器 深鉢 － （3�6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ಑部にԣҐとࣼҐのࡉ௜ઢ文　間にԁܗのࢗಥ文と֋
֪ෲԑ文 ද土 ૣ期中༿

PL42

TP28 縄文土器 深鉢 － （6�3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ಑部に多方޲のࡉ௜ઢ文 ද土 ૣ期
PL42
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番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　土 ৭　調 ম成 文 ༷ ・ 手 法 の 特 ௃ ほ か 出土Ґஔ උ　ߟ

TP29 縄文土器 深鉢 － （4�6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ׊ ී௨ 口৶部と口ԑ部，ོଳ上に֋֪ԡೀ　内面֋֪条ࠟ文 第１号埋没
谷確認面

ૣ期後༿
PL42

TP30 縄文土器 深鉢 － （6�0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・ણҡ にͿい੺׊ ී௨ ಑部に̡̧୯અ縄文　Ϙλϯ状のོଳషり付け ද土 前期前൒

PL42

TP31 縄文土器 深鉢 － （4�0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい੺׊ ී௨ ಑部に೾状֋֪文 第１号埋没
谷確認面

前期後൒
PL42

TP32 弥生土器 壺 － （3�2） － 長石・石ӳ にͿい׊ ී௨ ಑部にෟՃ条一種（ෟՃ２条）の縄文ࢪ文 4*3෴土中 後期　PL42

TP33 弥生土器 壺 － （2�5） － 長石・石ӳ 灰׊ ී௨ ಑部にෟՃ条一種（ෟՃ２条）の縄文ࢪ文　６本Ҏ上
の۳ࣃ状工۩にΑる೾状文 4*7෴土中 後期　PL42

TP43 須恵器 甕 － （4�5） － 長石・石ӳ ԫ灰 ී௨ ֎面ॎҐの平行ୟき　内面同৺ԁ状の当て۩ࠟ 4%2෴土中 ̑ˋ　

TP44 陶器 Ꭼ鉢 － （3�5） － 長石・石ӳ・࠭ࡉ ઙԫᒵ ී௨ １୯Ґ11条のᎬ目　瀬戸・ඒೱܥ ද土 ̑ˋ　PL41

番号 種　別 高さ ܘখ࠷ ܘ大࠷ ॏ量 材  質 特　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P82 支脚 17�7 5�0 6�4 870�0 土（長石・石ӳ）ද面φσ　ԁ౵ܗ ද土 PL45

番号 種　別 ܘ ް　さ ॏ量 材  質 特　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P83 ట面子 1�5 0�6 1�8 土（長石） ക鉢 ද土 PL43

%P84 ట面子 ʦ2�2ʧ 0�4 （1�7） 土（長石） ௏Χ 4*6෴土中 PL43

番号 種別 長さ ෯ ްさ ॏ 量 材  質 特　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

%P85 土製品ܗݘ （2�1） 2�6 1�6 （6�0） 土（長石・石ӳ）ݘ　左ӈ૊み合わせࣜ ද土 PL43

̦19 ઑ಄器 3�75 1�8 0�6 4�3 安ؠࢁ ૉ材はԣ長ണย　྆面調੔ 4*34෴土中 PL46

̦20 ຏ製石ි （5�0） 4�3 1�8 （66�1） ؠ࠭ 多਺ࠟ࡟ຏ調੔　後世のݚ ද土 PL46

̦21 ݛ （7�5） （7�9） 1�2 ～
1�3 （107�0）೪൘ؠ ཮著し͘ຎ໣ ද土 PL46

番号 種　別 長さ 大෯࠷ ްさ ॏ量 材  質 特　　　௃ 出土Ґஔ උ　ߟ

̢17 ᭲ （9�4） 1�9 0�5 （10�4） 鉄 ᭲਎部一部ܽଛ　அ面ؙ྆　ܪ部྆୺ܽଛ　அ面方ܗ　 4,41෴土中 PL47
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　　　第̐અ　　ま　　と　　Ί

１　は͡Ίに

ճ調査した範囲は，田崎遺跡の南੢部にあたり当遺跡の一部にす͗ない。当調査区は，恋瀬川左岸の標ࠓ　　

高10 ～ 20ｍの河岸段丘上の؇ࣼ面部に立地している。当調査区の南ଆから東ଆにかけては，恋瀬川にԊっ

てଳ状に広がる௿地部からʮやͭでの༿ʯのΑうなܗで谷௡が入りࠐΜでいる。谷௡をڬΜͩର岸にはस௩

古墳を代දとする古墳群1）が隣接している。北ଆは，標高20ࢁ ～ 24ｍの台地となっており田崎遺跡（ະ調査）

が広がっている。੢ଆは，平成18年度に調査され，平成19年度に報告された田島遺跡（三面寺地区）2）が隣

接している。

　　当遺跡の調査は，平成20年̔月から平成21年１月，同年̐・̑月にかけて࣮ࢪされ，竪穴住居跡60軒，掘

立柱建物跡11棟，柱列跡２列，溝跡̕条，炉穴１基，土坑96基，遺物集中地点１か所，水場遺構１か所，遺

物包含層１か所などを確認した。ࠓճの調査で，縄文時代から中世・近世までの遺構や遺物が確認でき，長

期間にわたる土地ར༻の状گが明らかになった。特に古墳時代前期と後期，奈良・平安時代の住居跡58軒，

掘立柱建物跡̓棟などが確認でき，集落は古墳時代前期からൟӫしていたことが分かった。ここでは，遺跡

の中৺となる古墳時代から平安時代までの集落のมભをたどり，遺物集中地点，水場遺構，遺物包含層と集

落との関܎にͭいてएׯの࡯ߟをՃ͑，まとΊとしたい。

２　集落のมભ

　　当調査区は，東੢約150ｍ，南北約60ｍの範囲で，北東から南੢にԼるࣼ面地になっている。北੢部は

標高15 ～ 20ｍで؇ࣼ面，南東部は標高10 ～ 20ｍで，北੢部Αりもࣼ܏がややきͭ͘なっている。中央部は，

集落のऴᖼをܴ͑る̕世ل後༿まで谷部となっていた。また，南東部には埋没谷が２か所確認されている。

　　ここでऔり上͛る古墳時代から平安時代の遺構は，竪穴住居跡58軒，掘立柱建物跡̓棟，柱列跡２列，

土坑６基，遺物集中地点１か所，水場遺構１か所，遺物包含層１か所である。

　古墳時代（第199・200ਤ）

　　　当時代の遺構は，竪穴住居跡27軒，柱列跡１列，遺物集中地点１か所を確認した。̐世ل代の住居跡

は６軒で，調査区北੢部にҐஔしている。当調査区では，縄文時代ૣ期Ҏདྷの集落が本֨తに営まれる時

期となる。また，̓世ل代の住居跡は21軒で，調査区の北੢部から南東部にかけてҐஔしている。̑世ل

Ҏ్߱ઈ͑ていた集落が࠶ͼ営まれ，調査区શମに広がってい͘時期となる。出土遺物から̐世ل代，̓

世ل前༿，中༿，後༿の̐時期に区分して集落の༷૬をड़΂る。

　　第ᶗظ

　　　当期は，第̏・̐・̑・６・̓・̕号住居跡の６軒が֘当し，出土した土器の༷૬から̐世ل代に比定

できる。これらの住居跡は北੢部の標高16 ～ 18ｍの河岸段丘中Ґの؇ࣼ面に，ޓいに̏～̕ｍのڑ཭を

ஔいてまとまっている。第̏号住居跡をআ͘住居跡には炉が確認されており，いͣれも中央部から北੢د

りに付設されている。第̏号住居跡の北੢部は土坑に掘りࠐまれており確認できなかったが，炉は南൒部

でも確認できないことから他の住居跡と同༷に北੢دりに付設されていたものと͑ߟられる。第̏・６号

住居跡は，南コーφー部にஷ蔵穴を設け，主࣠方޲もほ΅同͡であることから同時期にଘ在していたもの

と͑ߟられる。また，他の̐軒も住居のن໛や構଄，主࣠方޲などから第̏・６号住居跡と大きな時期ࠩ
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第 199 図 田崎遺跡集落มભਤ（第ᶗ期）
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第199図　田崎遺跡集落มભਤ（古墳時代前期）



－ 230 － － 231 －

はແ͘，同一の集団であったと͑ߟられる。出土遺物は土師器ยのほか，第̏号住居跡から球状土錘（ܘ

が２ᶲҎ上のもの）１点，第̑号住居跡から土玉（ܘが２ᶲະຬのもの）１点，球状土錘２点，第６号住

居跡から手捏土器，球状土錘֤１点，第̕号住居跡から土玉１点が出土しており，当֘期の土錘のอ༗཰

は̏軒から̐点で50� 0ˋである。

　　　当調査区ではҎ後̓世لになるまで，住居跡などの遺構は確認されͣ，集落は一時్ઈ͑る。

　　第ᶘظ

　　　当期は，第10・15・18・31・43・58・60号住居跡の̓軒が֘当し，出土した土器の༷૬から̓世ل前

༿に比定できる。これらの住居跡は北੢部に̏軒，南東部に̐軒と，中央部の谷をڬΜでೋͭの୯Ґ集団

をܗ成している。

　　　北੢部では，第10・15・18号住居跡が標高16 ～ 17ｍの河岸段丘中Ґの੢୺と東୺に約30ｍのڑ཭をஔ

いて点在している。第10・15号住居跡は一ลが約̐ｍにରし，第18号住居跡は̑ｍを௒͑るやや大ܗの住

居跡である。主࣠は北東・北・北੢とそれͧれ別方޲で，౷一性がみられない。出土遺物は土師器ยのほ

か，第10号住居跡から手捏土器̑点，第15号住居跡から球状土錘１点が出土している。

　　　南東部では，第31・43・58・60号住居跡が標高12 ～ 18ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁かけての؇ࣼ面に，

第１号埋没谷を囲ΉΑうに点在している。第31・60号住居跡は一ลが約̏ｍで，北東方޲を主࣠としてい

る。第43・58号住居跡は一ลが約̐ｍで，北੢方޲を主࣠としている。第58・60号住居跡のॏ複関܎から，

当期の中でもएׯの時期ࠩがあり，時間が経աするとともに住居のن໛はわͣかであるが大ܗになり，主

࣠も北੢方޲にৼれるΑうになる。出土遺物は土師器ยのほか，第58・60号住居跡から球状土錘が１点ͣ

ͭ出土している。

　　　当期は，住居のن໛や主࣠方޲に౷一性が見られない北੢部と，一ลが̏ｍから̐ｍとやや大ܗ化する

になり，౷੍がとられるΑうになる南東部とではҟなる༷૬をࣔして޲がみられ，主࣠も֓Ͷ北੢方޲܏　　

　　いる。当期の土錘のอ༗཰は̏軒から̏点で̐世ل代ほど高͘はないが，42� 9ˋである。

　　第ᶙظ

　　　当期は，第13・14・28・40・51・53・56・59号住居跡の̔軒が֘当し，出土した土器の༷૬から̓世

中༿に比定できる。これらの住居跡は北੢部に̏軒，南東部に̑軒と，第ᶘ期と同༷にೋͭの୯Ґ集団ل

をܗ成している。

　　　北੢部では，第13・14・51号住居跡が標高16 ～ 20ｍの河岸段丘中Ґの北東から南੢方޲に６ｍの間

ִをஔいて഑ஔされ，南北に広がりをみせている。第14・51号住居跡は一ลが約̑ｍ，第13号住居跡は約

６ｍと，ن໛は第ᶘ期Αりもやや大ܗになっている。主࣠は̏軒とも֓Ͷ北੢方޲である。出土遺物は土

師器ยのほか，第13号住居跡から手捏土器２点，刀子１点，第14号住居跡から球状土錘１点，第51号住居

跡から砥石１点が出土している。

　　　南東部では，第28・53・56・59号住居跡が標高13 ～ 17ｍの河岸段丘中ҐからԼҐにかけての؇ࣼ面

に̏～̑ｍのڑ཭をஔいて഑ஔされている。また第１号埋没谷をڬΜで標高12ｍの南東୺の調査区ࡍに第

40号住居跡がҐஔしている。第28号住居跡をআ̐͘軒は一ลが約̐ｍにରし，第28号住居跡は̑ｍを௒͑

るやや大ܗのものである。主࣠はいͣれも北੢方޲である。出土遺物は土師器ยのほか，第28号住居跡か

ら球状土錘２点，ಔ製耳環１点，第59号住居跡から球状土錘̏点，羽口ย̑点，砥石１点，ಔ製耳環１点，

鉄ᕥ15点（915� 6H）が出土している。

　　　当期は，北੢部や南੢部でも同༷͡૬をࣔし，住居のن໛が第ᶘ期に比΂るとやや大ܗになる޲܏がみ
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られ，主࣠方޲も֓Ͷ北੢方޲で，౷੍がとられるΑうになる。住居のن໛や出土遺物から，北東部では

第13号住居跡，南東部では第28号住居跡が中৺తな住居として集団を構成していたものと͑ߟられる。当

期から鉄製品のอ༗が認ΊられるΑうになり，鉄器や石器（砥石）など道۩ྨ（ҎԼ鉄器౳）のอ༗཰は

̏軒から̏点で37� 5ˋである。土錘のอ༗཰は̏軒から６点で37� 5ˋと前期に比΂るとややݮগする。

　　第ᶚظ

　　　当期は，第20・26・34・37・42・50号住居跡の６軒が֘当し，出土した土器の༷૬から̓世ل後༿に比

定できる。これらの住居跡は，北੢部に１軒，中央部に１軒，南東部に̐軒と，当期から中央部にも住居

跡が見られるΑうになる。

　　　北੢部では，第50号住居跡が標高15ｍの河岸段丘中Ґ，中央部では，第26号住居跡が標高17ｍの谷಄に

それͧれ୯ಠでҐஔし，北੢部の集団が中央部にもల։するΑうになる。出土遺物は土師器ยや須恵器ย

のほか，第26号住居跡から球状土錘，管状土錘֤１点が出土している。

　　　南東部では，第20・34・37・42号住居跡が標高13 ～ 17ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁かけての؇ࣼ面に

北東から南東方޲に̑～̓ｍのڑ཭をஔいてҐஔしている。第37号住居跡は北東方޲を主࣠としているが，

他の̏軒は北੢方޲を主࣠としてる。ن໛はいͣれも一ลが3� 5ｍほどである。出土遺物は土師器ยや須

恵器ยのほか，第20号住居跡から球状土錘，鎌֤１点が出土している。

　　　当期は，南東部の住居跡はখܗ化する޲܏がみられる。また，第ᶙ期までの住居跡は，第１号埋没谷を

囲ΉΑうに഑ஔされていたが，当期からは埋没谷の中央部にまとまって഑ஔされるΑうになった。当期Ҏ

߱も，埋没谷に住居跡などが見られるΑうになることから，谷部が埋没してからあるఔ度の時間が経աし，

ҙࣝされな͘なったものと͑ߟられる。当期の鉄器౳のอ༗཰は１軒から１点で16� 7ˋ，土錘のอ༗཰は

２軒から̏点で33� 3ˋである。

　奈良時代（第201ਤ）

　　　当時代の遺構は，竪穴住居跡19軒，掘立柱建物跡̏棟，土坑６基を確認した。̔世لになると住居跡਺

の૿Ճとともに掘立柱建物跡も確認されるΑうになり，集落がൟӫしてい͘時期となる。出土遺物から̔

世ل前༿，中༿，後༿の̏時期に区分して集落の༷૬をड़΂る。なお，期名は古墳時代からܧଓしてᶛ期

からとする。

　　第ᶛظ

　　　当期は，第̔・17・19・29・32・35号住居跡の６軒が֘当し，出土した土器の༷૬から̔世ل前༿に比

定できる。また，第̐号掘立柱建物跡は出土土器やॏ複関܎から̔世ل前൒に比定でき，当期から掘立柱

建物跡が見られるΑうになる。北੢部に１軒，南東部に̑軒と住居跡਺は北੢部でݮগし，南東部で૿Ճ

する޲܏をࣔす。

　　　北੢部では，第̔号住居跡が標高20ｍの河岸段丘中Ґに୯ಠでҐஔしている。ن໛は一ลが̓ｍを௒

͑る大ܗであり，北੢方޲を主࣠としている。出土遺物は土師器ยや須恵器ยのほか，刀子１点が出土し

ている。

　　　南東部では，第17・19・29・32・35号住居跡が標高13 ～ 17ｍの河岸段丘中ҐからԼҐにかけての؇ࣼ

面に̏～̑ｍのڑ཭をஔいてまとまっている。第29・32号住居跡は一ลが̑ｍを௒͑る住居にରし，他の

̏軒は，いͣれも一ลが約3� 5ｍである。第35号住居跡をআ̐͘軒はいͣれも北੢方޲を主࣠とし，一定

のڑ཭をஔいて഑ஔされており，一ͭの୯Ґ集団をܗ成していたものと͑ߟられる。また，南東୺にҐஔ
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している第̐号掘立柱建物跡は，調査区Ҭ֎΁ԆͼているたΊશ༰は明らかでないが，同時期のものとߟ

͑られ，ن໛や構଄から૔ݿとしての機能が૝定される。出土遺物は土師器ยや須恵器ยのほか，第17号

住居跡から刀子１点，第19号住居跡から球状土錘̏点，第29号住居跡から球状土錘，砥石，釘が֤１点，

第32号住居跡から球状土錘１点，鎌２点が出土している。

　　　当期の南東部では，一ลが̑ｍを௒͑る住居と̐ｍҎԼの住居で集団を構成している。北੢部では，１

軒しか確認できなかったので集団の༷૬は明らかでないが，一ลが̓ｍを௒͑る大ܗ住居が確認されてい

ることから，調査区Ҭ֎に広がる集団の中৺తな住居と૝定される。当期の鉄器౳のอ༗཰は̐軒から６

点で66� 7ˋ，土錘のอ༗཰は̏軒から̑点で50� 0ˋである。

　　第ᶜظ

　　　当期は，第11・23・33・36・41・54・55号住居跡の̓軒と土坑̏基が֘当し，出土した土器の༷૬から

̔世ل中༿に比定できる。北੢部に１軒，南東部に６軒と，第ᶛ期の༷૬と大き͘มわらない。

　　　北੢部では，第11号住居跡が標高18ｍの؇ࣼ面に୯ಠでଘ在し，प囲に同時期の住居跡は確認されてい

ない。ن໛は一ลが̐ｍほどで，北東方޲を主࣠としている。

　　　南東部では，第ᶛ期に比΂૿Ճ޲܏をࣔし，集落のൟӫがうかが͑る。６軒の住居跡は標高12 ～ 18ｍ

の河岸段丘中ҐからԼҐ΁かけての広範囲にԁܗ状に点在している。第23・33・36・41・54号住居跡は，

一ลが3� 5ｍ前後である。大ܗの住居は࢟をফし，֨ن性がみられるΑうになる。主࣠は第23・33・36号

住居跡が北੢方޲，第35・41号住居跡が北東方޲と大きͣ͘れている。第35・36号住居跡が近接している

ことから当期の中でもएׯの時期ࠩがあると͑ߟられる。第55号住居跡は一ลが約̐ｍの方ܗで，当期の

中ではやや大ܗの住居である。炉やᜱが確認されていないことから，૔ݿあるいはԿらかの手工業生࢈に

関わる࡞業場としての機能も૝定されるが，ৄࡉにͭいては不明である。出土遺物は土師器ยや須恵器ย

のほか，第23号住居跡から球状土錘１点，第33号住居跡から砥石１点，第55号住居跡から球状土錘２点，

羽口ย１点，鉄ᕥ̏点（23� 5H）が出土している。

　　　当期の集団は，̐ｍҎԼのখܗ住居ͩけで構成されている。時期ࠩにΑる主࣠方޲のҧいは認Ίられる

もののن໛にͭいては，খܗに౷一されている。当期は鉄器の出土が確認できなかった。しかし，砥石が

出土していることから，อ༗していた可能性は高い。土錘のอ༗཰は２軒から̏点で28� 6ˋである。第55

号住居跡から羽口ยや鉄ᕥなどの஁໶関連遺物が出土しており，पลに஁໶工๪があったものと૝定され

る。第ᶙ期に֘当する第59号住居跡からも羽口ยや鉄ᕥが出土していることから，それҎ߱にഇغされた

ものと૝定されるが，工๪のࠟ跡やૢ業時期を特定することはできなかった。

　　第ᶝظ

　　　当期は，第１・12・21・24・39・57号住居跡の６軒が֘当し，出土した土器の༷૬から̔世ل後༿に比

定できる。北੢部に２軒，南東部に̐軒と，これまでと同༷にೋͭの୯Ґ集団はܧଓしている。また第１・

̏号掘立柱建物跡は出土遺物やॏ複関܎から̔世ل後൒に比定できる。

　　　北੢部では，第１・12号住居跡が標高17 ～ 18ｍの河岸段丘中Ґに̏ｍのڑ཭をஔいて隣接している。

いͣれも北੢方޲を主࣠としており，同一の集団であると͑ߟられる。ن໛は第１号住居跡が一ล約3� 5ｍ，

第12号住居跡が一ล約̑ｍである。出土遺物は土師器ยや須恵器ยのほか，第１号住居跡から球状土錘１

点，第12号住居跡から土玉１点が出土している。

　　　南東部では，第57号住居跡が標高15ｍの河岸段丘中Ґの੢୺に୯ಠでҐஔしている。第21・24・39号住

居跡は標高13 ～ 17ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁かけての東୺の؇ࣼ面に第̏号掘立柱建物跡を囲ΉΑう
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に഑ஔされている。掘立柱建物跡は̑ʷ̏間（6� 3ʷ4� 2ｍ）のଆ柱建物跡で，ن໛や構଄から૔ݿとして

の機能が૝定される。ྊ行方޲が住居跡の主࣠方޲とほ΅౳しいことから，本跡を囲ΉΑうに住居を഑ஔ

した集団であったものと͑ߟられる。出土遺物は土師器ยや須恵器ยのほか，第21号住居跡から鎌２点，

第39号住居跡から土玉，球状土錘，砥石，刀子，手鎌が֤１点，第57号住居跡から手捏土器６点，砥石１

点が出土している。

　　　中央部では標高15ｍの谷಄付近に第１号掘立柱建物跡が୯ಠでଘ在している。第ᶚ期Ҏདྷの建物跡とな

り，ن໛は̏ʷ２間（5� 85ʷ3� 00ｍ）のଆ柱建物跡で，૔ݿとしての機能が૝定される。

　　　当期は，北੢部で大・খ２軒の住居，南東部で掘立柱建物と਺軒の住居で構成されるΑうになる。当期

の鉄器౳のอ༗཰は̏軒から６点で50� 0ˋ，土錘のอ༗཰は２軒から２点で33� 3ˋである。

　平安時代（第202ਤ）

　　　当時代の遺構は，竪穴住居跡12軒，掘立柱建物跡̐棟，柱列跡１列，水場遺構１か所，遺物包含層１か

所を確認した。住居跡਺はݮগ޲܏にస͡，集落がਰୀする時期となる。しかし北東部では大ܗの住居

跡，南東部では大ܗの掘立柱建物跡が出ݱし，これまでとҟなる༷૬をࣔしている。出土遺物から̕世ل

前༿，中༿，後༿の̏時期に区分して集落の༷૬をड़΂る。なお，期名は奈良時代からܧଓしてᶞ期から

とする。

　　第ᶞظ

　　　当期は，第22・30・44・49号住居跡の̐軒と第̑号掘立柱建物跡の１棟が֘当し，出土した土器の༷૬

から̕世ل前༿に比定できる。北੢部で１軒，南東部で̏軒と̔世ل代同༷に北੢部と南東部の２ͭの୯

Ґ集団をܗ成している。

　　　北੢部では，第49号住居跡が標高15ｍの河岸段丘中Ґに୯ಠでҐஔしている。ن໛は一ลが̐ｍで，北

੢方޲を主࣠としている。出土遺物は土師器ยや須恵器ยのほか，球状土錘１点が出土している。

　　　南東部では，第22・30号住居跡が標高12 ～ 13ｍの河岸段丘中ҐからԼҐ΁かけての؇ࣼ面にҐஔして

いる。ن໛は一ลが̏ｍほどで，主࣠は北੢・北東と大き͘ҟなっている。また２軒の住居跡の੢ଆには

第̑号掘立柱建物跡がҐஔし，ޓいに̏ｍほどのڑ཭をஔいてまとまっている。掘立柱建物跡は２ʷ２間

（3� 9ʷ3� 6ｍ）のଆ柱建物跡で૔ݿとしての機能が૝定される。第44号住居跡は，標高22ｍの河岸段丘上

ҐにҐஔしている。ᜱの一部しか確認できͣ，大部分は調査区֎΁ԆͼているたΊৄࡉは不明である。し

かし，ᜱのن໛から大ܗの住居と૝定され，台地に広がる集団の中৺తな住居であったものと͑ߟられる。

出土遺物は土師器ยや須恵器ยのほか，第22号住居跡から刀子１点，第30号住居跡から球状土錘１点が出

土している。

　　　当期の北੢部では住居跡１軒しか確認されておらͣ，集団の༷૬は明らかでない。南੢部では，第ᶝ期

と同༷に掘立柱建物と਺軒の住居で構成されている。しかし，主࣠がそれͧれ別方޲を޲いている点がҟ

なる。当期の鉄器౳のอ༗཰は１軒から１点で25� 0ˋ，土錘のอ༗཰は２軒から２点で50� 0� である。

　　第ᶟظ

　　　当期は，第２・16̗・46・52号住居跡の̐軒と第̕・10号掘立柱建物跡の２棟が֘当し，出土した土器

の༷૬から̕世ل中༿に比定できる。北੢部に̏軒，南東部に１軒，掘立柱建物跡２棟と，南東部は住居

跡਺がݮগする代わりに掘立柱建物跡が立ͪฒͿΑうになる。

　　　北੢部では，第46・52号住居跡が標高15 ～ 16ｍの河岸段丘中Ґに隣接している。また，第２号住居跡
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は，２軒の住居跡の北東方27޲ｍのҐஔに୯ಠでଘ在する。主࣠はいͣれも北੢方޲で，౷一性がみられ

る。第46号住居跡は一ล６ｍが௒͑る大ܗで，集団の中৺తな住居であったものと͑ߟられる。また，第

２・52号住居跡は一ล̐ｍҎԼとখܗであり，大ܗ住居とখܗ住居の૊み合わせで一ͭの୯Ґ集団を構成

している。出土遺物は土師器ยや須恵器ยのほか，第２号住居跡からଇఱ文字のʮ （ఱ）ʯのলུ文字

とみられるʮ ʯ๽書土器１点，ࡉยのたΊಡみとれない๽書土器１点，釘１点，第46号住居跡から球状

土錘２点，第52号住居跡から灰釉陶器の瓶ྨ１点が出土している。

　　　南東部では，第16̗号住居跡が標高18ｍの河岸段丘中Ґに୯ಠでҐஔしている。主࣠は北東方޲で，ن

໛は一ลが4� 5ｍである。また，本跡から南੢方30޲ｍほどԼったҐஔに第̕・10号掘立柱建物跡が立ͪ

ฒΜでいる。いͣれも̑ʷ２間（約̕ʷ̐ｍ）と，これまでと比ֱするとやや大ܗの૯柱建物跡である。

柱穴のن໛が大き͘，柱間ੇ法が広いことから居୐としての機能が૝定される。しかし，地ܗతな഑ஔか

ら૔ݿとしての機能も͑ߟられる。出土遺物は土師器ยや須恵器ยのほか，第̕号掘立柱建物跡の柱穴か

ら灰釉陶器の瓶ྨ１点，球状土錘１点が出土している。

　　　当期から大ܗの掘立柱建物が見られ，๽書土器や灰釉陶器が確認されるΑうになったことから༗ྗ者層

のଘ在がうかが͑る。当期の鉄器౳のอ༗཰は１軒から１点で25� 0ˋ，土錘のอ༗཰は１軒から２点で

25� 0ˋである。

　　第ᶠظ

　　　当期は，第16̖・27・38・47号住居跡の̐軒が֘当し，出土した土器の༷૬から̕世ل後༿に比定でき

る。北੢部に１軒，南東部に̏軒ͩけとなり，掘立柱建物跡が見られな͘なる。

　　　北੢部では，第47号住居跡１軒が標高15ｍの河岸段丘中Ґに୯ಠでҐஔしている。ن໛は一ลが̐ｍ

で，主࣠は北੢方޲である。出土遺物は土師器ยや須恵器ยのほか，ࡉยのたΊಡみとれない๽書土器̏

点，灰釉陶器の瓶ྨ̏点，管状土錘１点が出土している。

　　　南東部では，第16̖・27・38号住居跡が標高15 ～ 18ｍほどの河岸段丘中Ґに10 ～ 30ｍのڑ཭をஔいて点

在している。第27・38号住居跡は一ลが̐ｍҎԼのখܗで，主࣠はいͣれも北੢方޲である。第16̖号住居

跡は一ลが約4� 5ｍで，主࣠は北東方޲である。本跡は第ᶟ期の第16̗号住居跡からܧଓして同͡Ґஔでの

建てସ͑が行われており，݂ԑతなͭながりをもͭ༗ྗ者の居୐と૝定され，南東部集団の中৺తな住居で

あったものと૝定できる。また，第１号水場遺構が標高15ｍの؇ࣼ面にҐஔしており，生׆༻水のݯڅڙで

あったものと͑ߟられる。出土遺物は土師器ยや須恵器ยのほか，第16̖号住居跡からࡉยのたΊಡみとれ

ない๽書土器２点，鉄᭲１点，第27号住居跡から球状土錘１点，第38号住居跡から灰釉陶器の長頸瓶１点が

出土している。第ᶟ期にҾきଓき๽書土器や灰釉陶器が確認され，その਺は૿Ճしている。

　　　当期は，当調査区における集落ൟӫ期のऴ຤であり，古墳時代後期からଓいた集落は，隣接する田島遺

跡Αりもいͪૣ͘ऴᖼをܴ͑る。Ҏ後，中世・近世までۭന地となっている。当期の鉄器౳のอ༗཰は１

軒から１点で25� 0ˋ，土錘のอ༗཰は２軒から２点で50� 0ˋである。

̏　田崎遺跡・田島遺跡（ࣼ面部）の集落のಈ޲にͭいて

　　田崎・田島྆遺跡から確認された住居跡਺は，187軒である。時代別にみると古墳時代が91軒，奈良時代

が61軒，平安時代が35軒である。ここでは，当遺跡の中৺となる古墳時代から平安時代にͭいて，隣接する

田島遺跡（田島Լ地区，南ޫӃ地区・南ޫӃԼ地区，三面寺地区）も含Ίた住居跡਺のਪҠ（第203ਤ）に

ͭいてड़΂，恋瀬川左岸にҐஔする྆遺跡の集落のಈ޲にͭいて֓؍してみたい。
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　古墳時代（第204・205ਤ）

　　　̐世لでは12軒の住居跡が確認され，集落が本֨తに営まれるΑうになる。田崎遺跡の北੢部に６軒と

田島遺跡三面寺地区（ҎԼ，田島遺跡南東部）に̑軒がまとまって見られ，同一の集団をܗ成していたも

のとࢥわれる。田島遺跡田島Լ・南ޫӃԼ地区（ҎԼ，田島遺跡北੢部）にも１軒ͩけではあるが，確認

されていることから，この時期はখ集団が台地のԑล部に点在していたものと͑ߟられる。

　　　̑世لになると྆遺跡の調査区から住居跡は確認されな͘なる。࠶ͼこの地に住居跡が確認されるのは

̑世ل後༿で，田島遺跡南東部に１軒ͩけである。集落の中৺は台地部にଘ在していたものと૝定される。

　　　６世لになると住居跡਺は૿Ճ޲܏にస͡，田島遺跡北੢部で̔軒，南東部で27軒が確認されており，

集落が࠶ͼൟӫしてい༷͘૬がうかが͑る。６世ل前༿から中༿では，ࣼ面部上Ґから中Ґにかけて田島

遺跡南東部を中৺に集落がల։してい͘。これは，台地部にల։していた集団の人口૿Ճに伴うものか，

他の要因がಇいたものか明らかではないが，比ֱతࣼ܏が؇やかで地ܗతに༏Ґな田島遺跡南東部に広

がってきたものと͑ߟられる。６世ل後༿になると住居跡はࣼ面中ҐからԼҐ΁とさらに広がりをみせて

いる。田島遺跡北੢部では南東部同༷にࣼ面ԼҐから௿地にかけて̓軒が確認されており，集落の࠷੝期

をܴ͑る。ࣼ面部まで集落がల։し࢝Ίている時期に，田崎遺跡では確認されていない。田崎遺跡南東部

に隣接している古墳群3）との関܎があるのか，地ܗతな関わりがあるのかৄࡉは不明である。

　　　̓世لになると田崎遺跡でも住居跡が確認されるΑうになり，本֨తに集落が営まれるΑうになる。住

居跡43軒と６世ل代に比΂さらに૿Ճ޲܏をࣔしており，཯ྩ੍΁のա౉期においても，当地では地ԑ・

݂ԑతにͭながる集団がܧଓతに居住していたことがうかが͑る。６世ل代は田島遺跡南東部が中৺で

あったが，̓世ل前༿には田島遺跡南ޫӃ地区（ҎԼ，田島遺跡中央部）にも住居跡が確認されるΑうに

なり，田島遺跡の南東部から中央部，さらに田崎遺跡まで集落がల։してい͘Αうになる。これは台地上

の集落が時期を経るຖに֦大していったものと૝定され，ࣼ܏がややきͭい田崎遺跡南東部まで広がって

いたものと͑ߟられる。̓ 世ل後༿になると集団は田島遺跡南東部と田崎遺跡を中৺としてల։してい͘。

田島遺跡北੢部の௿地部でもґવ２軒が確認されているが，集団はਰୀしていき，集落としての機能をՌ

たさな͘なる。
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第203図　田崎・田島遺跡竪穴住居跡時期別軒਺
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第204図　田崎・田島遺跡竪穴住居跡，掘立柱建物跡分෍ਤ（１）
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第205図　田崎・田島遺跡竪穴住居跡，掘立柱建物跡分෍ਤ（２）
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　奈良時代（第205ਤ）

　　　̔世لになると，住居跡60軒が確認され，田島遺跡南東部を中৺とするこの地の࠷੝期をܴ͑る。また

掘立柱建物跡̕棟も確認されるΑうになる。これは，６世ل代から集落をܗ成していた在地の集団が཯ྩ

੍に૊みࠐまれ，ܧଓతに֦大していったものとみられる。当時のこの地は茨城܊茨城ڷにଐしており，

られ，人口もര発తに૿͑ていっ͑ߟᦰਪ定地4）のपล集落であったものと܊名が同͡ことからڷ名と܊

たものと૝定される。田島遺跡南東部から中央部の台地ԑล部，田崎遺跡と，ࣼ面上ҐからԼҐまで広範

囲にల։する。これらの人ʑは，཯ྩମ੍Լにஔかれ，水田経営5）にܞわっていたものと͑ߟられる。また，

̔世ل後༿になると住居跡にՃ͑，掘立柱建物跡も立ͪฒͿΑうになる。ن໛やܗ状から૔ݿとしての機

能が૝定され，米やྨࠄࡶをஷ蔵・อ管していた可能性が͑ߟられる。特に田島遺跡北੢部では，̔世ل

前༿から住居跡の࢟が見られな͘なり，その代わりに掘立柱建物跡が立ͪฒͿΑうになる。当地は居住Ҭ

から೶࡞物を一時อ管する収蔵Ҭ6）΁と集落の༷૬が大き͘มわっていったものとࢥわれる。

　平安時代（第206ਤ）

　　　̕世لになると，住居跡਺は29軒と൒ݮし，集落はਰୀしてい͘޲܏をࣔす。集団の中৺は地ܗతに༏

Ґな田島遺跡南東部を中৺としている。田崎遺跡では住居跡のまとまりが見られな͘なり１軒または２軒

の୯Ґで集団を構成するΑうになる。̕世ل中༿になると，大ܗの住居跡や掘立柱建物跡が確認されるΑ

うになる。田島遺跡北੢部では，前時代と同༷に収蔵Ҭとしての機能はҡ࣋していたものと͑ߟられる。

しかし，掘立柱建物跡２棟しか確認されていないことから，その機能はਰୀしてい͘޲܏をࣔす。

　10世لになると，住居跡６軒とܹݮする。田崎遺跡では住居跡などの遺構が確認されな͘なり，いͪૣ

͘集落のऴᖼをܴ͑る。田島遺跡北੢部では掘立柱建物跡が１棟ͩけとなり，収蔵Ҭとしての機能も10世

前༿をもってՌたさな͘なる。田島遺跡中央部の台地上ではุ坑̏基が確認され，出土遺物からඃ૴者ل

は໾人もし͘は෋༟層の可能性がある7）とされており，当地は集落ҬからุҬ΁ม༰していったものとߟ

͑られる。田島遺跡南東部では，６軒の住居跡が点在しており，10世ل中༿をもってその࢟が見られな͘

なり，この地での集落はऴᖼをܴ͑る。

　　Ҏ上のことから田崎・田島྆遺跡のࣼ面部の集団は，古墳ங଄のӨڹをडけながら，古墳時代後期に集落

　が営み࢝Ίられた。この集落は，཯ྩ੍に૊みࠐまれて֦大し，その後ਰୀしऴᖼをܴ͑た。

̐　遺物包含層・遺物集中地点・水場遺構にͭいて

　　ここでは，当遺跡で確認された遺物包含層，遺物集中地点，水場遺構と集落との関わりにͭいてड़΂る。

　遺物包含層（埋没谷）

　　　当調査区の中央部は，標高14 ～ 18ｍの؇ࣼ面となっており，そこから南北約28ｍ，東੢約17ｍで，ٯ

̪字ܗをఄするࠇ৭土ଳが広がる埋没谷を確認した。調査の݁Ռ，ްさ80 ～ 100ᶲにわたって土師器や須

恵器などの土器ยを多͘含Ή層が確認できたたΊ，第１号遺物包含層と判அした。

　　　当包含層から出土した遺物は，土師器ย5757点，須恵器ย2761点，灰釉陶器ย̏点のほか，土製品34点，

石器・石製品̏点と多量である。土器ยはいͣれもഁยで，ׂれ口はシϟーϓである。また，それらの中

には接合できた土器ยもあることから，౤غされたものと͑ߟられる。
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　　　出土した遺物を層Ґຖにみると，第２層からは土師器の坏や高台付皿，甕，須恵器の坏や盤，鉢，土製

紡錘車，第̏層からは土師器の高台付椀，管状土錘などが出土している。土師器の坏や高台付椀，高台付

皿の内面はϔϥຏきがࢪされ，ࠇ৭ॲཧされている。また，須恵器坏は口ܘに比してఈܘがখさ͘，器高

の高いものが主ମである。土器の༷૬や器種構成から，第２・̏層から出土した土器は̕世ل代のものと

られる。第̑層からは土師器の坏，甑，手捏土器，須恵器の坏や高台付坏，皿，盤，蓋，鉢，甕，灰͑ߟ

釉陶器খ瓶，球状土錘，管状土錘，支脚などが出土している。土師器坏の内面はϔϥຏきがࢪされ，ࠇ৭

ॲཧされているものが主ମである。須恵器坏は口ܘに比してఈܘがখさいものもあれ͹大きいものも見ら

れる。土器の༷૬や器種構成から，第̑層から出土した土器は̔～̕世ل代と͑ߟられ，多時期にわたる

土器がࠞ在している。第̕層からは須恵器の高坏，球状土錘，第12層からは土師器の坏や甕，須恵器の坏

や蓋，球状土錘などが出土している。土師器坏は口ԑ部とମ部のڥのྏが不明ྎなものが主ମで，֎面は

ϔϥ࡟り，内面はφσがࢪされているものである。また須恵器坏は，ఈ部がؙఈ，須恵器蓋は内面にか͑

りが付͘λイϓで，ఠみはๅच状のものが見られる。土器の༷૬や器種構成から，第̕・12層から出土し

た土器は̓～̔世ل代のものと͑ߟられる。第13層からは土師器の椀や台付甕，ミニチュア土器，第14層

からは土師器の器台，球状土錘，第15層からは土師器の高坏などが出土している。椀や高坏，器台，ミニ

チュア土器は੺࠼がࢪされているものが主ମである。土器の༷૬や器種構成から，第13 ～ 15層から出土

した土器は̐世ل代のものと͑ߟられる。̐・̓世ل代の土器は谷಄や谷ఈ，谷ԑなどに点在しており，

̔～̕世ل代の土器は中央部の東دりにまとまっている。これらの土器は谷部が埋没するաఔで౤غされ

ていったものと͑ߟられ，谷部は̕世لҎ߱に埋没したものと૝定される。

　　　当包含層の北੢ٴͼ南東ଆには古墳時代前期・後期，奈良・平安時代の集落跡がଘ在している。出土し

た土器と住居跡の時期が一கすること，住居跡など遺構からの出土遺物がগないこと，埋没時期と集落の

ऴᖼ時期が一கすることなどから，中央部は谷地ܗをར༻したഇغ場であり，長期にわたって集落のഇغ

Ҭとして機能していたものと͑ߟられる。また，෴土中ではあるが石製のࠊଳ۩（巡方）が出土しており，

཯ྩ׭人8）のଘ在をうかがわせるࢿྉである。 

　遺物集中地点

　　　調査区中央部にҐஔする埋没谷の南東部，標高14� 0 ～ 14� 5ｍのࣼ面部に南北3� 0ｍ，東੢2� 5ｍの範囲で，

ްさ20 ～ 40ᶲほどにわたって土器ยや炭化米などのまとまりが確認できたたΊ，第１号遺物集中地点と

判அした。当地点から出土した遺物は，土師器ย1170点，須恵器ย276点，土製品２点のほか，炭化米68

点などで，出土した土器の༷૬から時期は̓世ل຤から̔世لॳ಄に比定できる。須恵器の高坏２点はࣼ

面部上Ґにほ΅ܗ׬の状ଶで出土しており，いͣれもބ੢࢈と͑ߟられる搬入品である。これは当時の人ʑ

が東ւ地方とのަྲྀをうかがわせるࢿྉとなる。また，手捏土器ย38点と多਺出土しており，その内ほ΅

のものは13点を਺͑る。これらは，須恵器高坏のपลに̏点，その他はࣼ面の中ҐからԼҐにかけてܗ׬

にԊって点在している。さらにそのपลに炭化米68点が点在している。手捏土器は，ʮ࣮༻۩の器をࣼ܏

༻いるのではな͘，Ծ器をもってਆ᰹をڙするとの目తで明確な祭祀ઐ༻の器である。ʯ9）とࢦఠされてい

る。須恵器高坏，手捏土器，炭化米が出土していることから，Կらかの祭祀行ҝが行われていたものとߟ

͑られる。遺物出土状گから͑ߟるといͣれもഇغされたものと判அでき，どこで行われていたかにͭい

ては明らかでない。

　　　田島遺跡中央部の台地上では̓世ل代に్ઈ͑ていた集落が̔世ل代になって࠶ͼܗ成されるΑうにな
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り，この集落は཯ྩମ੍Լにஔかれた人ʑにΑって։ࠖされ，水田経営が࢝まった可能性がࢦఠされてい

る10）。また，田島と中௡川ڥքの水田に三千าという地名があって，その中に一ொ・ೋொの名শがあり，

その地名から条ཬ੍にΑって地ׂりされたߞ地のଘ在が૝定されている11）。当遺跡でも̓～̔世لにかけ

て住居跡の૿Ճ޲܏が見られ，཯ྩ期には水田։発が行われたものと૝定され，それに伴う祭祀行ҝの可

能性も͑ߟられる。

　水場遺構

　　　調査区南東部の標高14� 5ｍのࣼ面部にҐஔしている第１号水場遺構は，ஷ水部をପԁܗに೪土層まで掘

りࠐΜでおり，北東部୺が༙水点となっている。༙水点の൓ରଆの南東部には൘材や杭材が長࣠に௚ަす

るΑうに出土している。いͣれもݩҐஔをとどΊていないが，これらと平行するΑうに11ܘ ～ 24ᶲのピッ

トが６か所確認されており，その内の１ͭは杭材がࢗさったままの状ଶであったことから，൘材をݻ定し

ていたものと͑ߟられる。൘材は水をಘるたΊの足場材または水をせきࢭΊるたΊの堰材の可能性が͑ߟ

られる。杭材はいͣれもΫリの木が࢖༻されており，൘材はΫリやΤϊΩ，Ϟミなどの多༷の材質を࢖༻

している。これらの木材のほか，土師器ยや須恵器ย，灰釉陶器ยなどとともに，木製品２点，種子12点

が出土している。木製品は，஡୑のΑうなܗ状をしたものと，物ࠩしのΑうなܗ状をしたものである。ま

た，種子はトチが２点で，それҎ֎は౧と͑ߟられる。出土した遺物の༷૬から̕世ل後༿にはഇઈした

ものと͑ߟられ，集落のऴᖼと同時にその機能をࣦっている。

　　　住居跡の഑ஔをみると，当調査区の集落がൟӫした̓世ل代から，本跡を囲ΉΑうに഑ஔされていたこ

とや，֤時代にわたってҪ戸跡が確認されていないことから̓世ل代からഇઈ時期と͑ߟられる̕世ل後

༿まで，長期にわったて生׆༻水をಘる場として࢖༻されていたものと૝定される。田島遺跡をみると，

古墳時代から平安時代までのҪ戸跡は，三面寺地区で２基，田島Լ地区で２基が確認されたͩけである。

三面寺地区のҪ戸跡はいͣれもԁ౵状に，深さ約1� 2ｍまで掘りԼ͛たとこΖで，１基は༙水したたΊ，

もう１基は่落のڪれがあるたΊ調査をऴྃしている。ഇઈ時期はいͣれも平安時代とされている。田島

Լ地区では，１基はପԁܗ，もう１基はԁܗ状に，深さはいͣれも約1� 5ｍほど掘りࠐΜでいる。２基の

Ҫ戸跡は，わͣかではあるが北から南΁Լる؇ࣼ面部を掘りࠐΜでおり，南ଆに杭材や൘材などが出土し

ている点は，田崎遺跡の水場遺構とڞ௨している。しかもഇઈ時期はいͣれも̕世ل後༿で，本跡と同時

期である。また，県内の同時期の水場遺構は，ஜ੢市にҐஔする܀島遺跡で確認されている。構଄上，৽

઱な水の確อを目తに構ஙされたものと͑ߟられ，प囲の人ʑが生׆や手工業を行う中でڞ༗され，時に

は祭祀行ҝを含Ή༷ʑな行事が行われていた特別なʮ場ʯであったのではないか12）とࢦఠされている。当

遺跡の水場遺構とは立地やܗ状，構଄がҟなる。しかし，本跡もஷ水部からҲれた水がഉ水溝΁ྲྀれるΑ

うな構଄をしており，ৗ時৽઱な水がಘられたのではないかと͑ߟられ，集落の貴ॏなڅ水ݯであったも

のと͑ߟられる。

̑　おわりに

　　これまで集落のมભ౳や遺物包含層，遺物集中地点，水場遺構にͭいてड़΂てきた。ࠓճの調査の成Ռは，

前ड़したとおり，当遺跡の南୺であるࣼ面部の༷૬である。ݶられた調査区の成Ռではあるが，明らかになっ

たことにͭいてड़΂ʮおわりにʯとしたい。

　　当遺跡の集落のมભや田崎・田島྆遺跡の集落のಈ޲から，当調査区の集落は࢛ͭのస׵期を見いͩすこ
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とができる。第１期は集落が本֨తにܗ成される̐世ل代である。６軒の住居跡が営まれ，田島遺跡でも６

軒確認されていることから，この時期は恋瀬川左岸の台地ԑล部にখ集落として点在していたものと͑ߟら

れ，その中の一ͭのখ集落とい͑る。第２期は一時్ઈ͑た集落が࠶ͼ営まれる̓世ل前༿である。18軒の

住居跡が਺͑られ，࠶ͼ集落がൟӫする。これは，台地部でల։された集落が֦大するとڞに当調査区΁も

広がってきたものと͑ߟられる。第̏期は集落がൟӫする̔世ل前༿である。19軒の住居跡，̏棟の掘立柱

建物跡を਺͑，཯ྩମ੍΁૊みࠐまれていった集団がల։していったものである。第̐期は集落がਰୀする

̕世ل後༿で，̐軒の住居跡ͩけとなり，その後は確認されな͘なる。֤期の集落は，地ܗత要因のӨڹを

डけながらܗ成されていったものと͑ߟられる。中央部には谷が入りࠐΜでおり，̕世ل後༿までΏっ͘り

と時間をかけて埋没していった。この間，長期にわたって土器などがഇغされていた。この谷部をڥに北੢

部と南東部のೋͭの集団で構成されており，居住ҬとഇغҬが明確に分けられていた。

　　出土遺物は，鉄器や石器など道۩ྨの出土が，̓世ل中༿から確認されるΑうになり，鎌，刀子，釘，砥

石など20点を਺͑る。อ༗཰をみると，̓世ل代が19� 0ˋと集落内΁のਁಁをうかがわせ，̔世ل代になる

と42� 1ˋと高いීٴ཰をࣔしている。しかし̕世ل代では25� 0ˋとݮগしてい͘（第207ਤ）。鉄製೶۩のී

Ίࢭのॆ࣮をࣔすものとडけྗࡁるとともに，経ޠ೶業の੝行を物࡞代は，ാلが著し͘なっている̔世ٴ

られる。ͭ まり，当遺跡では，཯ྩମ੍のもと水田経営とともにാ࡞も行われていたものと͑ߟられる。また，

土錘は住居跡や掘立柱建物跡から33点（球状土錘31，管状土錘２）が出土している。遺物包含層からの出土

を含Ίると60点を௒͑る。田島遺跡（三面寺地区）ほどの出土਺ではないが，อ༗཰は25� 0 ～ 50� 0ˋと֤

期にわたってその出土が認Ίられる（第207ਤ）。球状土錘をړ࿑۩である໢の錘とԾ定するなら͹田島遺跡

と同༷に当遺跡の人ʑの中にも֤時期にわたってړ業にܞわっていた者もଘ在していたと͑ߟられる。さら

に，̕世ل後൒になると，๽書土器や灰釉陶器の出土が確認されるΑうになり，๽書土器̓点，灰釉陶器６

点を਺͑る。また，ࠊଳ۩（巡方）１点も遺物包含層から出土している。田島遺跡（三面寺地区）からもࠊ

ଳ۩（⇓۩）１点が出土していることから，໾人など༗ྗ者のଘ在がうかが͑，当遺跡は，܊ᦰपลにҐஔ

し，཯ྩ੍のӨڹを大き͘डけた一般集落の֎प部にあたるものと͑ߟられる。

　　Ҏ上，田崎遺跡の性֨をগしでも明確にできるΑう，隣接する田島遺跡との関わりも౿ま͑てਪଌをॏͶなが

ら遺構・遺物にͭいて࡯ߟをࢼみてきた。શ༰にͭいては，ࠓ後の田崎遺跡台地部の調査のਐలに期଴したい。
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鉄器・石器 土錘

第207図　鉄器・石器，土錘のอ༗཰
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ம
１）石岡市遺跡分෍調査ձʰ石岡市遺跡分෍調査報告 　ɦ石岡市教育ҕһձ　2001年̏月　石岡・高඿地区の古墳群は，ݱ在

の石岡の市֗地に一番近͘，県Լ࠷大ن໛のस௩16ࢁ号墳をは͡Ίとするट長ุΫϥスの古墳を༗する。पลにはখن໛
古墳も多਺ଘ在しており，ফ໓したものもྀߟすると૬当਺の古墳群であったとࢥわれる。

２）൧田ߒ඙・大関෢・খ໺੓ඒ・齋藤和ߒʮ田島遺跡（三面寺地区）　一般国道６号千代田石岡バイパス（かすみがうら市
市川～石岡市東大橋）事業地内埋蔵文化財調査報告書̏ʯh 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ第311集　2009年̏月

̏）ம１に同͡　古墳ங଄ࣗମは̑世لから６世لが主な時期であり，̓世لになるとऴଉしてしまう地Ҭである。
̐）石岡市市史編ࢊҕһձʰ石岡市史Լ巻（௨史編）ɦ　石岡市　1985年̏月　܊ᦰは，܊名と同名のڷに設ஔするのが௨ྫで，

茨城܊の܊ᦰは茨城ڷに設けられたものとࢥわれる。
̑）̰൧ઘୡ࢘ʮ田島遺跡（田島Լ地区）　一般国道６号千代田石岡バイパス（かすみがうら市市川～石岡市東大橋）事業地

内埋蔵文化財調査報告書ʯh 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ第253集　2006年̏月　཯ྩମ੍Լにஔかれた人ʑにΑっ
て։発され，田ാの経営が࢝まった可能性が͑ߟられる。

　　̱খ໺੓ඒʮ田島遺跡（南ޫӃ地区・南ޫӃԼ地区）　一般国道６号千代田石岡バイパス（かすみがうら市市川～石岡市
東大橋）事業地内埋蔵文化財調査報告書２ʯh 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ第287集　2008年̏月　̓世ل代に్ઈ
͑ていた集落が，̔世ل代になって࠶ͼܗ成されており，水田の։発時期とॏなることから，཯ྩମ੍Լの։ࠖ集落の
可能性が高い。

６）ம̰̑に同͡　当遺跡は台地੄部に立地しており，地ܗతには谷௡をར༻した水田࡞ߞにదした環ڥにあることから，೶
。られる͑ߟ物の一時తなอ管場として収蔵区Ҭにมわった可能性が࡞

̓）ம̱̑に同͡　̏基の土坑からは，ほ΅ܗ׬の土師器坏や高台付椀，灰釉陶器が出土しており，副૴品として埋ೲされた
ものと͑ߟられる。こうした土器の出土状گや器種構成が，土坑ุとされるࣛの子̘遺跡の第46・122号土坑とྨࣅする
ものとଊ͑られることや，当時としては貴ॏ品であった灰釉陶器を副૴品としていることから，ඃ૴者は໾人もし͘は෋
༟層であった可能性がある。

̔）奈良文化財ڀݚ所ʰ古代の׭ᦰ遺跡　ᶘ遺物・遺構編 　ɦ2004年̏月　཯ྩ׭人は，ҥ෰の৭ͩけでな͘，಄ۊ，ཤ，ᝇ
など਎に付けるさまざまなものまで，Ґ֊にしたがってن定されていた。ࠊଳもその一ͭである。

̕）ࣰ原༞一ʮϚπリで࢖われる石製໛଄品と土製໛଄品ʯh मձʮ土製໛଄品から見た古墳時ݚձ2008年度ڠ古ֶߟས県ࢁ
代のਆのϚπリʯࢿྉ集 　ɦࢁས県ߟ古ֶڠձ　2008年11月

10）ம̰̑・̱に同͡
11）ம̐に同͡　条ཬ੍にΑって੔વと地ׂりされたߞ地は，比ֱత広範囲な水田地ଳに営まれたが，（中ུ）。ݱ在，この条

ཬ遺構はશ国֤地で確認されており，その立地をみるとこΖ，֓して国ᦰ・܊ᦰのपลҬに多͘認Ίられているのが特௃
తである。してみれ͹，石岡市内は཯ྩࣾձにおける国෎の設ஔされた場所として，ほかの地方に比΂条ཬ੍は発ୡして
いたものとࢥわれているが，地Ҭをݶ定してࢦఠすることはࠔ೉である。たͩݱଘする地名からわͣかにそのଘ在が૝定
できるのである。

12）Ԟ୔఩໵ʮ܀島遺跡　一般国道50号Լؗバイパスվங事業地内埋蔵文化財調査報告書ʯh 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ
第268集2007年̏月

ݙ文ߟࢀ
・石岡市文化財関ࢿ܎ྉ編ࢊձʰ石岡市の遺跡　ྺ史のཬの発掘100年史 　ɦ茨城県石岡市教育ҕһձ　1995年̏月
・ఇژ大ֶࢁས文化財ڀݚ所ʰ掘立柱・ૅ石建物建ஙのߟ古ֶ－౎城・׭ᦰ・集落・寺Ӄにおける分ੳとڀݚ法－ʱ
　2006年̏月
・ֽଜٓ行ʮ茨城県南部におけるَ高ࣜ土器にͭいてʯh ϊートʱ第２号　茨城県教育財団　1993年̓月ڀݚ
・古墳時代ڀݚ൝（集落άϧーϓ）ʮ茨城のʰ̨字状口ԑ台付甕ʱにͭいて（̏）ʯh ϊートʱ第̓号　茨城県教育財団ڀݚ
　1997年６月
・੺Ҫത೭ʮ古代ৗ཮国৽࣏༼跡群の基ૅత（１）ڀݚ～奈良・平安時代の須恵器編年を中৺に～ʯh ം良ߟذ古ʱ第20号
　ം良ߟذ古同人ձ　1998年̑月　
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付　　　　ষ

田崎遺跡出土木製品のथ種調査݁Ռ

　所ڀݚ٢田生物（ג）

ྉࢼ　１

。ྉは茨城県田崎遺跡の第１号水場遺構から出土した木製品̓点であるࢼ　　

方法࡯؍　２

　　ం刀で木口（ԣஅ面），ຝ目（์ࣹஅ面），൘目（接ઢஅ面）の֤੾ยを࠾औし，ӬٱϓϨパϥートを࡞製

した。このϓϨパϥートをݦඍڸで࡯؍して同定した。

̏　݁Ռ

　　थ種同定݁Ռ（਑༿थ１種，広༿थ̏種）のදとݦඍࣸڸਅをࣔし，ҎԼに֤種の主なղ๤ֶత特௃を記す。

　ώϊΩՊアスφϩଐ（TIVKPQTJT TQ� ）

　　（遺物 /P� ６）

　　（ࣸਅ /P� ６）

　　　木口ではԾ道管を࣋ͪ，ૣ材から൩材΁のҠ行は؇やかであった。थࡉࢷ๔は൩材部にࢄ在または接ઢ

഑列である。ຝ目では์ࣹ૊৫の分໺น޸はώϊΩܕからややスΪܕで１分໺に２～̐ݸある。൘目では

์ࣹ૊৫はす΂て୯列であった。਺च状຤୺นを࣋ͭथࡉࢷ๔がある。アスφϩଐにはアスφϩ（ώバ，

アς）とώϊΩアスφϩ（ώバ）があるがݦඍڸԼではࣝ別ࠔ೉である。アスφϩଐは本भ，࢛国，۝भ

に分෍する。

　ϒφՊΫリଐΫリ（$BTUBOFB DSFOBUB 4JFC�  FU ;VDD� ）

　　（遺物 /P� ２，̏ ，̑ ，̓ ）

　　（ࣸਅ /P� ２，̏ ，̑ ，̓ ）

　　　環޸材である。木口ではԁܗないしପԁܗで大ମ୯ಠの大道管（～ 500Ж N）が年ྠにそって෯のか

なり広いݍ޸部をܗ成している。ݍ޸֎はٸに大きさを͡ݮബนで֯ுったখ道管が୯ಠあるいは２～̏

を༗する。์ࣹ૊৫は大ମに޸と多਺の༗ԑน޸集まってՐԌ状に഑列している。ຝ目では道管は୯ઠݸ

おいて平෬ࡉ๔からなり同性である。൘目では多਺の୯列์ࣹ૊৫が見られ，࣠方޲要ૉとして道管，そ

れをऔり囲Ή୹ܕ࡭ॊࡉ๔の連なり（ストϥϯド），࣠方޲要ૉの大部分を઎Ίる木ણҡが見られる。Ϋ

リは北ւ道（੢南部），本भ，࢛国，۝भに分෍する。

　ニϨՊΤϊΩଐ（$FMUJT TQ� ）

　　（遺物 /P� １）

　　（ࣸਅ /P� １）
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　　　環޸材である。木口ではおおΉͶԁܗで୯ಠの大道管（～ 230Ж N）が਺列でݍ޸部をܗ成している。

成し，Ֆ៌状に഑列している。์ࣹ૊৫はܗを޸ઢ状の集団管ࣼ，ܗではখ道管が多਺集まってԁ֎ݍ޸

１～਺列で多਺のےとして見られる。ຝ目では大道管は୯ઠ޸とଆนにަޓน޸を༗する。খ道管はさら

にཐટංްも࣋ͭ。์ࣹ૊৫は平෬ܕのものと̔～ の์ࣹ૊৫はपܕのものがある。大ܕ๔列の大ࡉ10

囲を࣠方޲に長͘やや大ܕのࡉ๔（ৌࡉ๔）にऔり囲まれている。ΤϊΩଐはΤϊΩ，ΤκΤϊΩ౳があ

り，北ւ道，本भ，࢛国，۝भに分෍する。

　ト΢μイάαՊアΧϝΨシϫଐアΧϝΨシϫ（.BMMPUVT KBQPOJDVT .VFMMFS�"FH� ）

　　（遺物 /P� ̐）

　　（ࣸਅ /P� ̐）

　　　環޸材である。木口ではやや大きい道管（～ 200Ж N）が์ࣹ方޲に２～̑ݸ複合し，ૈに分෍して

状に分෍して޸๔を間にはさΜで์ࣹ状，集団管ࡉではްนのখ道管がॊ֎ݍ޸。成しているܗ部をݍ޸

いる。࣠方޲ॊࡉ๔は୹接ઢ状である。ຝ目では道管は୯ઠ޸を༗する。์ࣹ૊৫は௚立と平෬ࡉ๔から

なりҟ性である。൘目では์ࣹ૊৫はほ΅୯列，高さ～ 1� 4NN からなる。アΧϝΨシϫは本भ，࢛国，

۝भに分෍する。

ݙ文ߟࢀ　

島地 ݠ ŋ ҏ東ོ෉ ʮ日本の遺跡出土木製品૯ཡʯ ༤ֳࢁ出൛（1988）

島地 ݠ ŋ ҏ東ོ෉ ʮਤઆ木材૊৫ʯ  地球ࣾ（1982）

ҏ東ོ෉  ʮ日本࢈広༿थ材のղ๤ֶత記ࡌᶗ～ᶛʯ ژ౎大ֶ木質Պֶڀݚ所（1999）

北ଜ࢛࿠ ŋ ଜ田 ݯ ʮ原৭日本২物ਤؑ木本編ᶗ ŋ ᶘʯ  อ育ࣾ（1979）

深ᖒ和三 ʮथମのղ๤ʯ ւ੨ࣾ （1997）

奈良国立文化財ڀݚ所 ʮ奈良国立文化財ڀݚ所 史ྉ第27࡭ 木器集成ਤ録 近ـ古代รʯ（1985）

奈良国立文化財ڀݚ所 ʮ奈良国立文化財ڀݚ所 史ྉ第36࡭ 木器集成ਤ録 近ـ原࢝รʯ（1993）

ڸඍݦ༺࢖　

　　/JLPO %4�'J1

田崎遺跡第１号水場遺構出土木製品同定ද

/P� 器　種 थ　　　　種 උ　ߟ

1 ൘材 ニϨՊΤϊΩଐ ̬̕

2 杭 ϒφՊΫリଐΫリ ̬̐

3 杭 ϒφՊΫリଐΫリ ̬̑

4 ୑ ト΢μイάαՊアΧϝΨシϫଐアΧϝΨシϫ ̬１

5 ൘材 ϒφՊΫリଐΫリ ̬̓

6 物ࠩしΧ ώϊΩՊアスφϩଐ ̬２

7 杭 ϒφՊΫリଐΫリ ̬̏
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目൘目ຝ口木
　/P�1　　ニϨՊΤϊΩଐ

目൘目ຝ口木
　/P�2　　ϒφՊΫリଐΫリ

目൘目ຝ口木
　/P�3　　ϒφՊΫリଐΫリ
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目൘目ຝ口木
　/P�4　　ト΢μイάαՊアΧϝΨシϫଐアΧϝΨシϫ

目൘目ຝ口木
　/P�5　　ϒφՊΫリଐΫリ

目൘目ຝ口木
　/P�6　　ώϊΩՊアスφϩଐ
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目൘目ຝ口木
　/P�7　　ϒφՊΫリଐΫリ



写　 真　 図　 版

第１号遺物集中地点出土遺物集合





PL１

北 西 部

完 掘 状 況

南 東 部

完 掘 状 況 ①

南 東 部

完 掘 状 況 ②



PL２

第 114 号 土 坑

礫 出 土 状 況

第 １ 号 炉 穴

遺 物 出 土 状 況

第 111 号 土 坑

遺 物 出 土 状 況



PL３

第 ３ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ５ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ６ 号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL４

第 10 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 10 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 13 号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL５

第 13 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 14 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 14 号 住 居 跡

竈 完 掘 状 況



PL６

第 20 号 住 居 跡

竈 遺 物 出 土 状 況

第 20 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 26 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



PL７

第 34 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 34 号 住 居 跡

竈 完 掘 状 況

第 60 号 住 居 跡

竈 完 掘 状 況



PL８

第 37 号 住 居 跡

遺物出土・完掘状況

第 37 号 住 居 跡

竈 遺 物 出 土 状 況

第 43 号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL９

第 43 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 56 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 56 号 住 居 跡

竈 完 掘 状 況



PL10

第 59 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 59 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 ２ 号 柱 列 跡

Ｐ４遺物出土状況
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第１号遺物集中地点

遺 物 出 土 状 況 ①

第１号遺物集中地点

遺 物 出 土 状 況 ③

第１号遺物集中地点

遺 物 出 土 状 況 ②



PL12

第 １ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 17 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 19 号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL13

第 21 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 21 号 住 居 跡

竈 完 掘 状 況

第 23 号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL14

第 29 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 32 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 35 号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL15

第 39 号 住 居 跡

遺物出土・完掘状況

第 39 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 39 号 住 居 跡

竈 遺 物 出 土 状 況



PL16

第 41 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 41 号 住 居 跡

竈 遺 物 出 土 状 況

第 55 号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL17

第 55 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第54・57号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 57 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



PL18

第３号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

第 8 4 号 土 坑

遺 物 出 土 状 況

第１号掘立柱建物跡

完 掘 状 況



PL19

第 ２ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ２ 号 住 居 跡

竈 遺 物 出 土 状 況

第 22 号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL20

第 16A 号 住 居 跡

竈 完 掘 状 況

第 16A 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第16A・B号住居跡

完 掘 状 況



PL21

第 30 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 30 号 住 居 跡

竈 完 掘 状 況

第 44 号 住 居 跡

竈 遺 物 出 土 状 況



PL22

第 46 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 46 号 住 居 跡

竈 遺 物 出 土 状 況

第 47 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



PL23

第 49 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 49 号 住 居 跡

竈 完 掘 状 況

第 49 号 住 居 跡

竈 掘 方 土 層 断 面



PL24

第９号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

第10号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

第５号掘立柱建物跡

完 掘 状 況




